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2020*wl-202012 有 まで 和 


パン フレ ッ ト 有 効 期限 :2019 年 12 月 1 日 -2020 年 5 月 31 日 


専用 車 と 専属 ガイ ド で ※ る プラ イベ ー ト ツア ー 二 





o 旅 の こだわ り と うれ し い 


HIS が お 届け する 


専用 車 専 属 ガ イド (専属 現地 係員 ) 同 行 
2 人 で 巡る 上 質 な プラ イベ ー ト ツア ー 


海外 駐在 員 が 目 ら 観光 地 、 ホ テル 、 レ スト ラン な ご ど へ 定 を 運ん で 企画 。 
個人 旅行 な ら で は 、 お 客 様 の ペー ス に 合わ せ た 上 候 な 旅 に 仕上 が り ま し た 。 

全 コ ー ス 現地 滞在 中 、 日 本 語 を 話す (%※1) ス ルー ガイ ド が 同行 し て 旅 を サポ ー ト (※2)。 更 に 4 名 様 以 
上 の お 申し 込み の 際 、 日 本 より プラ イベ ー ト 流 乗 員 が 同行 プラ ン 有 。 安 心して ご 旅行 頂け ます 。 
※ 1. 一 部 コー ス で は 英語 で の ご 案内 と な り ま す 。 ※2. ス ルー ガイ ド と は 滞在 中 同行 する 現地 係員 の こと を 指し ます 。 日 々 係員 
が 異な る こと は ご ざい ませ ん 。 た だ し 、 航 空 機 な ど で 都 市 間 を 移動 する 場合 は 都市 毎 に 現地 係員 が 異な る 場合 が び ざ いま す 。 

※3. 満 室 等 で ご 用 意 で き な い 場合 も ご ざい ます 。 ど ご 予約 時 に ご 確認 下さ い 。 








に こだわ っ た プレ ミア ムツ アー、 きめ 細やか な サー ビス を 提供 し ます 。 日 程 表 内 に を 表記 、 
ホテ ル 発 彰 時 間 も 考 慮 し て に し まし た 。 対応 で きる の も 専用 車 な ら で は で す 。 


錦 光 


と 、 現地 駐在 員 が 自信 を 持っ て 紹介 する 観光 地 を 厳選 。 ガイ ドブ ッ ク に 載っ て いな い 情 報 





も お 届け で きる の は 現地 在住 だ か ら こ そ 。 お 客 様 自身 の 新た な が 出来 る こと を 信じ て ご 案内 。 
も ちの AA も 忘れ ず に ご 案内 し ます 。 
1 都市 2 連 泊 な ど に こだわ り ま し た 。 立地 や 設備 、 お も て な し 、 清潔 感 を 重視 し 、 
を ご 用 意 。 を ご 用 意 し ます 。( ぷ 3) 
食事 は の 1 つ 。 駐在 員 お 勧め の メニ ュー や レス トラ ン を し 、 は 
も ちろ ん 、 パリ エー ショ ン も 考慮 。 専属 ガイ ド 同 行 な の で 、 旅行 中 メニ ュー を 変更 する こと も で きま す 。 


※ 手 配 内 容 に よっ て は 追加 料金 が か か る 場合 が あり ます 。 また 、 ご 要望 を 人 っ て か ら の 手配 と な る 為 、 ご 希望 通り に 手配 が 出来 な いこ と も あり ます 。 


文 文 記念 日 の お 祝い 文太 


誕生 日 、 ハ ネム ー ン 、 結婚 記念 日 、 還暦 な どの 長寿 の お 祝 
いな ど で 「 産 地 直送 の 旅 ] に ご 参加 頂く 方 は 、 ご 旅行 中 に さ 
さや か で は ご ざい ます が お 祝い させ て いた だ き ぎ きま す 。 ご ど ご 予 
約 時 に 担当 まで お 申し 出 く だ さい 。 


4 名 以上 で お 申し 込み ・ こ 出発 の 場合 は プラ イベ ー ト 湾 乗 員 が 同行 プラ ン も 有 ( 追 加代 金 無 !) 


※ コ ー ス に よっ て 適用 人 数 が 異な る 場合 が あり ます の で 詳細 は 各 ツ アー を 参照 くだ さい 。 ※ 対 象 コ ー ス は 各 コ ー ス 参照 。 


※ 流 乗員 無し の 個人 で の 渡航 も 可能 で す 。 ※ 列 途 代 金 に て 2 名 様 で も 流 乗 員 手 配 可 能 で す 。 





[産地 直送 の 旅 ] で は 60 歳 以上 の アク ティ ブ な 方 の 海外 旅行 を 応援 し ます 


海外 旅行 が 楽に な る | 楽 トク 旅 60 十 」 特 典 を ご 用 意 し まし た 。 
お 客 様 の 好み に 合わ せ て と ちら か 1 つ お 選び くだ さい ! 


ご 目 宅 空 港 (羽田 又は 成田 ) を 綺麗 に 洗濯 、 手 た た み し て 
無料 託送 し ます 。( 往 復 ) ご 自宅 まで お 届け し ます 。 
手荷物 の み で らく らく 移動 で きま す 。 


※ お 荷物 は お 1 人 様 ひと つ 容量 :5092 ま で (T シ ャ ツ だ と 70 枚 程度 


【 対 象 】① 日 本 ご 出発 時 、60 歳 以上 の 方 。② ご 出発 の 60 日 前 まで に 、HIS パ ッ ケ ー ジ ツア ー 産 地 直 送 の 旅 を ご 成約 され た 方 。 

【 そ の 他 注 意 事項 】 念 ご 出発 60 日 前 まで に 、 上 記 、「 楽 トク 旅 60 十 ] の プラ ン か ら お 1 人 様 に つき お 1 つ お 申し 込み くだ さい 。 期 日 を 過ぎ た 場合 は サー ビス 対象 外 と な り ま 
す 。 ま た 、 期 日 を 過ぎ て か ら の プラ ン 変 更 は 承れ ませ ん の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 亀 「 楽 トク 旅 60 士 」 の 各種 プラ ン は 、 指 定 さ れ た 連絡 先 へ お 客 様 ご 自身 で の お 申し 
込み が 必要 と な り ま す 。 詳 細 は ご 出発 前 に お 渡し する 書面 に て ご 案内 いた し ます 。 


ご 自宅 羽田 ・ 成 田 空 港 間 の 片 衛 ハイ ヤー サー ビス 付き ! 
空港 まで の 往路 又は 復路 で UE 」 


産地 直送 の 旅 ビ ジネス クラ ス 利 用 全 コ ー ス 


送迎 対象 地域 
無料 送迎 対象 地域 は 首都 圏 主要 都市 と な り ま す 。 対象 地域 は お 問い 合わ せく だ 
さい 往復 利用 希望 並び に 、 エコ ノミ ー ク ラス 利用 時 で 追加 手配 ご 希望 
に は 特別 料金 に て ご 案内 させ て いた だ きま す 。 


往復 の 何 物 無料 宅配 サー ビス 


ご 出発 時 、 ご 帰国 時 も 快適 に お 過ごし いた だ く た め 、 お 一 人 様 1 個 の お 荷物 を 


[ご 自宅 か ら 出 発 空港 (成田 ・ 羽 田 ) ま で 」 、「 到 着 空港 (成田 ・ 羽 田 ) か ら ご 自宅 まで 」 無料 に て 宅配 サー ビス を ご 利用 頂け ます 。 
※ 詳 細 は お 申し 込み 後 、 ご 出発 前 まで に ご 案内 いた し ます 。 





HIS だ け の 独占 販売 ! IS キャ ン セ ル サ ポ ー ト 


HIS キ ャ ン セ ル サ ポ ー ト で 補償 され る 事由 (概要 ) 


以下 の よう な 事由 が 発生 し た こと に より 出国 を 中 止 し た 場合 に 補償 し ます 。 保険 料 1.000 円 で 取消 料 最 大 まで 
パス ボー ト の 紛失 、 次 難 、 置 き 忘 れ 、 揮 * 妊娠 出産 早産 流産 2 誠人 紀 
離婚 、 婚 畑 予 約 の 不履行 * 勤務 先 企業 の 倒 導 例え ば … 子供 が 切 に 病気 に な つて し まい 入院 する こと に … 
渡航 先 で の テロ - 噴 火 等 旅行 に 行け な く な っ た の で 旅行 を キャ ン セ ル し た い 。 
家屋 炎 害 ・ 裁 判 所 呼出 官公 箸 命令 に よる 人 選 難 失 告 等 宿泊 機関 の 火災 
交通 機関 層 延 ・ 運 休 欠 航 ペット の 死亡 * 
死亡 入院 通院 * 急 な 出張 * 


※ 縮 小 支払 割合 90% の 設定 。※ ( 注 ) 単に 旅行 に 行く 意思 が な く な っ た だ け の 場合 は 補償 の 対象 と な り ま せん 。 660 例 で す 。※ そ の 他 の 支払 事由 等 |HIS は キャ ン セ ル サ ポ ー ト ] の 詳細 に つい て 
は 、|HIS キ ャ ン セ ル サ ポ ー ト ] お よび 加 人 申込 票 の 「 重 要 事 項 の ご 説明 ] を ご 覧 くだ さい 。※ 保 険 金 の ご 請求 手続 き を に あ た っ て は 事由 を 証明 する 書類 が 必要 で す 。※ 文 払 事由 に よっ て は 、 保険 金 を 縮小 し て 支払 うこ と が あ 
り ま す 。※HIS キ ャ ン セ ル サ ポ ー ト は 出国 を 中 止 し た 際 に 発生 する 費用 を 補償 する 保険 で す 。 出 国 後 の 補 償 に つい て は 、 別 途 海外 旅行 保険 の 加 人 を お すす めし ます 。※ 詳 し く は 予約 担当 者 へ お 問い 合わ せく だ さい 。 

ぐ 引 受 保険 会 社 > 三井 住友 海上 火災 保険 株 式 会 社 く 取扱 代理 店 > 株 式 会 社 エ イチ ・ ア イ ・ エ ス 東京 都 新宿 区 西新 宿 6-8-1 住友 不動 産 新宿 オー クタ ワー29F 


承認 番号 :B19-100039 使用 期限 :2020/04/05 
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うれ し い ポ イン ント o ど 案内 


答 国 の 出入 国 カ ー ド 、 税関 申告 書 を こ 用意 ! 


通常 は 代行 記入 料金 が 別途 か か る 、 出 入国 カー ド や 税関 申告 書 の 書類 を 作成 し て お 渡し し ます 。 
※ 最 終 旅行 日 程 表 と 共に お 渡し し ます 。 ※ 訪 問 国 に よっ て は ご 用 意 出来 な い 場合 が ご ざい ます 。 その 場合 は 御 本 人 で ご 記入 いた だ きま す 。 


成田 ・ 羽 田 ア シス ト 
偉人 5 ポ ボート 専 属 ア シス タン ト サ ー ビス を ご 用 意 


” UI 会 社 へ の チェ ッ ク イ ン 、 出 国 ・ 入 国 手続 き (荷物 の 受取 と 税関 手続 き の 説明 含む ) に 必要 な 書類 の 説明 に 加え て 、 現 地 の 天 候 、 時 差 、 通 貨 や 現地 ガイ ド が 待つ 場所 の ご 案内 な ど を 致し ます 。 
1 EPC ※ 成 田 空港 、 羽田 空港 が 対象 で す 。 


往復 の 日 本 発 国際 線 は | 並び 虎 」 ヘ へ アレ ンジ 可能 


フラ イト 時 間 が 事前 に 決ま り 予 定 が た て や すい 肌 空 会 社 指定 プラ ン | km 日 本 完 着 の 国際 線 区 問 の 往復 (エコ ノミ ー ク ラス ) 
OSDIR 0 肌 ま で の ご 成約 で 、 3-3-3 座席 配置 の 例 ” : 3-4-3 座 席 配 置 の 例 
窓側 また は 通路 側 か ら の 並び 席 の ご 希望 を 承り ます 。 | 


※ 並 び 席 の 配列 指定 は 致し か ね ます 。 配列 例 は 右記 の 図 を ご 参照 くだ さい 。 ※ 通 
路側 ・ 窓 側 な どの ご 希望 や 事前 の 座席 番号 の 回 答 は お 受け で きか ね ます 。 ※5 名 以 
上 で ご 参加 の 場合 、 2 一 4 名 の 並び 席 の 組み 合わ せ と な り 、 全員 が お 近く の 席 と な ら な い 
場合 が あり ます 。 ※ 同 じ コ ー ス 番号 且つ 同時 予約 の お 客 様 で 、 当日 、 集合 (指定) 時 刻ま 
で に お 越し いた だ いた 場合 に 限り ます 。 ※ オ ー バ パー ブッ キン グ や フラ イト キャ ン セ ル な 
ど 航 空 会 社 側 の 事情 に 基づき 、 当初 の 予定 に な い 振 替 便 に な っ た 場合 は 、 並び 席 に な ら 
な い 場 合 が あり ます 。 ※ 延 泊 や 帰国 便 延 長 な どの アレ ンジ を し た 際 は 並び 席 の ご 用 意 が | 

で き な い 場合 が ご ざい ます 。 予め ご 了承 くだ さい 。 園 2 名 で 参加 且 …3 名 で 参加 4 …4 名 で 参加 
























ご 注意 








上 質 な “いい 旅 " を 
し て いた だ く た め に 旅 の 安全 管理 [NO.1 を 目指 し て ぃ ます 。 


お 客 様 が 安心 し て ご 旅行 で きる よう に CSR レ ポー ト 発 行 
商品 の 品質 や 安全 向上 の た め に 活動 し て いま す 。 HIS に お ける CSR と は 、 旅行 業 と 言う 本 来 の 業務 を 通じ て 、 世 界 


お 客 様 の 視点 で 商品 の 内 容 を チェ ッ ク す る た め 、 寄 い 平和 ・ 相 互 理解 の 促進 に 向け た 取り 電 人 2 IO 半 


JE 私 た ち が 企 画 し 実施 する 旅行 が 、 訪 れる 
け て 行き ます 。 また 、 独自 の 品質 管理 基準 を 設定 し 、 人 々 と 受け 入れ る 人 々 の 交流 に よっ て 
バス 会 社 、 手配 会 社 な ど へ の 周知 徹底 の た め 詳 細 な “ 社会 に 価値 を 生み 出し て 行く 。 それ こそ が 
マニ ュ ア ル の 作成 や 研修 を 実施 し て いま す 。 さら に 訓 馬 =- 3 あ 40M 人 る 私 た ちな ら で は の CSR で す 。 

現地 に 赴き 、 バス 会 社 へ の 立ち 入り 調査 や ホテ ル 、 、 ーー 

観光 地 、 お 土産 店 な どの チェ ッ ク を 行い ツア ー の 催 “ 志 “ 店 舗 及び ホー ムペ ー ジ で 

行 が 公正 に 行わ れ て いる か 確認 し て いま す 。 /2.22000 閲覧 で きま す 愛 


文安 心 の 海外 支店 綱 太 
海外 69 カ 国 159 都 市 267 拠 点 の 現地 文 店 が 24 時 間 日 本 語 で お 客 様 の 旅 を サポ ー ト 。 


※2019 年 9 月 20 日 現在 、 ツ アー デス ク も 含む 


出発 ・ 広 彰 時 間 の 目安 歩く 度 


日 程 表 の 時 間 帯 は ホテ ル の 出発 時 刻 で は な く 、 交通 機関 の 出発 時 刻 を 表示 し て い ゆとり の 旅 を さら に 分 か りや すく ぐ くす る た め に … 
ます 。 出発 ・ 到 着 の 時 間 帯 (午前 ・ 午 後 な ど ) は 、 ご 利用 頂く 航空 便 や 交通 事情 現地 徒歩 観光 が どの 程度 含ま れ て いる か 3 段階 の 歩く 度 で 表し て ます 。 
諸事 情 に より 変更 と な る 場合 が ご ざい ます の で 、 出発 前 に お 渡し する 「 旅 行 日 程 … 1 日 の 徒歩 観光 が 2 時 間 未 満 


表 ] に て ご 確認 (くだ さ ざさ しゅ ーー 1 日 の 徒歩 観光 が 2 時 間 一 3 時 間 30 分 未満 
… 1 日 の 徒歩 観光 が 3 時 間 30 分 以上 


※ お 客 様 の 体力 に 合わ せ て 現地 に て 調整 する こと も 専用 車 と 専属 ガイ ド が 対応 する 
「 産 地 直 送 の 旅 」 な ら で は 。 体 力 的 に 厳し いと 思っ た ら 早 め に ガイ ド に お 知ら せく だ さい 。 


スケ ジュ ー ル 表 内 の マー ク の 見 方 


ヶ : 飛 行 機 (同日 着 ) 許 : 飛 行 機 ( 機 中 泊 ) 下 : 電 車 (同日 着 ) 園 : 電 車 ( 車 中 泊 ) 出 : パ ス ・ ミ ニ バ ス ・ バ パン な ど ( 同 日 着 ) 回: パス ・ ミ ニ バ ス ・ バ パン な ど ( 車 中 意 ) 
全 : 自 動車 (ミニ バス ・ リ ムジ ン ・ セ ダン ・ パ ン ・ タ フク シー な ど ) 回 : 自 動車 ( 車 中 泊 ) ぁ : 船 (同日 着 ) 回 : 船 ( 船 中 泊 ) 環 : オ プシ ョ ナル ツア ー 圏 : 朝 食 悦 : 昼 食 較 : 夕 食 
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"ビジ ネス クラ ス o ご 案内 “* 


[産地 直送 の 旅 ] で は 機内 で 快適 な 時 間 を お 過ごし いた だ ける よう 全 コ ー ス ビジ ネス クラ ス 利 用 プラ ン を ご 用 意 し て いま す 。 
時 差 の ある 海外 で の 旅行 を より 楽し いも の に する た め に も 、 機内 で ゆっ くり お 過ごし いた だ く の は 大 切な ポイ ント で す 。 
各 航 空 会 社 が 自信 を 持っ て お 届け する ビジ ネス クラ ス な ら で は お 食事 を お 楽し みい た だ き 、 
機内 で は 広々 と し た シー ト で お くつ ろ ぎ 頂け ます 。 
も ちろ ん 、 出発 前 の ひと と きも 有意 義 に ご 利用 頂け ます 。 ビジ ネス クラ ス 専 用 チェ ッ ク フク イン カウ ンタ ー の 利用 や 、 
こ 搭 乗 ま で は ビジ ネス クラ スラ ウン ジ に て ゆっ た り と お 周 ご し いた だ け ま す (※1) 。 
到着 空港 で は いち 早く お 預かり し た 手荷物 を 優先 的 に 受け 取る こと が で きま す 。 


画 座 席 の リフ エス ト 窓側 や 通路 側 な ど 座 席 の ご 希望 は ご 予約 時 に お 申し 出 下 さい 。 
※ 座 席 数 に 限り が あり 、 ご 希望 に 添え な い 場 合 が あり ます 。 
※ 機 材 変更 な おど に より お 取り し て いた 席 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 








@ ご 案内 する ビジ ネス フラ スプ ラン は 航空 会 社 が 独自 に 行う お 客 様 向 け 付帯 サー ビス や キャ ン ペ ー ン と は 異な り 適用 と な ら な い 場 合 が あり ます 。 
@ 日 本 発着 の 国際 区 間 の み の 適用 と な り 、 それ 以外 は エコ ノミ ー ク ラス 利用 と な り ま す 。 倫 搭 乗 日 、 搭乗 便 、 路線 や 機材 変更 に より 座席 仕様 、 サー ビス 内 容 
が 予告 な く 変更 と な る 場合 が あり ます 。 ※1 一 部 海外 空港 で は ラウ ンジ が 無い 場合 も で ざい ます 。 











フル フラ ッ ト シ ー ト に 搭載 され た 先 ニュ ー ヨ ー ク 線 な ど に 導入 され た 最 
信 機 能 が くつ ろ ぎ を 演出 。 表 材 を 陰 味 新 の [JAL SKY SUITE] は プラ イベ ー 
し 旬 の 食材 を 使っ た オリ ジ ナ リティ 、 ト 空間 を 確保 。 季節 感 に こだわ り 旬 
あふ れる 機内 食 も お 楽し み 頂 け ま す 。 の 食材 を 集め た お 食事 も お 楽し み 頂 
ンー ト : B777-300ER 一 例 
(一 例 ) リク フ ライニング | シー トピ ッ チ シー ト 幅 
ビジ ネス クラ ス | 約 170 こ 180* 非 公開 約 52 一 59cm 
エコ ノミ ー ク ラス 非 公開 約 79<86cm | 約 43<47cm 


《 一 例 》 2 キク クン 
ビジ ネス クラ ス 約 180 約 111.8cm 約 49.3cm 
El 生 ー グラス 約 110" 約 /8.7Cm 約 43.2cm 


文 上 記 数 値 と 画像 は ロサ ン ゼ ルス 線 の 仕様 と な り 路 線 に より 異な り ま す 。 運行 され る 機 
材 、 座席 仕様 、 サ ービス は 予告 な く 変 更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 









































イタ リア 国王 ご 用 達 の ブラ ンド 「 ポ ルト ロー ナ ・ スカ イト ラッ ク 社 の エア ライ ン ア ワー ド 2018 に て ビジ 
フラ ウ 」 の 仔牛 潮 の 上 質 な 部 分 の み を 厳選 し た ネス クラ ス で 1 位 を 獲得 。 座 届 は フル フフ ッ ト で 全長 2 
シー ト は 快適 その も の 。 アメ ニテ ィ は ブル ガリ 、 MM の ベッ ド に な り 、 各 責 に 設置 され て いる マッ サー ジ 
に miE9U ど ele ん 0 リ EYEKSo e2 り ウル 機能 は 快適 その も の 。 ゆっ くり くつ ろ げ る キャ ビン ウェ = 
ンド を 使用 する な ど 快 適 な 時 間 を 過ごせ ます 。 過 富 消 B228330 語 別 ア や アル マー ニ の アメ ニテ ィ も 用 意 さ れ て いま す 。 (< 電 ジ ー ト 5EXZZ680 一 例 
一 例 》 Ng4( ーー ジグ 4 ン シー ト 幅 《 一 例 》 | 凍 2 に IE の た シー ト 幅 
ビジ ネス クラ ス 約 0 約 186<193cm 約 54cm ビン トス クラ ス 約 約 200cm 約 56cm 
正 コ ノン ミー グ ラス 約 約 78.7ー81.3cm | 約 43.2cm | " 正当 ノー ク ラミ 公表 最大 約 86cm 約 48cm 
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CLASS ONE | 産地 直送 の 旅 」 専門 デス ク | リョ ノン High Premium HIS Hills Shibuya 


く ー ヾ 作 イ 8 K O ここ アノ へ) 
[CLASS ONE」 で は ゆっ た り と ご 旅 行 の 御 相談 を 頂け る ラウ ンジ を ご 用 東急 プラ ザ 溢 谷 5F 
意 。 この ラウ ンジ で は 専用 コン シェ ル ジ ュ と し て お 客 様 ひと り ひ と り の スタ イ 
ル に あっ た 旅 を ご 提案 し ます 。 尚 、 土日 祝日 も 営業 し て お り ます 。 来店 が 忙 : !High Premium HS HIS 陳 圭 和 


し い 際 は 、 お 電話 で も 御 要 望 を 承り ます の で 、 お 気軽 に ご 連絡 下さ い 。 : っ hIDuyal で は 、 世界 15 か 国 以 
: 上 の 渡航 経験 を も っ た 選 り す ぐ 


ー ー | り の スタ ッ フ が 、 お 客 様 ひ と り ひ 
攻 王 TEL:0 う 3- う 538 /300 2 








中 央 区 銀座 4 丁目 1 番 先 北 数 寄 屋 ビル 1 階 提案 し ます 。 来店 予約 制 の 店 舗 
は 』 玉 =4 ロ 記 昌 計 由 【 営 業 時 間 】 月 一 土 ・ 日 ・ 祝 日 11:00 一 19:00 に な り ま す の で 、 周囲 を 気 に せ 


ず ゆ っ た り と 落ち 着い た 空間 で 
放置 TE| 0 う -5//5- 0241 いただけ ます 。 


渋谷 区 神宮 前 4-3-3 バル ビ ゾ ン /7 番 館 1 階 : | 倫 電 話 番号 :03-5784-1011 
Ed 所 肘 営業 時 間 】 月 土 * 日 ・ 祝 日 11:00-19:00 | | 念 営 業 時 間 : 全 日 10:00 一 21:00 (来店 受付 最終 時 間 20:00) 











「 





ここ で し か 味わえ な い ・ | 2 
感動 的 な 体験 を お 届け じ ま す 。 - 


世界 各地 の 駐在 員 が 自ら 観光 地 、 ホ テル 、・ 
レス トラ ン に 足 を 運び 、 企 画 し た 「 再 発見 ] の 旅 。 
_ 産地 直送 の 旅 だ け の 上 質 な 旅 を 

、 現地 より お 届け いた し ます 





伺 の 名 所 か ら 、 ま だ 見 ぬ 絶 景 や 美食 を 捕え た 


充実 の 15 ュ ー ぇ 


・ 郷土 料理 や 厳選 され た 品々 に 舌鼓 
大 自然 … 豊か な 自然 を 全身 で 感じ る 世界 へ 
歴 喝 … 悠久 の 歴史 を 刻む 地 を 歩く 

・ 見 た こと も な い 景 色 を 真 近 に 
ミ = 仙 … 優れ た 才能 が 残し た 足跡 に 触れ る 






















































「 「 、 大 
上 要 ( OnLCntS 自 淡 回 に 
] 世界 遺産 の 古都 と サハ ラ 砂 漠 を 訪ね て 
P007-014| | キツ テッ ク モロ ッ コ 12 昌 間 り |9 
恨 
[ 5 大 ワイ ン と 卿 土 料理 を 愉し お 
本 PO15-022 9 イタ リア 食 の 旅 9 間 あ 
1 
ァ 独自 の 歴史 ・ 文 化 が 魅了 する 
リ P.023-030 9 美人 満 配 シチリア の 休日 9 日 間 9 
知ら れ ざ る ワイ ン と 美食 を 求め て 
P031040 寺 北 スペ イン 食 の 旅 9 間 還 
満ち 溢れ た 神秘 の 国 
P041-048 | ベ ル ー 行 10 日 間 ら 
北 
中 魅惑 の マヤ 文明 の 国 
P.049.054 | 9 デン カル 遺 貴 と ブ ァ テマ ラ の 旅 9 日 間 の 
ワイ ン と 美食 を 載 能 
0 者 元 カナ ッ . オ カナ ガン 6 日 間 9 
コン ラッ ド ・ モ ルディ ブ ・ ラ ン ガ リ ・ ア イラ ンド 
P.063-068 | 別世界 が 広がる 「 ザ ・ ム ラ カ ] で 過ごす 〇 
モル ディ ブ の 休日 7 日 間 
多種 多様 な 文化 を 巡る 
P.069.076 | マレ 半島 断 の 旅 9 日間 2 呈 
pn77.084 | アン コー ル 王 朝 全て の 世界 中 産 を 納 & 伝 体験 
アン コー ル ワ ッ ト と 神秘 の 遺跡 を 辿る 旅 7 日 上 
近代 ・ 歴 史 世 界 遺 産 - リ ゾー ト 全 て を 網 叫 
PO095.020 1 カンボジア 探訪 の 旅 7 日間 
ァ 
天空 の 秘境 と 世界 遺産 を 求め 
P091-098 | ベト ナム 、 美 人 絡 県 巡り の 旅 8 日 間 9 
修 久 の 時 の 流れ を 感じ る 
P099-106 6 拓 り の 国 ミャンマー 周遊 1 1 日 間 ら 
世界 最高 話 の 山々 が 創り だ す 絶 県 と 寺 大 な る 自然 を 求め て 
P107-114 2 を 仰ぐ ヒレ マラ ヤ ・ ネ パー ル 紀 行 8 日 間 9| | り 
美食 と 文化 、 歴史 求め 
PJ15-120 6 に と 生体 で 坦 能 する 台北 3 日間 り 





P.001-003 旅 の こだわ り と うれ し い ポ イン ト の ご 案内 
P.004 ビジ ネス クラ ス の ご 案内 
P.121-126 必ず お 読み 下さ い 


カン ボ ジ ア ン ザ ・ ベ イジ ュ (イメ ー ジ ) ⑩⑨ ペ イン デー マ 、。 〇 "サブ テ ー マ 
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1 に 時 4 
mr コー 
語 Ma TS. ーー < 
で タス 


| / 3 』 


還 還 間 陸 (フェズ 
ジー 

カサ ブラ ンカ イラン 

(マラ ケシ ュ 


日 旗 ルズ 受光 


ワル ザ ザ ー ド 





ペー ン / 


名 以上 申込 
絶景 > 人 二 乗員 同行 * 
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志 革 性 来 人 








し 展 い て GlpGSG まず 
41 EKER | 議 
JR 9 けさ ロ 2 
We 二 SN 選 た 年 や 中 癌 や 提 
n 心 暴 志 臣 汐 es 9 記 | 
Sn INS じ 早 台 時 じ 思 
" 
ン の ぐ PhLr 放さ ES| | S 拉 
條 て ー の 衣 由 て 志 因 SSN / 
。 へ クノ マー 中 本 <Sー W NG し 選 も ト / 
は 「 R SS 二 衣 和 店 。 
G ロ て 恨 セ 県 知 き KRK 三 
im 0.///R TNC の IS 
と て ! グ へ W シル で が WS 
fh ESNITESKT | 較 
こ ェ ミー エエ 1 人 1 代 邊 に KaASTN に [ 
較 ざ る うっ 往生 。 ト hw 中 
78598*kEE ll 較 
男 2 ハ 全 ンー NO また 3NI 
アー 2 ふ | 壮 較 
ア ペン KI 
アア | | 下 
記 収 | 置 / 
の | 口 
エ 問 。 
親 困 給 NH 人 KK ズ ャ 色 陽 ろ 障 信 る 多 記 や じ ろ Q ル 必 必 ロ ン -S 中 





将 く G 関 恥 約 身 の 0 や 56 静 給 を 也 紅 ぐ 上 緒 々 宮 震 トト いつ 
也 伝 @ ロー ロ 公 和泊 珈 組 べり 羽 電 人生 代 で 史 し ろ お 中 口 色 品 ポ < 


| 肝 甘 忠 ポ G 金 卿 お く 小 念 卿 G 塞 口 じ め 的 避 必 か 





表 豆 ぐ 選 遇 に 寂 | 穴 舞 訪 \@ 合 田 ぐ 冊 会 本 Sh 


咽 閥 選 器 ふぐ ポ 人 騙 上 田 S 甘 し ぐ S サ と へ 條 手 活 を 7 








時 昌 フォス の | 


1200 年 も の 歴史 を 持つ モロ ッ コ 最 古 の 街 フ ェ ズ 。 細い 路地 が 
多く 迷宮 都市 と 呼ば れる フェ バズ 旧 市 街 で は 人 々 は 今 も ロバ を 
利用 し て 物 を 運び 、 中 世 の 街 並み と 暮らし が 残っ て いま す 。 世 
界 遺産 に 登録 され て いる フェ ズ 旧 市 街 の 入口 と し て 目 E 古 に な る 
ブー ジュ ルー ド 門 、 壁面 の 細か な 彫刻 が と て も 美しい 旧 市 街 に 
ある 神学 校 ( マ ドラ サ ) 、 皮 な めし 地区 に ある 革 染 色 の 作業 場 タ 
ン ネ リ 、 860 年 前 後に 建て られ た 建物 内 の 幾何 学 模様 の 彫刻 が 
と て も 美しい モス ク な ど 古 都 を ご 案内 し ます 、 フェ ズブ ルー と 呼 
ば れる 青 一 色 で 描か れ た 陶器 が 、 模様 の 一 つ ー つ 手 作 業 で 作ら 
れ て いる 工房 も 見 学 し ます 。 





綴 景 を 誇る メル ズー ガ 大 砂丘 を 


。 世界 最大 の 砂漠 サハ ラ 砂 漠 の 


フリ カ 大 陸 北 部 に ある 、 世界 最大 
砂漠 (サハ ラ 砂 漢 ) の 中 で も 絶景 


ーー 本 : 誇る の が メル ズー ガ 砂 丘 。 太陽 の 

位置 に よっ て 砂丘 の 色彩 が 刻 一 刻 と 

っ _ 上 3 どこ まで も 続く 砂丘 が 目 の 前 

語詞 に 広がり ます 。 砂丘 に 囲ま れ た テン 

ト か ら の 景色 も 十分 素晴らし い が 、 

ラク ダ に 乗っ て 移動 し た 大 砂丘 の 中 
か ら 望 む 朝 日 は 圧巻 の 一 言 で す 。 









20 呈 696 還 
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世界 遺産 
マラ ケシ ュ 旧 市 街 


、 ッ 9 


マラ ケシ ュ は モロ ッ コ 中 央 部 、 サハ ラ 
砂漠 西方 に 位置 する 都市 で 、 イスラム 
支配 下 時 代 か ら 続く | 旧 市 街 ( メ ディ イナ) 
と フラ ンス 人 に よっ て 造ら れ た 新 市 街 
に 分 られ れ て いり ます 。19 世 旨 、/ ラ ウィ 
ー 朝 の 時 に 建て られ た 彩り 鮮やか な 壁 
や 床 の タ イル ・ 天 井 に 描か れ た 細密 画 
が 素晴らし い バ ヒア 宮殿 、 高 さ 77m、 
四面 に それ ぞ れ 異な る 装飾 を 持つ 世 
界 最大 級 の モス ク 、 フク トゥ ビア な ご ど を ご 
ドゥ E ッ 2 食 い た だ け ま す 。 





c 全 世界 遺産 


ア ャ マッ エル * プ ナチ 広 坦 ら 







世界 無形 四 産 に も な っ て いる 活 筑 溢 れる フナ 広場 
は 大 道 雲 人 ・ 観 光 客 で 常に 賑わっ て いま す 。 夕方 か 
ら は 屋台 も 出 て 、 夜 中 まで その 賑わい は 続き ます 。 


港町 で も ある エッ サウ ィ ラ 。 旧 
市 街 は 世界 遺産 に も 登録 され て 
いて マラ ケシ ュ と は また 一 味 違 
う 雰 囲 気 が 味わえ ます 。 

また 、 アー ティ スト が 集まる 街 と 
し て も モロ ッ コ 国内 で は 有名 。 
中 で も 木工 芸 品 (寄木 細工 ) は 特 
産品 で お 土産 に も お すす め 。 





1920 年 代 に フラ ンス 人 画家 
の ジャ ッ ク ・ マ ジョ レル 氏 が 造 軒 
園 し た マジ ョ レル 庭園 。 イブ サ 講 
ン ロ ー ラ ン が 愛し た 庭園 と し 軒 
て も 有名 で す 。 メ ナラ 庭園 は 馬 
12 世 紀 に 建て られ 中 央 に は 時 語 計 加 
水池 が あり 、 そ の 周り に は モ 
ロッ コ の 特産 の 一 つ で も ある オリ ー プ の 本 々 に 回 まれ て いま す 。 有 93 に 
面 し て いる パビリオン は 19 世 紀 に 修復 され 、 背景 に は アト ラス 山脈 が 移る 
美しい 景色 を ご 覧 いた だ け ま す 。 Fe 








の 移動 は 馬車 に て ご 案内 し ます 。 ーー EE eeetmi 


10 


北 
中 
南 
米 


SN 


eg 人 Mー メ へ 膨 旭 澤 由 ※ 








請 議 (。 モロ ッ コ 王国 の 首都 
ん ee 世界 遺産 ラバ ト 


氏 









ーー 


血 都 で も あり 世界 遺産 の 街 で も ある ラバ パト で は 塔 を 建設 中 の 1199 年 に 建築 家 で ある マン スー ル が 亡くな っ た た め 未 完 の まま 残っ て いる ムー ア 様 式 の 歴 
史 的 記 意 碑 で 矢 培 ( モ エナ レッ ト ) で ある ハッ サン の 塔 、197 1 年 に 建造 され 、 当時 国王 だ っ た ムハンマド 5 世 、 弟 ( ア ブ デ ラー) 、 息子 (ハッ サン 2 世 ) が 安置 さ 


れ て いる モハ メド 5 世 誠 へ ご 案内 し ます 。 


% 
世界 遺産 
ヴォ ルビ リス 遺跡 
モロ ッ コ に ある 古代 遺跡 で 北ア フリ カ に お ける 古代 ロー 
マ 都 市 の 中 で も 保存 状態 が 良い も の と し て 、 世界 遺産 に 
登録 され て いま す 。 


(。 世界 間 導 
吉 都 メ ク ネ ス の 


17 世 紀 、 モ ロッ コ 王 朝 を 繁栄 させ た 
ムー レイ ・ イ スマ イル が 築い た 都 メ ク 
ネス 。 中 で も 目印 的 存在 の 門 が マン 
スー ル 門 。 青 や 緑 の モ ザイ ク や 彫刻 
が 施さ れ ア フリ カ で 最も 美しい 門 と 称 
され て いま す 。 





。 引 


| 回 ミー 
Br -、。 ロ 時 陣 | 本 
に デー 
F ャ 王 き 本 | 本 NE 是 「 RE ロ 1 
1 し 1 E L』 。 5. ーー ミコ 
1 ロ 呈 時 Em 』 kT 語 ge PL に mm に 
上 ( 』 用 功 :. 環 1 = 
ーー - 」 販 P em 
すま 1 当 
量 ] 
すま 」 
= 宮 m 下 ピ ューーー | 
し 『 . 男 
馬 
_ 唱 1 ーー 人 ee 





トニ F 


ウル 世 リ 遺 貴 


世界 遺産 古都 
の ト ベ ン ハ ッ ド ゥ 。 


隊商 交 易 の 中 継 地 こし て 貯え た 地 、 部 族 間 抗 争 や 盗賊 の 略奪 か ら 目 分 た ち を 
守る た め 、 カス パ ( と いう 意味 ) を 建て まし た 。 特に 有力 だ っ た ハッ ドゥ 一 族 
の 集落 が アイ ト ベ ン ハ ッ ド ゥ で す 。 外敵 の 侵入 に 備え 、 入口 は 1 つ し か な く 、 道 
は 細く 入り 組ん で お り 、 まる で 迷路 の よう な 構造 で す 。 その 独特 の 景観 は 映画 


の セッ ト に も 使わ れ て いま す 。 
ei 
トド ラ 肖 谷 


宮 回 MNO フラ ンド ッ ニ 
オン と 呼ば れ て いる 渓谷 で 
ロッ フク クラ イミ ング で も 有名 
な スポ ッ ト 。 雄大 な 景観 を ご 
MM 請 先 い た だ け ま す 。 


2 ティカ 作 2S 
2260m の 高 さ に ある アト ラス 山脈 に ある 財 。 幅 か ら 見 渡 で 
す 景 色 は 日 本 で は 見 る こと の 出来 な い 壮 大 さ で す 。 












⑦ カサ ブラ ンカ の 


モロ ッ コ 王国 最大 の 都市 。 モ ロッ コ 
で 唯一 実 教徒 も や 中 に 入れ る モス ク 
"ハッ サン 2 世 モ スク "、 街 の 中 心 に 
| ある 賑やか な 国連 広場 、 ア イン ディ 
訓 アブ ビー チ を ご 覧 頂い た 後に ラバ ト 
に 向かい ます 。 





ホテ ル 自 慢 の 中 庭 や プー 
ル が ご 覧 いた だ ける 落ち 


人 着い た 雰囲気 の 中 で 、 地 中 
海 料 理 を お 召し 上 が り い た 
3 いあ ジン ゴー ル デ ッ ティ ya 議 /c 





ホテ ル 内 に 2 つ あ る レス トラ ン の 1 つ 。 フラ ンス 領 で も あっ た モロ ッ コ 

の フラ ンス 料理 は 本 場 仕込 み で す 。 ホテ ル 内 レス トラ ン に て 地 
元 の 食材 を 中 心 に 調理 され 
た フラ ンス 料理 を お 楽し み 
いた だ け ま す 。 





キャ ンプ 地 に 併設 され て いる レス トラ 
ン に て サハ ラ 地 方 の 味付け で モロ ッ 
コ 料 理 を 味わっ て いた だ け ま す 。 









ホテ ル 内 に ある レス トラ ン 。 モロ ッ コ 
音楽 を 聴 さ な が ら 、 洗練 され た モロ ッ 
コ 料 理 を お 楽し みい た だ け ま す 。 


マラ ケシ ュ の 喧騒 か ら 離 れ て 静か な 環境 の 中 、 イン タナ ショ ナル な 料理 を お 吾 し 上 
が り い た だ け ま す 。 









リヤ ド の 中 庭 に ある サロ ン を 利用 し た レス トラ ン に て 旧 邸 宅 の 雰囲気 
を 味わい な が ら プ フン スズ 料理 を お 可 MS ます 。 


カジ ュ ア ル な 雰囲気 の 中 で 、 本 格 的 な イタ リ 
ア 料 理 を 味わっ て いた だ け ま す 。 


WW 補 譜 併設 され て いる ワイ ナリ ー で 作ら れ た モロ ッ コ 産 の ワ 
語 肖 イン に 合わ せな が ら 料 理 を お 楽し みい た だ け ま す 。 
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夫 詩 十 


INS 


S の 〇 FilTE し ーー ー っ 宿泊 sas 


ee ソフ ィ テ ル ラバ ト 
上下 盾 士 上 ド EE ジャ ル ダ ン デ ロー ズ 


Sofitel Rabat Jardin des Roses プ ラバ ト 












ーー ーー 首都 ラ パ ト の 中 心 に あり な が ら 、 広大 な 敷地 の 中 に 建つ ホテ ル で す 。 
月 BZ お 食事 を 厳選 まる で 宮殿 に いる か の よう な 庭園 が お 客 様 を お 迎え し ます 。 首都 と は 





20 靖 思え な い 静 けさ を 味わう こと が 出来 る ホテ ル で す 。 









ホテ ル サ フ ライ 


HOTEL SAHRAI プ フェ ズ = 


古都 フェ ズ の 街並み を 見 渡せ る 丘 に 建つ 
ホテ ル 。 屋上 に ある パー か ら 見 渡す 景色 還 
は 一 見 の 価値 あり で す 。 


ーー 
5 デー - E 
| 


咽 - 革 


| 
中 


ミク リフ ァ ン イフ レ 


避暑 地 に 建つ ホテ ル に 
ふさ わし く リ ゾー ト 感 の 鹿 
ある ホテ ル 。 ホテ ル 全 体 較 
が 木 を 基調 と し た 造り に 
つて し ます 。 ホル 内 
に は スパ も あり 、 モロ ッ 
コ 式 マッ サー ジ も ご ざい 
ます 。 





/ 
ビバ ー ク シェ ル ギ サハ ラ 


Bivouac Chergui SAHARA プ メル ズー ガ 





広大 な サハ ラ 砂 漠 の 中 に あ 
2 が が 5 ら 、 エア ヨン も シャ ッ 
ー も 完備 きれ だ デン トド で 史 
適 に お 過ごし いた だ け ま す 。 


CC。 レジ ャ ル ダ ン ・ ド ゥ ・ ラ ・ メ ディ ナ 、 る 


Les Jardins de la Medina プ マラ ケシ ュ 


旧 市 街 か ら 徒歩 疾 内 と いう 立地 に あり な が ら 、 敷地 内 で は 旧 市 街 の 喧騒 を 感じ ず ゆ っ 


宮 室 寺 全 
ハリ ウッ ド の 撮影 スタ ジオ が ある こと か ら 、 ハリ ウッ ドス ター も ワル 
ザ ザ ー ト に は 良く 訪れ 、 撮影 が ある 時 は 必ず 宿泊 する と いう ホテ ル 。 











世界 遺産 の 古都 と サハ ラ 砂 漠 を 訪ね て 


エキ ゾ チ ッ ク モロ ッ コ 12 日 間 





に EEIEiIE】 ミ ビ マ 242E 二 : ま 用 @⑨ 人 坦 鋭 光 〇 下車 鋭 光 〇 車窓 観光 
羽田 空港 に ご 集合 頂き ます 。 
東京 (羽田 ) 発 器 カ ター ル 航 空 ( 乗 継 ) で カサ ブラ ンカ へ 
カサ ブラ ンカ 着 、 着 後 、 カサ ブラ ンカ 市 内 へ ( 約 35km/ 約 1 時 間 半 ) 


カサ ブラ ンカ 市 内 観光 
〇 ハッ サン 2 世 モ スク 、 〇 国連 広場 、 ひ アイ ン デ ィ ア ブ ビ ー チ 














































フェ ズ 旧 市 街 観光 








市 内 レス トラ ン に て モロ ッ コ 料理 の 昼食 を 
ふ イ フレ ン へ  ( 約 70km/ 約 1 時 間 半 ) 
ホテ ル 六 

夕食 は ホテ ル 内 レス トラ ン 「 ラ ・ グ ラン ド ・ カ ル テ 」 に て フラ ンス 料理 の 夕食 を 











ぶ メ ルズ ー ガ へ ( 約 410km/ 約 7 時 間 ) 
ミ デ ル ト の レス トラ ン 「 カ スバ アス マー」 に て モロ ッ コ 料理 の 昼食 を 
メル ズー ガ の テン ト 着 、 夕食 まで ご ゆっ くり お くつ ろ ぎ 頂け ます 
夕食 は キャ ンプ 地 に ある レス トラ ン に て モロ ッ コ 料理 の 夕食 を 

メル ズー ガ 泊 








メル ズー ガ 砂 丘 の 朝日 鑑賞 

ぉ ワル ザ ザ ー ト へ ( 約 370km/ 約 7 時 間 ) 

途中 モロ ッ コ の グラ ンド キャ ニオ ン と 呼ば れる トド ジラ 渓谷 に 立寄り 

トド ラ の レス トラ ン に て モロ ッ コ 料理 の 昼食 

バラ の 街 ・ カ ラ デ ム グ ナ 立 寄り 

ワル ザ ザ ー ト 到着 

ホテ ル 着 

夕食 は ホテ ル 内 レス トラ ン に て 


ぉ アイ ト ベ ン ハ ッ ド ゥ へ ( 約 30km/ 約 40 分 ) 

































22:30 一 
22:50 


東京 (羽田 ) 意 章 後 、 解 散 





〇 王宮 、 〇 ブー ジュ ルー ド 門 、 但 ア ッ タ リー ン 神 学校 、 〇 タン ネリ 、 8 2 ge 『 と 有 アー ーー トス "に 軸 ーー 
レス トラ ン 「 フ ェ ズ カフ ェ ]」 に て 地中海 料理 の 昼食 を 8 て |? 10 CI .2CI3 14 5 pB 7 CB 2? plO . 
〇 カラ ウィ ン モ スク 、 〇 I 旧 市 街 を 見 渡す 写真 スポ ッ ト を 訪れ ます 。 議 議 12 隔 議 較 18 隊 較 20 2 > 13 4 5 Ia Z HB 
フェ ズ 陶 器 ・ モ ザイ ク の 工房 を 訪れ 、 実際 に 職人 が 作業 し て いる 様子 見学 ニー し ーー レッ ーー ターo ーー ター bz 
夕食 は ホテ ル 内 レス トラ ン 「 ア マラ ズ 」 に て モロ ッ コ 料理 の 夕食 を C D C 

29 で て BO で 26 |2Z |28 |29 BoO 
出発 まで ホテ ル で ご ゆっ くり お くつ ろ ぎ くだ さい 


P ル seEG250』 エ コノ ミー クラ ス : MCA0023、 ビ ジネス クラ ス :MCA1023 







の の 
152.0 万 円 


| エコ ノミ ー | 回 2 ネス 


106.0 万 円 117/.0 万 円 | 165.0 万 円 














109.0 万 円 | 155.0 万 円 121.0 万 円 | 166.0 万 円 














116.0 万 円 
1 人 部 屋 追加 代金 


164.0 万 円 127/.0 万 円 | 16/.0 万 円 









田 日 本 国内 線 追加 プラ ン ( エ コノ ミー/ ビ ジネス クラ ス 共 通 ) 
発芽 都市 





















































































































































































































































アイ ト ベ ン ハ ッ ド ウ 観 光 
観光 後 信 ティ シカ 幅 へ 向け 移動 約 80km/ 約 1 時 間 半 ) 
ティ シカ 峠 に て モロ ッ コ 料理 の 昼食 を 
昼食 後 員 マ ラ ケ シ ュ に 向け 出発 ( 約 100km/ 約 3 時 間 半 ) 
ホテ ル 六 
夕食 は ホテ ル 内 レス トラ ン に て 
因 園 マラ ケシ ュ 市 街 観光 ( パ ヒア 宮殿 等 日 市 街 を ガイ ド と 共に 観光 ) 上 
マラ ケシ ュ 市 内 レス トラ ン 「Restaurant Amaial に て イタ リア ン の 昼食 を 過 
マラ ケシ ュ 観 光 の ) 
マジ ョ レル 庭園 ・ メ ナラ 庭園 等 ガイ ド と 共に 馬車 に 乗り 観光 う 
タ 食 は マラ ケシ ュ 郊外 に ある レス トラ ン [lLa Pallotel に て イン ター ナシ ョ ナル 料理 を 語 3 
タ 食 後 、 ホ テル へ 
エッ サウ ィ ラ へ ( 約 4 時 間 ) 
ワイ ナリ ー「Le Val d'Argan」 に て 
10 午後 | エッ サウ ィ ラ 到着 後 、 エッ サウ ェ ラ 上 市 街 観光 

(ガイ ド と 共に 徒歩 観光 と な り ま す ) 

20:00| ホテ ル 着 本 le 

ホテ ルレ スト ラン に て 夕食 を 上 記 旅 行 代 金 は 日 本 で の 空港 施設 使用 料 、 旅客 保安 料 、 
出発 まで ホテ ル で ご ゆっ くり お くつ ろ ぎ くだ さい 海外 空港 諸税 、 燃油 サー チャ ー ン 、 国際 観光 旅客 税 が 全 

13:00| 婦 マ ラ ケ シ ュ 空 港 へ ( 約 10km/ 約 30 分 ) て 含ま れ て いま す 。 
ex40 | マフ クシ ュ 発 器 カ ター ル 航 空 で 乗換 て 帰国 の 途 に 航空 会 社 の 定め る 燃油 サー チャ ー ジ の 増額 減額 又は 廃止 が あっ て も 旅行 代金 の 変更 


は ご ざい ませ ん 。 









男 
ラバ ト 着 、 ホテ ル チ ェ ッ ク イ ン Fe: 福 園 +16.000 由 北 
テ ラン に あく だ " 時 

人 祭 POM た | ※ 国 内 線 日 本 航空 利用 (エコ ノミ ー ク ラス ) 

ラバ ト 市 内 観光 ※ そ の 他 都 市 は お 問い 合わ せく だ さい 。 米 

〇 ハッ サン 塔 、 〇 モハ メド 五 世 遍 

い \ ヽ ゝ = 所 ) ッッ 人 人 ヽ 1Z 

る ホル 較 リ ス 遺 臣 へ 向け 移動 ( 約 1 7Z5km/ 約 2 時 間 半 ) 2020.1 月 2020. グ 月 

画 呈 骨 員 ヴォ ルビ リス 遺 蹴 観 光 日 | 月 | 災 | 水 | 木 | 金 | 土 日 | 月 | 炎 | 水 | 木 | 金 | 

品 メ ク ネ ス に 向け 移動 ( 約 35km/1 時 間 ) 1 2 B MM 1 

リア ド ・ ラ ・ メ ゾン ・ ダ ・ コ テ ・ レ スト ラン に て モロ ッ コ 料理 の 昼食 を 5 B AB AO hi 2 で CB CB .@CP _.B 

メ ク ネ ス 観 光 〇 マン ズール 門 、 〇 エディ ム 広 場 I ウ 13 14 15 16 1/ 18 の 10 ]1 12 賠 14 15 

フェ ズ へ ( 約 70km/ 約 1 時 間 半 ) Ja 人 抽 - 還 宙 -| ・ 詳 目 ・ 較 軒 - 

ホテ ル 着 と 2 AZ2O 四 A22 29A24 25 CI7 BCI ウ .20C .22 . 

夕食 は ホテ ル 内 レス トラ ン 「 ルレ ・ デ ・ パ リス 」 に て フラ ンス 料理 の 夕食 を 放 2AP- 皿 APP の. 的 AB . 還 還 ^ 較 軒 " 納 還 7 じ . : 
2 

終日 フェ ズ 市 内 観光 | 2020. 月 2020.4 月 


田 利 用 予定 航空 会 社 : カ ター ル 航 空 較 利 用 予定 ホテ ル :【 ラ バト 】 ソ フィ テル ジャ ル ダ ン デ ロー ズ 、【 フ ェ ズ 】 ホ テル サハ ライ 、【 イ フレ ン 】 ミ クリ ファ ン イフ ラン スイ ー ツ & スパ 、【 メ ルズ ー ガ 】 


ビバ ー ク シェ ル ギ サハ ラ デラ ックス 、【 ワ ル ザ ザー ト 】 ホ テル ベル ベー ル パ レ ス 、【 マ ラ ケ シ ュ 】 レ ジャルダン ドウ ・ ラ ・ メ ディ ナ 
日 本 語 現地 係員 が ご 案内 いた し ます 。 玉 最 少 催行 人 員 2 名 


画 食 事 : 朝 9 回 ・ 昼 8 回 ・ 夕 9 回 (機内 食 除く ) 較 添 来 員 の 有無 : 同 行 し ませ ん が 、 
※ 以 下 の 日 は 宗教 的 祝日 と な る 為 、 1 一 2 日 前 後に 変更 と な る 可能 性 が あり 、 各 モ ニュ メン ト が 閉まる 可能 性 が あり ます 。 9/1: イ スラ ム 歴 元旦 


11/9.10' イ スラ ム 歴 1439 年 預言 者 誕生 祭 ※ 断 食 :5/6 一 6/3、 断食 明け の 祝日 6/4ー6 の 設定 は あり ませ ん が 尊 定 期日 の 為 変更 する 可能 性 が あり ます の で ご 予約 時 に ご 確認 くだ さい 。 ※ 掲 載 レ スト ラン が 
貸切 、 レス トラ ン の 都合 に よる 突然 の 休業 な どの 場合 、 代替 の レス トラ ン に な る 場合 が ご ざい ます 。 メニ ュー に お いて は 、 シー ズン や 当日 の 仕入れ 事情 な ど に より 変更 と な る 場合 が あり ます 。 ※ レ スト ラン が 貸切 、 


夏季 バカ ンス 時 期 、 ク リス マス 、 年 末年 始 や 冬季 シー ズン オフ の 休業 又は レス トラ ン の 都合 に よる 突然 の 休業 等 の 場合 、 ご 利用 の 予定 日 や 昼食 が 夕食 に 、 夕 食 が 昼食 に 又は 他 の レス トラ ン に な る 場合 が あり ます 。 
14 
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人 生前 半 、 イ タリ ア に つい て 興味 も 知識 も 無かっ 
た 私 が ひょんな きっ か け で イタ リア に 来る こと に 
な り ま し た 。 最初 は 2 年 の 予定 だ っ た の が 、 早 18 年 。 
言葉 も や わから ず 、 帰り た いと 泣い て いた の は 最初 
の 1 週間 で あっ と いう 間 に イ タリ ア の 虜 に な り ま し 
た 。 その 魅力 は 、 美しい 自然 で も あり 、 素晴らしい 
アー ト で も あり 、 面 白い 歴史 で も あり ます が 、 そ の 
主役 は いつ も イタ リア 人 な の で す 。 人 情 、 人 間 味 を 
大 切 に し 、 その 表現 力 の 豊か さ は 世界 遺産 に さえ な 
る と 思わ れ ま す 。 な ぜ こ ん な 人 た ち が 生 まれ て 育つ 
の か ? イ タリ ア の 美術 や 遺跡 を 巡る ツア ー は 沢山 
あり ます が 、 こ ちら の ツア ー で は 神 が 創 っ た 自然 の 
美 し さ と 、 そ こ で 美味 し い 食事 と ワイ ン を 造り 、 沢 
山 の 人 を 幸せ に し て いる イタ リア 人 の 笑顔 と 情熱 
を 御 紹 介 し た い ツ アー で す 。 


1998 年 て フィ レン ツェ 、 ロ ー マ 在 住 古川 幸江 
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7 ンー ブ りー 


5 大 ワイ ン 巡 り ① 
奇跡 の ワイ ン 
フラ ンチ ャ コル タ 





奇跡 の ワイ ン と 呼ば れる フラ ンチ ャ コル タ 地 方 だ け で 製造 され る 発泡 ワイ ン 。 その 地 で 決め られ た 製法 、 指定 の 品種 、 そ の エリ ア で 造ら れ た も の で 
な いと 名 乗る こと が 許さ れ ま せん 。 | アル ・ ロ コー ル ・ フ ラン チャ コル タタ (AI Rocol Franciacorta) 」 に て DOC1 種 、 DOCG1 種 を 試飲 ] 順 け ま す 。 


5 大 ワイ ン 巡 り ② 
高級 ワイ ン バル バレ スコ り 


“ 名 | オレ ンジ に 近い 色 と 独 特 の 芳香 、 ス パイ ス の 風味 も する 繊細 か つ 上 品 の 

』 重み の ある ワイ ン 。 バロー ロ と の 飲み 比べ を お 楽し みく だ さい 。 1973 
リリ 村人 年 創立 の バル バレ スコ の 名 門 「 テ ヌー テ ・ チ ー ザ ・ ア ジ ナ ー リ ・ デ ィ ・ マ ル 
M CU ケー ジ ・ デ ィ ・ グ レー ジー ワイ ナリ ー(TENUTE CIZA ASINARI DEI 
下 識 議 計 4 上 玉 良 WARUCHESI DE GRESY)」 に て 試飲 頂け ます 。 試飲 は 4 種 。 ル 


で Ente Turismo AlDa Bra Langhe Roero 






の 5 大 ワイ ン 巡 り ③ 高級 ワイ ン バローロ 


に em 長期 熟成 に 耐え 、 色 が 濃く 、 し っ 
9 上 E 証 証 証 還 識 がり と し た 波 み と 深い コク が 特 
| 徴 の 、 非常 に 重厚 な ワイ ン で 『 ワ 
イン の 王様 』 と 呼ば れ て いま 
す 。 バロー ロロ 屈指 の 名 門 「| ピ ラー 
(E.Pira&FIGL)」 又 は 歴史 ある 
老舗 [マル ケー ジ ・ デ ィ ・ パ バローロ 
(MarchesiDiBarolo)] の ワイ ナ 
リー に て 試飲 1 軸 け ま す 。 試飲 は 3 種 。 
銘柄 は その 時 に よっ て 異な り ま す 。 


ws ーーー 





パ 回 三 回 


Starhotels Majestic ノ トリノ Starhotels President プ ジェ ノバ 





(。 スタ ー ホ テル ・ マ ジェ ステ ィ ッ ク 6 スタ ー ホ テル ・ プ レジ デン ト 








街 の 中 心 ま で 徒歩 5 分 の 立地 の 良い ホテ ル 。 改装 し て 綺麗 に な っ た ホホ ジェ ノ パ ブリ ニョ ー レ 駅 の すぐ 目 の 前 に 位置 する 4 ツ 星 ホテ ル 。 

テル で の 快適 な 滞在 を お 約束 いた し ます 。 ビュ ッ フ ェ タ イプ の 朝食 も ショ ッ ピ ング 街 が 近く に あり ます 。 ホテ ル に は レス トラ ン 、 パ ー、、 会 議 

大 変 充実 し て いま す 。 枝 、 フィ ッ ト ネ ス セ ンタ ー・ ジ ム が あり ます 。 全 191 室 に は ミニ パー、 
7 へ ヘア ドラ イヤ ー、 エア コン が 完備 され て いま す 。 





C 5 大 ワイ ン 巡 り ④ に 
高級 ワイ ン モン タル チー ノ 24 


1888 年 に 初め て 誕生 し た 『 ブ ルネ ッ ロ ・ デ ィ ・ モ ンタ ル チ ー ノ (BRUNELLO 
DI MONTALCINO)』 は 世界 中 で 名 声 を 得る ワイ ン で 百年 後 も 美味 
し く 飲 め る と 言わ れる ほど 。 世界 各 国 の 王室 ・ 旦 室 に も 愛さ れ て いる ワ 
イン で す 。 古典 的 な ブル ネッ ロロ を 造る 「 ポ タッ ツィ ー ネ (TENUTA LE 
POTAZZINE)」 又 は 「 ノ スト ラヴ ィ ー タ (NOSTRA _ VITA)」 で ワイ ナリ ー 





で 試飲 いた だ け ま す 。 E 
南 
軸 
の 5 大 ワイ ン 巡 り ⑤ 
イタ リア ワイ ン の 代名詞 キャ ン テ ィ の ーー 
キャ ン テ ィ の 中 で も 質 の 良い サン ジョ ベー ゼ 
種 の ブドウ を 使っ た "ワイ ン キ ャ ン テ ィ ク ラ シ 





eS の 7 “ NNN コ " は 製造 地域 、 方 法 が 更に 限定 され た 選別 
“ クタ ///// ' に 。 ワイ ン 。 キャ ン テ ィ 代 表 的 な 生産 者 [ロッ カ ・ デ 

ンジ ググ ググ //) き “ 但 レ マ チ ー エ (ROCCA DELLE MACHIE)」 | 
/ ナ か か か 44 で 二井 0 認 ご は モナ リザ の 生 家 と し て も 有名 な 獲 舗 ワイ 





BL 


ナリ ー「 ヴ ィ ー ニ ャ ・ マ ッ ジ ョ (Vigna Magio))」 
に て 試飲 頂け ます 。 試飲 は 3 種 





ワイ ナリ ー 人 巡り を 更に 充実 に 1 
日 本 人 ソム リエ 同行 プラ ン 代金 105 ユ ー ロ / ワ イナ リー 訪問 毎 


現地 で 地元 レス トラ ン な ど で 働 いて いる 日 本 人 ソム リエ が ワイ ナリ ー に 同行 。 ワイ ン に 対し て の 疑問 ・ 質 問 に お 答え で きる の は も ちろ ん 
ソム リエ な ら で は の 話 を 伺う こと も で きま す 。 
※ パ ロー ロ の み ソ ムリ エ 手 配 が 出来 ませ ん 。 ※ モ ンタ ル チ ー ノ と キャ ン テ ィ は 同日 に 2 か 所 訪問 する た め 2 回 分 か ら と な り ま す 。 (現地 払い ) 


イタ リア 食 文化 再 和 2 生 床 い コ ロン ナー タ 痢 の ラル ド 。 
和 ” 、、 - 


イタ リア の 珍味 の りー つ で ある バーブ と 塩 を すり こん だ 
豚 の 育 有 脂 か ら 作 られ た ラル ド ( ラ ー ド )。 起源 は 2000 年 
以上 も 遡り 、 コ ロン ナー タ の 大 理 石 を 使っ て 熟成 し ま 
す 。 日 本 で ラー ド と いう と 肉 の 脂身 の イメ ー ジ が 強い で 
す が 、 イタ リア で は 薄切り に し て その まま 食し ます 。 ニ 
ン ニ ク や 香草 、 胡 箇 と 共に 6 カ月 塩漬け に し た りな ど 食 
べ 方 は 様々 。 他 の 国 で は な か な か が 味わえ な い 高 級 食材 
ラル ド を お 召し 上 が りく だ さい 


C。 トリ ノ に し か な い 
NN > PR C。 アルバ 産 の ビデ チェ リッ - る 





ド り ュ ブ プ ピエ モン テ 方 言 で "プラス "と 古語 

「 いう 意味 で 、 そ の 名 の 通り ガラ 
ス の 器 に 入っ た チョ コレ ー ト 、 胃 
コー ビー、 泡 下 て 左 三 ルン を 
混ぜ た 18 世 紀 か ら 飲 まれ て い 
る トリ ノ 地 方 独特 の 飲み 物 で 
す 。 ぜひ 試し て みて は ? 





世界 の 3 大 珍味 で お な じみ の トリ ュ フ は ここ 
ピエモンテ 産 が 有名 で す 。“ 山 の 宝石 "と 呼 
ば れる トリ ュ フ の 試食 を 兼ね た 贅沢 な ラン 
チ を お 楽し みく だ さい 。 
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ビ チ ェ リン (イメ ー ジ ) 





ZS の 4( グ リア 32】| 
ii シク / イ と ME 





ド マ ド と パリ ラル の フッ チー や 一 人 スト ピー が ど ぁ 
わせ て フラ ンチ ャ コル タ の 新 D 〇 C1 種 、D 〇 OCG1 種 も 
お 抹 し み 頂 け ま す 。 


| 


」 
引 日 | 
PT 


タク た 回避 ルル 





世界 の 3 大 珍味 で お な じみ の ト 
リュ フ は ここ ピエ モン テ 産 が 有 
名 で す 。“ 山 の 宝 石 " と 呼ば れる ト 
リュ フ の 試食 を 兼ね た 費 沢 な ラ 
ンチ を お 楽し みく だ さい 。 


ます 。 
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ジェ ノ ベ ー ゼ の 本 場 ジ ェ ノ バ 
に て パス タ を ご 賢 味 い た だ け 


主婦 や 料理 研究 家 が 多く 会 員 と し て 登録 、 お 宅 に 
お 邪魔 し 、 手料理 を 食 は せ 、 イ タリ ア 人 の お 話 が 聞 
ける の で レス トラ ン と は 全く 違う 経験 が で き 、 本 当 
の 家庭 料理 を 一 般 の お で お 抹 し み 頂 け ま す 。 





本 格 ビ ピエモンテ 料 理 な ら こ こ 。 イタ リア 初代 首相 の オ 
フィ ス だ っ た 歴史 的 建造 物 が レス トラ ン に 変身 。 お す 
すめ は パー ニャ カウ ダ 。 パー ニャ は ソー ス 、 カウ ダ は 熱 
い 、 アンチョビ 、 ニン ニク 、 オリ ー プ オイ ル を 合わ せ た 
ソー ス を 野生 に つけ で 食べ る ピエ モン テ デ の 令 統 レシ ピ 
で す 。 その 他 「 ビ ピエ モン テ 産 式 の キッ シュ | や 「 和 牛肉 の 煮 
込み 双 は グリ ル 」 な どの オリ ジ ナ ル メ ニュ ー を どう ぞ 。 


※ レ スト ラン クロ ー ズ の 際 は 、 ポー 河 に 面 し た オー プン エア 
の ロー カル レス トラ ン 利 用 と な り ま す 。 





パロ ー ロ 地区 か ら 20 分 程 の ラ ・ 
モッ ラ と いう 村 に ある 眺め の よ 
し いこ DA まり こし た し スト ラン 。 
赤ワイン の リゾ ッ ト は も ちろ ん 、 
牛肉 の 赤ワイン (パロ ー ロ ) 意 込 
みや ポル チー ニ 和 の タリ オリ ー 
ニニ など を お 楽し み 頂 け ま す 。 








他 の 国 で は 味わえ な い 高 級 食材 ラル ド ( ラ ー ド /“ 
を 使っ た 昼食 を お 召し 上 が り 下 さい 。 パン の 上 に 
薄く スラ イス し た ラル ド を 乗せ た 前 菜 や 、 ラル ド を 
か けた 熱々 の パス タ も 絶品 で す 。 


ーー 


カーナ た 彦 / ハ バラ ョ ペコ リー ノ チ ー ズ 

な どの 前 菜 、 自家 製 の 手打 ち パ スタ を 日 替 わ 

りき 作る 国 炒 WC の 0 ソー ん で G お 自 U 上 F00 下 

be で 5 に カン トド ウッ チト ドス カー ナ 人 地 用 の 時 ゝ 
い ピ スケット) を ウィ シン サ ント (デザ ー ド ワイ ン /) 

に 浸し て 食べ る デザ ー ト も どう ぞ 。 





な ん と いっ て も 、 フィ レン ツェ 風 ス テー キ !T「 ボ ー ン ステ ー キ と 呼ば れる フィ 
レン ツェ 名 物 で す 。 焼き 方 は レア が 一 番 で す ! そ の 他 、 野菜 の グリ ル の 前 
5 浅 、 デザ ー ト 。 





ミケ ラン ジェ ロロ 広場 目 の 前 と いう 絶好 の ロケ ー 
ショ ン の レス トラ ン 。 トマ ト と 痛 子 の ショ ー ト パス 
タ や ポー ク の メイ ン を お 召し 上 が り 頂 け ま す 。 


ワイ ン 作 り 700 年 の 歴史 
を 語る トス カー ナ の 赤 ワ イ 
ン の 歴史 を 背負 っ て きた 
名 門 の 「 フ レス コバ ルディ 
(FRESCOBALD|)」 直営 
の レス トラ ン で 、 最後 の 脆 
容 。 お 肉 又 は お 魚 を 選べ 
2 の メイン な どの トド トス カー チ ナチ 
料理 を フレ スコ バル ディ の 
ワイ ン と 共に お 楽し みく だ 
さい 。 普段 飲め な い 高 価 
な ワイ ン を グラ ス で オー 
の ーー 語 時 の 





北 
中 
南 
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各 因 , 聞 1 
人 W「 認 


Ai 上 串 1 





の リー セー 宮殿 


の イタ リア 最初 の 首都 トリ ノ _ の 
あま り ツ アー で は 訪れ る こと の 無い トリ ノ 。 イタ リア 統一 後 最初 の 主 都 で 、 世界 遺産 で も ある サボ イア 干 家 


の 王宮 を 中 心 に 、 イタ リア 王国 初代 上 首相 カブ ー ル 氏 の オフ ィ ス で あっ た カリ ニャ ー ノ 宮殿 、 パロ ッ ン 様式 の 
美しい 建物 に 囲ま れ た サロ ー ネ (客間 ) と 呼ば れる サン カル ロロ 広場 な ど 美 し い 街 を 歩い て ご 案内 し ます 。 


6 ー や 
= 27 eo 9 





= っ \ 輸 


大 理 石 と その 地 に 魅了 され 、 実際 に 住ん で し まっ た 日 本 人 
が 経営 する 農園 を 訪問 。 ワ イン 畑 の 向こう に 見 える 壮大 な 

プア ナ 山 脈 を 望み な が ら 野 菜 や ワイ ン を 作ら れ て いま 
還 その 地上 光 力 や ワイ ン 造 り の 話 な ど 、 現地 在住 の 方 と 直 
由 接 話 が 出来 る チャ ンス で す 。 


( き 人 s Pa っ 半 fo 
EE 」 | / EE 宙 IPiieeemirgis ie 本 





6 世界 遺産 オル チャ 渓谷 _ 均 


2004 年 に 世界 遺産 と な っ た オル チャ 渓谷 は その 美しい 丘 の うねり と まっ すぐ に 伸び 
る 糸 杉 の 風景 が 昔 か ら 画家 や 写真 家 に 崇拝 され て きま し た 。 緩やか に 傾斜 する 丘陵 
地 で 日 本 語 で イメ ー ジ する 渓谷 (深い 谷 ) と は 違っ た 風景 を ご 覧 いた だ け ま す 。 


オッ ルチャ 湊 谷 





(。 世界 湯 産 放っ 


大 井 の 無 い 美 術 館 と 言わ れる 
[ 花 の 都 」 フ ィ レ ン ツ ェ 。 オレ ン 
ーー 

台 か ら 望 め る 風景 は 絵画 の よ 
に 当 UN 回 BK 
室堂 ) や ベッ キオ 宮殿 に ご 案内 し 
た 後 、 ご 自由 に 散策 頂け ます 。 
も ちろ ん 、 同行 ガイ ド が 週 ご し 方 
人 何 
な り と ご 相談 くだ さ 






















直人 若 / エ コノ ミー:KTA0024、 


5 大 ワイ ン と 導 土 料理 を 愉し む ビジ ネス クラ ス :KTA1024 


北 イ タリ ア 食 の 旅 9 日 間 2 エコ ノミ ー と 4 エコ ノミ ー ウシ 4 
111.0 万 円 | 151.0 万 円 | EE | 124.0 万 円 | 166.0 万 円 
113.0 万 円 | 154.0 万 円 | F | 128.0 万 円 | 162.0 万 円 

116.0 154.0 128.0 166.0 
東京 (成田 ) 発 (直行 ) ミ ラノ へ 呈 9 「 中 名 
ミラ ノ 着 着 後 な ホテ ル へ ミラ ノ 泊 D | 122.0 万 円 | 164.0 万 円 請 還 較 133.0 円 | 166.0 万 円 
ホテ ル 発 ふる フラ ンチ ャ コル タ へ ( 約 2 時 間 ) 1 人 部 屋 追加 代金 填 29.0 万 円 


【 イ タリ ア 5 大 ワイ ン 巡 り 】① フ ラン チャ コル タワ イナ リー 訪問 ー 9 = 
oO アル ロコ ー ル | |! 画 日 本 国内 線 追加 プラ ン (往復 代金 


ワイ ナリ ー に て ラン チ を 兼ね て 試飲 を お 楽し み 頂 け ま す 発 江 都 市 剛 










還 寺 人 E 牛 IE に あ 号 2 上 E 吉 衣 ⑥ 入 場 観光 〇 下車 観光 〇 車窓 観光 B 




























ホテ ル 着 夕方 まで 自由 行動 エコ ノミ ー 
現地 在住 の イタ リア 人 の お 宅 で お 食事 と お 話 が お 楽し み 頂 ける 


"GNAMMO( ニ ャ ン モ ) "に 参加 ※ 国 内 線 全日 本 空輸 / 日 本 航空 利用 (エコ ノミ ー ク ラス ) 
※ そ の 他 都 市 は お 問い 合わ せく だ さい 。 








ホテ ル 発 尽 バ ル バ レ スコ へ 

【 イ タリ ア 5 大 ワイ ン 巡 り 】② バ ル バ レ スコ ワイ ナリ ー 訪 問 

〇 「 テ ヌー テ ・ チ ー ザ ・ ア シナ ー リ ・ デ イ ・ マ ルケ ー ジ ・ デ ィ ・ グ レー ジ 」 

全幅 トリ ュ フ で 有名 な 小 都市 アル バ へ ( 約 45 分 ) 

アル バ に て 、 ト リュ フ を 使っ た お 料理 を お 楽し みく だ さい 

【 イ タリ ア 食 文化 新 発 見 】 アル バ 地 元 産 ト リュ フ 

アル バ の 街 散策 も お 楽し み 頂 け ま す 。 

トリ ノ へ ヘ へ 

[チル コロ ・ デ ・ レ ッ ト リ 」 に て ピエ モン テ 料 理 を 


トリ ノ 観 光 
































夫 詩 十 


2NN 








イタ リア 統一 後 最初 の 畠 都 で も ある トリ ノ 。 

世界 遺産 で も ある サボ イア 王家 の 王宮 を 中 心 に ご 案内 し ます 。 
〇 カリ ニャ ー ノ 宮殿 サン カル ロロ 広場 劉 大 聖堂 〇 サボ イア 家 の 宮 
殿 ⑨ マ ダマ 宮 〇 カス テロ 広場 

人 ふ バ パ バローロ へ ( 約 1 時 間 ) 

【 イ タリ ア 5 大 ワイ ン 巡 り 】③ パ ロー ロワ イナ リー 訪問 

〇 「 ピ ラー」 又 は 「 マ ルケ ー ジ ・ デ ィ ・ バ ロー ロ 」 

景色 が 素晴らし い ラ ・ モ ッ ラ へ 移動 (15 分 ) 

ラ ・ モ ッ ラ の 「 ボ ビオ 」 に て ワイ ン の リゾ ッ ト を お 楽し みく だ さい 
信 ジ ェ ノ バ へ ( 約 1 時 間 半 ) 

ホテ ル 間 

ロー カル レス トラ ン に て ジェ ノ ベ ー ゼ パス タ の 夕食 






































ぉ コロ ン ナ ー タ へ ( 約 3 時 間 30 分 ) 

他 の 地 で は 味わえ な い 高 級 食材 ラル ド ( ラ ー ド ) を 使っ た 昼食 を 
カラ ー ラ の 日 本 人 経営 の アグ リ と ワイ ン 畑 を 見 学 と 試飲 

この 地 に 上 魅了 され 実際 に 移住 し た 日 本 人 経営 の 農園 を 訪問 。 
その 地 の 魅 力 や ワイ ン 造 り の 話 を 聞け る チャ ンス ! 

ぉ フィ レン ツェ へ ( 約 2 時 間 ) 

ホテ ル 弟 

夜景 が 見 える レス トラ ン 「 ラ ・ ロ ッ ジ ャ 」 に て 夕食 


今 オ ルチャ 渓谷 を 通っ つて モン タル チー ノ へ ( 約 1 時 間 30 分 ) 

世界 間 産 オル チャ 渓谷 に て 写真 撮影 

【 イ タリ ア 5 大 ワイ ン 巡 り 】④ モ ンタ ル チ ー ノ ワイ ナリ ー 訪 問 

〇 「 ポ タッ ツィ ー ネ 」 又 は 「 ノ スト ラヴ ィ ー タ 」 

レス トラ ン 「 ク ロ チ ー ナ 」 に て 自家 製 手 打ち パス タ を 日 替わり の ソー ス で 
お 楽し み 頂 け ま す 
キャ ン テ ィ へ ( 約 1 時 間 30 分 ) 20p21 DP2 .23p24p2Sp26E 19 FI20 .21 FI22F 
【 イ タリ ア 5 大 ワイ ン 巡 り 】⑤ キ ャ ン テ ィ 訪 問 27pP8pP .80p 26 F2Z 28FF 
〇 「 ビ ー ニ ャ マッ ジョ 」 又 は 「 ロ ッ カ デ ッ レ マチ エ 」 

信 フ ィ レ ン ツ ェ へ ( 約 1 時 間 30 分 ) 

「 オ ステ リア ・ デ ィ ・ ジ ョ パン ニ 」 の て フィ レン ツ エ 風 ス テー キ を お 召し 上 が 
































































































































































































































り 頂 け ま す 。 2 5 - 人 | 二 
ホテ ル 着 jp pOp 、 
フィ レン ツィ 市 内 徒歩 観光 epIZpl8 . 
@ 大 里 堂 〇 ベッ キオ 宮殿 _ 3 p24p . 
自由 行動 | 
ガイ ド が 午後 の 過ごし 方 の 相談 に 乗り ます 。 

ーー - 
ホテ ル 発 ぬ 空 港 へ ( 約 30 分 ) 上 記 旅 行 代 金 は 日 本 で の 空港 施設 使用 料 、 旅客 保安 料 、 
フィ レン ツェ 発 器 ( 乗 継 ) 、 帰 国 の 途 に 海外 空港 諸税 、 燃油 サー チャ ー ン 、 国際 観光 旅客 税 が 全 


て 含ま れ て いま す 。 
航空 会 社 の 定め る 燃油 サー チャ ー ジ の 増額 減額 又は 廃止 が あっ て も 旅行 代金 の 変更 
は ご ど ざ いま せん 。 





039ー) 東京 (成田 ) 着 着 後 解散 
田 利 用 予定 航空 会 社 : ア リタ リア 航空 田 利 用 予定 ホテ ル :【 ミ ラノ 】 ス ター ホテ ル ・ ロ ー ズ 又は エコ ー 又 は アン ダー ソン 【 ト リノ 】 スタ ー ホ テル ・ マ ジェ ステ ィ ッ ク 又 は NH サン ト ・ ス テ フ ァ ノ 【 ジ ェ ノ 
バ 】 ス ター ホテ ル ・ プ レジ デン ト 【 フ ィ レン ツ エ 】 バリ オー ニニ 又は サン タマ リア ・ ノ ヴェ ッ ラ 画 食 事 : 朝 7 回 ・ 昼 5 回 ・ 夕 5 回 (機内 食 除く ) 田 浜 乗員 の 有無 : な し 。 現地 係員 が ご 案内 し ます 。 ※4 名 以上 で お 申込 
み の 場 合 添乗 員 が 同行 し ます 。 田 最 少 催行 人 員 :2 名 ※ 掲 載 レス トラ ン が 貸切 、 レス トラ ン の 都合 に よる 突然 の 休業 な どの 場合 、 代替 の レス トラ ン に な る 場合 が ご ざい ます 。 メニ ュー に お いて は 、 シー 
ズン や 当日 の 仕入れ 事情 な ど に より 変更 と な る 場合 が あり ます 。 ※ レ スト ラン が 貸切 、 夏季 バカ ンス 時 期 、 ク リス マス 、 年 末年 始 や 冬季 シー ズン オフ の 休業 又は レス トラ ン の 都合 に よる 突然 の 休業 等 の 
場合 、 ご 利用 の 予定 日 や 昼食 が 夕食 に 、 夕食 が 昼食 に 又は 他 の レス トラ ン に な る 場合 が あり ます 。 22 


edー メ へ 膨 草 畑 則 ※ 
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Na 車 


パニ や て 人 肥 の 悦 RtKEES 沼 汗 ささ 


ンチ リア は 、 イタ リア の 上 馬 細 言 % 離 い ほ ど そ こ だ け 
で 魅力 が 一 杯 の 島 で す 。 独自 の 歴史 、 文 化 を 持ち 続 
け 、 ギ リ シ ャ 時 代 の 遺跡 や シチリア 料理 な ど イ タリ 
ア 本 土 で は 経験 で き な い こと が 盛り 沢山 で す 。 

公共 交通 機関 が 少な い の で 諦め て し まい が ちな 場 
所 も 専用 車 、 専有 ガイ ド が ご 案内 する こと で 御 客 様 
の 夢 を 叶え る ツア ー を 作り た く 、 安 心 の 産地 直送 ソ 
アー、 イ タリ ア 第 2 弾 は シチリア 周遊 と な り ま し た 。 に 
素晴らし い 景 観 、 美味 し い 料 理 、 明る さ 満 点 の シ チ fA 
リア を 満喫 し て 頂き た い ツ アー で す 。 SS 

















〒 画 ミ 


天球 
還 に マッ シモ 劇場 


ai パレ ル モ EE 


アラ ブ ・ ノ ルマン 建築 様式 の 建物 が 2015 
年 に 世界 遺産 登録 され 、 ま すま す に ぎわ っ 


の ) / 人 に ) ルン “ | て き て いる シチリア の 州都 パレ ル モ 。 イ 
“ 」 “ | スラ ム 文 化 / ビ ザン チン 文化 : キ リス ト 教 文 





化 が 融合 し た 珍し い 建 物 が 各所 に 見 られ 、 
2018 年 は イタ リア 文化 都市 に も 制定 さ 
れ ま し た 。 


2 
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_ 内 ーー リア A < \ さ し 
光 力 溢れ る 納 


。 ” セ ジ ェ ス タ 神 典 - の CC アグ リジェ ンド 


き 
どう し て 、 こん な 場所 に … と 謎 の 残る 山 の 中 に 、 集落 跡 や 、 遺跡 地 区 間 の | 
眺め が 壮大 な ギリ シャ 劇場 、 屋根 が あっ た の か 、 な い の か 未 

だ に 不明 な ギリ シャ 神殿 が 佑 み 、 そ の 壮大 さ に 古代 の ロマ 世界 遺産 に 登録 され た 、 か Ne 
ン が 広がり ます 。 れ た 神殿 群 。 保存 状態 も よく 、 神殿 か ら は ア 

| リカ に 続く 海 も 見 渡せ 、 古代 アク 了 
繁栄 が 色濃く 残り ます 。 








二 記 じ ジ ェ ス 神殿 


ビア ッ ツ アァ 


アル メリ ー ナ る 記 ⑯ カル タ ジ ロー ネ の 


タダ イル で ン られ た 142 段 の 長 隊 段 は 必見 。 10- 


NGIRI NE ER em 20 世 紀 に 描か れ た 絵 を 再現 し て いま す 。 階段 を 
PU 件 WNW ENHNA ARS ' 上 る 途中 に は 、 陶 器 の 工房 業 お 店 が 連なっ て お り 、 
作っ た と され る 別荘 の 広大 な 敷地 内 の 床 に すぐ 縛 計 語 還 各店 舗 で デザ イン が 違う た め 、 登り な が ら 休 憩 が 

『 \ 王 式 誌 めど 二 還 2 2 2 と コ シメ ゴン ーー ーー 回 呈 8 _ 、 0 ーー 
と モ サ イク が 敷 寺 詰め られ 、 当 時 の 人 の 生活 ーー て ら 全 お 店 を チェ ッ ク す る の も 楽し いで す よ 。 


や 神話 の 一 場面 が 描か われ て いま す 。 


人 の 氏 多 2 rrNZNANZSAA 人 人 公 が が が 2W2 き が 0/NP/N0/NGLN 


EE 





シチリア の 中 で も 一 番 活気 溢れ る カタ ー ニ ャ の 
魚 市 場 。 朝 か ら 威 勢 の いい 声 が 、 1 日 中 広場 に 狼 


さき 渡 り ま す 。 綺麗 に 並べ られ た 人 魚 を 見 る だ け で 


も 楽し く 、 大 き な カ ジ キ マ プロ や マ プ ブロ の 切り 身 
の り 、 つい つり 人 礁 症 く な っ て し まい ます 。 





フン mn が 5 


街 の 中 心 オ ル テ ィ ー ジ ャ 島 の 映画 の 撮影 地 に も な っ た 大 聖堂 広場 は と て も 美しく 
て 必見 ! ア レト ゥ ー サ の 泉 に は 古代 の 紙 の 原料 の パピ ルス が 群生 し て お り 、 昔 か ら 
の 作り 方 を 守っ て 未だ に 古代 紙 が 作ら れ 、 お 土産 と し て も 人 気 で す 。 


UL。。。 
LUUE 
INIT 」 WM MM 中 8 所 
MM 


「 前 稚 、、 WW 0 商 呈 本 」 


II 


シチリア で も 有数 の リゾ ー ト 地 。 夏 は パカ 
ンス を ここ で 過ごす た め に 、 欧米 か ら た く 
さん の 観光 客 が 詰め か け ま す 。 中 心 街 は 
祭 高 200m に 位置 する の で 、 町 中 の 各所 
か ら の 眺め が 最高 。 雰囲気 の よい ホテ ル 
や パー ル が 立ち 並び ます 。 


ed 届 ー メ 脚下 畑 由 ※ 


















中 1 1 ・ 
II 1 

9k 中間 iu 
MY ws 


日 本 に も ファ ン が 多く 高 品質 な ワイ ン が 評 
判 の ワイ ナリ ー「 タ スカ ダル メリ ー タ 」 訪 
間 。 シャ ルド ネ な どの 国際 品種 か ら ネ ー ロ 
ダー ヴォ ラ の 土着 品種 の ワイ ン は シチリア 
の 中 で も トッ プ ワ イン と し て 評価 され て い 
ます 。 評 造 施設 を 担当 者 に よる 説明 と 共に 
ワイ ナリ ー 見 学 し た 後 、 ワ イン に 合わ せ て 
ラン チ を お 病 し み ] 需 け ま す 。 


シチリア の 名 物 ズ イー ツ カ ン ノー ロロ 作り 体験 。 カ 
ッ ノ 一 旧作 り を 10 代 の ( 條 が から 行う で きた だ ペデ ラン 
シェ フ が 、 師匠 か ら 受 け 継い で きた 作り 方 を 教え て 
くれ ます 。 も ちろ ん その 後 は 美味 し い コ ー ヒ ー と と 
も に 極上 の スイ ー ツ を 味わっ て ] 仙 け ま す 。 











ヨー ロッ パー 火山 活動 が 盛ん な エト ナ 山 の 恩恵 を 
受け て 作ら れる プ ド ウ か ら 作 っ た エト ナ ワ イン は 、 ミ 
ネ ラ ル 豊 富 で 、 す っ きり と し た 飲み 口 が 特徴 。 近年 
は 多く の ワイ ナリ ー が 日 本 を 主要 輸出 国 と し て 挙げ 
る ほど 、 目 末 で も 帳 居 ずる こと が 渕 え て きま し た 。 
プラ ネタ は シャ ルド ネ を は いじ め と し て 日 本 に も ファ 
ン の 多い ワイ ナリ ー で 、 エト ナ 土 着 品 種 の ワリ イン は 
評価 が 高く て お 薦め で す 。 今回 の 訪問 は 、 そ の 中 で 
。 も 、 エト ナ 山 麓 に ある 世 罰 畑 を 周遊 し な が ら 、 ワイ 
1 ン 製造 の 説明 を 聞き 、 その 後 実際 に テイ ステ ィング 
国語 較 訓 晶 妥 0 庄 ニラ ンチ を お 楽し み 頂 け ま す 。 


ョ plEIMANI ペ 





タス カリ ダル メリ ー タ 


シチリア 伝統 料理 の 揚げ ナス ・ ト マト ・ リ コッ 
ジョ 語 ラ (の) 生じ EE の 20 ルル ラク 
Ss プ UARINISSISISN リリ マン / 
マ と 一 緒 に 作り 、 一 緒 に 食べ る 料理 教室 に 
3 川 和 馬 まま 9 ノン た 人 昌 な くん クニ ョ oc< き る 
| 語 卓 目 1 の )25 り 0 の 人 用 IVENI 
ら 作 る 料理 は 格別 | 

(2 ルク ラン クノ 内 に 


= デー 














エリ ー チ ェ の 位置 する サン ・ ジ ュ リ ア 」 
ー ノ 山 と 同じ 名 前 の レス トラ ン で 夏 は 謀 
レス トラ ン の 裏手 に ある 庭 で 料理 を 
お 楽し み 頂け ます 。 お すす め は 、 ト ラ 
パニ 地方 名 物 の 魚介 の クス クス 。 WT 
魚介 を 煮込ん だ 風味 豊か な 出汁 と 琴 暫 計 議 


mW 夫 ? 時 け 。 





緒 に フス クス を 頂き ます 。 上 ノラ 3 タン 


アグ リジェ ント の 中 心地 に 位置 する 、 エレ ガン 
ト な 雰囲気 の レス トラ ン で 、 シ ェ フ の セン ス が 
光り 、 一 工夫 加え られ た シチリア 料理 を 味わう 


こと が で きま す 。 (魚介 の パス タ 、 





デザ ー ト ) 





日 本 の テレ ビ 取 材 も 受け た こと の ある 若手 シェ フ の お 
店 。 地産 地 消 を 大 事 に し 、 カル タ ジ ロ ー ネ 地 方 の 特産 
物 の み を 使っ た 斬新 な 料理 は 素晴らし い の 一 言 。 色々 
な 食 文化 を 勉強 する 意 に 世界 各地 を 渡り 歩い た と い 
う シ ェ フ は 日 本 も 大 好き だ と か 。 和食 に イン スピ レー 
ショ ン を 受け た 料理 が 出る こと も !? 

(シェ フ お すす め の 二 皿 + オ デザ ー ト 、 コー ヒー) 
LT 


ーー mmm 





| 守 

= | 

EE Ji 」 
1 


チリ ア 家 庭 の 只 囲 気 満載 の トラ ッ ト 
と れる る ムール貝 の ソ 
テー は 白 ワイ ン に ピッ 講 議 計 
タリ で ペロ リ と 1 人 1 議 護 詞 


(バー ルル 見 の ソテー の 
前 菜 と 魚 料理 ) 





タオ ルミ ー ナ の 地元 の 人 に も 愛さ れ 家 族 経営 の シ 


リア 。 地中海 で 


食べ れ て し まい ます 。 壮 還 計 肝 病 較 








イダ ー 


地元 の 人 の 生活 に つい て も 、 ツア ー 中 に 説明 し て く 
れる の で 、 パ レル モ に つい て より 詳し く な れ ま す よ 。 











パレ ル モ か ら 車 で 30 分 の 海 沿い の 別荘 粒 計 


街 の 中 に ある ミシュ ラン 1 つ 星 獲得 レス ト 
ラン 「Bye Bye Blues]。 シ チリ ア を 知 
り 尽 くし た 日 本 人 シェ フ の 細やか な 気 遺 
い が 表 れ た 織 細 な 味わい の シチリア 料理 


を 、 美 味 し い ワ イン と と も に 堪能 で きま す 。 
(前 菜 一 忠 、 メ イン 一 皿 、 プ レデ ザー ト 、 
テテ サー ド 一 四 ) 















レス トラ ン 。 地元 を 知り 応 く し た 日 本 人 の 
シェ フ に よる シチリア 料理 を 堤 能 で きま 還 議 
す 。 レス トラ ン が 海 に 面 し て いる の で 、 窓 
際 の 大 で は 、 夕暮 れ 時 、 海 に 溶け 込ん で 
いく 夕日 と 食事 こ 両 方 楽し め ま す 。 

(アラ カル ト よ り 好 き な メ ニ 
パ キ ー ノ の チェ リー トマ ト の サラ ダ ) 





神殿 を 望み な が ら の 夕食 を お 楽し 
の 下さ いり 。 し)h テ デー クタ 、 生 内 ステ ー 
キ の ワイ ン ソ ー ス 添え ) 


ュー を 一 皿 二 ー 





ミシュ ラン 1 つ 星 レス トラ ン 。 最終 
日 に ふさ わし い 、 洗練 され た 雰 囲 
気 の レ スト ラン だ が 、 どこ か 落ち 北 
ける の が 上 魅力 的 。 料理 は 、 味 は も 
ちろ ん 、 盛り 付け も 食べ る の が も っ 
た いな い ほ ご どき れい な 色 使 いと デ 
コレ ーション を 行う の が 特徴 。( 前 菜 
一 皿 、 メ イン 一 皿 、 デ ザー ト 一 皿 ) 
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el%ー メ へ 膨 草 畑 由 ※ 


1 





列 人 る 
| 


用 


川中 











の 便 / 望 9 の oe れ も 記 で ぐる 


快適 に 滞在 頂 は る 宿泊 玩 を 源 選 し まし た 


グラ ンド ホテ ル 
ビア ッ ツ ァ ボ ル サ 


(デラ ックス ルー ム ) 


P 5 . 語 oe = - 島 
Grand Hotel Piazza Borsa/ ーー 
パレ ル モ 品 エ er ミ ーー EE 
1 円 円 1 1 1 中 1 Tr 
ーー コ 』 生 -ー1 学 





元 修道 院 を 改装 し て で きた 中 心 街 に 位置 する た め 、 
観光 に と て も 便利 な 4 つ 星 ホテ ル で す 。 美しい 回 廊 
の ある 中 庭 が 特徴 的 で 、 お 茶 や アペリティフ を 楽し 
め ま す 。 内 装 は 、 現代 と アン ティ ー ク が うま く 調 和 し 、 
と て も 居心地 が よい 客室 と な っ て いま す 。 


く ホテ ル ヴィ ラフ アテ ナ ( 雑 節 e ュ -) oe = 
Villa を 人 1 クラ フン ド ホテ ル オル ティ ー ジ ヤーE ュ ー) 
Grand Hotel Ortigia/ シ ラク ー サ 


オル ティ ー ジ ャ 島 の 入口 近く に 位置 し 、 観光 に と て も 便利 な 5 つ 星 ホテ 
ル 。 落ち 意 い た 雰 囲 先 の ホテ ル で 、 港 に 面 し て いる た め 、 眺め も よく 、 
リゾ ー ト 気分 を 存 分 に 味わい な が ら の 滞在 が 可能 で す 。 


トル 外 抽 
神殿 の 谷 の 中 で も 一 番 保 存 状態 が よ 

い コ ンコ ルディ ア 神 殿 を 真正 面 に 区 む 詳 時 
5 つ 星 ホテ ル 。 世界 中 の 著名 人 が 訪れ 語 護 
た こち ら の ホテ ル で 、 神殿 を 眺め な が 

ら 、 優雅 な 気分 に 浸る こと が で きま す 。 | 






語 O 尊 WTTT 7 層間 
の ホテ ル メト ロボ ー ル と シーE ュ ー) - 層 琶 思 ロ i ね 7 
Hotel Metropole/ タ オル ミー ナ IgA 
“ *、 < … 呈 時 |/ 


メイ ン 通 り に 面 し て お り 、 鶴光 に 便利 な 5 つ 星 ホテ ル 。 ホテ ル 内 は 清 : 
で あふ ぶれ 、 ラグ ジュ アリ ー な 内 装 、 プー ル は 海 に 面 し て お り 、 靖夫 
眺め つつ 、 リラ ックス で きま す 。 
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独自 の 歴史 ・ 文 化 が 魅了 する 


美食 満 喫 シナ リア の 休日 9 日 間 









に EEIEIE3 ミ に メー だ 92E 二 まり 用 ⑨ 和 信夫 欠 光 〇 下車 観光 〇 車窓 観光 






東京 (成田 発 ) 発 み ア リタ リア 航空 で パレ ル モ ( 乗 継 ) へ 
パレ ル モ 着 後 、 ホ テル へ 










A 防 ) 選 = 





ふ ぉ ワイナリー へ ( 約 107km/ 約 120 分 ) 
タス カ ダル メリ ー タ ワイ ナリ ー 見 学 & 試 飲 ( 注 1) 










成田 発着 / エ コノ ミー:KPA0020 ビ ジネス クラ ス XKPA1020 


le こ り 





















115.0 万 円 
118.0 万 円 


156.0 万 円 
158.0 万 円 


126.0 万 円 
126.0 万 円 


168.0 万 円 
174.0 万 円 


























C | 119.0 万 円 | 170.0 万 円 130.0 万 円 | 176.0 万 円 
122.0 万 円 | 174.0 万 円 132.0 万 円 | 174.0 万 円 
1 人 部 屋 追加 代金 填 29.0 万 円 





一 日 本 国内 線 追加 プラ ン (往復 代金 ) 
発 都 市 


















郊 外 の モン デ ッ ロ に ある ミシュ ラン 1 ツ 星 レス トラ ン 「 バ イ バ イ ブル ー ス 」 
に て 夕食 


菓子 店 CAPPELLO に て シチリア 名 物 カ ン ノ ー ロ 作り 体験 と 試食 体験 

呈 ア グリ ジェ ント へ ( 約 130km/ 約 140 分 ) 

レス トラ ン 「 カ ロス 」 に て シチリア を 代表 する 料理 魚介 の パス タ の ラン チ 
アグ リジェ ント 遺跡 地区 に て 神殿 の 谷 観 光 

@ 田 康 紀 還 アグ リジェ ント の 遺跡 地区 

ホテ ル チ ェ エック イン 

ホテ ル 内 レス トラ ン に て ライ ト ア ッ プ され た 宮殿 を 眺め な が ら 夕 食 を 
お 楽し みく だ さい 

ぉ ピアッツァ アル メリ ー ナ へ ( 約 94km/ 約 90 分 ) 

ピア ッ ツ ア ・ ア ル メ リー ナ 観光 

@ 団 紀 還 カ ザ ー レ 別荘 と モザ イク 

ぉ カル タ ジ ロ ー ネ へ ( 約 37km/ 約 60 分 ) 

ミシュ ラン レス トラ ン 「 コ リア 」 に て 地産 地 消 の 食材 を 活用 し た 昼食 を 
カル タ ジ ロ ー ネ 市 内 観光 

〇 ⑥O 〇 スカ ー ラ (142 段 の 随 段 ) 

呈 シ ラク ー サ へ ( 約 120km/ 約 100 分 ) 

ホホ デル チェ ッ ク ツク イン 

「 ラ ・ カ ンプ ブサ 」 に て 地元 を 知り 尽く し た 日 本 人 シェ フ が 作る シラ クー サ の 
郷土 料理 を 
シラ クー サ オル ティ ー ジ ャ 島 を 散策 

〇 大 聖堂 の アル キメ デス 広場 の 〇 アレ トゥ ー サ の 泉 

〇 ネ ア ポ リス 考古 学 公園 

品 力 ター ニャ へ ( 約 67km/ 約 60 分 ) 

カタ ー ニ ャ の 市 場 散策 料理 教室 体験 

シチリア の 家庭 料理 を 2 品 習っ て ラン チ で 試食 

呈 タ オル ミー ナ へ ( 約 53km/ 約 60 分 ) 

ホテ ル テ チェ ッ ク イ ン 

地元 に 愛さ れる 家族 経営 の トラ ッ ト リ ア 「 ラ ・ マ ル ヴ ァ シ ア 」 に て 新鮮 な 
魚介 の ディ ナー を 





タオ ルミ ー ナ 泊 


エト ナ 山 麓 に ある ワイ ナリ ー PLANETA 見 学 & 試 飲 ( 注 1) 
ワイ ナリ ー 併 設 レ スト ラン に て ワイ ン と 合わ せ た 昼 食 を 

ぶ タ オル ミー ナ へ ( 約 86km/ 約 90 分 ) 

タオ ルミ ー ナ 散策 

ミシュ ラン レス トラ ン 「 カ ピ ネ ラ 」 に て 最終 日 に ふさ わし い ゆい 洗練 され た 
お 食事 を 





タオ ルミ ー ナ 泊 





名 空港 へ ( 約 67km/ 約 60 分 ) 


い カタ ー ニ ャ 発 望 アリ タリ ア 航 空 ( 乗 継 ) で 帰国 の 途 に 


1 


12: 45 





090 
川 障 ⑳5 


東京 (成田 ) 意 
着 後 解 と な り ま す 。 

















還 エコ ン ミー 北 
衝 け の CT ビッ ネス 上 
パレ ル モ 市 内 観光 ※ 国 内 線 全日 本 空輸 / 日 本 航空 利用 (エコ ノミ ー ク ラス ) 米 
O 加計 証 還 パレ ル モ 大 聖堂 〇 回 還 還 サン カタ ルド 教会 マル トラ ー ナ | “で の 人 部 市 は お 問い 合わ ば くだ さい 
〇 マッ シモ 劇場 ( 注 2) 
スト リー ト フ ー ド で 食べ 歩き 体験 ! ガイ ド が ご 案内 し ます 
登 セ ジェ スタ へ ( 約 77km/ 約 75 分 ) 
セ ジ ェ ス タ 神 殿 観光 
ぉ エリ チェ へ ( 約 38km/ 約 45 分 ) AEOAIA22A23A24A25p AZAIBAI ウ AOAAZ22p 了 
「 モ ン テ ・ サ ン ・ ジ ュ リ アー ノ 」 で トラ パニ 名 物 魚 介 の フス クス の 昼食 2APAPAPAPAP A 32.P/P ピ トト 引 本 に 
信 パ レル モ へ 夕食 まで 自由 行動 ( 約 118km/ 約 110 分 ) 






























































































































































































































上 記 旅 行 代金 は 日 本 で の 空港 施設 使用 料 、 旅客 保安 料 、 
海外 空港 諸税 、 燃油 サー チャ ー ン ジ 、 国際 観光 旅客 税 が 全 
て 含ま れ て いま す 。 


航空 会 社 の 定め る 燃油 サー チャ ー ジ の 増額 減額 又は 廃止 が あっ て も 旅行 代金 の 変更 
は ご ざい ませ ん 。 


画 日 本 発着 時 利用 予定 航空 会 社 : ア リタ リア 航空 較 利 用 予定 ホテ ル : パ レル モ : グ ラン ド ホ テル ピア ッ ツ ァ ボ ル サ (デラ ックス ルー ム ) 、 アグ リジェ ント : ホ テル ヴィ ラ アテ ナ (神殿 ビュ ー) 、 シ 


ラク ー サ : グ ラン ド ホ テル オル ティ ー ジ ャ (シー ビュ ー) 、 タオ ルミ ー ナ : ホ テル メト ロ ポ ー ル (シー ビュ ー) 
ご 案内 いた し ます 。 罰 最 少 催行 人 員 :2 名 注 1: ワ イナ リー 訪問 が 日 曜日 及び 現地 祝日 に あたる 場合 


季 シ ー ズ ン オ フ の 休業 又は レス トラ ン の 都合 に よる 突然 の 休業 等 の 


画 食 事 : 朝 7 回 ・ 昼 6 回 ・ 夕 6 回 (機内 食 除く ) 
、 訪問 日 並び に 観光 順序 を 変更 し て ご 案内 する 場合 が ご ざい ます 。 
演目 が 予定 され て いる 場合 は 、 訪問 日 並び に 訪問 時 間 を ずら し て ご 案内 する 場合 が ご ざい ます 。 ご 予約 時 に ご 確 認 く だ さい 。 
代替 の レス トラ ン に な る 場合 が ご ざい ます 。 メニ ュー に お いて は 、 シー ズン や 当日 の 仕入れ 事情 な ど に より 変更 と な る 場合 が あり ます 。 
場合 、 ご 利用 の 予定 日 や 昼食 が 夕食 に 、 夕食 が 昼食 に 又は 他 の レス トラ ン に な る 場合 が あり ます 。 


画 添 来 貞 の 有無 同行 し ませ ん が 、 日 本 語 現地 係員 が 
注 2: 訪 問 日 に オペ ラ 上 映 な ど 
※ 掲 載 レ スト ラン が 貸切 、 レス トラ ン の 都合 に よる 突然 の 休業 な どの 場合 


※ レ スト ラン が 貸切 、 夏季 バカ ンス 時 期 、 ク リス マス 、 年 末年 始 や 冬 
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夫 詩 十 


人 ミナ j て 


90 みあ K さ tw 


ワイ ン と いえ ば スペ イン は 穴場 の 国 か も し れ ま せん 。 バ 
リエ ー ン ション る も 豊富 で 高 品質 な ワイ ン が お 手ごろ な お 値 
段 で 選 り 取 り 見 取り で す 。 ワイ ン と 一 緒 に お 楽し みい た 
だ きた い の は や っ ぱり スペ イン 料理 で す 。 この ツア ー に 
は 特色 の ある 各地 の 郷土 料理 を お 楽し みい た だ ける レス 
トラ ン を チョ イス し て お り ま す 。 スペ イン の 太陽 の 下 、 テ 
ラス で の 一 杯 、 お 食事 は 最高 ! で す 。 また 、 ワイ ン に 合 

う チ ー ズ る も 豊富 。 ヤギ 、 羊 、 和牛 の チ ー ズ 、 圭 成 度 が そ 
れ ぞ れ 違 い 、 多種 多 様 で す 。 お 気に入り の チー ズ を み 
つけ る の も お も し ろ い か も し れ ま せん 。 そ し て 旅行 中 に 
は 私 も 大 好き な スペ イン 人 達 の ピュ ア で 気さく で 親切 な 
キャ ラク ター に も 出会っ て くだ さい 。 | オラ ッ ! (こん に ち は 、 
や ぁ !) | と いえ ば 誰 で も に こ や か に 接し て くれ ます 。 ワイ 
ン や 食事 は も ちろ ん の こと 、 世 界 遺 産 の 数 々 、 風光 明 
刀 な 場所 、 芸術 作品 の 数 々 …、 語り つく せな い ス ペイ 
ン の 魅力 を 存 分 に 体感 し て くだ さい 。 


OL2FE- ス ペイ 移 人 在 人 請 人 0 コ ド ルリ 店 ン 衣 年 華奈 














スペ イ 記 
魅力 の 5 大 ワイ ン 産 地 を 探訪 





ドウ 放 ( 多 寺 め ) 


0 り 及 ゆ A9 四 DX6AGE 昌 4【6】 





co 


1991 年 避 ス ペイ シマ で 
初め て 特選 上 原産 地 呼 称 
に 認定 され た リオ ハ 地 
方 は 、 土壌 、 気候 が ワイ 
ン 生 産 に 適し た 地域 と 
し て 世界 的 に も 有名 で 
スペ イン 産 ワ イン の 最 
高級 産地 で す 。 
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【 リ ベラ ・ デ ル ・ ド ゥ エロ 】 
1 見 @ 月 に 51IK の 2 補 較 DI 還 昌 10IOK く ⑥) 


国内 外 で 高い 評価 を 獲得 する 
スペ イン 最 古 の ワイ ン 産 地 


[MARQUES DE RISCAL」 


マル ケス ・ デ ・ リ スカ ル 


1858 年 に リス カル 侯 有 軍 に よっ て 、 設立 され た 150 年 以上 の 古い 歴史 の ある ワイ 
ナリ ー。1865 年 に ボル ドー で 行わ れ た ワイ ン 品 評 会 で 一 等 賞 を 勝ち 得 て 以 降 、 
近年 まで 各国 際 展 示 会 で 数 えき されない ほ どの 賞 を 獲得 し て いま す 。1998 年 か ら 
は 、 シ ャ トー・ マ ル ゴ ー の 醸造 

品 買 の ワイ ン を 生産 し て いま す 。 






責任 者 が 醸造 の 指揮 を 取っ て お り 、 スペ イン 最高 
文 赤 日 2 種 の ワイ ン を 試飲 


【 プ リオ ラー ト 】 
DUGAGE 思 り 4【⑥)K9WI 





C。 力 強 さ と 繊細 さ を 持ち 合わ せ た 
赤ワイン で 有名 な 産地 


ドゥ エロ 川上 流 地 域 に 広がる 、 リ オハ と 並ぶ スペ イン 屈指 の ワイ ン 産 地 。 
テン プラ ニー リョ 種 か ら 生産 する 高 品質 な 赤ワイン が 有名 。 
ル ・ ド ゥ エロ 地方 は 、 夏 暑 く 冬 寒い 非常 に 萌 燥 し た メリ ハリ の ある 厳し い 
気候 で 、 濃縮 度 の 高い 果実 が 生ま れ ま す 。 


IBODEGAS PROTOS」 


ブロ トス 


1927 年 に 創立 , 今 日 まで 最新 の 醸造 法 や 技 
術 を 研究 し 用 いな が ら も 11 世 紀 か ら 始 まる 
この 地方 の 伝統 的 な ワイ ン 造 り を 維持 し 続 
け て いる 。 プ ロト ス は 1927 年 設立 当時 か 
ら 評 価 は 高く 1930 年 代 に は 早く も 国際 的 
に その 名 声 を 雪が か せ て いた スペ イン 王室 御 
用 達 ブ ラン ド で す 。 

友 VERDEJ 〇 、 CRIANZA の 2 種 を 試飲 





リベラ ・ デ 











特選 原産 地 呼 称 (DDOC) に 
認定 され た 産地 


リオ ハ と 共に 、 スペ イン で 唯一 特選 原産 地 呼 称 認定 され た ワイ ン の 生 醸 
地 。 1979 年 以降 産地 改革 に 取り 組み 、 赤ワイン の 品質 と 知名 度 を 向上 
させ 、 1990 年 代 後半 に は スペ イン で も っ と も 高額 な ワイ ン を 生産 する 
よう に な り 、 一 躍 脚光 を 浴び る よう に な り ま し た 。 


IBODEGAS MIGUEL TORRES PRIORAT」 


ドー ルス 


ミゲル ・ ト ー レ ス 社 と し て ワイ ン を 
醸造 し 、 販売 を 始め た の は 1870 
年 だ が 、 個 人 所 有 の ワイ ン 生 産 
者 と し て は 世界 最大 の 生産 量 を 
誇り 約 300 年 の 歴史 を 持ち ます 。 
創業 か ら わ ず か の 間 に 、 国 際 コ ン 
クー ル で 高 評価 を 得 て 、 世 界 に 
名 声 が 知れ わた っ た ワイ ナリ ー。 
米国 や 英国 の 専門 誌 業 界 誌 に 
「 ヨ ー ロ ッ パ で 最も 称賛 され る ワ 
イン プラ ンド 」 に 評 さ れる と いっ た 
名 誉 に 輝い て いま す 。 
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- ーー 2X ウ ブラック 議 
の スペ イン 最大 の ブドウ 畑 を 保有 し 

全体 の 1/3 の ワイ ン を 生産 

ブドウ 畑 総 面積 が 世界 一 の ワイ ン 生 産地 で 、 スペ イン ワイ ン 全 体 の 三 分 の 一 の 生産 量 を 誇り ま 

す 。 この 地域 は ブドウ の 成 熱 に 欠か せな い 日 照 が 年 間 3.000 時 間 と 恵まれ て お り 、1990 年 代 以 。 5 

用 


降 、 技術 革新 が 進み 高 品質 の ワイ ン が 造ら れる よう に な っ た 。 ラ ・ マ ンチ ャ の 赤ワイン は 酸味 が 
D.O.LA MANCHA 
還 = 補え めで 、 口当たり が まろ や か な の が 特徴 で す 。 
IBODEGAS y Vinedos CASTIBLANQUE」 ティ テラ テッ ヶ 
典型 的 な ラ ・ マ ンチ ャ の 19 世 紀 の 古 い 建 築 物 を オリ ジ ナ ル の まま 保存 し 利用 し て いる ワイ ナリ ー。 外見 は アン ティ ー ク 調 だ が 、 品質 向上 の た め の 技術 革新 に 
余念 が な く 最 新式 の 技術 を 導入 。 家族 経営 の アッ ト ホ ー ム 、 ワイ ン を いた わり 、 可愛 が る 、 そん な 姿勢 で 作ら れ て いま す 。 文 5 種 の ワイ ン を 試飲 








【 カ ヴァ 】 D.O.CAVA 


の スペ イン 産 
スパ ー ク リン グ ワ イン コバ 
] DO CAVA スパ ー ク リン グ ワ イン の カバ は スペ イン 
ド 産 の 95% が カタ ルー ニャ 州 内 で 生産 され て いま す 。 


タマ ジ [CAVAS CODORNIU」 =* ル = ィ ッ > 


1551 年 創業 の 歴史 ある カヴァ の 老舗 。1897 年 スパ ー フ クリ ンプ メー カー 
と し て 初め て 、 スペイン 王室 御用 達 に 任命 され た 。 カ パ に 初め て シャ ル 
ド ネ と ピノ ・ ノ ワー ル を 使用 、 品質 へ の こだわ り と と も に その 草 新 性 が あ 
る の も コ ド ル ニ イ ッ ゥ の 魅力 。 カバ パ の スペ イン 国内 販売 実績 No.1 で 、 世 
穫 100 力 国 以上 へ 輸出 し て いる 世界 最大 規模 の ワイ ナリ ー と し て 発展 し 
続け て いる 。 建物 は スペ イン 近代 主義 三 大 建築 家 プ ッ チ ・ イ ・ カ ダフ ァ ル 
ク 氏 に よっ て 建設 され 重要 文化 財 に 指定 され て いま す 。 





9 2 が いも 、。 まま 
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WI 衣 > 了 D 
6 学 ) NL 


山 を みあ ア - 3 1 内 : 
ーー _ 王 較 で Ps 人 ーー ro 、。 
。 - ョ ニタ? 目 


= ーー 
ーー ・. 二 : 


デー 


だ AMJWpXe 志 の < く の N% 電 較 バス ク 地 方 の 稀少 な 超 微 発泡 ワイ ン 
チャ コリ は パス フク 地方 で 作ら れる アル コー ル 度 数 9 度 一 12 度 で 相 橋 の さわ や か な 香り と フレ ッシュ な 酸味 、 ほ ん の り と し た 苦味 が 特徴 的 な 
超 微 発泡 の ワイ ン 。 高い 位置 か ら 距 離 を つけ て グラ ス へ 注ぎ ざこ むこ と で 液体 が 砕け 、 空気 を 触れ 合う こと で 香り や 味わい が 開く と いわ れ ま 
す 。 長 距 離 輸 送 に 耐え 難く 地元 以外 で 飲む の が 難し い 身 少な ワイ ン の ひと つ 。 ぜひ ご 賞味 を !! 
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edー メ 脚下 畑 岬 ※ 


に ここ っ 1 
し yyrk ここ ーー* ミ に 


5 ス . 


3 こっ 





か 世界 遺族 サ グ ラ ダフ ァ ミ リア 教会 


天才 建築 家 ガ ウデ ィ の 未完 の 傑作 世界 遺産 サ グ ラ ダ ・ フ ァ ミ リア 。 迫力 ある 外観 だ け で な く 内 部 の 美 
し い ス テン ドブ ラス な ども ご 覧 いた だ け ま す 。 エレ ベー ター で 鐘楼 まで 登り ます 。 








c 導 本 っ る (。 世界 中 産 人 


世界 遺産 に 指定 さ され た 7 つの ガウ ディン 建築 符 の 中 の 1 つ 。 直線 部 分 を 全く 淡い 青 や 緑 、 明 色 の タイ ル や ガラ ス で 


持た な い 外 観 が 印象 的 で す 。 本 em 宮 0 に デー ド 
グラ ス を 施し た お と ぎの 国 の 家 の よ う 


な 建物 で す 。 


世界 道産 グ エ ル 公園 の 






ガウ ディ 建築 の 1 つ 


で パル セロ ナ 市 街 を 
ーー ィ ーーー ES 
2 ーー プ 和 1 ye 





ジェ ル 公民 な ど 必見 で す 。 








フラ ンス 国境 近く の 美しい 科 


サン セバス チャ ン 、 ッ 0 


[ビス ケー 湾 の 真珠 ] と 呼ば れる 美しい 街 で 
ヨー ロッ パ 有 数 の 高級 避暑 地 と し て 人 気 が 
あり ます 。 モン テ ・ イ ゲル ド ( イ ゲル ド の 丘 ) 
か ら は コン チャ 湾 と 丘陵 まで 広がる 美しい 
街並み を ご 覧 いた だ け ま す 。 


Et クル ルド の) 還 


恒 界 道産 古都 ト To 
16 世 紀 に 首都 が マドリ ッ ド に 移る まで 政治 ・ 経 済 の 重要 な 
拠点 と し て 繁栄 し 、「16 世 紀 で 歩み を 止め た 街 」 と 言わ れる 
世界 遺産 の 古都 トレ ド 。 スペ イン ・ カ トリ ッ ク の 総本山 で 
も ある カテ ドラ ル (大 聖堂 ) や エル グレ コ の 傑作 を 連 蔵 する 
サン トト メ 教 会 を 訪れ ます 。 


② 世界 遺 ビス カヤ 橋 


ビル バ オ 郊 外 に あ 
る 全長 160m の 鉄 
育 。 世 界 初 の 運搬 
橋 こ し て 1893 年 
に 開通 。 椅 杵 から 


久 の ワイ ヤー で つ 
りさ げ ら れ た ゴン ドン キホーテ の 
ドラ が 人 や 車 を 乗 舞台 と な っ た 
せ て 移動 し ます 。 II 
ラマ ンチ ャ 地 方 


カン ポ ボ ポ ・ デ ・ ク リプ ター ナ で は 、 今 な お 残る 10 基 
の 販 い 風車 と 後ろ に 広がる 青い 空 と の コン トラ ク 
ト 、 まさ に スペ イン らし い 景 色 を ご 覧 頂け ます 。 


の 放 橋 





世界 遺産 7220 コ ンク 放 全 玩 


ーー 


< こい w 
Mo 0 連 人 4 いい て 
ーー 





10 世 紀 に で きた 城 で 丘 に そびえ る その 姿 は まる で 空 に 浮か 
ぶ 船 の よう で 「 カ ステ ィ ー ジ ャ の 船 ] と 言わ れ て いる 。 1917 
年 に 国 の 重要 文化 財 に に 指定 、 現在 城内 に は ワイ ン 博物館 
(月 休館 ) が あり 、 年間 10 万 人 が 訪れ ます 。 





(。 世界 遺 導 プル ゴス 大 聖堂 
エア 3 


完成 まで に 300 年 か か っ た と 言わ れる ゴシック 建築 の 傑作 で す 。 
プラ テレ スコ 様式 の 装飾 が 施さ れ た [元帥 の 礼拝 堂 (Capilla de 


元 前 2 紀 の ロ ー ご 時 代 に 建設 さ れ 
た 水道 橋 。 高 ご 26m、 全長 217m が 現 


Condestable) 」 は 必見 で す 。 較 生 信二 ん = 療 鹿 き 』 存 べ され て いま す 。 
〇 スペ イン 政府 観光 局 
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edー メ へ 膨 昔 畑 岬 ※ 











l" 。 
1 1 」 b | | 本 
| = | ニー _ 馬琴 ー 
1 | で に | 
1 前 語 
回 。 | 
用 ham 
所 』 モー ュ | | 
1 い ー t 融 
ィ み 土 ジ きみ アラ 


メシ リア ジ ント 
ブル ゴス 大 聖堂 を 目 の 前 に 位置 する クラ シカ ル な レス トラ ン 。 名 物 は 
仔羊 肉 の 炭火 焼 。 セレ クト され た 伝統 的 な カス ティ ー ジ ャ 地方 の 郷土 
料理 が 楽し め ま す 。 ワイ ン も 幅広 く 取 り 揃え て いま す 。 





汽 辺 の 街 グッ リア な ら で は の 虐 
選 さ れ た 時 季 生 に 変わ る 新鮮 な 
素材 の 海鮮 物 の 炭火 焼 (エビ 、 スズ キ 、 カレ イ 、 カキ etc.) を 日 替わり で 

召し上がり] 頂け ます 。 港 に た くさ ん 水揚げ され る いわ し の アン チョ ビ 
も この 地方 の 名 産品 で お 土産 に お すす め 。 
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e 寺 土 削 業 100 年 を 超す 老舗 な ど 昔 か ら か わ 
ら す 今 も 庶民 に 愛 
あり 、 趣 を 残し つつ も 温か が か み の あ る 雰 
囲 気 を お 楽し み 頂 け ま す 。 定番 タパス 
の ハモ ン ( 生 ハム 特に イベ リコ ベジ ョ ー 
タダ を)、 チ ョ リ ソ 、 ガ ン バ パス アル ア ヒ ー ジ ミミ 小 エビ の に ん に く 風 味 オ リー 
フラ オイル 志 り プル ルク ショ ーー0EC の 2 パル チッ ピー オノ マ 
シュ ルー ム と チョ ヨリ ソ の 鉄板 焼 )、 フ ロケ ッ タ (コロ ッ ケ ) が お すす め 。 


眺め の すばらし さ が ポ イン ト の レス トラ ン 。 うず ら 
料理 、 ラ ム の ロー ス と 、 ピス ト ( 野 菜 と トマ ト の 煮 込 
み ) な ど 、 カス ティ ー ジ ャ ラマ ンチ ャ の 伝統 的 な 料 
理 が 味わえ ます 。 秋 ・ 冬 の 季節 に は 狩猟 (うず ら 、 ウ 
サギ 、 鹿 、 猫 など) の 料理 (ジビエ ) も 楽し め ま す 。 ト 
レ ド の パラ ドー ル の 一 流 の シェ フ が 腕 を る うお 料 
理 を 日 替わり で お 楽し み 頂 け ま す 。 (メイ ン は 肉 又 
は お 人 魚 か ら チ ョ イス ) 


“され る パル が 数 多く 





ミシュ ラン の 星 を 有する ホテ ルレ スト ラン 。 巨匠 シェ フフ ラン シス ・ パ ニ エ ゴ 
(Francis Paniego) の 絶妙 な 料理 が 楽し め ま す 。 地元 の 伝統 的 な 食材 ・ 料 理 で 
あり な が ら ひ ね り を 効か せ た 、 あっ と 和 公 く 演出 も 。 メイ ン で は 鮨 又は ラム か ら チ ョ 
イス 。 ワイ ン は マル ケス ・ デ ・ リ スカ ル の ライ ン ナ ッ プ か ら 料 理 に あめ わせ て 選べ る 
の で ぜひ ご 賞味 くだ さい (ワイ ン 1 杯 込 ) 。 

※ 予 約 状況 に よっ て は 「 ビ スト ロ 1860」 に 変更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 


スチ ャ ン の 0/ ルル リタ 0 人 MI レッ ン 
チョ ス ( 串 の 意味 )] が 主流 。 グル メ な 街 だ け 
あっ て 、 ピン チョ ス も お 店 ご と に 凝っ て いて 
美味 ! か に 味噌 を 用 いた タパス 「changurro 
チャ ング ー ロ ] は 必ず 味わい た い 一 品 。 パス | 
ク 発 祥 の 発泡 ワイ ン 「 チ ャ コリ ] と の 相性 は 抜 | 


員 ー Se | 





ご 党 味 を ! 





AO 本 と 10 ょ コロ" 
し 





ーー ューーー 





北 

中 

寺 

米 
| 地 中 泡 を 臨む 有名 シー フー ド 
| レス トラ ン 。 魚介 の 素材 に は 定 
評 が 有り 、 パエリア の 味 に は 
絶対 の 自信 を も ち 、 現地 スペ 

イン 人 の お 黒 付き で す 。 お な ア 

か に 余裕 が あれ ば 、 マテ 貝 の ジ 


| グリ ル や エス ケ ィ シャ ー ダ ( 細 
の サラ ダ ) や ムー ル 貝 の ワイ ン 
蒸し も お 試し くだ さい 。 


ブッ ゲン ハイ ム 美 術 館 に ある レス ト 
ラン 。 店 内 は 無 駄 無 く 洗練 され 、 見 
事 な 空間 を 醸し 出し て いま す 。 食事 





に も シン プル さ が 反 映 さ れ 素 材 の ど イメ 三 ジ 
本 質 を 楽し め ま す 。 少し ずつ いろ ん な 種類 が 味わえ る 6 種 の テイ ステ ィ 
ング メニ ュー を ワイ ン と 共に お 召し 上 が り 頂 け ま す 。 






. 和幸 - 凍 ドー an カル ジリ 人 


CAVA カ ヴァ の 聖地 サン サル ドゥ ニダ ノイ ア に ある 伝統 と 最新 グル メ の ト 
レン ド を 織り 交ぜ た 創作 料理 レス トラ ン 。 CAVA と の 相性 抜群 の メニ ュー 
が 揃い ます 。 店 内 は シン プル で 和やか な 雰囲気 。 CAVA の 香り 付け され た 
タオ ル や CAVA の に お い 遊 び も 楽し め ま す 。 メイ ン は 日 替わり の お 肉 か お 
昧 を チョ イス いた だ け ま す 。 





ミシュ ラン の 星 を 有 
する 創業 1869 年 、 4 
代 続 く 生粋 の カタ ルー 
ニャ 料理 の 老舗 レス ト 
ラン 。 前 菜 の カ ネロ ニ 
(パス タ の 料理 ) は シェ 
フ の 曽 祖母 の 代 か ら の 
お 勧め の 定番 の 一 品 で 
イメ ー ジ _ す 。 お すす め の 子 豚 の 
釜 焼き 、 鳩 の プリ ル は メイ ン に て お 選び 頂け ます 。 お 食事 前 の オ 
リー ブ オ イル ティ ステ ィング で お 好み の オリ ー ブ オ イル を 選べ る 
の も ユニ ー ク 。 いろ いろ な 料理 を 少量 ずつ 楽し め る テイ ステ ィ ン 
ググ メニュー を どう ぞ 。 


地元 の 人 に こよ な く 愛 され る 
隠れ 家 的 な レス トラ ン 。 上 質 
な 地元 カタ ルー ニャ の 料理 
の お 店 で 、 料理 は 素朴 な うま 
さ が あ り 、 と て も 食べ や すく 
日 本 人 の 舌 に あい ます 。 生 
s ハム は 選び 抜か れ た 良質 の 
も の を 出し ます 。 メイ ン は タタ 
ラ の オー ブン 焼 ま た は 仔牛 
の ステ チー キキ を 。 そし て エス 
リ パ ー ダ (焼き 野菜 ) も お 楽 
し み 」] 買 け ま す 。 
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edー メ へ 脱 理 相 ※ 


C マル ケス ・ デ ・ リ スカ ル 


MARQUES RISCAL/ エ ル シ エ ゴン 5 ホ テル 





| 
」 
| 





- 
ョ ーー ーーー ま 
ーー 昔 「 4 
て 1 。 
か ーー 
間 





HHTN 7 /22 ア / 記 / 仁 秩 寺 の どか な 風景 が 広がる ぶどう 畑 の 中 に 突 
"3 加 現れ 、 奇抜 な アパ ン ギ ャ ルド な 建物 は 議 
ひと きわ 異彩 を 放つ 、 グッゲンハイム 美 還 蘭 
術 館 も 手がけ た 世界 的 に 有名 な 建築 家 フ I 議 
ラン ク ・ ゲ ー リ ー の 作品 ホテ ル で す 。 創設 謙 議 
1858 年 の 歴史 を 誇る ワイ ナリ ー を 伴う 議 織 
ゴー ト ヤ 本 ド ・ ンク ドリ ツ ド ・ プリ ン セ サ ワイ ナリ ー ホ テル と し て 2006 年 に オー プ 


シン で な ぶ 安 守 か に いい 
COURTYARD MADRID PRINCESA/ マ ドリ ー ド ノン 4 ホ テル コバ NMOSI2 2 
畑 や 美しい エル シ エ ゴ の 街 を 望め ます 。 





G マリ * グ リス ディ ー ナ 


MARIA CRISTINA/ サ ン セ バス チャ ング 5 廊 ホテ ル 





3 っ し | j 
1 一生 - ココ M 
ト 』 ー が mm > 










ドー キュ 


『 






を 


に 中 


まま 
証 畔 1912 年 に 王妃 、 マ リア ・ 
・ クリ ステ ィ ー ナ の た め に 
建て られ た 、 サン セパ ス 
チャ ン 屈 指 の 歴史 を 誇る 
最高 級 の ホテ ル 。 街 の 中 
全 ー 心 に 位置 し 、 堂々 と し た 
ニン ョ 人 威厳 の ある 建物 は 圧倒 
的 な 存在 感 を 放ち ます 。 豪華 な 調度 品 が 配 さ れ 、 時 代 の 絵画 が 飾 
られ た ホテ ル 内 は 、 宮殿 の よう な 華やか さ で 高級 感 の ある 客室 は 
上 品 か つ ス タイ リッ シュ に まとめ られ て いま す 。 ホテ ル 周 辺 は 庭園 
と 散歩 道 に 団 ま れ 、 白砂 の ビー チ へ も 徒歩 で すぐ 。 毎年 9 月 に 開催 
され る 、 サン ・ セ パス チャ ン 国 際 映 画 祭 の オー プ ニ ン グ 会 場 と し て 
利用 され 、 多く の セレ ブ が 利用 する ホテ ル で す 。 


ae 2/0 ラ アス - る 


AVENIDA PALACE/ バ ル セ ロ ナン 4 廊 ホ テル 









“ “ 、 2 
客室 は ゆっ た り し た 広 さ の 落ち 着い た ヨー ロビ ピア ンス タイ ル 。 各 客 室内 に は プラ ド 


美術 館 所 蔵 の 作品 の 巨大 な 絵画 の レプ リカ が 人 和 飾ら れ て お り 、 全 室 すべ て 絵柄 が 異 
な る と いう こだわ り ぶ ぷり 。 地下 の フィ ッ ト ネ ス で は プー ル や ジム ・ サ ウナ ・ ジ ャ フク ジー 
が 無料 で 利用 で きた り と 施設 も 充実 し て いま す 。 











市 内 中 心 部 の カタ ルー ニャ 広場 か ら 1 プ ロッ ク の 高級 ホテ ル 。 観光 、 ショ ッ ピ ング に 至便 の 立地 で 数 多く ある 
ガウ ディ の 最高 傑作 の 建築 物 も 徒歩 園内 に 点 在 し ます 。 ホテ ル は クラ シッ ク な 雰囲気 で 、 壮 豚 な 大 隊 段 が 印 
象 的 で す 。 151 の 客室 は 重厚 な イン テリ ア に 、 VVi-Fi 等 の 設備 が 整 つ て いま す 。 







知ら れ ざ る ワイ ン と 美食 を 求め て 
情熱 北 ス ペイ ン 食 の 旅 9 日 間 


成田 ミー 


209.0 万 円 | 240.0 万 円 239.0 万 円 











レル 25eEGI25 靖 エコ ノミ ー ク ラス : KMA0021、 ビ ジネス クラ ス : KMA1021 
















213.0 万 円 
219.0 万 円 


241.0 万 円 249.0 万 円 
258.0 万 円 25/.0 万 円 





に (EiIF3 ミ モビ マコ バ 2 た 主計 ⑨ 人 居合 光 〇 下車 鋭 光 〇 車窓 観光 
東京 (成田 ) 発 KULIM オ ラン ダ 航 空 で 乗換 て マドリ ー ド へ 











295.0 万 円 












マドリ ー ド 彰 薄 後 、 信 ホテ ル ヘ へ 
ホテ ル 着 





228.0 万 円 | 269.0 万 円 03EWllles 





填 32.0 万 円 








人 な カン ポ デ クリ プター ナ へ ( 約 152km/ 約 2 時 間 ) 


【 ワ イナ リー 巡り ①】 玉 日 本 国内 線 追加 プラ ン ( エ コノ ミー/ ビ ジネス クラ ス 共 通 ) 
発着 都市 







D.O. LA MANCHA の ワイ ナリ ー[ カ ステ ィ ブ ラン ケ 」 訪 問 
トレ ド へ ( 約 99km ノ 約 1 時 間 ) 設定 設定 
途中 、 カン ポ ・ デ ・ ク リプ ター ナ の 風車 の ある 風景 (下車 ) を ご 覧 頂け ます 。 PPYTTEPST あ ここ エコ シ ラス 
レ * の パラ *ー ル に て 昼 5 楽 | 販 ※ 国 内 共 秀 空 ノ 全 回 避 還 ラー ジン ラ 
トレ ド 抽 "0 ※ そ の 他 都 市 は お 問い 合わ せく だ さい 。 
ーー ※ 注 : 国 際 線 ビジ ネス クラス 利 用 時 は 利用 不可 


信 マ ドリ ー ド へ ( 約 70km グ 約 1 時 間 ) 








ホテ ル 音 





夕食 は 老舗 バル 巡り へ ご 案内 し ます 。 


な ペ ニ ャ フィ エル へ ( 約 181km/ 約 3 時 間 ) 

【 ワ イナ リー 巡り ⑦②)】 

D.O. RIBERA DEL DUERO の ワイ ナリ ー「 プ ロト ス 」 訪問 
ペ ニ ャ フィ エル 観光 

@ ペ ニャ フィ エル 城 ( ワ イン 博物 館 ) 

避 ブ ル ゴ ス へ ( 約 120km ノ 約 1.5 時 間 ) 





























ブル ゴス 大 聖堂 前 の レス トラ ン に て カス ティ ー ジ ャ 郷土 料理 を 


北 
中 
南 
米 


SN 








ぉ ログ ロー ニョ ・ エ ル シ エ ゴ へ ( 約 120km ン 約 1.5 時 間 ) 
ホテ ル 着 
夕食 は ホテ ル 内 ミシュ ラン 星 レ スト ラン に て (ワイ ン 付 ) 


【 ワ イナ リー 巡り ③】 

D.O.Ca. RIOJA の ワイ ナリ ー「 マ ルケ ス ・ デ ・ リ スカ ル 」 訪 問 

ぉ ゲタ リア へ ( 約 148km プ 約 2 時 間 ) 

ゲタ リア に ある 海鮮 誠 火 焼 の 有名 店 「[ カ イア ケイ バ ]」 に て 昼食 を 
信 サ ン セ パス チャ ン へ ( 約 26km グ 約 1 時 間 ) 





























サン セバス チャ ン 観 光 

O 〇 ひ IH 市 街 (徒歩 に に) 〇 モン テ ・ イ ゲル ド ( イ ゲル ド の 人 丘 ) 
ホテ ル 着 

夕食 は ピン チョ ス で 有名 な バル へ ご 案内 し ます 。 





レポ ム イセ ュ ンプ) に 





ぉ ビル バ パオ へ ( 約 102km/ 約 1.5 時 間 ) 


























ビル バ オ 観 光 








〇 部 統 弓 ビス カヤ 橋 ( ゴ ンド ラ 乗 車 ) 
グッ ゲン ハイ 美術 館 併設 ミシュ ラン 星 レ スト ラン で 昼食 を (ワイ ン 付 ) 
ビル バ オ 発 天 み バル セロ ナ へ ヘ へ 








バル セロ ナ 着 後 信 ホテ ル ヘ へ 





海辺 の レス トラ ン 「 エ ル ・ カ ング レ ホ ・ ロ コ 」 さと ア の 夕食 を 














械 悦 必 AI ョ レ = 


品 タ ラ ゴ ナ ・ エ ル ジ ョ フ 2 本) の 7 
途中 、 〇 田 統 斑 』 ラス ・ フ ァ レ ー ラ ス 水 道 橋 を ご 覧 いた だ け ま す 。 
【 ワ イナ リー 巡り ④)】 

















D.O. Ca. PRIORAT の ワイ ナリ ー「 ト ー レ ス 」 訪 問 








ふ サ ン サド ゥ ル ニ ダ ノ イ アヘ へ ( 約 120km/ 約 1.5 時 間 ) 1 





「 カ ル ・ ブ レイ 」 に て CAVA と 相性 抜群 の 創作 スペ イン 料理 の 昼食 を 火 月 | 火 | 水 了 金 | 土 





【 ワ イナ リー 巡り ⑤】 








D.O. CAVA の ワイ ナリ ー「 コ ドル ニッ ゥ 」 訪 問 4 5 FEFZ FB 





F 





な バル セロ ナ へ ( 約 50km グ 約 1 時 間 ) - HI6 HIZ .H8 HI9 。 1 II2 FTS FI4 FIS FE 











ホテ ル 意 |21 22 |23 24 18 9 F2OF2IFP2F23F 





24 F 





ミシュ ラン 星 レ スト ラン 「 ガ ッ チ 」 に て カタ ルー ニャ 料理 の 夕食 を 25 26F2ZF28F22FSOF 





Am レ = 


31 上 



































バルセロナ 市 内 観光 








@ 陣 朗 細 サリ グ ラダ ・ フ ァ ミ リア 希 統 斑 』 グ エ ル 公園 00 
〇 回 野田 カサ ・ バ トリ ョ OO 男 計 罰 』 カサ ・ ミ ラ 





〇 男 戻 紀 還 サン パウ 病院 





ワイ ン セ レク ショ ン も 豊富 な 「 ラ ・ ク ララ 」 で カタ ルー ニャ 料理 の 昼食 を 





自由 行動 





ご 要望 に 応じ で ガイ ド の ご 案内 も 可能 で す 。 夕食 も ご 自由 に お 召し 上 が り 頂 








け ま す 。 
バル セロ ナ 泊 





























全 空 港 へ 
バル セロ ナ 発 器 KLIM オ ラン ダ 航 空 で 乗換 て 帰国 の 途 に 








上 記 旅行 代金 は 日 本 で の 空港 施設 使用 料 、 旅客 保安 料 、 


ぐ 
計 中 泊 海外 空港 諸税 、 燃油 サー チャ ー ン ジ 、 国際 観光 旅客 税 が 全 
間 75 | 東京 (成田 ) 着 て 含ま れ て いま す 。 
着 後 、 解散 航空 会 社 の 定め る 燃油 サー チャ ー ジ の 増額 ・ 減 額 又 は 廃止 が あっ て も 旅行 代金 の 変更 
は ご ざい ませ ん 。 


田 利 用 予定 航空 会 社 :KLIM オ ラン ダ 航 空 較 利 用 予定 ホテ ル :【 マ ドリ ー ド 】 コ ー ト ヤー ド ・ マ ドリ ー ド ・ プ リン セ サ 、【 エ ル シ エ ゴ 】 マ ルケ ス ・ デ ・ リ スカ ル 、【 サ ン セ 
バス チャ ン 】 マ リア ・ ク リス ティ ー ナ 、【 バ ル セ ロ ナ 】 ア ヴェ ニー ダ ・ パ ラス 画 食 事 : 朝 7 回 ・ 昼 6 回 ・ 夕 5 回 (機内 食 除く ) 田 添 乗員 の 有無 : 同 行 し ませ ん が 、 日 本 語 現 地 係員 が ご 
案内 いた PA ※4 名 以上 で お 申込 み の 場合 添乗 員 が 同行 し ます 圏 最少 催行 人 上 員 :2 名 ※ 掲 載 レ スト ラン が 貸切 、 レ スト ラン の 都合 に よる 突然 の 休業 な どの 場合 、 代替 の レス 


トラ ン に な る 場合 


ご ざい ます 。 メニ ュー に お いて は 、 シー ズン や 当日 の 仕入れ 事情 な ど に より 変更 と な る 場合 が あり ます 。 ※ レ スト ラン が 貸切 、 夏季 バカ ンス 時 期 、 ク リス マス 、 年 末年 始 


や 冬 地 ンー 9 の 信じ ス トラ ン の 都合 に よる 突然 の 休業 等 の 場合 、 ご 利用 の 予定 日 や 昼食 が 夕食 に 、 夕食 が 昼食 に 又は 他 の レス トラ ン に な る 場合 が あり ます 。 40 


edー メ へ 膨 理 畑 則 ※ 


名 以上 申込 
添乗 員 同 行 
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一 度 は 見 た い マ チュ ピチ ュ 遺 跡 」 を 
イラ ム ビ ン ラム 号 と 世界 中 の 人 の 憧れ の 遺跡 前 
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アマ ゾン の ジャ ング ル な ど 多 彩 な 気候 に 恵まれ そ 
れ ぞ れ の 地域 に 特徴 ある 食物 が 育ち 、 多様 な 移民 文 


化 の 


料理 が 発展 し て きま し た 。 世界 で 


高 
。 また 、 世界 で は 「 美 食 の 国 ] と し て 人 
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括 で ペル ー 
皆さま の お こし を お 待ち し て お り ま す 。 
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2013 年 > ペル ー 在 住 ペル ー ツ アー デス ク 佐藤 ルシア 
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(。 世界 小 ML まっ 


世界 文化 遺産 と 自然 遺産 2 つ に 登録 され て いる マチ ュ ピ チュ 遺跡 は 
191 1 年 アメ リカ の 考古 学者 ハイ ラム ビン ガム に よっ て 発見 され 、 
団 高 2400m の 断 崖 絶壁 に 立つ 空中 都市 は イン カ 時 代 の 様子 を その 
まま に 残し て お り ま す 。 遺跡 の 前 に 建つ ホテ ル に 滞在 する の で 、 天気 
が 良い 場合 は 遺跡 の 御 来 光 も ご 覧 いた だ ける 可能 性 も あり ます 。 


ア - 


| 


/ す ae 。 
』 /『 D CE】 ま 
< 二 m ] に 寺 
1 に 
た ー 1 lf ] 1] 
っ っ 4 本 
「CGs 
2 < 。 放 
有 っ 1 … 1 っ 
WMA の | 
ー ャ ルキ / 





N 


マチ ュ ピ チョ 遺 中 


N ヽ N か 
だ で 道 ンク 


ご 希望 の お 客 様 は ガイ ド が イン 
カ 道 ハイ キン グ に ご 案内 いた し 
ます 。 イン ティ プン フク (太陽 の 門 ) 
と 呼ば れる 昔 の マチ ュ ピ チュ 入 
口 まで 往復 3 時 間 の ハイ キン グ ブ 
人 AN 8 
違っ た 角度 で ご 覧 いた だ け ま す 。 議 計 還 半 
同じ 場所 を 戻り ます の で 、 体調 に 請 粒 還 計 
合わ せ て 途中 で 戻る こと も 可能 で 識 
Go “ 


の 


、 ' 
N 
守 
ン 
TL 
NY 





遺跡 の ふも と に 広がる マチ ュ ピ チュ 村 を 散策 頂け ます 。 
まる で 温泉 地 用 の よう な 雰囲気 で す が 、 お 土産 物 屋 な ど 
が 立ち 並び ぷら ぶら し て いる だ け で も 楽し め ま す 。 


高山 病 に つい て 


文 族 地 直送 の 旅 で は お 客 様 の 体調 を 考慮 し 、 徐々 に 標高 を あげ て 身体 を 慣らす 行程 を 組ん で お り ま す 。 

① ゆ っ た り 行 程 で 体調 を 万 全 に ! 長 時 間 の フラ イト で リマ 到着 が 深夜 の 為 、 翌日 の 観光 は 午後 か ら ス ター ト 。 午前 中 は ゆっ くり 身体 を お 休め くだ さい 

② す ぐに 高 所 に は 宿泊 し ませ ん 。 高地 滞在 は 出来 る 限り 少な く ! 

リマ 2 泊 後 、 す ぐに クス コ (標高 3.360m) 観光 を せ ず ウル バン バ ( 標 高 2.800m) 滞在 で 身体 を 順応 させ ます 。 

③ マ チュ ピチ ュ で は ゆっ くり 滞在 観光 は 2 日 に わけ て 行う こと で 更に 高 所 順応 を 図り ます 。 

④ 水 分 と 酸素 を 多く 取る 酸素 缶 1 本 と 毎日 500ml の ミネ ラル ウォ ー タ ー1 本 (1 一 8 日 目 ) の ボトル を ご 用 意 い た し ます 。 

⑤ 酸 素 供給 ルー ム の ご 用 意 一 番 酸 素 の 薄い フス コ の ホテ ル で は 濃縮 酸素 を 供給 する 「 酸 素 供給 ルー ム ] を ご 利用 いた だ きま す 。 
高山 病 と は ・・・ 標高 の 高い 場所 で 空気 中 の 酸素 濃度 が 低下 し 人 体 に 影響 を た 及ば ぼ ば すこ と を 言い ます 。 標高 の 高い と ころ で は 性 別 、 年 齢 、 日 頃 
の 健康 度 を 問わ むず どなた に で も 起こ りえ ます 。 人 に より 症状 が 違い ます が 、 頭痛 、 吐 き 気 、 め まい や 手足 の お む お くみ 、 下 痢 、 発熱 な ど が 典型 的 な 


症状 で す 。 万 一 に 備え 渡航 前 に 緊 意 移 送 な どの 内 容 の 充実 し た 海外 旅行 傷害 保険 に 加入 し て お く こ と を 強く お 勧め し ます 。 
気分 が 悪く な っ た ら 無 理 を せ ず ガイ ド ま で お 申し 出 く だ さい 。 


め サン クチ ュ ア リー ロッ ジ 


SANCTUARY LODGE/ マ チュ ピチ ュ 


1 
園 
4 
( 
ア 
リ 
カ 





INS 





遺跡 すぐ 隣 に 建ち 、 世界 中 の 観光 客 が 宿泊 を 憧れ る ホテ ル 。 お 天気 が 
良けれ ば 敷地 内 か ら 夕 日 や 朝日 な ど を 望 お こと が で きま す 。 





ビュ ッ フ ェ ス タイ ル の 日 替わり の ラン チ を お 楽し み 頂 け ま す 。 


中 計 | 





ロッ ジ 内 の 農園 で 栽培 され た 新鮮 な 食材 を ふん だ ん に 使用 し た イン ター ナシ ョ 
ナル 料理 や ペル ーー 料理 の ア ・ ラ ・ カ ルト ・ メ ニュ ー を お 召し 上 が り い た だ け ま す 。 








往路 は 展望 列車 の ビス タ ド ー ム 、 帰路 は 遺跡 発見 者 の 名 前 を 冠 し 
た か つて オリ エン タル 訪 行 と し て 利用 し て いた 務 華 列車 ハイ ラム 
ビン ラム 号 を 利用 し ます 。 マ チュ ピチ ュ の 余韻 を 残し な が ら 上 質 
な サー ビス と お 食事 を お 召し 上 が り ] 頂 け ま す 。 


マチ ュ ピ チュ 発見 者 の 名 前 を 冠 し た 1920 年 代 の オリ エン ト 
婦 行 の 車両 に て 本 格 的 ディ ナー を お 召し 上 が り 頂 け ま す 。 
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5 
イン カ 帝 国 の 首都 で あり 、 ペル ー 有 数 の 都市 で や も ある クス コ は 1983 講 計 議 議 
年 に 世界 遺産 に 登録 され まし た 。 イン カ 人 に よっ て 建て られ た 巨大 な 議 縛 粒 
行 の 上 に 建造 物 を 建て た スペ イン 人 の 碗 が 立ち 並び 、 イ ンカ 時 代 O 議 ウ 
「 カ ミソ リ の 妨 一 枚 通 さ E を 
な い ] 石組み も ご 覧 いた 
だ け ま す 。 中 で も 12 角 
の 石 は 極め て 精巧 に 隣 の 
石 と 組み 合わ され て いま 上 
す 。 イン カ 時 代 の 素 晴 ら 
し い 和 石造 技 術 が 残さ れ て 
いる 貴重 な 場所 で す 。 


RC ド で ー ・ 
= 二 | 
の - - 
1 Pー ーー デ 由 トー 本 所 = ーー を の 
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ーー ニー5 ここ cw が Peer っ に - ュー ニー - = = 
2 コ es = キ やこ ” = 3 mm ー ニ ーーーー ユ ーー ーー kr 拓  。- 
= ーー = ご 本 1 。 9 + | ュ っ 加 し 記 時 暫 
_- こと kt ーー = 
1 に に = 拓 TE Eh 、 im キョー Fx だ ーー ” 
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⑦ コリ カン チャ .② 


スペ イン が 造っ た 教会 で す が 、 元 は イン カ 
時 代 の コリ カン チャ ニモ 太 陽 神 殿 で し た 。 ス 
〔 ペイ ツク 人 イン 人 の 道 っ だ コリ カー チャ 
| ~ の 土台 の 石 組 を 利用 し 、 そ の 上 に 教会 を 建 
『 と の で す 。 





の 6 


6 cd アル マス 広場 と カテ ドラ ル 二 っ 


| アル マス 」 と は スペ イン 語 で [武器 」 の 意味 で スペ イン 植民 地 時 代 
に 、 警備 する 兵士 や 彼ら が 持っ て いた 武器 に その 由来 が あり ます 。 
その 、 アル マス 広場 に 面 し て カテ ドラ ル が ご ざい ます 。 も と も と イ 
ンカ 時 代 か ら クス コ の 中 心 だ っ た よう で 、 カ テ ド ラル は イン カ 時 代 
の 重要 な 建物 が あっ た 場所 に それ を 壊し て 建て られ た も の で す 。 


農 や "タン ボ デ ル イン カ 
ア ラグ ジュ アリ ー コ レク ショ ン 
Tambo Del Inka, A Luxury Collection Resort & Spa, Valle Sagrado/ oe 潤 ー 1 1 = 
ウル バン バ 0 モナ ステ リオ ホテ ル 


Belmond Hotel Monasterio/ 
クス コ 








クス コ か ら 車 で 1 時 間 半 、 了 時 な る 谷 ウ ルパン パ に 位置 する 屈指 の デラ ックス ホテ ル 。 
広め の お 部 屋 で 快適 に お 過ごし いた だ け ま す 。 マチ ュ ピ チュ へ 向かう 列車 の 駅 が ホ 
テル 内 に あり 移動 に も 便 の 良い ホテ ル 。 





トル 外観 
クス コ の 賑やか な 中 央 広場 の すぐ そば に 建つ 1592 年 
則 立 の 旧 修 道 院 を 改造 し た 隠れ 家 的 ホテ ル で す 。 中 庭 
を 囲ん で コロ ニア ル 様 式 の 部 屋 が 広がり ます 。 


r 電動 


ロ 


# 部 吾 所 RI 全 


『 = 珍 ll 


まき 
H』 


ささ 
se 


ハ ワ レ ス トラ ン 
(RESTAURANT HAWA) 
3 日 目 ノ タ 食 プン ウル バン バ 

自家 栽培 の オー ガニ ッ ク 食 材 を 用 いた モダ 
ン で お いし い ア ン デ ス 料 理 を お 召し 上 が り 
] 員 け ま す 。 





(。 アル マス 広場 と その 周辺 


旧 市 等 地 の 中 心 に あり 、 1535 年 に 征服 者 フラ ン シ ス コ ・ ピ サロ に よっ ロロ 
て つく られ た 広場 で 現在 も 使わ れ て お り 、 ベル サイ コ 宮 殿 を 模 し て 造 。 /* 
られ た 大 統領 府 、 ペ ルー カト リッ ク の 中 心 で あり 、 フラ ン シ ス コ ・ ピ サ ア 
ロ の 遺体 が 安置 され て いる ペル ー で 最も 古い カテ ドラ ル な ど 主 要 公 
共 施設 が 立ち 並び ます 。 カ 


(。 世界 條 産 リマ 歴史 地 区 





世界 遺産 に 指定 され て いる イン カ を 減 ぼ し た スペ イン 人 た ちの 入植 


後に 作ら れ た 旧 市 街 地 と 、 海岸 治 い に 作ら れ た 新 市 街 地 に 分 か れ て Ce 世界 遺産 サン フラ ン シ ス コ 教 会 





いま す 。 市 内 観光 で は 世界 遺産 の 旧 市 街 地 を 中 心 に ご 案内 し ます 。 
mm 





リマ 旧 市 街 地 が 世界 
遺産 に 登録 され る 前 に 
単独 で 登録 され た 教 
会 。 教会 内 修道 院 回 廊 
に 飾ら れ た セビリア ン 
タイ ル と 、 地 下 の カ タ 
コン ベ べ ( 地 下 募 地 ) が 
有名 で す 。 


ン 
9 


(。 世界 湯 上 人 


ナス ナナ 平原 と 呼ば れる 
砂 漢 に 1 一 6 世紀 に 生 
きた 古代 ナス カ 人 が 
押 い た 巨大 な 地上 繧 
が 広がっ て いま す 。 何 
の た め に 描か れ た の か 
は いま だ 研究 中 で す 。 





リト ル ・ ガ ラ パ ゴ ス と 呼ば れる 動物 の 楽園 は オタ リア (アシ カ 類 )、 ミナ ミア メリ カオ ッ ト 
セイ (アシ カ 類 ) 、 フ ン ボ ルト ペン ギン な ど が 見 られ ます 。 また 途中 カン デラ ブロ と 呼 
ば れる 地上 絵 を ご 覧 いた だ きま す 。 ナス カ の 地上 絵 と 関連 説 や 、 海賊 が 目印 に 作っ た 
と いう 説 、 そ し て 宇宙 人 創造 説 ま で あり 、 未だ 謎 の 地上 絵 で す 。 





田 | 〇 JW マ リオ ッ ト リマ ホテ ル パラ カス ラグ ジュ アリ ー コ レク ショ ン 


JWw Mariott Hma/ リ マー Hotel Paracas, a Luxury Collection Resort, Paracas/ パ ラ カ ス ? 





バ パ ジ ェ ス タス 諸島 行き の 船 が 
出る サン チャ コ 海 岸 か ら 車 で 
5 分 パラ カス の 中 心地 に 位置 | 
する リゾ ー ト ホテ ル 。 敷地 内 に 
は 3 つの プー ル 、 ス パ が あり 
( 2 キー タダ ター テス ルデン ( 味 5 パ チ ナ 
ナ ボ ポ ボート ) な ども お 楽し み 頂 け 











| | 則 制 
し 本 日 er E で 1 呈 | 
1 王 富 Wa 
3. 
リリ シッ 3 リル ョ ロラ 半 ラウ ンジ 4 





太平 洋 に 面 し て 建つ 最高 
級 ホ テル 。 ラル コマ ー ル 
シン ショッピン グセ シン ター の 
目 の 前 に 位置 する の で お 
買い 物 に も 便利 。 





客室 拓 例 


edー メ へ 膨 更 相 ※ 
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(Museo de Arte 
罰 Precolombino) に 併設 さ 
れ た コロ ニア ル 様 式 の 有名 
レス トド トラン 。 シャ ガイ 起 を 
使っ た ペル 一 伝統 料理 " 力 
2 9 (回 ウタ クシ オール チ チー 
9 git0 加  205 0 
時 伝統 的 な 穀物 キア ヌ " を 


訂 眼 本 昌世 胃 た カネ ロニ (キヌ ア の カ 
。 秦 pe に 






上 毅 プレ ・ コ ロン ブス 博物 館 
PP の 


ネロ ニ トリ ュ フ の 風味 ) 、 自 
] 家 製 レモ ン パ イ を お 召し 上 
2225 ジ 5 玉 が り い た だ きま す 。 





海 が 望め る 「 パ ジェ スタ ス 」 で は 、 近隣 の 湾 で 取れ る ホタテ や 多彩 な 
海 の 恵み を 様々 な 料理 スタ イル で ご 賞味 頂け ます 。 3 種 の 食べ 方 
で 頂く ホタテ 貝 の 前 菜 を 始め 、 ペ ルー の 国民 食 で も ある 伝統 料理 
" 目 息 サル ダード "(チキン と ピー ラ の 目 万 サル ター ド )、 応 の ダグ リル 
ハー ブ プ 風 味 、 エビ 風味 の リゾ ッ ト 添 えな ど を お 召し 上 が り 頂 け ま す 。 


as 区 56 3 
し 生 の ) 
』 
見 た 目 は 普通 の レス トラ ン で す が 、 ーー 
リマ が か ら わざ わざ 小さ な 村 ま で 足 と 
を 運ぶ 人 も いる ほど の 人 気 レス ト  . 甘 クー 
ラン 。 ペル ー の 沿岸 地区 の 伝統 料 攻 光 プチ さ 
理 で も ある エビ の スー プ は 絶品 。 ンク ンク 
チキ ン の ペル ー 風 チャ ー ハ ン と あ ーー 
わせ て お 召し 上 が り 頂け ます 。 イメ ー ジ 





太平 洋 に 面 し た 海辺 の レス トラ ン で シー フー ド が 
有名 な レス トラ ン 。 ペ ルー 料理 と 地中海 料理 の 
フュ ー ジ ョ ン を お 楽し みく だ さい 。 ペル ー の 伝統 
料理 * セ ビー チェ "の 一 種 「 テ ィ ラ ディ ー ト 」 、「 人 魚介 
類 の リゾ ッ ト 」 を お 召し 上 が り 頂 け ま す 。 デザ ー ト 
の キー ライ ム パ イ も オス ス メ で す 。 


眉 紅 カジ ュ ア ル な 雰囲気 で 、 ペ 

曹 代 ルー 料理 を お 楽し みい た だ 
け ま す 。 ペ ルー の 伝統 料理 
串 哨 "パパ レジ ェ ー ナ "(ポテ トコ 
蘭 時 ロッ ケ ペ ルー 風 )、 フ ィ レ 和牛 肉 
國 ステ ー キ の ポル ト 酒 ソ ー ス 掛 
け 、 フル ー ツ サラ ダ を お 召し 
上 が り 頂 け ま す 。 





リマ と ペル ー に 店 を 構え 30 年 、 

日 本 こと ペ ルー の 最高 級 の 素材 を 用 
いて 「 和 」 の 味 を 伝え る 老舗 レス トラ 
ン 。 こち ら で は 幕の内 弁当 (エビ フ 





ライ 、 魚の 野菜 巻き 、 煮物 、 ほう れん 草 の 胡 麻 和 え 、 豆腐 の そぼろ あん か け 、 
な ます 、 お 漬物 、 ご 飯 、 お 味噌 汁 、 デ ザー ト 、 麦茶 ) を お 召し 上 が り 頂 け ま す 。 
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ラブ リマ ] 内 に ある 伝統 ある 
ウト ラン リリ リッ キン の り の クリー 
ム ス ー プ 、 伝統 料理 *" ア ヒデ ガ 
ジー ナ 入 り の ラビ オリ ” を お 召 
し 上 が り ] 員 け ま す 。 










満ち 溢れ た 神秘 の 国 
ペル ー 紀 行 10 日 間 
aiE 滞 引 に ゴー た 942 圧 吉 : 放 用 ⑥ 人 入場 観光 〇 下車 観光 〇 車窓 観光 


東京 (成田 ) 発 み ユ ナイ テッ 科 Ah リマ へ 


リマ 着 着 後 、 人 ホテ ル へ ( 約 15km/ 約 30 分 ) 
ホテ ル 弟 









自由 行動 前 日 の 到着 が 遅い た め ホ テル で ご ゆっ くり お 過ごし くだ さい 
海辺 の 有名 レス トラ ン 「 カ ラ (CALA) 」 で ペル ー 料 理 と 

地中海 科 理 の フュ ー ジ ョ ン を お 楽し みく だ さい 。 

回 講 斑 リマ 歴史 地区 観光 

2 の 0 コ 〇 アル マス 教会 の カテドラル 大 統領 官邸 
ノル ルプ ~ 自 

ホテ ル 内 レス トラ ン に て ペル ー の 伝統 料理 「 パ パレ ジェ ー ナ (ペル ー 風 
コロ ッ ケ ) も ご 賞味 いた だ け ま す 。 








呈 空 港 へ ( 約 15km/ 約 30 分 ) 

リマ テク スコ へ 

クス コ 凛 、 市 内 へ 

博物 館 に 併設 され た レス トラ ン 「 マ ッ プ カフ ェ 」 で ペル ー の 伝統 料理 を 
お 召し 上 が りく だ さい 。 

男 設 性 還 クスコ 市 内 観光 

イン カ 帝 国 の 首都 で も あり 、 イ ンカ 人 に よっ て 建て られ た 巨大 な 石 の 
建造 物 の 数 々 も 必見 で す 。 

@ コ リカ ンチ ャ 〇 アル マス 広場 カテドラル ひ 12 角 の 石 

ぉ ウル バン バ へ ヘ へ 

ホテ ル 着 

夕食 は ホテ ル 内 レス トラ ン に て 


ホテ ル 内 に ある 駅 か ら 乗 車 。 
展望 列車 ビス タ ド ー ム 号 に て マチ ュ ピ チュ へ 向かい ます 。 
マチ ュ ピ チュ 駅 着 
マチ ュ ピ チュ 村 自 由 散 策 
バス に て マチ ュ ピ チュ 遺跡 へ 
ホテ ル 着 軸 証 EMIMSS Mo 
サン クチ ュ ア リー ロッ ジ に て 昼食 を お 召し 上 が り い た だ け ま す 。 
画 呈 紀 再 マ チュ ピチ ュ 遺 跡 観光 (1 回 目 ) ー 凍 
1911 年 アメ リ カ の 考古 学者 に よっ て 発見 され た 財 高 2400m の 断崖 絶 
壁 に 立つ 空中 都市 で イン カ 時 代 の 様子 が 残り ます 
ホテ ル 内 レス トラ ン に て 、 ア ラ カ ル ト に て お 召し 上 が り 頂 け ま す 。 
開 司 久 生生 3 還 に を 志 !2 だ りり 四 較 





ト D トト J) ピー ー wm 
トウ ご MA いい 
N 


U1 〇 
〇 の 


〇 つつ 一 


画 呈 測 田 マ チュ ピチ ュ 遺 跡 観光 (2 回 目 ) 

文 ご 希望 が め あれ ば イン カ 道 ハイ キン グ 叉 は イン カ 橋 へ ご 案内 し ます 。 
天気 が 良けれ ば 御 来 光 も 望め ます よ 

ホテ ル 内 レス トラ ン に て 、 ア ラ カ ル ト に て お 召し 上 が り 頂 け ま す 。 
自由 行動 ご 希望 が あれ ば マチ ュ ピ チュ 遺跡 に 向かう こと も 可能 で す 。 
ホテ ル に て の ん びり と ティ ー タ イム を お 取り いた だ く こ と も 可能 で す 。 
バス に て マチ ュ ピ チュ 村 へ 

豪華 列車 ハイ ラム ビン ラム 号 乗車 

列車 内 に て 一 流 の サー ビス に よる コー ス デ ィ ナ ー を お 召し 上 が りく だ さい 。 
ポロ イ 着 後 人 @ ク スコ へ ( 約 10km/ 約 30 分 ) 

ホテ ル 背 


〇 必 





0 
〇 
⑤ 


聞こ ら 


CO 〇 の 
〇 の の 


全 空 港 へ ( 約 20 分 ) 

クス コテ み リ マ へ 

リマ 背 芽 後 人 な 市 内 へ ( 約 15km/ 約 30 分 ) 了 

ペル ー で 30 年 の 老舗 和食 レス トラ ン 「FUJI」 に て 最高 級 の 素材 を 存 分 に 
生か し た 幕の内 弁当 を 。 

ぉ パラ カス へ ( 約 260km/ 約 4.5 時 間 ) 

ホテ ル 着 

海 が 望め る ホテ ル 内 レス トラ ン 「 バ ジェ スタ ス 」 ンー 

生か し た お 食事 を 。 劇 悦 防 匿 


リト ル ・ 胃 ラ 05 だ E9DE2 の お 5 ※ 1 

ホテ ル の 橋 か ら ス ピー ド ボ ー ト で 島 へ 移動 。 オ タリ ア ( ア 
ン ボ ルト ペン ギン な ど が 見 られ ます 。 人達 中 「 カ ン テ ラ ブ 

地上 絵 も ご 覧 いた だ け ま す 。 

観光 後々 ビス コ 空 港 へ ーー 

胃 園 山 ナス カ の 地上 繧 遊覧 飛行 (所 要 時 間 約 1 時 間 30 分 ) ※1・2 

古代 ナス カ 人 が 描い た 巨大 な 地上 絵 を 小型 機 で 空 か ら 観光 し ます 。 

何 の た め に 描か れ た の は 未だ 研究 中 で す 。 

魚介 専門 店 「 セ ビ チ ェ リア 」 に て セ ビ ー rk 

自由 行動 リゾ ー ト 浦 在 を お 楽し みく だ さ 

海 が 望め る ホテ ル 内 レス トラ ン | パ ジェ スタ ス | に て 多彩 な 海 の 恵 

生か し た お 食事 を 。 司 較 本 












な リマ へ ( 約 260km/ 約 4.5 時 間 ) 

わざ わざ 遠く か ら 訪れ る 人 が 絶え な い 人 気 レ スト ラン 「 エ ルビ ロー ト 」 に て 
ペル ー 料 理 を 。 エビ の スー プ が 絶品 。 

リマ 着 後 、 ラル コマ ー ル ショ ッ ピ ング セン ター に て お 買い 物 を お 楽し み 頂 け ま す 。 
ホテ ル 着 出発 まで お 部 屋 を ご 利用 頂け ます 。 

リマ 最高 級 ホ テル と 呼び 名 の 高い 「 カ ント リー クラブ リマ 」 内 「 ペ レッ ケレ ス 
トラ ン 」 に て 夕食 を 。 

人 空 港 へ ( 約 15km/ 約 30 分 ) 














を 人 | 東京 (成田 ) 着 着 後 、 解 散 
旋 席 計画 日 本 発着 時 利用 予定 航空 


リマ 発 記 ユナ イテッド 航空 で 乗換 て 帰国 の 途 に 
日 付 変 更 線 通 周 






ESm EE 間 』 エコ ノミ ー ク ラス : DLA0023、 ビ ジネス クラ ス : DLA1023 
エコ ノミ ー 回 水 史 エコ ノミ ー と 4 





126.0 万 円 
127/.0 万 円 
128.0 万 円 


179.0 万 円 
186.0 万 円 
181.0 万 円 


E | 138.0 ヵ ロ 
F | 139.0 ロ 
141.0 万 円 
| 147.0 


196.0 万 円 
202.0 万 円 
196.0 万 円 
202.0 万 円 


























1 人 部 屋 追加 代金 





発着 都市 ーー 伊丹 ・ 関 空 ーー 
な kN 
※% 国 内 線 全 日本 空輸 利用 4 
※ そ の 他 都 市 は お 問い 合わ せく だ さい 。 









































































































































11 F 
26 F 18 F 9 F 24 F 
2 の F 26 F レル F 28 E 29 F 30 F 31 F 










































0 122 月 
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14 ド 
21 F 
28 F 





















































上 記 旅行 代金 は 日 本 で の 空港 施設 使用 料 、 旅客 保安 料 、 
海外 空港 諸税 、 燃油 サー チャ ー ン 、 国際 観光 旅客 税 が 全 
て 含ま れ て いま す 。 


航空 会 社 の 定め る 燃油 サー チャ ー ジ の 増額 減額 又 は 廃止 が あっ て も 旅行 代金 の 変更 
は ご ざい ませ ん 。 


会 社 : ユ ナイ テッ ド 航 空 軒 利 用 予定 ホテ ル :【 リ マ 】 JW マ リオ ッ ト リ マ 、【 ウ ル バ ン バ 】 タ ン ボ デル イン カラ グ ジ ュ アリ ー コレ クシ ョ ン 、 [クス コ 】 モ ナス テリ オ ホ テ ル (酸素 供給 ルー ム ) 、【 マ チュ 
ピチ ュ 】 サ ンク チュ アリ ー ロ ッ ジ 、【 パ ラ カ ス 】 ラグ ジュ アリ ー コ レク ショ ン パ ラ カ ス ホテ ル 較 食 事 : 朝 7 回 ・ 昼 7 回 ・ 夕 7 回 (機内 食 除く ) 


田 添 来 員 の 有無 同行 し ませ ん が 、 日 本 語 現地 係員 が ご 案内 いた し ます 。 ※4 名 以上 で お 申込 み 


の 場合 は 添 来 員 が 同行 し ます 。 較 最 少 催行 人 員 :2 名 ※1 パ シェ スタ ス 得 観光 と ナス カ の 地 見 覧 飛行 は 入れ 替え て の ご 案内 と な る 場 合 が ご ざい ます 。 ※2: 遊 覧 飛行 は 他 の お 客 様 の 分 乗 、 英語 ツア ー と な り ま す ( ガ イド は 同 
※ 掲 載 レ スト ラン が 貸切 、 レス トラ ン の 都合 に よる 突然 の 休業 な どの 場合 、 代替 の レス トラ ン に な る 場合 が ご ざい ます 。 メニ ュー に お いて は 、 シー ズン や 当日 の 仕入れ 事情 な ど により 変更 と な る 場合 が あり ます 。 ※ レ ス 
トラ ン が 貸切 、 夏季 バカ ンス 時 期 、 クリ スマ ス 、 年 末年 始 や 冬季 ンー ズン オフ の 休業 又は レス トラ ン の 都合 に よる 突然 の 休業 等 の 場合 、 ご 利用 の 予定 日 や 昼食 が 夕食 に 、 夕食 が 昼食 に 又は 他 の レス トラ ン に な る 場合 が あり ます 。 


行 し ませ ん ) 
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edー メ へ 膨 昔 相 ※ 


ゴイ ィ カ ル 遺 中 





Ei 


Ne 


= 叶 ご 


NII 回 是 肖 


1 


Ht 半 避 へ 惑 四 


へ 、( 
= 一 
2 


( 但 守 へ INS 


グアテマラ と いえ ば コー ヒー ぐら いし か 思い 浮か ば な い 
方 も 多い は ず 。 北海 道 と 四国 を 併せ た ほど の 小さ な 国 
グアテマラ に は 魅力 が 一 杯 詰まっ て いま す 。 ティカ ル 遺 
跡 に 代表 され る マヤ 文明 の 遺跡 の 数 々 、 中 米 の ポン ペ 
イ と 呼ば れる ユネ スコ の 世界 遺産 に 指定 され た コロ ニア 
ル 様 式 の 美しい 街 ア ン テ ィ グ ア 、 イン ディ ヘナ と 呼ば れ 
る 先住 民 、| グアテマラ レイ ン ボ ー」 と 呼ば れる 色彩 り ど 
り の 民族 衣装 を 着 た 人 々 が 集う メル カド (市 場 ) な ど 見 所 
満載 で す 。 


ビィ カリ 人 門 了 (6X 三 ジ ) 議 10 





世界 遺 勘 ティ カル 遺跡 


ジャ ング ル の 中 に 婦人 然 と 現れ る マヤ 最 間 。 
大 の 遺跡 。 紀元 前 数 世紀 か ら 人 が 住み 
始め 、 紀元 300 年 か ら 800 年 代 に は 、 
ペテン 県 一 帯 の マヤ の 各 都 市 を 従え る 
中 心 と し て 栄え まし た 。 ティ カル の 文 
化 は 先 古典 期 ( 紀 元 前 600 年 一 後 250 
年 ) 、 古 典 期 (250 年 一 900 年 ) 、 後 古典 其 
(900 年 1000 年 ) の 3 期 に 分 類 され 、 
建築 、 彫刻 、 数 学 、 天 文学 の 分 野 に 優 
れ て いま し た 。 人 口 は 少な い 時 で も 1 万 
人 、 最盛 期 に は 数 万 人 に も 達し た と 言わ 


、 8 BN ーーー 
2 5 号 神 殿 か ら の 眺め 


oO 世界 
ン テ ィ グ 旨 の ー 


古都 アン ティ グ ア は 、 か っ て 中 米 全 体 を 統 
括 す る スペ イン 総 朱 誰が 1543 年 か ら 1773 
年 まで 置か れ た コロ ニア ル 様 式 の 街 。 石畳 
の 町 並み の 中 に は 地 岩 で 月 れ た 多く の 教会 
史跡 が 残っ て いま す 。 


KS で 


YRO 


に NG 


色 濃 人 を 残 す 丁 者 記紀 * 





二 8 ヨ 
ア ブイ ト フン 湖 EiH 。 パ ナハ ッ チ ェ ル 
周囲 を 3000m 級 の 3 つの 火山 に 囲ま れ た アテ ィ ト ラン 湖 は 世界 一 美しい と 称 さ れる 火山 湖 と パロ ポ 、 
し て 知ら れ て いま す 。 湖 の 北 に ある パナ ハッ チェ ル は ホテ ル や グアテマラ 織 の ショ ッ プ や 民芸 アテ ィ ト ラン 湖 っ 
品 、 レ スト ラン な ど が 並 記 観 光 の 拠点 で す 。 ei 
パロ ポ 力 
人 人 
サン ・ ペ ドロ 、 
火山 サン チア ゴ - 
マ ア ディ ドラ シン @ 
9 こ バ ルー カス ・ 


4 
トリ マン 火山 トリ マン 


アテ イド ラン W 山 


oO パナ ハツ ッ チェル 
、 ッ 3 


アテ ィ ト ラン 湖 観 光 の 基点 と な る 町 。 町 の 中 心 の サン タン 
デー ル 通 り に は 民芸 品 や レス トラ ン 、 カ フェ が 並び ます 。 
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イン ディ ヘナ と 呼ば れる 先住 民族 び ア ティ トラ ン 湖 の 湖畔 に 暮らし て いて 、 各 村々 異な る 民族 衣装 回 識 

や 風習 が あり 、 産地 直送 の 旅 で は 専用 ボー ト で 村々 を 訪ね ます 。 サン チア ゴ - ア ティ トラ ン 村 は ツ ト ゥ 縛 蘭 
ヒル 族 の 町 で 、 人 々 は 格子 模様 の 中 に 動物 や 鳥 が 刺し ゅ うさ れ た 民族 衣装 を まとっ て いま す 。 カク 購 
チケ ル 族 が 住 お サン ・ ア ント ニオ ・ パ ロ ポ 村 で は 織物 や 陶器 工房 を 訪れ ます 。 また 、 曜日 に よっ て 各 計 議 
村 で 開か れる メル ナド (市 場 ) 訪 問 も 楽し み の 一 つ で す 。 まま 


な グアテマラ シテ ィ PP 


団 高 1530m に 位置 する グアテマラ 共和 国 の 首都 。 1775 年 か ら 現在 の アン ティ ブ グ ア 
より 居 都 され た 。 旧 市 街 は 当時 の スペ イン 植民 地 時 代 の 町 並み が 残り ます 。 


国家 文化 宮殿 

か つて の 政府 機関 が 集まる 国家 
文化 宮殿 は 現在 で は 政府 の 公式 
行事 で 使用 され て いま す 。 壁面 
に は マヤ 文化 と スペ イン 植民 地 
時 代 の 絵 が 描か れ て お り 、 内 装 
は チェ コ か ら 贈 られ た シャ ン デ リ 
ア 以 外 は すべ て グアテマラ 産 。 


ドコ 
を 
> 上 
5* 
-。 考 
才 ! 
3 挟 
| 


15 の ー で か 





上 





アン ティ ブ グ ア コ ー ヒ ー の 銘柄 で 有 
名 な コー ヒー 農園 を 訪れ ます 。 コー 
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ヒー の 農園 の 他 、 製造 工場 な ども 立 券 古 学 博物 館 
寄り ます 。 アン ティ グ ア コ ー ヒ ー グアテマラ に お ける 古代 マヤ 文明 半 
の 試飲 も 可能 で す 。 の 遺品 が 展示 され て いる 博物 館 。 二 
考古 学 分 野 の ほか 、 民族 衣装 の “ そ 
展示 コー ナー も お ある 。 数 多く の 石 中 レス 8 の 83 の ドジ の 
中 も 見 ご た え が あ り ま す 。 ッ 
で 
す 






の ホテ ル ・ ア ティ トラ ン 

Hotel Atitlan/ パ ナハ ッ チ ェ ル 
アテ ィ ト ラン 湖 に 面 し た 、 
庭 が と て も 広く 、 きれ い 


ン ン ンス クタ クラーク 57787228072 かう 7 た すう ゴー 
。 ホテル リア ルイ ンタ ー ナ ショ ナル の 202eeaen 


チー ドー ト - ミド ( 
各 者 5 市 快適 に 滞 種 
ーー ざー い 


… 
ン ン ンプ ニン 





Hotel Real Intercontinental/ グ アテ マラ シテ ィ 20UHNASHMHMdI 有 NN 
と て も 静か な ひと 時 を 週 
新 市 持 、 シ ョ ッ ピ ング セン ター の 近く に 位置 する ホテ ル 。 デザ イン 性 の ある モダ ン ご せる ホテ ル で す 。 
な 白い 建物 で 、 館内 、 客室 と も に 落ち 着き と 品格 の ある エレ ガン ト な 雰囲気 に ま と 
め ら れ て いま す 。 


N】 


ホテ ル ・ カ ミノ レア ル ・ ア ン テ ィ グ ア 


間 ホテ ル ・ カ ミノ レア ル ・ ティ カ Hotel Camino Real Antigua/ ア ン テ ィ グ ア ーッ 


Hotel Camino Real TIKAL/ エ ・ レ マテ アン ティ ブ グ ア の 市 内 に ある 5 つ 星 の ホテ ル で は 一 番 新 し い 


Westin 糸 列 の ホテ ル 。 コロ ニア ル 様 式 の 中 庭 を 囲ん で 、 
お 部 屋 が あり 、 ゆっ た り と 過ごせ ます 。 
0 4 


ペテン ・ イ ツァ 湖 に 面 し た Westin 系 列 の ホテ ル 。 自然 
の 森 の 中 の 環境 を 生か し 、 設備 の 整っ た 5 つ 星 ホテ ル 。 
プラ イベ ー ト ビー チ が あり 、 ゆっ た り と 過ごせ ます 。 











コロ ニア ル 様 式 の 中 庭 を 半 
ん で 、 有名 シェ フ の 料理 に 舌 
鼓 を 打っ て くだ さい 。 僕 の ホホ 」 
イル 焼き な ど 日 本 人 の お 客 
様 に 合う 料理 を 頂け ます 。 





瞳 四 の お 食事 を ご 用 意 


| 搬 計 総 放 を 利用 し た 


きれ いな が 庭 が 定評 の ある ホテ ル 内 レ 
パナ ハッ チェ ル と グアテマラ シテ ィ の 中 ミコ OO 抽 還 5 | 補 っ スト ラン で 湖 剛 を 眺め な が ら ゆ っ た り 
間 点 に ある レス トラ ン 。 茅 昔 屋 根 の カン ュー ん 食 を お 召し 上 が り 下 さい 。 

トリ ー 調 の プア テマ ラ 料 理 の レス トラ ン MA 
GA 一 宇 ラ ンチ を な 。 


アテ ィ ト ラン 湖畔 に 立つ カサ ・ パ ロ ポ の し ス 議論 
トラ ン 。 プラ イベ ー ト な 空間 で ゆっ た り と 、 
サー モン の 鉄板 焼き な ど イ ンタ ー ナ ショ ナ 
ル 料 理 を ご 賞味 くだ さい 。 





っ J 









ソン ーーー ド (0B 補 党 ) 2 DSA0024、 に 0 Ma 


光 惑 の マヤ 文明 の 国 
134.0 万 円 104.0 万 円 | 134.0 万 円 


136.0 万 円 | E | 104.0 万 円 | 142.0 万 円 
140.0 万 円 108.0 万 円 | 140.0 万 円 
47/.0 万 円 















ティ カル 遺跡 と グアテマラ の 旅 9 日 間 











日 =L 寺 (EIE4 ミ ビオ ゴ 2E る の 
東京 (成田 発 ) 発 み グ アテ マラ シテ ィ ( 乗 継 ) へ 


グアテマラ シテ ィ 着 後 、 ホ テル へ 














1 
園 
ツ 
N 
ッ 
っ 
リ 
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1 人 部 屋 追加 代金 











ーー 還 日 本 国内 線 追加 プラ ン (エコ ノミ ー ク ラス / ビ ジネス クラ ス ) 
半生 是 LN | を | | 
アン ティ グ ア ー と し て 人 気 の 高 い 「 パ ン サ ベル デ 」 レ スト ラン で 昼食 を FPP 六 議 +114000 ロ | +0 円 | +0 円 | +14000 四 | 


アン ティ グ プ ア 観光 ※% 国 内 株 人 日 本 空 夫 利 用 (エコ ノミ ー ク ラス ) 
※ そ の 他 都 市 は お 問い 合わ せく だ さい 






〇 十字 架 の 丘 、 豊 カ プチ ー ナ ス 修 道 院 、 但 カ テ ド ラル 、 〇 中 央 公園 な ど 。 
ホテ ル 内 レス トラ ン で ご ゆっ くり お 食事 を お 召し 上 が り 下 さい 。 
開 屋 
修道 院 を 改装 98 肖 D 
文 ご 希望 が あめ あれ ば コー ヒー 農園 へ ご 案内 し ます 。 
元 ア メリ カ 大 統領 の フク リン トン 氏 も 訪れ た グアテマラ 料理 の 「 ラ ・ フ ォ ン ダ ・ 
デ ・ カ エ ・ レ アル 」 で 昼食 を 
人 ぶ ア ティ トラ ン 湖 湖畔 の 村 サ ン ア ント ニオ ・ パ ロ ポ へ ( 約 120km/ 約 3 時 間 ) 
ホホ テル チェ ッ ク イ ン 
ホテ ル 内 レス トラ ン で ご ゆっ くり お 食事 を お 召し 上 が り 下 さい 。 
國 皿 六 パナ ハッ チェ ル 泊 
ティ トラ 清司 辺り の イン ティ ヘ ナ の 科 々 る (サン チア ゴ ・ ア ティ トラ ン 、 
サン アン トニ オ ・ パ ロ ポ ) を 専用 ボー ト で 訪問 
ティ トラ ン 湖 の サン チア ゴ ・ ア ティ トラ ン で 湖 を 望み な が ら の 昼食 を 
8 
湖畔 に 建つ カサ ・ パ ロ ポ ホテ ル 内 に ある レス トラ ン で ゆっ た り と 夕食 を 
パナ ハッ チェ ル 泊 


























NNN 





















































人 ぉ 空港 へ ( 約 140km/ 約 5 時 間 ) 


途中 、 か らぶ ぎ き 屋 根 の レス トラ ン 「 カ トッ ク 」 に て グアテマラ 料理 の 昼食 を 
昼食 後 、 空港 へ 向かい ます 。 

グアテマラ シテ ィ テ 空路 、 フ ロー レス へ 

フロ ー レ ス 着 後 信 ラ ・ ラ ンチ ャ へ ( 約 30km/ 約 40 分 ) 

ホテ ル チ ェ ッ ク イ ン 

ホテ ル 内 レス トラ ン で 遅 め の 食事 を お 召し 上 が り 下 さい 。 
































エル ・ レ マテ 泊 











ティ カル 遺跡 へ ( 約 36km/ 約 50 分 ) 















































26 2Z 28 2 の 30 31 23 24 25 26 2Z 28 2 の 
回 本 憲 ティ カル 遺跡 見 学 | | 9 | 
信 グ ラン プラ ザ 、 失わ れ た 世界 、1 号 、2 号 、4 号 、5 号 神殿 な ど 徒 歩 に て | ニニ --- ペ べ ベ ハ へ -ー ト で ず 
見 学 990 9 月 990 10 月 
EE 月 | 火 | 水 | 木 | 金 | 土 月 | 火 | 水 | 木 | 金 | 土 
遺跡 内 の レス トラ ン 「 テ ィ カ ル 」 で 昼食 を | | | Ua (ge 
午後 、 フ ロー レス 空港 へ 。(65Km/ 約 1 時 間 半 ) _ BI B「 -| PB Bb Bb 軸 加 時 回 - 還 GlIGINIG 


3 nhi4nlh5 henHZnlH8nl2n 1cH2cH3 4cI5 cl6 に 7 
記 志和 関 還 | - 四 BII BI P 本 議 M に SI で | 
フロ ー レ ス の ホテ ル ・ カ ソナ ・ デ ル ・ ラ ゴ で 夕食 を 20p21p22 23p24p25p26p 18CI2CPZO . 外 CZ2C23 CPZ4C 


フロ ー レ ス み 空路 、 グ アテ マラ ・ シ ティ へ (AVZ973) 27 p 28 pg22 .BOC 25 て 26 て 27 . |28CP2 CBOCBI こ 
グアテマラ ・ シ ティ 空港 着 。 専用 車 に こっ ホテ ル へ 。 
ホテ ル チ ェ ッ ク ツイン 24 2020.12 月 
ホテ ル で ご ゆっ くり お くつ ろ ぎ くだ さい 
グアテマラ シテ ィ 観 光 
O 〇 国家 文化 宮殿 人 @ 国 立 考古 学 民族 博物 館 ( 注 1) 22 (@ 23 C 24 |25 (@ 26 C 2Z C 28 @ 20 F 21 F 22 |23 F 24 F 25 F 26 F 
空港 へ ( 約 5km/ 約 20 分 ) 29 C 30 C ウ の F 28 F 29 |30 31 a 
グアテマラ 発 器 空路 、( 乗 継 ) で 帰国 の 途 に 






















































































上 記 旅行 代金 は 日 本 で の 空港 施設 使用 料 、 旅客 保安 料 、 


隔 海外 空港 諸税 、 燃油 サー チャ ー ジ 、 国際 観光 旅客 税 が 全 
還 | 還 還 EE 較 較 | て 含ま れ て いま す 。 


っ 250 | 東京 (成田 ) 着 、 落 後 解散 と な り ま す 。 航空 会 社 の 定め る 燃油 サー チャ ー ジ の 増額 ・ 減 額 又 は 廃止 が あっ て も 旅行 代金 の 変更 
は ご ざい ませ ん 。 

画 日 本 発着 時 利用 予定 航空 会 社 : ア エロ メヒコ 航空 較 利 用 予定 ホテ ル : グ アテ マラ ・ シ ティ / ホ テル ・ レ アル ・ イ ンタ ー コ ンチ ネン タル (クラ ブイ ンタ ー ル ー ム ) 、 アン ティ グ ア / ホ 
テル ・ カ ミノ レア ル ・ ア ン テ ィ グ ア 、 パナ ハッ チェ ル / ホ テル ・ ア ティ トラ ン 、 エ ル ・ レ マテ / ホ テル ・ カ ミノ レア ル ・ テ ィ カ ル 較 食 事 : 朝 6 回 ・ 昼 5 回 ・ 夕 5 回 (機内 食 除く ) 圏 添乗 員 の 有無 : 同 行 し ま 
せん が 、 日 本 語 現地 係員 が ご 案内 いた し ます 。 較 最 少 催行 人 員 :2 名 ※ 掲 載 レ スト ラン が 貸切 、 レ スト ラン の 都合 に よる 突然 の 休業 な どの 場合 、 代 替 の レス トラ ン に な る 場合 が ご ざい ます 。 
メニ ュー に お いて は 、 シー ズン や 当日 の 仕入れ 事情 な ど に より 変更 と な る 場合 が あり ます 。 ※ レ スト ラン が 貸切 、 夏季 バカ ンス 時 期 、 ク リス マス 、 年 末年 始 や 冬季 シー ズン オフ の 休業 又は 
レス トラ ン の 都合 に よる 突然 の 休業 等 の 場合 、 ご 利用 の 予定 日 や 昼食 が 夕食 に 、 夕食 が 昼食 に 又は 他 の レス トラ ン に な る 場合 が あり ます 。 ( 注 1) 月 曜日 、 祝祭 日 、 年 末年 始 は クロ ー ズ と 
な り ま す 。 ※ 政 府 の 公式 行事 が ある と 入場 で きま せん 。 その 場合 は 外観 観光 と な り ま す 。 
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今回 ご 紹介 する オカ ナガ ン 地 域 は カナ ダ 有 数 の ワイ 
ン の 産地 で す 。 広大 な オカ ナガ ン 湖 の 前 に 広がる ブ 
ドウ 畑 の 景色 は 圧巻 その も の 。 あま り の お いし さ に 、 
すべ て 地元 の 方 で 消費 し て し まい 、 他 に な か な か 流 
通し な いと いう 貴重 な ワイ ン を お 楽し み 頂 け ま す 。 
また オカ ナガ ン は フル ー ツ の 名 産地 で も あり 、 今 回 の 
ツア ー で は ワイ ン だ け で な く 、 果 樹 園 、 そ し て 養蜂 場 
な ども 訪れ ます 。 

滞在 は 世界 で 唯一 、 ス ワ ロ フ スキ ー 社 が 経営 する 豪 
華 リ ゾー ト 。 無料 で ご 利用 頂け る 7 つの サウ ナ が あり 、 
滞在 中 に 旅 の 疲れ を いや せま す 。 

オカ ナガ ン の 魅力 を ぎゅ っ と 詰め 込ん だ ツア ー を ぜ 
還 | ひ お 楽し みく だ さい 。 
2015 年 - バ ンク ー バ ー 在 住 五 鬼 上 導 ( ご きじ ょ う まい ) 






























ei WW 
NT ミッ ショ ン ヒ ル ・ ワ イナ リー 56 
ーー 









則 明 な 先 供 と 美 し \ 自 然 が 所 のり ッッ 


ユカ ナガ ン 


へ 


g2 二 ビル ピラ ミッド ウイ 5 購 


ご ”。 サ マー ヒル ・ ピ ラミ ッ ド ・ ワ イナ リー 


SUMMERKR HILL PYRAMID WINEKRY 


丘陵 地 淀 に 突然 出 環 する 
ラー リッド は 。 その リピ ワー 
が ワイ ン に 深み を 与え る と 
信じ る オー ナー が 作っ た も 
の 。 ピラ ミッ ド の 中 で 問 成 
させ た ワイ ン の 味 は 専門 家 
の 目隠し テス ト で も 証明 さ 
れ た ほど 味わい が 異な る と 
Be 柚 民 スパ リー クリ レラ クリ 


イン の 逸脱 な 味わい で 、 役 請 語 馬 


細 な 泡 と 繊細 な 香り は 一 口 | 


飲ん だ ら 忘 れ ら れ ま せん 。 
4 種 の ワリ インテ イス ティ ン 
グ を お 楽し み 頂 け ま す 。 


た 省 | ン に さい Up ア を 。 





間 国 アジ 族 ウ イナ リー 


言 ツジ ショ シド ピリ ルレ 55 人 だり 一 








オー ガ 





ニッ クビ ュ ッ プ ェ エ [ 
サン セッ ト オ ー ガ ニッ クビ スト ロ 較 還 記 較 

(Sunset Orgamic Bistro) 
3 日 目 / 昼 食 / ケ ロー ナ 





ケロ ー ナ と いう 街 を 中 心 に 広がる オカ ナ 
ガン 地方 。 日 本 に ほとん ど ご 輸入 さ れ て な 
い の で 馴 染み が 無い で す が 世 界 的 に は 
オー ガニ ッ ク ワ イン が 有名 。 周辺 に は た く 
さん の 果実 園 も あり カナ ダ の 人 に とっ て 
人 気 の リ ゾー ト 地 で す 。 










em 区 ラッ ドウ イチ 
リー 正昭 の レス トラ ン で 、 オー 
ルー ツウ ク 0 ペン タリ 7 うど 
を お 召し 上 が りく だ さい 





。 。 ミッ ショ ン ヒ ル ・ ワ イナ リー 
っ 0 


MISSON HILL WINEKRY 


1994 年 に 英国 の ワイ ンコ ン ペ ティ 
ショ ン で 優勝 し て 以来 、 世 界 に 知ら れ 
る ワイ ナリ ー と な り ま し た 。 英国 女王 
の 歓迎 晩 約 会 で 供 さ れ た ワイ ン は 、 オ 
カナ ガン の 旅 を 締め くく る の に 放さ わ 
し い 味 わい で す 。 5 種 の 試飲 を お 楽し 
み 下 さい 。 


ミッ ショ ン 較 上 g 欠 ナリ ー 





ミッ ショ ン ヒ ル ラ イカ リー 


GRAY MONK ESTATE WINERY 


ヨー ロッ パ か ら 移 り 住 ん だ オー ナー が 1972 年 に 開い た ワイ ナリ ー。 この ワイ ナ ア 
リー を 有名 に し た の は 「Latitude50] と いう ワイ ン で す 。 また 「Odyssey」 と い 取 
う シ リー ズ の 特選 限定 品 が 特に お すす めで す 。 5 種 の 試飲 を お 楽し み 下 さい 。 力 
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ン 還 BC 州 で 最 古 の ブドウ 園 で 採れ た ブドウ か ら ワ イン を 作っ て 
、】 1 本 
タン タラ スワ イナ いる ワイ ナリ ー。 大 自然 に 囲ま れ て いる ブドウ 彫 で は 農薬 


TANTALUS VINEYARDS や 殺 申 剤 を 使わ ず 、 オ ー ガ ニッ フク な ワイ ン を 作っ て いま す 。 


| 軒 








有明 中 当 ヨミ 
ーー ニー 


タン タラ タッ ジリ 庄 








2 の クエ イル スズ ス ・ ゲ ー ト ・ ワ イナ リー 

還 o、 い QUAIL'S GATE WINERY ot 
』 1908 年 に この 地 に 移り 住ん だ アイ ル ラ ンド 移民 の 孫 が ワイ ナリ ー を 開き 、 家族 経営 
の 小さ な 農園 か ら 高 品質 の ワイ ン で 世界 に 知ら れる 一 流 の ワイ ナリ ー へ と 目覚 まし い 
成長 を 遂げ まし た 。2013 年 に は フラ ンス の シャ ルド ネ ・ ド ゥ ・ モ ンド で 、 ス チュ ワー ト ・ 
ファ ミリ ー レ ゼル プ ブ の シャ ルド ネ が 人 金 濾 を 受賞 し まし た 。 5 種 の 試飲 を お 楽し み 下 さい 。 


オカ ナガ ン 湖 西岸 ノエ ルズ ゲー トワ イナ リー 
で 溢 を 眺め な が ら 和 気持 ちの いい ラン チ を お 吾 
し 上 が りく だ さい 。 選べ る 2 コー スラ ンチ を お 
楽し み ] 順 け ま す 。 





(。 グレ イ ・ モ ンク ・ エ ステ ー ト ワイ ナリ ー の キー 





ed ツー へ 膨 昔 畑 岬 ※ 















ビッ ツジ シュ ガー チャ ニー クズ ・ 
カン トリ ー・ ビ レッ ジ 
1933 年 か ら 4 世 代 も 受け 継が れ 4 
て きた 家族 経営 の フル ー ツ ファ ー 
ム 。 25 種 類 の リン ゴ に 加え 、 モ 
モモ や ナシ な ど オ カナ ガン 名 産 の 果 
物 が 勢ぞろい 。 特に リン ゴジ ュー 
ス が 大 人 気 で わざ わざ 街 か ら 買 
いい に 来る 人 も いる ほど 。 オカ ナカ ガ 
ン の お 土産 に 新鮮 フル ー ツ を どう 
ぞ 。 フル ー ツ を 点 ん だ ん に 使っ た 
パイ も お すす め 。 


60 種 類 も の ラベ ンダ ー 栽 培 さ 
ma れ て お り 、 花 の 旬 と な る 7 一 9 
月 の 間 は 、 一 面 薄 紫色 で す 。 目 
家 製 の エッ セン シャ ルオ イル や 
化粧 品 、 ハ ー ブ プティ ー な どの 販 
売 も され て いま す 。 





ルン ラク シク ョ ラク 2 還 ム I 欄 朗 


の チョ イシ ズ マ ー ケ ッ ト 


西 カ ナダ 最大 の 自然 食品 チェ ー ン 店 。 アメ リカ 資本 の 傘下 に 入る 自然 食品 店 が 多 
い 中 、100% カ ナダ の 会 社 で ある こと を 誇り に 地元 か らし っ か り 支 持 さ れ て いる お 
店 で す 。 お 飲み 物 、 ス ナッ ク 、 お 土産 な ど 購 入 し て みて は いか が で すか が 。 


スパ ー ク リン グ ヒ ル リゾ ー ト & ス パ 


SPARKLING HILL RESORT&SPA (LakeView DLXRoom) バー ノン 









クリ スタ ル で 有名 な スワ ロフ スキ ー 氏 が 経営 する 高級 リゾ ー ト 。 ロビ ー 
に は 巨大 な シャ ン デ リア が 光り 輝き 、 館内 に は 350 万 個 も の スワ ロフ ス 
キー クリ スタ ル が 繊細 で 優し い 輝 さき を 放っ て いま す 。 無料 で 使え る 7 種 
の サウ ナ や 眺望 の 素晴らし い プ ー ル や ジャ グ ジ ー な ど リ ゾー ト 気 分 を 
満 吊 くだ さい 。 


ホテ ル 内 レス トラ ン 
ビー ク フ ァ イン レス トラ ン 
(Peak Fine Restaurants) 





2 日 目 / 夕 食 / パ バー ノン 1 
クリ スタ ル が 間 き を 故 つ メイ ツタ イニ ンク で 、 1 名 
景色 を 眺め な が ら 、 地元 の 食材 を 駆使 し た 選 計 

べ る 3 コー ス デ ィ ナ ー を お 楽し みく だ さい 、。 。 先 





< バン クー バー 郊外 ~ 語 


6 ブル ー ス カン トリ ー マ ー ケ ッ ト ーー ロ 


骨 業 1948 年 の 老舗 マー ケッ ト で 、4 代 続く 漁師 一 家 が 経営 。 自社 船 の 刺し 網 光 で と れ た 新鮮 な 
鮭 の 直売 が 大 人 気 。 売れ 筋 の ひび スモーク サー モン は 、 祖父 の 代 に 開発 され た 手法 を 用 いて 、 店 の リ 
| 裏 に ある 空 制 工場 で 加工 され て いま す 。 スモ ー ク サー モン の 自家 製 缶 詰 も 直販 で お 手頃 価格 。 カ 
毎日 で きた て の サー モン チャ ウ ダ ー と メー プル シロ ッ プ 風味 の サー モン ジャ ー キ ー が お スス メ 。 





| 
の 


と に rgE 
し コ 


坊 





いり 


oO オセ ロト ン ネ ル 


191 1 年 か ら 5 年 の 歳 月 を か け て 、 交 
通 の 難所 だ っ た コカ ハラ 渓谷 に 不屈 
の 精神 で 14 の トン ネル を 掘っ た 鉄道 
技術 士 アン ドリ ュー・ マ カロ ッ ク 氏 。 
BC 州 南 部 の 鉱山 町 を 結ん で いた ケト 
ル バ パレ ー 鉄 道 の 蒸気 機関 車 が 1960 
年 代 ま で 走っ て いま し た 。 今 で は 、 残 
され た 4 つの トン ネル が 春 か ら 秋 の 間 
選 信 ウキ ボー キ ング トド ト し イル に あり 、 人 
気 の 散 策 コ ー ス と し て に ぎわ っ て ま “ y 
す 。 美しい 渓谷 を 眺め な が ら ゆ っ くり kg に ト 祥 





は 、 生 な さ 。 
歩い て 足 を 伸ばし まし ょ う 。 科 ) 旧 gRigmb ル 




















ドロ シー さん と サラ さん が 始め た カフ ェ は 自 
家 製 の パン と スー プ が 自慢 の お 店 。 地元 の 材 
料 で 一 か ら 丁寧 に 作る 料理 が 人 気 を 集め 、 旅 
行 サ イト の トリ ッ プ アド バイ ザー で は 4 つ 星 半 
を 獲得 。 メリ ッ ト で 一 番 お いし い 店 と 評 さ れ て 
いま す 。 ご 自身 で お 好き な も の を お 選び 頂き 
ご 注文 くだ さい 。 





間 及 ナカ ン で ペスト レス 
トラ ン 賞 に 5 年 連続 で 選 
まれ に レス トラ 、 / シェ フラ 
ぐ で AU IE の マー ク 選 が 
新鮮 で 地元 の 食材 に こ だ 
わっ た 料理 を 選べ る 3 コー 
ス に て 楽し め ま す 。 
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ヾ NN 
と 寺 バン クー バー 5 
山 と 海 に 囲ま れ 世 界 で 最も 住み や すい と 評 さ 
れる 街 バ ンク ー バ ー。 四季 を 通じ て 大 自然 に 囲 
まれ た 都市 空間 が 広がり ます 。 





中 * 


Mt 
」 ー pm 


都会 と 自然 が 共存 する 人 気 都市 
二 ン ンー 


| 内 WW 
MM | 。、 
W T 


Ni PE anowrwsi VM 






な スタ ン レ ー パ ー ク Ge 


パン クー バー 市 民 の 吾 い の 場 と な っ て いる スタ ン レ ー パ ー ク 。 都会 の 中 で 自然 を 感じ られ 
る パン クー バ パー な ら で は の 魅力 ある 場所 で す 。 


グラ シ ピ ビル ア イラ ンド 内 に 
ある 、 パ プリ ッ ク マ ー ケ ッ ト 
は 地元 の お 店 し か 出店 で き 諾 





な い ロ ロー カル の マー ケッ 際 
パン クー パー 発祥 地 と 言わ れる ギャ ス た くさ ん の 生鮮 食品 や お み 


Z ギャ スタ ウン こ タウ ン 。15 分 に 1 回 音楽 を 奏で る 蒸気 や げ 屋 も あり 、 食べ 歩き も 





時 計 は パン クー パー 名 物 の 1 つ で す 。 抹 し め ま す 。 


TTP 全日 本 食 ディ ナー 
コー スト レス トラ ン (Coast restaurant) 電 和 ま 笠 炎 り MIKU 対 
1 日 目 / タ 食パン フー バー 4 日 目 / 夕 食 / 





バンフ クー バー の ダウ ンタ ウン の アル バー ニ 通 り に 位置 し 、 西海 央 0046W 

CGC パン クー パー で 菩 り 寿司 を 提 

ドレ スト ラン で 、 海 の 恵 み を 存 分 に 味わっ て くだ さ 供し て いる ABURI ブ ラン ド の 
お 店 。 この 革 り MIKU で は 日 
本 と カナ ダ 西 海岸 の 融合 し 


た 料理 を 提供 し て いま す 。 提 
供 さ れる 料理 は まさ に 一 流 で 
必 。 2 証 
囲 気 と 、 最高 の お 食事 、 サー 
ビス を ど 坦 能 く だ さい 








幅 ら 。 フェ アモ ント ・ パ シフ ィ ッ クリ ム 
Fairmont Pacific Rim (Fairmont Gold Harbour View) / 
アツ ーー 
エレ ガン ト な デザ イン と モダ ン さ を 合わ せ た 新 し い 
エア 所 ンド ホテ 少 。 と の り フ ェ ョ アン ドッ パパ シラ ィ ッ ク ・ 
リム は パン クー パー で 4 件 目 の フ ェ ア モ ント ホテ ル で 
ます 。 コ ヨー ル ハ ー パ ー の ウォ ー タ ー ラ ロン ド 、 ノ ー ス ショ 
ア の 山並 み 、 ス タン レー パー ク な ど 、 目 を 見 張る よう 属 
な 風景 が 広がっ て いま す 。 高い 水準 と アメ ニテ ィ ー 詳 
を 備え た 、 ダウ ンタ ウン の オア シス 的 存在 で す 。 
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お 部 屋 が ら 見 当る 景色 





: CYA0022、 ビ ジネス : CYA1022 














ワイ ン と 美食 を 堪能 1 
や や さく [ ] 
カナ ダ ・ オ カナ ガン 6 日 間 了 
パ 
日 程 ( 時 間 は 目安 と な り ま す 。) 
| 
東京 (成田 ) 発 み (直行 ) 02 





1 人 部 屋 追加 代金 








バン クー バー 着 後 信 ホ テル へ ( 約 15km/ 約 30 分 ) 
OP: バン クー バー 半日 観光 (プラ イベ ー ト ) (所 要 時 間 お よそ 3 時 間 ) 国 日 本 国内 線 追 加 プ ラン (往復 代金 ) 


人 気 ス ポッ ト を コン パク ト に 効率 よく 回 る ツア ー で ご 案内 いた し ます 。 
ホテ ル 着 
市 内 の レス トラ ン に て シー フー ド 料 理 を ご 堀 能 くだ さい 。 還 軒 3 だ と 柱 議 +34.000 円 | +24.000 円 | +20.000 円 | +34.000 円 
( 車 また は 徒歩 で の ご 案内 と な り ま す ) ※ 国 内 線 日 本 航空 ノ 全日 本 空輸 利用 (エコ ノミ ー ク ラス ) 

※ そ の 他 都 市 は お 問い 合わ せく だ さい 、。 


8:00 | 号 途 中 、 いろ いろ と 立ち 寄り な が ら オ カナ ガン 地方 へ 移動 


EEI ル ロ 名 古屋 伊丹 ・ 関 空 剛 


= だ 本 識 +30.000 円 | +12.000 円 | +20.000 円 | +30.000 円 
















































































2020.1 月 2020. グ 月 
9:00 | ブル ー ス カン トリ ー マ ー ケ ッ ト 散 策 
〇 ブル ー ス カン トリ ー マ ー ケ ッ ト (お よそ 30 分 ) ーー ドー ドー ・ 
、 、 5 sk 7Z BB bp HO 2 BB 4 5 ks D bB 
参 韻 の シー フー ド マ ー ケ ッ ト を 見 学 。 2 [3 [4 |5 He 以 HB  ? HO 還 II2 IHS |I4 |5 
11:00 オセロ トンネル 散策 19 |20 | 四 22 |23 24 25 16 |Z HB8 2 PO 了 四 MP22 ラ 
〇 オセ ロト ン ネ ル (お よそ 30 分 ) 26 2Z |28 22 BO 還 23 |24 |25 |26 2Z 8 2 
何と も 楽し い 渓 谷 と ちょ っ と 幻想 的 な 雰囲気 の トン ネル 。 
マイ ナス イオ ン を 浴び な が ら 散 歩 を お 楽し みく だ さい 。 2020.3 月 2020.4 月 
ブラ ン ブ ル ズ ベー カリ ー カ フェ (別途 ) 
と (お 好き な も の を お 選び くだ さい 。 購 入 の 際 、 ガ イド が お 手伝い いた し ます 。) - - | AP AL 9 
半 AI ト 散策 5 6 |Z Il8 |2 BEO 基 12 |5 8 5 io 7 18 
〇 チョ イシ スズ ・ マ ー ケ ッ ト ( お よそ 30 分 ) 22 23 24 25 26 2Z 28 19 2OCCPZ2p23pP4 25 
オー ガニ ッ ク の マー ケッ ト で す 。 ホテ ル で 楽し お む ス ナッ ク 、 日 本 へ の お 土 29 0 1 26 27 F 28 F 29 D 30 D 





























産 な ど 購 入 さ れる の も お 勧め で す 。 
17:00 | ホテ ル 着 (スパ ー ク リン グ ヒ ルリ ゾー ト & ス パ ) 
夕食 は ホテ ル 内 レス トラ ン に て (ピー ク フ ァ イン レス トラ ン ) 選 べ る 3 コー ス 




















8:00 | る ケ ロー ナ へ ( 約 50km/ 約 1 時 間 ) 
終日 | 地産 地 消 の 秘密 を 巡る 厳選 ワイ ナリ ー ツ アー 
〇 デイ ビ ソ ン オ ー チ ャ ー ズ ・ カ ント リー ビレ ッ ジ ( 約 30 分 ) 
〇 プラ ネッ ト ・ ハ ニー・ フ ァ ー ム ( 約 30 分 ) 
〇 オカ ナガ ン セ ンタ ー (I 旧 日 本 人 学校 天 ミ ュー ジア ム ) ( 約 30 分 ) 
語 太 を 放 馬 29MO グ レイ モン クエ ステ ー ト ワイ ナリ ー( 約 40 分 ) 
語 太 を 品 馬 29M 〇 O け マー ヒ ル ピ ラ ミッ ド ワ イ ナ リー ( 約 1 時 間 半 ) 
? サマ ー ヒ ル ピ ラ ミッ ド ワ イ ナ リー に て 昼食 ベジ タリ アン ラン チ 
〇 オカ ナガ ン ラベ ンダ ー フ ァ ー ム ( 約 30 分 ) 
計 太 中 誠 27@MO タ ンタ ラス ワイ ナリ ー ( 約 35 分 ) 
〇 ケロ ー ナ ダウ ンタ ウン に て フリ ー タ イム ( 約 2 時 間 ) 
ウォ ー タ ー フ ロン ト ・ ワ イン ズ に て 選べ る 3 コー ス デ ィ ナ ー 
21:00 | ホテ ル 着 







































































10:00 | ホテ ル 出 発 

終日 | 地産 地 消 の 秘密 を 巡る 厳選 ワイ ナリ ー ツ アー 

11:00 | 訴 太 あ 中 上 ⑲ 放 史 つ フエ イル ズ ゲ ー ト ワイ ナリ ー( 約 1 時 間 半 ) 
ワイ ナリ ー 内 に て 選べ る 2 コー スラ ンチ 



















































































ピ Re に 2020.11 月 2020.1 グ 月 
電 13:15 | e 后 旬 性 放 ⑲⑳MG 有 MO ミッ ショ ン ヒ ル ワ イ ナリ ー( 約 40 分 ) 日 十 日 | 月 | 火 | 水 | 木 | 金 | 土 
生 休 憩 を は さ み な が ら バ パン クー バー へ ( 約 400km/ 約 5 時 間 ) - ド 
パン クー バー 市 内 レス トラ ン に て 日 本 料理 を 堪能 - SR 
軸 15 [ie [7 he le 2O 21 13 |H4 H5 [He [7Z hs le 
2109 | ホテ ル 章 22 |23 |24 |25 |26 |2Z |28 20 MP1 |22 |23 |24 |25 |6 
パン ンー バー 泊 29 DS0_ 27 |28 |29 BO BB 
バン クー バー 発 ナ 帰国 の 大 に 
う 昌 付 変 更 線 通過 1 品 アー ゃ MM 洛 elyS| MyS 
上 記 旅 行 代金 は 日 本 で の 空港 施設 使用 料 、 旅 客 保安 料 、 
MP て 含ま れ て いま す 。 
iu 航空 会 社 の 定め る 燃油 サー チャ ー ジ の 増額 ・ 減 額 又は 廃止 が あっ て も 旅行 代金 の 変更 
は ご ざい ませ ん 。 


画 日 本 発着 時 利用 予定 航空 会 社 : エ アカ ナダ 較 利 用 予定 ホテ ル : バ ンク ー バ ー: フ ェ ア モ ント ・ パ シフ ィ ッ クリ ム (フェ アモ ント ・ ゴ ー ル ド ・ ハ ー バ ー ル ー ム ) 、 バ ー ノ ン : ス パー クリ ング ヒル リゾ ー 
ト & ス パ ( レ イク ビュ ー デ ラッ クス ルー ム ) 較 食 事 : 朝 4 回 ・ 昼 2 回 ・ タ 4 回 (機内 食 除く ) 田 添 乗員 の 有無 同行 し ませ ん が 、 日 本 語 現地 係員 が ご 案内 いた し ます 。※4 名 以上 で お 申込 み の 
場合 添乗 員 が 同行 し ます 田 最 少 催行 人 員 :2 名 ※ 掲 載 レ スト ラン が 貸切 、 レス トラ ン の 都合 に よる 突然 の 休業 な どの 場合 、 代替 の レス トラ ン に な る 場合 が ご ざい ます 。 メニ ュー に お い 
て は 、 シー ズン や 当日 の 仕入れ 事情 な ど に より 変更 と な る 場合 が あり ます 。 ※ レ スト ラン が 貸切 、 夏季 バカ ンス 時 期 、 ク リス マス 、 年 末年 始 や 冬季 シー ズン オフ の 休業 又は レス トラ ン の 
都合 に よる 突然 の 休業 等 の 場合 、 ご 利用 の 予定 日 や 昼食 が 夕食 に 、 夕食 が 昼食 に 又は 他 の レス トラ ン に な る 場合 が あり ます 。 
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世界 初 の 水中 と 水上 の 二階 建て の ヴィ ラ で の 新 し 
い 体 験 を し て 頂け る 、 まさに 秦 沢 を 極め た 滞在 を お 
約束 。 モル ディ ブ は 目立っ た 観光 地 も な く リ ゾー ト 
滞在 が メイ ン の た め 、 何 か 特 別 な 体験 を し て 頂き た 
いと 思い 企画 し まし た 。 モル ディ ブ の 美しい 海 、 広 
い 空 、 遠 くに 広がる 地平 線 。 全て を 独り 占め 出来 る 
場所 で 、 心 身 共に リラ ックス し た 最高 の 思い 出 作り 


を お 手伝い 致し ます 。 
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パラ カト 外観 


コン ラッ ド ・ モ ルディ ブ ・ ラ ン ガ リ ・ ア イラ ンド (南ア リ 環 礁 ) 


Conrad Maldives Rangali Island ( 


水上 飛行 機 で マー レ か ら 30 分 。 南ア リ 環 礁 に あ 
る 2 つの 島 に 広がる 個性 豊か な 3 つの リゾ ー ト 。 リ 
ゾー ト 内 に は 世界 初 の 海中 レス トラ ン [ イ ター」 を 
始め 受賞 歴 を 誇る 8 つの レス トラ ン と 4 つ パ バー を 備 
| 」 え 、 ガラ ス 張 り の フロ ア か ら 海中 を 望め る スパ な ど 
9 福 還 2 紹 も 心 も リ フレ ッシュ で きる リゾ ー ト 。 子供 の 立ち 
bk、 入り が 禁止 され て いる TheQuietZone (プー ル エ 
リア ) も あり 、 の ん びり 優雅 に お 過ごし いた だ く こ と 
も 。 さ ら に 多彩 な アフ ティ ビ テ ィ を ご 用 意 。 シ ュ ノ ー 
ケリ ング サフ ァ リ 、 ダイビング 、 ウ ィ ン ド サー フィ ン 、 

ゲー ム フ ィ ッ シ ン グ な ど 存 分 に 楽し め ま す 。 


| ウォーター ヴィ ラ ( 約 85m) 
水上 に 浮か 応 独立 型 の コテ ー ジ 。 伝統 的 な モル ディ ブ ゴブ 仕様 の デザ イン と スタ イリ ッシュ 
で コン テン ポラ リー な 機能 が 組み 合わ さり 快適 に お 過ごし いた だ け ま す 。 プラ イベ ー ト 
サン デッキ に は 専用 プー ル も あり 、 海 へ の 直接 アフ セス も 可能 で す 。 
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田 ザ ・ ム ラ カ (The Muraka) - 海 上 700m+ 海 中 100m 

ググ ll - 一 較 時 請 議 時 で 初め て 、 ここ だ け で 味わえ る 別格 の 体験 が で きる の が 
「 ザ ・ ム ラ カ 」。 モダ ン な デザ イン と テク ノロ ジー に よっ て 実現 し 
| た だ 、 ベッ ドル ー ム 、 リビン グズ スペース ズ 、 パス ルー ム を 交え た 海上 
フロ ア と 海中 フロ ア 2 階 建て レジ デン ス で す 。 

[ムラ カ ] は 現地 の 言葉 、 ディ ベビ 語 で 下 ⑧ 細 を 意味 し 、 自然 豊か な 
イン ド 洋 に 囲ま れ た 住人 の 暮らし を 象徴 し て いま す 。 この 蘭 異 的 
な パラ ダイ ス で 、 他 で は 味わえ な いひ と と き を ご 満喫 いた だ け 
ます 。 海中 フロ ア に は ドー ム 型 の お 部 屋 の 中 か ら サン ゴ 礁 や 海 
の 生物 な ど 180 度 の パノラマ ピュ ー を 楽し ) こ と が で きま す 。 
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・1 キ ング ベッ ドル ー ム と バス ルー ム 
・ ツ イン ベッ ドル ー ム 、 パス ルー ム 、 パウ ダー ルー ム 
・ キ ッ チ ン バ パー と ダイ ニン グ を 併設 し た リビン グル ー ム と 、 
タ 日 が 見 える エン ター テイ ニン グ デ ッ キ 
・ イ ン フ ィ ニ ティ プー ル 付 き の 朝 日 が 見 える リラ フク ゼー ショ ン デ ッ キ 


* ン ム 。 "の ハ ド ラ ーT エ U/ マブ ライ バー も キョ リア TU デア 
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3 日 目 昼 食 
世界 初 の 全面 ガラ ス 張 り 、180 度 に 広がる 理 敬 供 と 海洋 生物 の 世界 に 魅了 され な が ら 充 実 し た ワ 
イン メニ ュー の シャ ン パ ン や コン テン ポラ リー な 一 流 料 理 を ご 賢 味 いた だ ける 海中 レス トラ ン 。 


ウフ ァ ・ バ イ ・ ジ ェ レ ミー・ レ オン (ん) 
セレ ブシ ェ フ 、 ジェ イミ ー レ オン が 手掛け 
た 中 華 料 理 が 電 能 いた だ ける レス トラ ン 。 


ココ グリ ル ( 有 笠 ) 

イン ド 洋 の 絶景 を 望む 海 
沿い に 位置 する オー プン 
ブリ ル で 和食 を お 楽し み 










選民 ま すず 。 
5 プラ イベ ー ド ビー チ デ ィ ナ ー 


ヴィ ル ・ レ スト ラン (ふみ) 3 日 目 ノ タ 食 

お 食事 と ワイ ン の ペア リン 」 夕食 は 大 人 だ け の 静か な エリ ア 、 
華 グ を お 楽し みい た だ ける ラ 離島 の フ ア イ エッ ト ゾ ー ン の ビー 
ブーン 先端 に ある 野外 レス チ に て お 召し 上 が り い た だ きま 
トラ ン 。 | す 。 メニ ュー は お 肉 ・ お 人魚 ・ 野 菜 か 
ら お 選び いた だ け ま す 。 星空 の 下 
| で の お 食事 は いつ まで も 思い 出 
に 残る こと 間違い な し 





ーー ーー 





スパ レス トラ ン マン ドッ ゥ (x) ン NAS 
島 の 隠れ 家 的 レス トラ ン 。 デトック ス 、 リラ ックス 、 栄養 補強 な ど 目 的 に 応じ て 島 
で 取ら れ た オー ガニ ッ ク な 食材 に も こだわ り を 持つ レス トラ ン 。 


っ テー テー ーー ョ デーー ズ ーー ーッ 
ーー - ご ーー ビ ーー ピン ン ョ ニー ET ーー っ 
ーー ニニ ーー ニーー ニー ニニ ニー (区 守 消 ) 


- ーー = ーー 


イル カ が 現れ る ポイ ント へ ! サン セッ ト を 眺め な が ら の ボート  ※ ど ご 夕食 を 即 ル し スト ラン で お 召し 上 が り い た だ く 場 合 、75 ド ル 分 の お 食事 代 は 宿泊 費用 に 
クル ー ズ を お 楽し みい た だ け ま す ) 。 含ま れ て お り ま す で 、 お 食事 の 内 容 に よっ て 追加 代金 分 は お 支払 いい た だ きま す 。 

















レル EmESGI25】 エコ ノミ ー ク ラス : JMA0023 、 ビ ジネス クラ ス : JMA1023 


コン ラッ ド ・ モ ルディ ブ ・ ラ ン ガ リ ・ ア イラ ンド 3 生 衣 FR T 

さ さ ば ー \ 叶 や ー ヾ N 発 間 Sa ニン で の [ 
別世界 が 広がる | ザ ・ ム ラ カ 」 で 過ごす モル ディ ブ の 休日 7 日 間 ッ 
177.0 万 円 | 206.0 万 円 257.0 万 円 | 299.0 万 円 /* 







179.0 万 円 | 208.0 万 円 261.0 万 円 | 298.0 万 円 フ 





に に EEIEiIE】 ミ に マム 42E 議 の 用 ⑨ 信 朝 鉛 光 〇 下車 観光 〇 車窓 観光 


2o っ =| 東京 (成田 ) 発 詳 ( 乗 継 ) マー レ へ 
sg マー レ 着 。 現地 係員 が お 出迎え 、 滞在 中 の ご 案内 を 致し ます 。 
太 出 発 ま で コン ラッ ド 専 用 ラウ ンジ で ゆっ た りお くつ ろ ぎ いた だ け ま す 。 
| 水上 飛行 機 み リゾ ー ト へ ( 約 30 分 ) 
チェ ッ ク イ ン 後 は ご 自由 に お 過ごし くだ さい 。 
《 現 地 ス タッ フ お すす め の リ ゾー ト で の 過ごし 方 ( 別 料金 )》 
の ① タ ー ト ル シ ュ ノー ケリ ング や サン セッ トク ルー ズ を 楽し お 
② グ ラス ボトム ボー ト で 海 の 散策 
③ 海 辺 の バー で サン セッ トカ ク テ ル 
メイ ンダ イニ ング に て ビュ ッ フ ェ デ ィ ナ ー 
















181.0 万 円 | 218.0 万 円 263.0 万 円 | 307.0 万 円 カ 











183.0 万 円 | 206.0 万 円 264.0 万 円 | 310.0 万 円 












































ョ レジ PEE 万 た 少 を 0EPZD 放 PC と 語 Em5 晴 2 
終日 | 自由 行動 
水中 レス トラ ン 「 イ ター」 に て 昼食 
プラ イベ ー ド ビー チ デ ィ ナ ー 
コン ラッ ド ・ モ ルディ ブ ・ ラ ン ガ リ ・ ア イラ ンド (ウォ ー タ ー ビ ラ ) 泊 
終日 | 自由 行動 
文 プ ライ ベー ト ア イラ ンド で の ピク ニッ クラ ンチ 体験 
文 ラ ウッキー ドル フィ ン ツ アー(※1) 
と 1 メイ ンダ イニ ング に て ビュ ッ フ ェ デ ィ ナ ー 
※ 他 スペ シャ リティ レス トラ ン の ご 利用 も 可能 で す 。( 一 部 有料 ) 




















0.5 月 





202 
日 
































コン ラッ ド ・ モ ルディ ブ ・ ラ ン ガ リ ・ ア イラ ンド (ウォー ター ビラ ) 泊 





広々 と し た 2 階 建 て レジ デン ス 「 ム ルカ ]」 に 移動 
[ムラ カ 」 で は お 部 屋 専 用 シェ フ に よる お 食事 を 24 時 間 い つ で も お 召し 
上 が り い た だ け ま す 。 

文 ムラ カ 室 内 で の お 飲み 物 は アル コー ル も 含め ご 利用 いた だ け ま す 。 












































= ョ PPE 用 下 輝 贅 2EPZDI レ 密 下 PA の ジ あ )7 


自由 行動 ※ ご 出発 まで ご 自由 に お 過ごし いた だ け ま す 。 

《 現 地 ス タッ フ お すす め の リ ゾー ト で の 過ごし 方 ( 別 料 金 )》 

① サ ン ラ イズ ヨガ ター トル シュ ノー ケリ ング や 

サン セッ トク ルー ズ を 楽し む 

② 豊 か な 区 ⑧ 期 礁 の ある 海 で の シュ ノー ケリ ング 
6 ③ 地 平 線 を 見 渡せ る サン デッキ で の ん びり 寛ぐ 

水上 飛行 機 み に て マー レ へ ( 約 30 分 ) 

モル ディ ブ 初 の 総合 施設 クロ スロ ー ド へ ご 案内 。 

豊富 な レス トラ ン の ある マリ ー ナ に て ご ゆっ くり お 過ごし くだ さい 。 
人 人:sg| マー レ 発 器 ( 乗 継 ) 空路 、 帰国 の 途 に 







































































還 ーーーー 上 記 旅行 代金 は 日 本 で の 空港 施設 使用 料 、 旅 客 保安 料 、 
17:3o| 東京 ロ 海外 空港 諸税 、 燃油 サー チャ ー ジ が 全て 含ま れ て いま す 。 
着 後 解散 と な り ま す 。 航空 会 社 の 定め る 燃油 サー チャ ー ジ の 増額 ・ 減 額 叉 は 廃止 が あっ て も 旅行 代金 の 変更 

は ご ざい ませ ん 。 


画 利 用 予定 航空 会 社 : シ ン ガ ポー ル 航 空 圏 利 用 ホホ テル: コンラッド ・ モ ルディ ブ ・ ラ ン ガ リ ・ ア イラ ンド 玉 食 事 : 朝 4、 昼 4、 夕 5 (機内 食 除く ) 
田 添 来 貞 の 有無 : な し 。 現地 係員 が ご 案内 し ます 。 リゾ ー ト 滞在 時 は 現地 係員 は 同行 し ませ ん 。 圏 最 少 催 行人 員 :2 名 
※1: 日 本 出発 が 木曜 日 出発 の 場合 は 到着 日 の 夕方 の 参加 と な り ま す 。 
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ふさ ざ 忠 ( て 一 NH NN ロロ SS 淫 温 完 く く ツマ イー で いい 


赤道 に 近い 熱帯 地域 の マレ ー シ ア は 他 民 族 国 家 、 マ 
レー 人 、 中 華 系 、 イン ド 系 と 様々 な 人 種 が それ ぞ れ の 文 
化 を 作り 、 バラ ンス を と りな が ら 融 合 し て いま す 。 そん な 
マレ ー シ ア で 観光 、 食事 、 移動 を 味わっ て ] 員 きた いと 思 
い の ソ ア 才 還 旨 0SS2 と マ ラッ カ で は 世界 
遺産 と 食事 を お 楽し みい た だ け ま す 。 さら に ペナ ン で は 
通常 で は あま り 宿 泊 プ ラン の な い 有 名 な プラ ナカ ンマ ン 
ショ ン の 1 つ 、 ブル ー マ ン ショ ン に 宿泊 し ます 。 ブ キ ッ メラ 
で は 日 本 で は な か な か 触れ 合え な い オ ラン ウー タン と 触 
れ 合 い 、 クア ラル ンプ ー ル で は アジ ア 随 一 の 洗練 され た 
都会 と イギリス 統治 時 代 の 面影 が 残る 街並み を ご 案内 
いた し ます 。 多彩 な マレ ー シ ア を ご 堪能 くだ さい 。 


リー ベル ンジ ク ヨル ん (イニ ジジ) 








| LEBUH CHULIA_ 電 座 
症 IO 世界 遺産 






















18 世 紀 か ら イ ギリ ス の 貿易 拠点 と し 
て 繁栄 し て きた マレ ー シ ア 第 二 の 都 市 
ジョ ー ジ タウ ン 、 マ レー シア 最 古 の 英 
国 国教 会 セン ト ・ ジ ョ ー ジ 教会 、 ペ ナ 
ン 造 形 遺 産 で も ある パパ ニョ ニャ マン 
ショ ン や 区 を こら し た 装飾 が 美しい ブ 
ルー マン ショ ン な ど を ご 覧 頂け ます 。 


で て 


ーー 





ーー 


ペナ ン ヒ ル と 極楽 寺 参 拝 間 ー」 


団 高 830m の ペナ ン ヒ ル か が か ら は ジョ ー ジ タウ ン や 対岸 の マレ ー 半 島 ま で 
す 。 ケー ブル カー を 利用 し ます の で お 気軽 に ご 参加 頂け ます 。 





望 で きま 
































ー ジ タウ ン が 世界 遺産 登録 され て 以降 、 ここ 最近 に 自 
宿泊 で きる よう に な っ た プラ ナカ ン 文 化 で 有名 な ブル ー | 
マン ショ ン 。 音 の 雰囲気 その まま の アン ティ ー ク な 感じ 
を お 楽し みい た だ け ま す 。 宿泊 客 以 外 は 1 日 3 回 ある 英 

語 ガ イド の ツア ー に 参加 し な いと 入る こと が 出来 な いた 
め 、 セ キュ リティ も ば っ ちり で す 。「 産 地 直 送 の 旅 』 で は 
そん な ブル ー マ ン ショ ン で の 宿泊 を 体験 頂け ます 。 

※ 原 則 的 に ベッ ド 1 台 の お 部 屋 こ な り ま す 。 





客室 例 


enetuls に の 上 デ 旧 


6 。 
プ キッ メラ 
、 ッ 3 


ラキ ギ ツ ス ラッ レイ クタ ワウ リソー ト 内 に ある オラ クー タン 
保護 区 は 湖 の 中 の 島 。 自然 の 状態 で 過ごす オラ ン ウ ー タ ン 
を 人 間 が 棋 の 中 か ら 見 学 し ます 。 ( 注 : 湖 の 水位 が 低く 、 船 が 
運航 で き な い 場合 は レイ クタ ウン 内 の エコ パー ク へ の ご 案 
内 と な り ま す ) 


夫 詩 十 





な クア ラカン サー 間 5】 


マレ ルー ン リア で も つと 用 し U モス ク と いれ で いる ウフ ティア ス クセ スルタン ギ 
20 イス カン ダリ ア を ご 覧 頂け ます 。 
















| 
ii 


呈し 一 人 こ HH3 


< 『 生生 


イス タウ 628 ツタ 0 り の 





マレ ー シ ア 第 三 の 都 | 
市 の イ ポ ー は コロ ニア 人 
ル 調 の イ ポ ー 鉄 道 駅 、 
128m も ある 金色 の 仏 
陀 や 40 体 を 越え る 仏像 
が ある 洞窟 寺院 (ペラ ・ 
トン ) な ど を お 楽し み 頂 
まず シフ ャ ラッ ウリ = 年 Wi -… 
ゾー ト か ら イ ポー の 町 まで は 是 で 約 2030 分 は ど で 、 イィ 
ポー で 有名 な チキ ン ラ イス や ホワ イト コー ヒー な ど ブ グル メ 
目的 で 4 日 目 の 自由 行動 時 に 車 で 出かけ て も GOOD! 
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様 を な 文化 が 融合 し 、 い ろ い ろ な 顔 を 持つ 
魅力 あふ れる マレ ー シ ア の 都市 
- 5 還 玉 = 凡 m 
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多 多 " 
/ 軒 


近代 性 と 多面 性 を も つ エ ネル ギ ッ シ ュ な マレ ー シ ア 第 一 の 都市 、 フ アラ ルン プー ル 。 
201 1 年 に 完成 し た 新しい マレ ー シ ア 国王 の 宮殿 や 8.000 人 も 収容 で きる 礼拝 堂 を も * re 


つ 国 立 モ スク 、 ラン ド マ ー ク で も ある ペトロ ナス ツイ ンタ ワー な ど ご 覧 頂け ます 。 


\ 





[ 





2 トロイ ツタ ウー 





1 全 1. す . 

クア ラル ンプ ー ル より 南 に 約 40 分 の 官公 庁 が 集まる 水 と 
緑 に 囲ま れ た 行政 都市 。 外壁 や ミナ レッ ト 、 館内 の モザ イク 
まで ビ ピン ク 色 の 世界 的 に も 珍し い ピ ンク モス フク (金曜 日 や 礼 


拝 時 間 は 礼拝 不可 ) を ご 覧 頂け ます 。 


CHURCH 





マレ ー シ ア 最 古 の 都市 で ポル ト ガ ル 、 オラ ン 
ダ 、 イギリス の 支配 下 に な っ た こと で 様々 な 
文化 が 融合 し た 趣 深い 街 。 オラ ンダ 統治 時 
代 の レン ガ 色 の 建物 が 並 訪 オラ ンダ 広場 の 
周り に は マラ ッ カ ・ キ リス ト 教 会 や 時 計 台 な ど 
ーーーー が 並び ます 。 マラ ッ カ 川 ナ イト フル ー ズ で は 、 
Th 議 す ee 

呈 19 3! 詳 較 ラ イト アッ プ さ れ た 昼間 と は 違う 町 並み や 徒 
ig 歩 で は 味わえ な い 景 色 を ご 覧 頂け ます 。 










時 ラジ 多 広 場 時 計 台 


北 
中 
南 
米 


| 


憧れ の 名 門 ホ テル な ど を 厳選 
快適 た 消 在 に さだ わり まし た 。 


ン バン ジャ ラン ホッ トス プリ ング (ガー デン ヴィ ラ ) 


The Banjaran Hotprings Retreat/ イ ボー ' 


ンジ ント ンド スッ ルリ ジ ク 4 





自然 と 健康 を コン セプト に 作ら れ た 40 種 以上 の アジ ア 式 ト リー トメ 
| ント を 提供 する 高級 温泉 リゾ ー ト 。 全 25 室 の 客室 に は 天然 地熱 温 

を 利用 し た ジャ グ ジ ー が 備え られ 、 リゾ ー ト 内 に は 温泉 が 湧き 出る 
天然 浴場 、 洞窟 内 の 温泉 蒸気 を 利用 する 天然 サウ ナ 、 温泉 プー ル を 
始め 、 癒 し を 体感 する 施設 が 充実 。 また 、 ヨ ガ や 気功 、 ド クタ ー フ ィ ッ 
玉 還 シコ ブー ル 、 ネ イチ ャ ー ウ ォ ー ク な ど ホ テル 主催 の 日 替わり プロ グ 
四 ラム が 満載 で す 。 天然 の 洞窟 を 利用 し た 神秘 的 な 景観 が 望め る 洞 
窟 パ ー[JEFF'S CELLAR] に は ワイ ン セ ラー も 完備 され て いま す 。 
※12 歳 以下 の お 子 様 は 宿泊 不可 。 ベッ ド 1 台 の お 部 屋 と な り ま す 。 






リッ ツ カ ー ル トン ・ ク アラ ルン プ ブール (っ カサ デル リオ 


(デラ ックス ルー ム ) (デラ アウ クス ルー ムリ) 
The Ritz-Carlton, Kuala Lumpur/ ク アラ ルン ブール Casa del Rio Melaka/ マ ラッ カ 


ヨー ロッ パ を 礼 徳 さ せる 
優雅 な 雰囲気 を 感じ させ 、 
きめ 細やか な サー ビス を 
提供 する ホテ ル 。 筐 華 街 
の ブ キ ッ ・ ビ ンタ ン に 位置 
し て お り 、 買い 物 な ど に 便 
利 な こと も 魅力 の ひとつ 












ーー 
マラ ッ カ 川岸 に あり 旧 市 街 世 界 遺 産地 区 の 中 に ある 全 66 室 の リ 
ゾー ト ホ テ ル 。 客室 は プラ ナカ ン 文 化 が 感じ られ る エレ ガン ト な イ 
ン テ リ ア が 施さ れ て お り 、 快適 に 滞在 頂け ます 。 
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守 国 情緒 漂う レス トラ ン に て 評判 の 広東 風 
中 華 料 理 を お 召し 上 が りく だ さい 








そこ で こん な お 食事 は いか が ? 





ジョ ー ジ タウ ン の 中 で 最も 高い ビル 上 階 に ある 眺 
望 抜群 の レス トラ ン 。 景色 を 望み な が ら 新 鮮 な 海産 
販 還 科 らし い お 食 事 を お 楽し み ] 順 け ま す 。 





パー クロ イヤ ル ホ テル に 隣接 する 日 本 人 シェ フ が 作 
る 本 格 的 な 日 本 料理 。 小 多 な ども 絶品 で す 。 懐か し 
い 日 本 食 を た っ ぷり と お 楽し み ] 頂 け ま す 。 HIS オ リ ジ 
ナル メニ ュー を ご 賞味 いた だ け ま す 。 


リッ ツ カ ー ル トン 内 に ある 数 々 の 賞 を 受賞 し 
人 用 の レス トラ ン 「 扉 苑 (LIYEN)」 で 絶品 の 飲茶 を どう ぞ 。 


華世 界 各国 に 支店 を も つ 高 級 イン ド 料 理 
店 。 数 々 の 賞 を 受賞 し た イン ド 北 部 の 
話 久 木 格 的 イン ド 料 理 を お 楽し み ] 山 け ま す 。 


数 々 の 受 


は 終日 自由 時 間 ! 


東南 アジ ア で は チキ ン ラ イス を 良く 目 に し ます 

N、 イ ポー に 来 た ら 必 食 ! と 言わ れ て いる の が イ 
Nm の プチ キン ラ イス 。 人 人 の ノイ ドー コー ビー と 
合わ せ て ぜひ 町 に 出 て 食べ て みて ! 


た 広東 料理 


焼き あがっ た 串 を ビー ナッ ツ ソ ー ス 
に 付け て お 召し 上 が り 頂 きま す 。 










に TSN 
伝統 的 な ショ ッ プ や プラ ナカ ンマ ン 加計) 還 時 物 
2 ヘリテージ 全 和 < な 
ホテ ル "。 そん な へ ヘリテージ ホテ ル 「 セ 4 ン 
ブン テラ ス | 内 に ある フク パ ヤ レ スト ラン スッ ( ト 
は 、 ア ンティー ク な 調度 品 と 柱 よ い 時 2 2 トド 、2 る 5 守り 
明 で 雰囲気 抜群 。 シ ン ガ ポー ル に 分 布 す る パパ ニョ ニャ 

民族 (中 華 系 プラ ナカ ン ) の マラ ッ カ 伝統 の 家庭 料理 の 

ニョ ニャ 料理 を お 召し 上 が り い た だ け ま す 。 





健康 を 意識 し た リゾ ー ト の コン セプト に 合わ せ 、 野菜 
を 中 心 と し た ヘル シー メニ ュー を ご 用 意 。 その 時 々 
の 新鮮 な 食材 を 使い お 客 様 に めった お 食事 を 提供 し 
ます 。 お 肉 や 魚 を 別途 オー ダー する こと も 可能 で す 
が 、 せっ か く な の で ベジ タリ アン 気分 を 満喫 し て は ? 
まつ 洒 妨 し) た た だ は ほ ま す よ 。 








皿 暦 を 誇る マレ ー レ スト ラン 。 ゆっ た り と し た 店 内 の 衝 還 気 も よく 、 
アル コー ル な ご ども 取り 揃え て お り 絶 品 マ レー 料理 を 乾 能 頂け ます 。 





マレ ー シ ア の 定番 朝 ご は ん 。 ココ ナッ ツ ミ 
ルク で 炊い た ご 飯 に 揚げ じゃ こ 、 卵 、 ピー 
ナッ ツ な ど と 一 緒 に 食べ る 伝統 料理 。 


レル ァ 45= ョ El 議員 成田 発着 / エ コノ ミー:FPA0012、 ビ ジネス クラ ス :FPA1012 



































多種 多様 な 文化 を 巡る 
較 
マレ ー 半 島 縦断 の 旅 9 日 間 ツ 
7 
EE 沼 (E 抽 IE3 ミ に あ ヨ 22 左 吉 叶 ⑨ 和 場 鋭 光 〇 下車 観光 〇 還 窓 鋭 光 
リ 
東京 (成田 ) 発 日 本 航空 ( 乗 継 ) で ペナ ン 島 へ 町 
ペナ ン 島 着 、 着 後 、& ふ ホテ ル へ ( 約 40 分 ) 
ホテ ル チ ェ ッ ク イ ン 
ペナ ン 市 内 観光 1 人 部 屋 追加 代金 +36.8 万 円 
〇 混 盤 寺 ② ビ ル マ 寺 院 〇 コー ン ウ ォ リ ス 要 塞 ) シ ティ ホー ル 了 
〇 ヴィ クト リア 時 計 台 〇 セン ト ジ ョ ー ジ 教会 & 観 音 寺 ②③ リト ルイ ン デ ィ ア 
〇 スリ ・ マ ハ ・ マ リア ン 寺 院 〇 カカ ピタ ン ・ フ リン ・- モ スク 〇 フー コン シー 証人 議 札幌 | 名 古屋 | 伊丹 関空 | 福岡 
〇 アチェ モス ク 仙人 上 


市 内 が 一 望 で きる 「 ト ッ プ ビュ ー レ スト ラン に て 昼食 (日 曜 の み ビ ュ ッ フェ ) | ※ 国 内 線 日 本 航空 利用 (エコ ノミ ー フ ラス 利用 ) 
自由 行動 叉 は ご 希望 の 方 に は ペナ ン ヒ ル と 極楽 寺 参拝 に ご 案内 いた し ます 。 | ※ そ の 他 都 市 は お 問い 合わ せく だ さい 。 
[セブ ン テ ラ ス 」 に て ニョ ニャ 料理 の 夕食 








出発 まで 自由 行動 

ぉ ブ キ ッ メラ へ ( 約 80km/ 約 1 時 間 30 分 ) 

レイ クタ ウン の 「 ラ ・ ラ ッ ク ・ カ フェ 」 に て 西洋 料理 の 昼食 
オラ ン ウ ー タ ン 保 護 セ ンタ ー 観 光 (※4) 























ぉ クア ラカン サー へ ( 約 60km/ 約 1 時 間 10 分 ) 

クア ラカン サー 観光 

〇 ウブ ディ アモ スク フク (※2) 、 〇 王宮 、 劉 王宮 博物 館 (※1) 

バン ジャ ラン へ ( 約 50km/ 約 1 時 間 ) 

小 デ テル チェ ッ ク グイン 

ホテ ル 内 レス トラ ン 「 ポ メロ 」 に て 野菜 を 中 心 と し た 創作 料理 の 夕食 
































ーー 


自由 行 

日 替わり で 行わ れる ヨガ や ジャ ング ルウ ォ ー ク な どの プロ グラ ム に 参加 し 
た り 、 ゆ っ くり と リゾ ー ト ライ フ を お 楽し みく だ さい 。 イ ポ ー の 町 へ 出かけ 
て みて も 十分 お 楽し み 頂 け ま す 。 


ぉ ふ イ ポー へ ( 約 10km/ 約 30 分 ) 
イ ポ ボー 観光 
〇 駅 周辺 歴史 地区 散策 、 〇 ベラ ・ ト ン ( 洞 窟 寺 院 ) 見 学 
[クラ シッ クダ イニ ング 」 に て 広東 風 中 華 の 昼食 
員 クア ラル ンプ ー ル へ ( 約 210km/ 約 2 時 間 20 分 ) (※3) 
高速 列車 ETS ト レイ ン に て 車窓 か ら の 眺め を お 楽し みく だ さい 。 
渋滞 知ら ず で らく らく 移動 な の も 魅力 。 
クア ラル ンプ ー ル 着 
ガイ ド と 合流 後 人 な 市 内 レス トラ ン へ 
「 ビ ジャ ン 」 に て マレ ー 料 理 の 夕食 
届 22 ル チェ エッ シイ ン クア ラル ンプ ー ル 泊 
9:00 | フク アラ ルン プー ル 観 光 
〇 新 王 宮 〇 国家 記念 碑 〇 国立 モス ク (※2) O 〇 独立 広場 
〇 ペトロ ナス ツイ ンタ ワー 撮影 ポイ ント 
②③ 〇 ショ ッ ピ ング (民芸 品 ・ 宝 石 店 ・ チ ョ コレ ー ト 店 ) 
計 | リッ ツ カ ー ル トン 内 レス トラ ン 「 リ エン 」 て 飲茶 の 昼食 
夕食 まで 自由 行動 
[ 禄 田 ] に て 日 本 食 の 夕食 
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で D 
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クア ラル ンプ ー ル 泊 











午前 | 出発 まで 自由 行動 
[ボン ベイ パレ ス 」 に て イン ド 料 理 の 昼食 
13:30| ふ マ ラッ カ へ ( 約 150km/ 約 2 時 間 30 分 ) 
細 16.00| ホテ ル チ ェ ッ ク フイ ン 
[オレ ・ サ カン | に て ニョ ニャ 料理 の 夕食 
20:00| ナイ トク ルー ズ (夜景 鑑賞 )( 混 乗 


午前 | マラ ッ カ 市 内 観光 
10:00| 〇 オラ ンダ 広場 ③④ セン ト ポ ー ル 寺院 、 〇 サン チャ ゴ 砦 、 
〇 青雲 亭 、 倫 ババ ニョ ニャ ・ へ ヘリ テー ジ 、O 〇 海辺 ひ の モ スク (※2) 
信 | | リバ ー カ フェ 」 に て 西洋 料理 又は アジ ア 料 理 (選択 不可 ) の 昼食 
13:30| 人 妨 プ トラ ジャ ヤ へ ( 約 140km/ 約 2 時 間 15 分 ) 
15:45| プ ト ラ ジャ ヤ 観 光 
〇 ピン クモ スク (※2) O 〇 首相 官邸 (広場 か ら の 見 学 ) 但 プ トラ 湖 フ クル ー ジ ング 
17:40| 忍 ア ウト レッ ト へ ( 約 30km/ 約 40 分 ) 
















































































| 2  / 上 記 旅行 代金 は 日 本 で の 空港 施設 使用 料 、 旅客 保安 料 、 
、 生生 0 海外 空港 諸税 、 燃油 サー チャ ー ジ 、 国際 観光 旅客 税 が 全 


上 ラル ・ c2 日 本 航空 で 帰国 の 途 に 叶 | て 含ま れ て いま す 

22:50| フ ア ラ ルン プー ル 発 衣 日 本 航空 で 帰国 の 途 に o 

EE に 還 計 2 航空 会 社 の 定め る 燃油 サー チャ ー ジ の 増額 ・ 減 額 又は 廃止 が あっ て も 旅行 代金 の 変更 
や ー | 東京 (成田 ) 着 着 後 解散 と な り ま す 。 2 の | で トト コ コ 。 
軒 日 本 発着 時 利用 予定 航空 会 社 : 日 本 航空 園 利用 予定 ホテ ル :【 ペ ナン 】 ブ ルー マン ショ ン 【 イ ポー】 バ ンジ ャ ラン ホッ トス プリ ング 【[ ク アラ ルン プー ル 】 リ ッ ツ カー ルト ン 【 マ ラッ カ 】 カ サ デ ル リオ 還 食 事 : 
朝 7 回 ・ 昼 6 回 ・ タ 5 回 (機内 食 除く ) 軒 添 乗員 の 有無 同行 し ませ ん が 、 日 本 語 現地 係員 が ご 案内 いた し ます 。 較 最 少 催行 人 員 :2 名 ※1: 木 ・ 金 * 祝 は 閉館 日 の 為 入 場 は 出来 ず 外 観 の み の 観 光 と な り ま す 。 ※2Z: 金 曜 
や 礼拝 時 間 帯 に は 入場 は 出来 ず 外観 の み の 観 光 と なり ます 。 ※3:ETS ト レイ ン に は ガイ ド は 同行 し ませ ん 。 ※4: 湖 の 水位 が 低く 船 が 運航 で き な い 場合 は 、 レイ クタ ウン 内 の エコ パー ク へ の ご 案内 と な り ま す 。 ※ 掲 載 
レス トラ ン が 貸切 、 レ スト ラン の 都合 に よる 突然 の 休業 な どの 場合 、 代 替 の レス トラ ン に な る 場合 が ご ざい ます 。 メニ ュー に お いて は 、 シ ー ズ ン や 当日 の 仕入れ 事情 な ど に より 変更 と な る 場合 が あり ます 。 ※ レ スト ラン が 貸切 、 
夏季 バカ ンス 時 期 、 クリ スマ ス 、 年 末年 始 や 冬季 シー ズン オフ の 休業 又は レス トラ ン の 都合 に よる 突然 の 休業 等 の 場合 、 ご 利用 の 予定 日 や 昼食 が 夕食 に 、 夕食 が 昼食 に 又は 他 の レス トラ ン に な る 場合 が あり ます 。 26 





edー メ へ 膨 理 畑 岬 ※ 














アン コール 圭 朝 全て の 世界 條 産 を 拉 加 & 人 体験 


アン コー ルリ ワッ ト と 
神秘 の 遺跡 辿る 旅 。 


トト 
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ロ 
判 枝 G べ ャ 丈 准 介 症 に つ 据 お ye ト へ 貼 一 き 再 細 箕 ? 1 まま. 


滞在 する 時 間 が 長い ほど 、 魅力 と 不思議 が あふ れ て くる 
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当 プ ラン は カン ボ ジ ア の 3 大 世界 遺産 を 網 羅 し 、 そ の 他 


を も っ て ご 案内 で きる 数 々 で 
人 准 える 遺跡 群 の 観光 を 堪能 いた だ き 


ホテ ル や 食事 内 容 も 自 f 
す 。 大 目 然 の 中 ( 


一 
*ー 


級 の ホテ ル で リラ ックス し た 


う 最高 


異国 情緒 漂 


な が ら 、 


ご 滞在 を 満喫 で きる 内 容 と な っ て お り ま す 。 今 な お 随所 


に 残る 古代 か ら 変 わら ぬ カ ン ボ ジア の 姿 を ご 覧 下さ い 。 


シェ ムリ アッ プ 在 住 2017 年 10 月 ~ 





木村 翔 


シェ ムリ アッ プ 支 店 


76 


クン ショ リル ルウ ルツ ド 門 跡 





Tr L i 1 1 本 宮 。 
| さ F H * er Fe 昌 剛 画 記 記 ドド E 1 呈 = 寺 上 中 表 | ] 
1 | 」 『 『 呈 用 . 恒 」 ー 引 
Ja: 見 間 | : j 5 r| * | 中 | 
詞 中 LF 者 1 四 画 工 ーー ーー ーー ト T l HH.M 本 間 | 山 き 昌 Av 」 肖 上 凡 * 訓 | m 『 
1 』 に | 有 1 | に im ーー 


二 臣 時 一 ト ーー ーーーー テー ニニ ーーーー 一 “ご: ーー コ 還 円 提 ー 

mm ーーー- こ ビデ に ー ドー 8 WP SF hear ー = 中 ま に ー + 1 に 中. 1 「 二 還 中 目 所 ca 
ーー ーー Wi に ーー 時 aa masiza) TE ae 了 間 = 4 
キーーー ー = = - pe ea ーー OO ド PT 二 

ーーー: ーー ーー = = ー ea 3 = 

ーー に ー ーーーー キー ニ = ーー ーー デー ュー - = 一 - = ヒー 生還 - -- ーー 】 
ーー ー と mp ー - ピ Ba 
は 1 デー ーー ご 
1 rf し 1 『 『 L し 明 1_ 記 
四 旧 島 - 
+ 『 キ | 」 1 下 l で ョ | 「 旧 
| 1 還 ョ 
言 = I 1 本 ュ + m 1 ・ 「 | 
= ー m T び 凍 放 上 | 
ョ H 
= 一 | に + 
ーー ー 半 + 『 1 Le 
ーー ー - コ = ee 
ーー ー- * ュー am = ェ ペッ 誕 
Es こ 四 語 
ココ 1 em 
| 1 | 革 1 肖 』 7 


世界 中 の 人 々 を 魅了 続け る に "守ら 
世界 遺産 アン コー ル ワ ッ ト 遺 貴 群 


の 世界 遺産 
アン コー ル ワ ッ ト 遺 跡 群 


アン コー ル ワ ッ ト は クメール 語 で 「 大 き な 寺 院 ] を 意味 し 、1 2 世紀 に 王 の 即位 こ 共 に 
30 年 間 の 歳 月 を か け て 建造 され 、 そ の 死後 霊 共 こし て 礼 ら れ た 最大 規模 の 宗教 寺院 
と な り ま す 。 季節 の 変わ り 目 に は その 太陽 の 位置 を 意識 し て シン メト リー に 造ら れ た 
遺跡 は 、 数 百年 を 経た 今 な お 、 神秘 的 な 美 し さ を 誇っ て いま す 。 

クメール 芸術 の 集大成 こ 言 われ る 当 寺 院 は 、 芸術 的 な 価値 は も ちろ ん 、 そ の 規模 、 
石造 技術 と も 世界 屈指 の も の で す 。 他 の 遺跡 と 異な り シ ヴァ 神 の お わす 方 向 と され 
る 西向 き に 建つ っ てい ます が 、 そ の 理由 は 未だ 謎 に 包ま れ て いま す 。 


アン コー ルト ム は 「 大 き な 都 」 を 意味 し 、 バイ ヨン 寺院 を 
中 心 に 12km の 城壁 に 囲ま れ て いま す 。 か つて 繁栄 を 
極め た アン コー ル 王 朝 の 象徴 的 な 遺跡 と な っ て お り 、 観 
音 菩 薩 像 に 囲ま れ た 独特 な 世界 観 は 世界 中 の 観光 客 を 
魅了 し て いま す 。 


の 入 we コ 
、 ッ 3 


遺跡 の お 堀 で フ メ ー ル 王朝 時 代 を 
再現 し た フル ー ズ に て アフ タ ヌ ー- 
ティ ー を お 楽し みい た だ け ま す 。 
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第 三 回 廊 
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段 も 手すり 付き の 木製 階段 が 設置 され 安全 に 楽に 昇り 降り で きる よう に 。 一 度 に ル 
入場 で きる 人 数 は 100 人 に 制限 され 完全 入れ 替え 制 の 見 学 と な っ て ます 。 中 
注 1: 第 三 回 廊 の 注意 事項 : 妊 婦 の 方 、12 歳 未満 の お 子 様 は 入場 で きま せん 。 ミニ スカ ー ト 、 ノー スリ ー ブ な ど 想 出 の 多 還 


い 服 装 で の 入場 は で きま せん 。 入場 まで 1 時 間 以 上 お 待ち いた だ く 場 合 が あり ます の で 予め ご 了承 くだ さい 。 政府 や 
アン コー ル 地 域 遺 蹴 整備 機構 の 方 針 変 更に 伴い 入場 不可 と な る 場合 が あり ます 。 天候 に より 急 避 入 場 禁 止 に な る 場合 
が ご ざい ます (雨天 時 の 入場 は で きま せん ) 仏教 の 日 は 入場 で きま せん 。 (仏教 の 日 :2019 年 7 月 1 日 、 9 日 、 16 日 、 24 
日 、 31 日 、 8 月 8 日 、 15 日 、 23 日 、 29 日 、 9 月 6 日 、 13 日 、 2 1 日 、 28 日 、 10 月 6 日 、 13 日 、 21 日 、 27 日 、 1 1 月 4 日 、 1 1 
日 、 19 日 、 26 日 、 1 2 月 4 日 、 1 1 日 、 19 日 、 25 日 。 2020 年 以降 は 未定 ) 























大 回 り 観 光 コ ー ス 





天 回 選 コ ヨー ス ほ アン シコ ヨー ル 
ワッ ト ・ ト ム の 東側 に 位置 す 
る 、 主 に アン コー ル 王 朝 時 代 
で も 初期 の 遺跡 が 並ん で い 
る 地区 を 回 る コー ス の 名 前 
で す 。 一 つ ワー つの 遺跡 は そこ 
まで 大 き な も の で は な いた 
め 、 そ の 地域 の 遺跡 群 は 一 
回 会 見 回 る こと が で き 、| プ ブリ 
2 に 2 ニヤ ウッ ク ボリ アシ 、 タッ 
ム 、 東 メ ボ ン 、 プ レル ー プ ( 順 
不同 )] に て ご 案内 致し ます 。 



























大 回 り 観 光 コ ー ス 
@ ク オル コー 





@ バッ チュ ム 





@ / シ コー ニール ワ ッ ト 





@ 
クラ バン 


edー メ 脚下 畑 由 ※ 








9 1 プル ア P 光 潤 了 


2008 年 に カン ボ ポジ ア 2 番 目 の 世 界 遺 産 に 登録 され まし た 。 タイ と の 国境 、 


o さ 有 22 2 明生 計上 の 守 の を に 委 つ と の に Be 
プレ アビ ヒア 遺 有 、 ッ 9 


か かぶ 寺院 ] と も 呼ば れ 、 寺 院 か ら 見 える 眺望 は 思わ ず 息 を 呑 お ほど の 迫力 。 


ベン メリ ア 遺 跡 


カン ポン ア am 中 跡 。 熱帯 雨林 の ジャ ング ル に 
侵食 され 、 崩壊 が 進ん で いま す 。 アン コー ル ワ ッ ト 建 築 前 に その 前 進 


電界 0 さら れこ はご の アロー リ の 区 ここ に 
還 承れ で いま ます 。 ペ ジ ダリ ア 織 妙 


世界 遺産 
サン ボー プレ イク ッ ク 道 跡 ーッ 


カン ボ ジ ア 世界 遺産 第 3 番目 の 遺跡 で アン コー ル 王 朝 初期 に 
建造 され た 遺跡 群 で す 。 東西 6km 南 北 4km と 、 か な り 大 規模 
で 迫力 の ある 遺跡 群 。 移動 途中 に て コン ポン フク デイ の 橋 ( 昔 

王 の 道 と 呼ば れる 街道 と それ に 伴い 建設 され た 石造 り の 橋 が 
2 0 6 果す 。 





⑦ スパ クメール 「 チ ュ ポン 」 の 1 


チュ ポン と は 韓国 の 汗 蒸 幕 サ ウナ を さら に 狭く し た よう ア 
な 感じ で 、 元 々 の 起源 は お 風呂 に 入れ な い 妊 婦 の 万 用 に 須 / 


| 
候 み 出さ れ た ハー プ サ ウナ で カン ポジ ア の 伝統 的 な 財 
を スパ に 取り 入れ た 軸 重 体験 を ご 案内 致し ます 。 還 還 
北 
中 
南 
米 





世界 中 の ホテ ル を 手掛け た 有名 建築 家 ビ ル ベ ン ス 
レー が デザ イン を し た スト ライ ブ 模 様 の オシ ャ レ ホ 
テル で の ラン チ の ご 案内 。 配膳 する 食器 、 盛り 付け 
まで も 洗練 され た 、 クメール と 西洋 の フュ ー ジ ョ ン 料 
理 を ご 堪能 下さ い 。 








カン ボ ジ ア の 歴代 の 国王 た ち 
が 味わっ て きた クメール 宮 延 
稚 理 。 アラ ショー ル パ レ ルレ ステ 
ル 内 に ある カン ボ ジ ア の 伝統 
的 な 家屋 を 再 堺 し た に レストラン 
ホテ ル 内 レス トラ ン に て カ [フク メー ル ・ ハ ウス 」 は カン ボ ポジ 
ン ボ ジア 料理 を お 楽し みく ア 王室 直伝 の レシ ピ で 作ら れ 
eb た 宮廷 料理 を コー ス で 楽し め 
パナ ナ フ ラ ワー の サラ ダ や る ぐ こ と で 有名 。 

時 開心 菜 の 炒 め 物 、 カン ボ ポジ 





ア 風 牛肉 の サイ コロ ステ ー 
キ 、 ロッ クラ ッ ク な ご ど を お 楽 
sd の 
AI シェ ムリ アッ プ で 最 
も 歴史 ある 高級 ホ 
家 齋 タタ ルス グ 


ラン ド ホ テル 内 に 
のめる レス 人 ドラン 。、 和 半 








こ | 至 個 用 達 の シェ フ 
| 日 本 に も 出店 され て お り 、 地 元 で 採れ た 新鮮 野 が 影響 する 本 格 的 ※ 
菜 を ぬん だ ん に 使っ た 伝統 的 な フラ ンス 料理 が 宮廷 料理 で は 、 盛 邊 
楽し め る 有名 店 。 シェ ムリ アッ プ に て 優雅 な 雰 囲 り 付 け な ど は 洋 の まき 
| 気 が 味わえ る 数 少な い レ スト ラン の 一 つ で す 。 テイ スト を 取り 入れ ヌ 
タージ られ て いま す 。 ジ 
82 す 

















ザ ・ ベ イジ ュ 
(デラ ックス スイ ー ト テン ト ) 6) 
The Beige/ シ ェ ム リア ッ プ /1・2 泊 目 6 ヽ へ ムツ @) 
街 の 喧騒 か ら 離 れ た カン ボ ジ ア の 大 森林 で グラ ン ピ ン グ ス タ イ ル 
の 高級 ホホ テル に 滞在 。 テン トス タイ ル の お 部 屋 に 古い トラ ンク を デ 
ザイ ン し た 水道 や シャ ワー スペ ー ス 等 、 自然 に 溶け 込む 漂 出 が 施さ 
れ た 内 装 が さら に 旅 を 心地 よく 彩り ます 。 日 中 は 大 森林 、 夜 は 満天 
の 星空 の も と 、 非 日 常 感 の ある 滞在 を ご 電 能 下さ い 。 








プレ アビ ヒア ・ ブ ティ ッ ク ホ テル 


Preah Vihear Boutique Hotel 


カン ボ ジ ア 伝統 の 家屋 を モ 
チー フ に デザ イン され た 高 
級 ホ テル 。 世界 遺産 プレ ア 
ビ ヒ ア へ の アク セス が 便利 
な ホテ ル 。 中 庭 に は 広め の 
プー ル が あり 、 静か で リゾ ー 
ト 感 た っ ぷり 。 お 部 屋 も 洗練 
され た デザ イン が 印象 的 で 
ゆっ た り と お くつ ろ ぎ いた だ 
け ま す 。 全部 屋 バ ルコ ニー 
付き 。 





パー クハ イア ッ ト 
_ Park Hyatt Siem Reap プ シェ ムリ アッ プ グ 4・5 泊 目 時 
オー ルド マー ケッ ト か ら 徒 歩 5 分 の 好 立 地 に 位置 し 、 ベン ガル 菩提 樹 
を 囲む 中 庭 、 屋外 プー ル を は じ め と し た クメール 様式 を 取り 入れ た 
現代 アー ト の 内 装 は 都会 の オア シス を 連想 させ て くれ ます 。 シェ ムリ 





PeE 計 2 完全 エコ ノミ ー ク ラス : NPA0011、 ビ ジネス クラ ス :NPA1011 










































加 
アン コー ル 王 朝 全 て の 世界 遺産 を 網 羅 & 伝 統 体験 成田 | エコ ュー | レッ ネス ウラ に | 靖 時 あ : I 
さ 本 NN リ 9 

アン コー ル ワ ッ ト と 神秘 の 道 跡 を 辿る 旅 7 日 間 51.1 カ | 6295 。 ツ 
B 51.3 万 円 | /4.2 万 円 アッ 
(中 牛 必 ヨミ に ゴゴ 292 上 E 表 用 ⑨ 人 入場 鋭 光 〇 下車 観光 〇 車窓 観光 @⑯ 52.8 万 円 | 70.6 万 円 フ 
リ 
東京 (成田 ) 発 ヶ ( 乗 継 ) で シェ ムリ アッ プ へ 9/5/ 科 li 訂 に PSc 本 。 

PU 2g 半 弄 半 計 消 水 デ の 内 敢 49.8 万 円 /8.9 万 円 55.0 万 円 70.8 万 円 

94 本 SMAEMU0SCMM NM F | 50.3 万 円 | 62.9 万 円 55.2 万 円 | 83.9 万 円 

ホテ ル に て 野外 ディ ナー 1 人 部 屋 追加 代金 二 15.4 万 円 
6 ss 0 還 

ーーー | 較 日 本 国内 線 追加 プラ ン ( エ コノ ミー/ ビ ジネス クラ ス ) 北 
男 紀 叶 アン コー ル ワ ッ ト 側 光 ( 第 三 回 廊 稿 む ) 発着 都市 
シン タマ ニ ホ テ ル 【 ク ロ ヤ レス トラ ン 】 に て 西洋 ヒュ ー ジ ョ ン 料 理 住 復 代金 米 


人 @ 南 大 門 、@ バ イ ヨ ン 寺院 

アン コー ルト ム 内 の お 堀 に こ ア フタ ヌー ンティー クル ー ズ を お 楽し みく だ さい 。 
アン コー ル パ レ ス 内 の 「 ク メー ル ハ ウス ・ レ スト ラン 」 で 宮廷 クメール 料理 
の 夕食 を 






































登 プ レア ビ ヒ ア へ ( 約 160km/ 約 4 時 間 ) 

ホテ ル チ ェ ッ ク イ ン 

ホテ ル 内 レス トラ ン に て カン ボ ジ ア 料理 セッ トメ ニュ ー 
プレ アビ ヒア 遺跡 観光 



































ホテ ル 内 レス トラ ン に て カン ボ ポジ ア 料 理 セ ッ ト メ ニュ ー 

















プレ アビ ヒア 泊 
サン ボー プレ イク フック へ ( 約 3.5 時 間 ) 
ラン チ ボ ッ クス を ご ピ 用 意 
サン ボー プレ イク ッ ク 遺 蹴 群 観光 
途中 、 コ ン ポ ンク デイ の 橋 に 立ち 寄り ます 
人 ふ シ ェ ム リア ッ プ へ  ( 約 3.5 時 間 ) 
ホホ テル チェ ッ ク イ ン 
ビク トリ アホ テル 内 「 ル コネ スー ル 」 に て フレ ンチ の 夕食 

































































気球 に 乗り な が ら ア ンコ ー ル ワッ ト か ら の 朝日 鑑賞 
朝食 は ホテ ル に お 戻り の 後に お 召し 上 が り い た だ け ま す 。 
ベン メリ ア 遺 跡 観光 
ベン メリ ア 遺 跡 内 で 西洋 料理 の 昼食 
大 まわ り 観 光 コ ー ス 
プリ アカ ン 、 久 ニ ャ ッ ク ボ アン 、 欠 ソ ム 、 久 東 メ ボン 、@ プ レル ー プ 
プレ ルー プ で は 夕日 を 錯 賞 ! 
ラッ フル ズ ホ テル 内 の 高級 宮廷 料理 「 ル ・ グ ラン 」 で の 夕食 
午前 | 「 ス パフ クメール 」 に て 1 日 リト リー ト プ ラ ン ここ 
ー 2020.11 月 2020.1 グ 月 
伝統 サウ ナ 「 チ ュ ポ ボ ポン] を 体験 日 | 月 | 火 | 水 | 木 | 金 | 土 日 | 月 | 火 | 水 | 木 | 金 | 土 
「 ス パク メー ル 」 に て ヘル シー ラン チ を | 議 ( 
( 旨 午 後 | オー ルド マー ケッ ト 散 策 & 雑 貨 屋 巡り 
夜 | 全 空 港 へ 
シェ ムリ アッ プ 発 記 帰国 の 途 に ( 乗 継 ) 上 


ーー に | 上 記 旅行 代金 は 日 本 で の 空港 施 設 使用 料 、 旅客 保安 料 
上 人 海外 空港 諸税 、 燃 油 サー チャ ー ジ が 全て 含ま れ て いま す 。 


着 後 解散 と な り ま す 。 航空 会 社 の 定め る 燃油 サー チャ ー ジ の 増額 ・ 減 額 又 は 廃止 が あっ て も 旅行 代金 の 変更 


は ご ざい ませ ん 。 
玉 日 本 発着 時 利用 予定 航空 会 社 : ベ トナ ム 航 空 軒 利 用 予定 ホテ ル :[ シ ェ ム リア ッ プ 】 (1:2 日 目 ): ザ ・ ベ イジ ュ ( デ ラッ クス スイ ー ト テン ト ) 【 プ ラ ア ビ ヒ ア 】 プ レア ビ ヒ ア ・ ブ ティ ッ ク ホ テル (デラ ックス ルー ム ) 
【 シ ェ ム リア ッ プ 】 (4:5 日 目 ): パ ー ク ハイ アッ ト (ルー フト ッ プ ガー デン スイ ー ト ) 田 食 事 : 朝 5 回 昼 4 回 夕 5 回 田 添 乗員 の 有無 : 同 行 し ませ ん が 、 日 本 語 現地 係員 が ご 案内 いた し ます 。 罰 最 少 催 行人 員 :2 名 

た 太紀 本 戸 可 参 生計 慰 武 駿 注 1 第 三 回 廊 の 注意 事項 妊婦 の 方 、12 歳 未満 の お 子 様 は 入場 で きま せん 。 ミニ スカ ー ト 、 ノ ー ス リー ブ な ど 霞 出 の 多い 服装 で の 入場 は で きま せん 。 入 
場 まで 1 時 間 以 上 お 待ち いた だ く 場 合 が あり ます の で 予め ご 了承 くだ さい 。 政府 や アン コー ル 地 域 遺 跡 整 備 機構 の 方 針 変更 に 伴い 入場 不可 と な る 場合 が あり ます 。 天候 に より 急 恒 入場 禁止 に な る 場合 が ご 
ざい ます (雨天 時 の 入場 は で きま せん ): 仏 教 の 日 は 入場 で きま ませ ん 。( 仏 教 の 提 1 月 2 日 、9 日 、17 日 、24 日 、2 及 1 日 、8 日 、16 日 、22 日 、3 及 1 日 、8 日 、16 日 、23 日 、31 日 、4 月 7 日 、15 日 、21 日 、29 日 、5 月 6 日 、14 日 、21 日 、 
29 日 、6 月 5 日 、 13 日 、 20 日 、28 日 、7 月 5 日 、 13 日 、20 日 、28 日 、8 月 4 日 、 12 日 、 18 日 、 26 日 、 9 月 2 日 、 10 日 、 17 日 、25 日 、 10 月 2 日 、 10 日 、 16 日 、24 日 、31 日 ) ※ 掲 載 レ スト ラン が 貸切 、 レ スト ラン の 都合 に よる 突 
然 の 休業 な どの 場合 、 代 替 の レス トラ ン に な る 場合 が び ご ざい ます 。 メ ニュ ー に お いて は 、 シ ー ズ ン や 当日 の 仕入れ 事情 な ど に より 変更 と な る 場合 が あり ます 。 ※ レ スト ラン が 貸切 、 夏 季 バ カン ス 時 期 、 ク リス マス 、 
年 末年 始 や 冬季 シー ズン オフ の 休業 又は レス トラ ン の 都合 に よる 突然 の 休業 等 の 場合 、 ご 利用 の 予定 日 や 昼食 が 夕食 に 、 夕食 が 昼食 に 又は 他 の レス トラ ン に な る 場合 が あり ます 。 軸 


























2020.10 月 
日 | 月 | 火 | 水 | 木 | 金 | 土 
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呈 0 アッ プ 

















歴 史 


代 歴史 世界 道 四 産 リゾ ー ト 全て を 綱 羅 


ン ボ ン ア 探訪 の 旅 
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ま 混 お 田 植 世 ' 

だ 在 し 合 民 界 1 = 
由 は 22 請 0 放 0 三 
ぬ 。 る れ 街 時 の 

新 新 な 並 代 人 W NN 

し 旧 カ み の 々 Ww 

カ 時 ョ 

ン め や る 地 了 ヾ 

IN 細 還 < ジン が | | レ ノ W ンク 
ジ 首 ヨ ョ 展 廃 続 に ュ 
ア 都 ツ 望 類 け や 

の アラ と 1 二 3 信二 = 生生 SN 

財 。 ノ 呈 1 半 あ E アイ 

間 ン 歴 い し 界 

見 ペ 喝 ビ た 道 

Mi 環 還 較 HIE 押 | 証 目 未 | 麻 

と 人 青 | チ 開 ア 、 

旅 の ン C 

の 0 細 和 2 当 ミ シン ) コ 

ご 持 | ャ I の ) \ 上 
紹 つ ) IN 六 ジン 衣 / ア 

介 寺 ? グ 人 叫 1 

で 院 0 蹴 理 

0 6 so 





カン ボ ジ ア の 首都 、 リゾ ー ト 、 世界 遺産 の 都市 を 全て 綱 
維 し た 巡り 旅 プ ラン 。 

中 で も 注目 な の が 、 プノンペン か ら シ アヌ ー ク ビル へ の 
道中 に 立ち 寄る ボー コー パレ ス ホ テ ル で す 。 国立 公園 
を 内 包 す る ボー コー 山 に フラ ンス 植民 地 時 代 に 王族 や 
貴族 の 避暑 地 と し て 1925 年 に 建て られ た 当 ホ テル か ら 
は 海 へ と つなが る カン ボ ジ ア の 大 地 を 見 渡せ る と と も に 
アー ル デ コ 様式 の イン テリ ア 内 装 の 洋館 に て 優雅 な ひ 
と 時 を ご 堪能 下さ い 。 








が ーー ロ コピ AL 欠 発 負 86 


ガン ボー 全 5 全 に KR 
天目 然 と 数 々 の 遺 柚 へ べ ご 案内 0 
サイ チョ ウ 、 アジ アゾ ウ 等 希少 な 野生 動物 が 生息 する 国立 公園 。 フ ラン ス 植 民 地 


さ さ ュ レル て 
ボー コー 国立 公 時 代 は 避暑 地 と し て 賑わい を 見 せ て いた が 、 当時 建て られ た 教会 や カジ ノ な ど 
が 廃 璃 なか っ て お り 未 開 の ジャ ンプ グル の 中 で 独特 の 紛 囲 気 を 残し て いま す 。 











の プ ノ ン ・ ダ ー 遺 跡 還 の 2 


1 1 世紀 前 半 に 建て られ た 山上 寺院 遺跡 で 、 山麓 に は 洞窟 が 
あり 、 昔 は 信仰 の 場 で あっ た 。 山頂 か ら は ベト ナム と の 国境 
線 が 一 望 で きま す 。 








ik 


ーーーー- 3 ュ 5 っ le 
。 ー ゃ 庄 。 ms 」 
っ は ー すこ ャ 
ー ィ - 
] 
ー CE 5 て 
で 5 


aa 語 ラ アク ジッ 三貴 中 中 頂 がら 見 だ 景色 


KT 
ラウ ルム 王 遺 大 





ゞ o 演 ゴー 由 の 机上 に 
ポー コー パレ スズ 、 フラ ンス 入植 者 の 避 
Bokor Palace プ ボー コー 。 SN ' 寺地 と し て 1925 年 に 

lc 建て られ た こと に 端 を 
発する 由緒 ある ホテ 
ル で す 。 国立 公園 に 囲 
まれ た 歴史 的 建造 物 
か ら は 和 麓 の 景色 が 一 
財 で き 、 館内 で は きめ 
細やか な サー ビス を 
ご 満 喚 下 さい 。 








世界 遺産 
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ギル 9 
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し 富 ら Sat 隔 ッ クン ニニ ルド パ 





「 に 」 
ョ こそ 本 ーー ト 1 <。 
ST の | 。 
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ーー・ し ずる ー ジーー - ey 
N デバ ーー yz っ - そ ーー 8 プー 
ーー 5 ) ーー アア た あ ょ こ ンー プン し * 
ーー 


ュー 


80 so の 式 半 ふさ 
は 「 大 き な 都 」 を 意味 し 、 パ イ ヨ ン 寺 院 を 中 心 
に 12km の 城壁 に 囲ま れ て いま す 。 か つて 繁栄 を 極め た ア 
ンコ ー ル 王朝 の 象徴 的 な 遺跡 と な っ て お り 、 観音 菩薩 像 に 囲 
まれ た 独特 な 世界 観 は 世界 中 の 観光 客 を 魅了 し て いま す 。 


ジョ ー ン ルド 人 ム ( 





パー クハ イア ッ ト 








オー ルド マー ケッ ト か ら 徒 
歩 5 分 の 好 立 地 に 位置 し 、 
ベン ガル 菩提 樹 を 囲む 中 
庭 、 屋 外 プ ー ル を は じ め と 
し た クメール 様式 を 取り | 
入れ た 現代 アー ト の 内 装 
は 都会 の オア シス を 連想 
ざ せ て くれ ます 。 シェ ムリ 
アッ プ 内 で も 最高 級 の ク 
オリ ティ に て お 出 錠 え 致 し 
まま 放 。 








隊 ピ ー 旨 の も の で す 。 他 の 遺跡 と 異な り 「 死 ] を 意味 する 西向 き 







Park Hyatt Siem Reap プ シェ ムリ アッ プ 。 し ご マー 








ー 本 
ーー 


ジョ ニル ウツ ド 遺 蹴 


クメール 芸術 の 集大成 こ 言 われ る アン コー ル ワ ッ ト は 、 芸 
術 的 な 価値 は も ちろ ん 、 そ の 規模 、 石 造 技術 こも 世界 屈 


に 建つ て いま す が 、 そ の 理由 は 未だ 謎 に 色 ボ まれ て いま す 。 





イタ リア 料理 ラン ジェ ロ 
| 4 日 目 プ タ 食 シェムリ アッ プ 
= ル メ リディア ン ホ テル 内 に ある イタ 
リリ アン 料理 レス トラ ン で ヨー ロッ パ 


コ " 坦 W の 独 土 料理 を 研究 し た シェ フ が 伝 
統 と 素朴 な 味わい を 追求 し た こ だ 


ド ーー 
且 琴 匠 SW 計 細 Nte 隊 請 較 わり の 品々 を 提供 する 在住 日 本 人 
ーー 徐 和 に も 評価 の 高い 店 で ご ざい ます 。 


カン ボ ジ ア 宮 延 料理 
クメール ハウ ス 


5 日 目 プ タ 食 プシ ェ ム リア ッ プ 


カン ボ ポジ ア の 歴代 の 国王 た ち が 味 
わっ て きき た クメール 宮廷 料理 。 アン 
コー ル パ レ ス ホ テ ル 内 に ある カン ボ 
ジア の 伝統 的 な 家屋 を 再現 し た レ 
スト ラン 「 ク メー ル ・ ハ ウス 」 は カン ボ 
ジア 王室 直伝 の レシ ピ で 作ら れ た 
品 廷 料理 を コー ス で 楽し め る こと で 
有名 。 
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7 いい / が 邊 王 の 一 チリ ソー ト で 離島 で | 
恒夫 二 W の の の 下 の ど の Po 
城 う で いま す 。 


メコン 川 に 流れ 着い た 仏像 を 祀っ た 夫人 の 名 前 に 由来 を も つこ の 都市 は 、 


歴史 的 背景 を も つ 建 造物 を 控え 、 お し ゃ れ な カフ ェ や ショ ッ プ が 立ち 並 記 新旧 ひし 


めく 畠 都 で す 。 


(国立 博 才 


蔵 、 展 示さ れ フ クメール 王朝 の 変 
が 理解 で きま す 。 





困 ' Yo 合 ロー ズ ウ ッ ド プ ノン ペン 陳 に に 


Rosewood PhnomPenh プ プノンペン 


世界 各 都 市 に 展開 し 、 プノンペン 
の カン ボ ジ ア 最大 の 高層 ビル の 
最上 改装 に 2017 年 に オー プン 。 
ジレ ンチ 、 カン ボン / 科 理 、 崩 
料理 の レス トラ ン の ほか 、 市 内 が 
一 望 で きる スカ イ パ ー[SORAJ」 
か ら は お 飲み 物 、 軽食 を お 楽し み 
beE ウ ます の 。 








カン ボ ジ ア の 各地 か ら 出 土 し た 考 
古 学 遺物 、 の べ 1 5 








Sokha Beach プ シア ヌー クビ ル 


ビー チ 傍 に 建て られ た 
実 国情 緒 漂 う ホ テル で 、 
天井 の 高い ロビ ー、 海 
ど ア ン も セ も スス で きる 屋外 

プー ル 、 カジ ノ も 併設 さ 
れ た 一 大 リゾ ー ト ホテ ル 
ご が つて お り ま す 。 

















竹 所 に 





大 王宮 。 の 


1866 年 に プノンペン へ の 居 都 に 伴い 建造 され た の を 起源 と 
、 今 も 国王 と 王妃 が 居住 し 、 執務 を と りお こ な っ て いま す 。 


アフ ラン ス 料 理 トパーズ (Topaz) 


| 1 日 目 ノ タ 食 ン プノンペン 





プノンペン 市 内 の な か で も トッ プク ラス の フレ ンチ 料理 が 味わえ 、 名 
光 省 か ら も 受賞 を か ざる 当 レ スト ラン で は 食材 を 直接 パリ か ら 仕入れ 
る ほど の こだわ り の ほか が か 、 スタ ッ フ の ホス ピタ リティ も 抜群 と 地元 で 
人 気 の 名 店 とこ な っ て お り ま す 。 シッ ク な 店 内 は ドレ スコ ー ド は 不要 で す 
が 、 少し 豪華 な 気分 で の お 食事 を お 楽し みく だ さい 





PeE 計 2 補 凍 0 エコ ノミ ー ク ラス :NPA0021、 ビ ジネス クラ ス :NPA1021 























近代 ・ 歴 史 世界 遺産 リゾ ー ト 全て を 綱 引 T 

に ささ ゞ 人 較 

人 。 64.95 

=EEE(iE 貼 IE3 ミ に 22E 吉 : 衣 用 9 入場 失 光 〇 下車 谷 光 〇 証 容 観光 49.0 万 円 | 66.1 万 円 っ 

51.0 万 円 | 65.4 万 円 リ 

東京 (成田 ) 発 み プ ノン ペン (直行 ) へ 58.2 万 円 | 76.2 万 円 の 
プノンペン 空港 到着 、 宿 泊 ホ テル へ ご 案内 15.2 万 円 

カン ボ ジ ア 観光 省 か ら の 受賞 レス トラ ン 「 ト パー ズ (TOPAZ)」 で 

西洋 セッ トメ ニュ ー 発着 都市 レ 

住 復 代 金 

※ 国 内 線 全日 本 空輸 利用 (エコ ノミ ー ク ラス 利用 ) 南 

プノンペン 市 内 観光 ※ そ の 他 都 市 は お 問い 合わ せく だ さい 。 米 





信士 宮 、@ 国 立 博物 館 、 〇 独立 記念 塔 

カン ボ ジ ア 料理 の 昼食 

ぶ タ ケ オ 州 へ ( 約 80km/ 約 2 時 間 ) 

プ ノ ン ・ ダ ー 遺 跡 観光 

& カ ン ボ ッ ト 州 へ ( 約 190km/ 約 4 時 間 ) 

ホテ デル チェ ッ ク イ ン 

ホテ ル 内 レス トラ ン に て 西洋 料理 セッ トメ ニュ ー 



































7 ビー | 








ボー コー 国立 公園 観光 

ホテ ル 内 レス トラ ン に て 西洋 料理 セッ トメ ニュ ー 

シア ヌー クビ ル へ ( 約 85km/ 約 2 時 間 ) 

ホル チェック イン 

ホテ ル 内 レス トラ ン に て カン ボ ジ ア 料理 セッ トメ ニュ ー 
シア ヌー クビ ル 泊 





























シア ヌー クビ ル 観 光 

@ レ アム 国立 公園 、 但 マン グロ ー ブ 条 の リバ ー ク ルー ズ 、 
@$ マ ング ロー ブタ ワー 登頂 

市 内 レス トラ ン に て イタ リア 料理 

空路 、 み シェ ムリ アッ プ へ 

シェ ムリ アッ プ 空 港 到 間 、 宿 泊 ホ テル へ ご 案内 

ホテ ル チ ェ ッ ク イ ン 

[ラン ジェ ロ 」 に て フレ ンチ & イ タリ アン 料理 

※ お 肉 と お 魚 を お 選び 頂け ます 
























































アン コー ル ・ ト ム 遺 跡 観 光 

人 @ 南 大 門 、 介 バイ ヨン 寺院 、 但 バブ ー オ ン 、 依 家 の テ ラス 、 

ララ イモ の テラ ス 

シン タマ ニ ホ テ ル 「 ク ロ ヤ 」 に て カン ボ ジ ア 料理 

アン コー ル ワ ッ ト 遺 跡 観光 (第 3 回 廊 含 む ( 注 1)) 

プレ ルー プ で 夕日 鑑賞 

アン コー ル パ レ ス 内 の 「 ク メー ル ハ ウス ・ レ スト ラン 」 で 宮廷 クメール 料理 

































































































































2020.122 月 
日 | 月 | 火 | 水 | 木 | 金 | 土 
_ 二 1! FE FP FF FP F 
8 上 | 14F 6 FL FB FPP FIOFPF2F 
15 21 IN3 14 15 16 1Z 18 
ご 出発 まで 自由 行動 PE 25 Em 
※ お部屋 は ご 出発 まで ご 利用 いた だ け ま す 29 FBOF 
ホテ ル 特 典 : ア フタ ヌー ン ・ テ ィ ー を お 楽し み 頂 け ま す 叶 較 
ら 空港 へ 99km/20 分 上 記 旅 行 代金 は 日 本 で の 空港 施設 使用 料 、 旅 客 保安 料 、 
シェ ムリ アッ プ 発 喘 空路 ( 乗 継 ) 、 帰 国 の 途 に 本 NG RI 国際 観光 旅客 税 が 全 
王 い に 
久 6:45 | 東京 (成田 ) 着 意 後 解散 と な り ま す 。 航空 会 社 の 定め る 燃油 サー チャ ー ジ の 増額 ・ 減 額 は 廃止 が あっ て も 旅行 代金 の 変更 
は ご ざい ませ ん 。 





画 日 本 発着 時 利用 予定 航空 会 社 : 全 日 本 空輸 田 利 用 予定 ホテ ナル: プノンペン : ロ ー ズ ウッ ド ・ プ ノン ペン (エグ ゼクティ ブル ー ム ) ボー コー: ボ ー コ ー パ レス (ボー コー・ ス イー ト ) 、 
シェ ムリ アッ プ : ソ ー カ ビー チ (オー シャ ン ・ ウ ィング ・ ス ー ペ リア ) 、 シェ ムリ アッ プ : パ ー ク ハイ アッ ト ( パ ー ク ビュ ー ル ー ム ) 田 食 事 : 朝 5 回 ・ 昼 4 回 ・ 夕 5 回 圏 添乗 貞 の 有無 同行 し ませ ん が 、 日 本 語 
現地 係員 が ご 案内 いた し ます 。 一 最少 催行 人 員 :2 名 注 1: 第 三 回 廊 の 注意 事項 : 妊 婦 の 方 、 12 歳 未満 の お 子 様 は 入場 で きま せん 。 入場 まで 1 時 間 以 上 お 待ち いた だ く 場 合 が あり ます の 
で 予め ご 了承 くだ さい 。 天候 に より 急 避 入 場 禁 止 に な る 場合 が あり ます (雨天 時 の 入場 は で きま せん )。・ 仏 教 の 日 は 第 三 回 廊 に は 入場 で きま せん 。 (仏教 の 日 : 月 :2 日 、 9 日 、 17 日 、 24 日 、 2 月 :1 日 、 
8 日 、 16 日 、 22 日 、 3 月 :1 日 、 8 日 、 16 日 、 23 日 、 31 日 、 4 月 :7 日 、 15 日 、 21 日 、 29 日 、 5 月 :6 日 、 14 日 、 21 日 、 29 日 、 6 月 :5 日 、 13 日 、 20 日 、 28 日 、 7 月 :5 日 、 13 日 、 20 日 、 2 日 、 8 月 :4 日 、 12 日 、 18 日 、 
26 日 、 9 月 :2 日 、 10 日 、 17 日 、 25 日 、 10 月 :2 日 、 10 日 、 16 日 、 24 日 、 3 日) ※ 掲 載 レス トラ ン が 貸切 、 レス トラ ン の 都合 に よる 突然 の 休業 な どの 場合 、 代替 の レス トラ ン に な る 場合 が ご ざい ます 。 
メニ ュー に お いて は 、 シー ズン や 当日 の 仕入れ 事情 な ど に より 変更 と な る 場合 が あり ます 。 ※ レ スト ラン が 貸切 、 夏季 バカ ンス 時 期 、 ク リス マス 、 年 末年 始 や 冬季 シー ズン オフ の 休業 又は レス 
トラ ン の 都合 に よる 突然 の 体 業 等 の 場合 、 ご 利用 の 予定 日 や 昼食 が 夕食 に 、 夕食 が 昼食 に 又は 他 の レス トラ ン に な る 場合 が あり ます 。 
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ST 消 (Y 血 益 


列車 を で 行き つい た 先 は 、 絶景 。 

少数 民族 の 村 ・ サ パ を は じ め 、 グ エン 朝 の 王 都 と し 
て 発展 し 、 1802~1945 年 に か け て は 首都 が お か れ 
て いた 世界 遺産 の 街 フ エ 、 同 じ く 街並み が 世界 遺 
産 と し て 登録 され て いる ラン タン の 街 と し て も 有 
名 な ホイ アン 、 フ エ か ら ダ ナン へ 向かう 途中 の ハイ 
ヴァ ン 岬 等 どこ を 切り 取っ て も 絵画 の よう な 風 
景 」 を 味わっ て いた きた く 、 こ の ツア ー を 造成 し ま 
し / 舞 
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記  ~- ベト ナム の 高原 避暑 地 ~- 
サバ パ 


美しい 棚田 が 広がる 絶景 と 、 少数 民族 に 出 会 
える 桃源 卿 サパ 。 フラ ンス 統治 時 代 に は 避暑 
地 と し て 愛さ れ 、 今 も 西洋 建築 や 教会 が 残さ 
れ て いま す 。 特に 朝もや や に 包ま れ た 早朝 の サ 
パ の 風景 は 幻想 的 。 雲の上 の 別世界 に 迷い 込 
ん だ よう な 感動 的 な 体験 が で きま す 。 


















あ 如 gallehy 


な ファ ン シ ー パ ン 山 AA 


_ 列車 と ケー ブル カー に 乗っ て ベト ナム 最高 峰 
「 の ラファ ン ラ シー パン 山 の 山 へ 。 サパ リ 市 内 か らし トド 
k ロロ な デザ イン の 列車 に 乗っ て 絶景 を 堪能 いた 

選 け まず び 。 





⑦ カッ トカ ッ ト 村 の 


カッ トカ ッ ト 村 は サパ の 中 心から 一 番 
近く に ある 少数 民族 の 村 。 人 々 の 暮 ら 
し ぶり を 垣間見 る こと が で きま す 。 カ ッ 
トカ ッ ト 村 で は 伝統 の 藍染 体験 も 。 





ベト ナム 最長 の 幅 、 大 国 へ 続く 道 こ 
も 言わ れ 、 条件 が 良けれ ば 望め る 
オー クイ ホー 幅 か ら 広 が る 雲海 は 
まさ に 絶景 。 





ご 報 台 列 車 ビク トリ ア エ ク スプ レス 


VICTORIA EXPRESS TRAIN 





プラ イベ ー ト ルー ム 


少数 民族 の 村 サ パ の 玄関 口 、 ラ オカ イ 駅 まで は 、 豪華 寝台 列車 「 ヴ ィ ク 
トリ ア エ ク フス プレス] に 乗車 。 車窓 か ら は 、 ハノイ 市 内 か ら 山間 部 へ 移 
ろ い ゆく 風景 を 眺め る こと が で き 、 バス と は 一 味 違 う 旅 情 を 感じ る こと 








が で きま す 。 プラ イベ ー ト 車両 利用 、 また 日 本 語 ガイ ド も 乗車 し ます 縛 や 記 に 
の で 初め て の 列車 旅 も 安心 で す 。 ーー 全 クト リン エク スル スシ キャ ピン 





の 5 還 

2 ホテ ル デ ラ クー ボー ル サパ 

M ギ ャ ラリ - ー バイ ソフ ィ テ ル 

Hotel de la Coupole Sapa, MGallery by Sofitel/ 
エク セク ディ アス イー ト / サパ 員 


2018 年 11 月 OPEN の 最高 級 ブ ティ ッ ク ホ テル 。 

フラ ンス 系 アコ ー ホ テル ズ の 高級 ブラ ンド [MGallery 
Collection] が 手がけ る だ け あ り 、 ホテ ル 内 の デザ イン 性 は 
群 を 抜き せ 、 そ こ は ま さ に 美術 館 。 市 街中 心地 に あり 観光 に 使 
利 な 立地 な が ら 、 ホテ ル 内 に は プラ イベ ー ト な 空間 も 確保 。 
また ホテ ル 内 に ベト ナム 最高 峰 の 山 フ ァ ン シー パン の 麓 まで 
続く 発着 駅 が あめ る の も 魅力 の ひと つ で す 。 





1930 年 代 の ファ ッ シ ョ ン 
を テー マ に 建て られ た ホホ 
テル 0 の 0 トラ ンス レー 
歩 定 を 踏み 入れ る と 、 フ 
ラン ス 映 画 の よう に 華 や 
か な 空間 が 広がり ます 。 
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6 カイ ディ ン 帝 剛 


静寂 な 森 の 中 に 突如 現れ る 、 西洋 の 壮 枚 な る バロック 建築 と ベト ナム の 伝統 的 な 装飾 の 
折 吾 様式 が 壮 恐 な 帝 陵 。 華やか な フラ ンス 美術 に せ られ た 派手 好き の カイ ディ ン 帝 の 
人 柄 を 表す よう に 、 世界 各国 の 高級 素材 を 使用 し 、 殴 の 限り を 尽く し て 建築 され た パロ ッ 
ク 様式 が 美しい 帝 陵 は 、 世界 遺産 フエ の 建築 物 の 中 で も 一 際 華 や か な 紛 囲 気 で す 。 


6 トゥ ドッ ゥ ッ ク 帝 雇 










ーー 


ーー ニー ニー テ U ーーー デ ] 


還 記 2 ポ ラ ンク 市 月 


古都 フエ 観光 の 最大 の 見 所 
グエン 朝 王 宮 跡 。 ベト ナム 最 
後 の 王 朝 の 栄華 を 残す 、 歴代 
皇帝 の 帝 疫 が 立ち 並び 、 格 式 
高い 当時 の 雰囲気 を 味わう こ 
と が で きま す 。 皇帝 の 華やか 
な 生活 様式 の 跡 が 残る 黄金 
の 龍 が 仔 む 「 紫 禁 城 ]、 鮮やか 
な 朱色 の 柱 と 黄金 の 装飾 が 
美しい 「 回 廊 」、 季節 の 花々 が 
咲き 誇る 「 王 宮 庭 園 ] な ど 、 
華 を 極め た グエン 朝 の 宮廷 皿 
5 上 な 選 休 え くり ます 。 


由 


グエン 朝 最長 の 在 位 期 
間 を 誇る 第 4 代 皇 帝 ト ゥ 
ドゥ ッ ク 帝 の 陵 。 広々 と 
し た 離宮 風 の 雅 な 雰 囲 
気 の 造 り が 、 水墨画 の 
よう に 優美 な 空間 を 生 
み 遇 し て いま す 。 





ン フエ ーー 


ベト ナム で 最初 に 世界 遺産 に 登 銀 され た フエ の 建 
造物 群 。 グエン 王朝 の 栄華 を 物語 る 壮 羽 な 王宮 、 
雅 で 華やか な 離宮 、 西洋 風 の お 洒落 な 建築 物 が 点 
在 し 、 時 代 に 徳 弄 さ れ た グエン 朝 の 歴代 皇帝 の 想 
いや 歴史 的 背景 を 色濃く 反映 し た 古都 フエ の 街 並 
み は 、 古き よき 時 代 の 情緒 が た だ よっ て いま す 。 





⑯ ティ エン ムー 寺 の 


1601 年 に 建立 され た 別名 「 天 女 の 寺 」 と 呼ば れ 
る フエ 最 古 の 禅 寺 。 小高 い 丘 の 上 に 位置 する こ 
の 古 利 か ら 眺 め る フォ ン 川 の 風景 が ひと きわ 美 
し く 、 叙情 的 な 古都 フエ の 穏やか な 仔 ま い を 感 
じ る 事 が 出来 ます 。 











Oo ハイ ヴァ ン 帳 コバ 1 
較 
統一 鉄道 に の り リフ エ か ら ダ ナン へ 。 途中 ハイ ヴァ ン 幅 か ら の ダナ ン 1 
の 絶景 を お 楽し みく だ さい 。 
リ 
力 
北 
中 
南 
米 


半生 の 本 の に は の き 守 の 8 の は ご ビ だ PD で GE に に おま 
較 多く < の 観光 客 で 賑わう ホイ アン 名 物 「 ナ イト マー ケッ ト 」 色 も 形 も 異な る 様々 な ラン タン に 
| 彩 ら れ た 起 店 が 並び 光景 は 圧巻 ! 思 わ ず 写 真 に 撮っ て し まい た く な る ほど 、 幻想 的 な 世界 
が 広がり ます 。 





の 


長 さ 高度 差 世 界 一 ! ロ ー プ ウェ イ や 今 話題 の 神 の 手 で 絶景 写真 
を 撮り まし ょ う ! 写 真 映 え 間 違い な し で す 文 大 人 か ら 子 供 ま で 半 
し め る 、 ベト ナム 風 テ ー マ パ ー ク を 楽し み ま し ょ う 。 





7/2 〇 。 タン ロン 遺跡 の 
。。 ハノイ 大 了 の げ ィ [ 


2 つの 和 失 塔 を 備え た ネオ ゴシック 様式 の 教会 。 


タン ロン と は ハノイ の 旧称 で 「 昇 龍 ] を 意味 し 、 
11 一 19 世 紀 に 栄 えた ベト ナム 主 都 の 遺跡 。 
2010 年 に 世界 遺産 に 登録 され て いま す 。 





み = へ 
旧 市 街 。 の 
タン ロン 時 代 の 城下 町 。 館 で も ペド ナム の 古き 
良き 風景 が 残っ て いま す 。 
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焦げ 茶 と 白 の コン トラ スト が 美しい 、 高級 
感 の ある 落ち 着い た レス トラ ン 。 上 皇 上 皇 
后 両 陸 下 が 以 前 ご 訪問 され た 際 に お 召し 
上 が り に な っ た ディ ナー を ご 用 意 し ます 。 


。。 。 。 ア ゼラ イラ ・: 


Azerai La Residence/ コ ロニ アル ・ ス イー トノ フ エ 





古都 フエ に 位置 する フラ ンス 統治 剛 


時 代 の 総 示 の 郎 宅 を 改装 し た 5 つ 


星 コ ロニ アル ホテ ル 。 赤 ・ 白 ・ 黄 色 を 向 


基調 と し た レト ロ な デザ イン の お 部 
屋 は 、 広々 と し た 46 平 方 メー トル の 
メメ イー ト / 一 2 。 








イメ スー ツジ 





ミシュ ラン 3 つ 星 を 獲 
得 し た シェ フ 「 ピ エー 
ル ・ ガ ニ ェ ー ル 」 が 手 掛 
ける ベト ナム 最高 峰 の 
ジレ ンチ レス トラ し 
て 本 格 フ レン チ を お 朱 
し みく だ さい 。 


(っ イン ター コン チ ネ ンタ ル ・ ダ ナン ・ 
サン ・ ペ ニン シラ 


Intercontinental Danang Sun Peninsula/ ク ラブ ペ ニ ュ ン シュ ラス イー ト / ダ ナン ッ 


ベト ナム 中 部 の 中 心 都 市 ダナ ン の ソン チャ ー 半 島 に 位置 する 、 
700m に わた る プラ イベ ー ト ビー チ を 擁する リゾ ー ト ホテ ル 。 世界 遺 
産 の 古都 ホイ アン か ら も 45 分 と 、 ロ ケー ショ ン も 抜群 で す 。 お 部 屋 
は 近代 美術 と ベト ナム の 伝統 を 融合 させ た デザ イン で 、 凝っ た 造り 
民 ま る で デー マ バ パー ク の よう 。 


アジ アリ ゾー ト 暴 観 建築 家 
と し て 人 気 の 奇 ゴ 「 ビ ル ・ 
ベン スリ ー」 が デザ イン を 
手掛け た リゾ ー ト 。 客室 を 
は じ め 、 ホテ ル 内 が ベト ナ 
内 時 ム の 伝統 文化 と 自然 環境 、 
区 美意識 を 独特 な 遊び 心 で 
昌 表現 され て いま す 。 





世界 各国 の セレ ブ に 愛さ れ 、 ラブ 
ジュ アリ ー ス パ ア ワー ド を 獲得 し た 由 
高級 スパ リゾ ー ト 。 





| 人 気 レ スト ラン - シ トロ ン に て アフ タ 
人 舎 論 メーン テ ィ を お 楽し みく だ さい 。 


























天空 の 秘境 と 世界 遺産 を 求め T 
NN \ 較 
ベト ナム 美食 絶景 芝 り の 旅 8 日 間 ッ 
パ 
=E 計 (0E 貼 IE4 ミ に あき 242E 吉 放 @ 和 坦 観 光 〇 下車 観光 〇 車 恋 銀 ョ 
10:00| 東京 (成田 ) 発 (直行 ) ハ ノイ へ 月 
1425| ハノイ 着 後 、 ハ ノイ 市 内 観光 
0 0 症 PTTT 写 | 時 | 全 : 昭 | 福山 ・ 
ホアン キ エ ム 湖 を 見 下っ うす カ ウゴ ウレ スト ラン で ハノイ 名 物 料 理 の 夕食 
往復 代金 還 EF 入 較 134.000 円 | 000 | +22.000 円 | 000 | +22.000 円 | 000 | +40000 円 | 
軸 豪華 寝台 列車 ビク フト リア エク スプ レス 順に て ハノイ 駅 か ら ラ オカ イ 駅 へ cPeP 電 時 コー ー ンー ー 北 
※ 還 | 緒 中 交 こよ は 王 区 判 に の 
※ そ の 他 都 市 は お 問い 合わ せく だ さい 還 
ラオ カイ 駅 着 、 選 で サパ へ ( 約 1 時 間 ) 米 





バ パイン ミー と ベト ナム コー ヒー の 朝食 

写真 スポ ッ ト に 最適 な 美しい 山間 を 見 下ろ せる オー クイ ホー へ 向かい ます 。 
サパ 散策 サパ 教会 と ハム ロン 丘 を 散策 し ます 。 

サパ の 伝統 料理 

サパ 駅 か ら ケ ー ブ ル カー で ファ ン シ ー バ パン 駅 へ 。 

その 後 登山 列車 で ファ ン シ ー バ パン 山頂 (3.143m) ま で 移動 

山頂 か ら 絶 景 を お 楽し みい た だ け ま す 。 鉄道 で 下山 後 、 ホ テル へ 

ホホ テル チェ ッ ク イ ン 

市 内 レス トラ ン で 夕食 
カッ トカ ッ ト 村 訪問 

藍染 工房 で 藍染 体験 

市 内 レス トラ ン で 昼食 

自由 行動 出発 まで お 部 屋 を ご 利用 いた だ け ま す 。 

豪華 寝台 列車 ビ フ クト リア エクスプレス 品 に て 

ラオ カイ 駅 か ら ハ ノイ 駅 へ 













































































ハノイ 駅 着 必 空港 へ 

両 空路 フエ へ 

フエ 到 意 後 、 フ エ 観 光 

〇 カイ ディ エン 帝 遍 、 ゆ ⑦ ト ゥ ドゥ ッ ク ノ 帝 、 〇 ティ エン ムー 寺 、 
〇 グエン 朝 王 宮 

観光 の 途中 に ご 昼食 に ご 案内 し ます 

ホテ ル チ ヂ チェ ッ ク イ ン シ 

ホテ ル 内 レス トラ ン 、 ル パ フ ュー ムレ スト ラン に て 夕食 


















































統一 鉄道 で ダナ ン へ 。 

途中 、 ハ イヴ ァ ン 峠 か ら は ダナ ン が 一 望 で きま す 

チッ 朝 

ウォ ー タ ー フ ロン トレ スト ラン で 遅 め の 昼食 

ホテ ル チ ェ ッ ク イ ン 

ホテ ル 内 ハー ン ベ リ テー ジス パ に て 60 分 の マッ サー ジ 

ホテ ル 内 レス トラ ン ・LA MAISON 1888 に て フレ ンチ の 夕食 





















































自由 行動 

神 の 手 で 話題 の パ バー ナー ヒル ズ 観 光 

〇 ③ 神 の 手 「| ゴ ー ル デン ブリ ッ ジ ]」- 頂 上 付近 で 自由 行動 
ホイ アン ナイ ト ツ アー 

旧 市 街 英 策 、 和 灯籠 流 し 、 ナ イト マー ケッ ト 散 策 

市 内 レス トラ ン で 夕食 









































ダナ ン 泊 












出発 まで 自由 行動 
太 ホ テル 内 に て アフ タメ ヌー ンティー も お 楽し みい た だ け ま す 。 
































上 記 旅 行 代金 は 日 本 で の 空港 施設 使用 料 、 旅客 保安 料 、 





な 空港 へ 海外 空 
海外 空港 諸税 、 燃油 サー チャ ー ジ 、 国際 観光 旅客 税 が 全 
て 含ま れ て いま す 。 」 
0:40 | ダナ ン 発 か (直行 空路 、 帰 国 の 途 に 航空 会 社 の 定め る 多 油 サー チャ ー ジ の 増 狼 減 客 又 廃止 が あっ て も 旅行 代金 の 変更 


7:35 | 東京 (成田 ) 着 、 落 後 解散 と な り ます 。 財 旨 


一 日 本 発着 時 利用 予定 航空 会 社 : ベ トナ ム 航 空 較 利 用 予定 ホテ ル : サ パ :M ギ ャ ラリ ー ホ テル ・ ダ ・ ラ ・ カ ッ プ ル ( エ グ ゼ クティ ブス イー ト ) フエ : ア ゼラ イ ・ ラ ・ レ ジ 
デン ス ( コ ロニ アル ・ ス イー ト ) ダナ ン : イ ンタ ー コ ンチ ネン タル ・ ダ ナン ・ サ ン ・ ペ ニン シラ (クラ ブ ペ ニュ ン シ ュ ラ ・ ス イー ト ) 画 食 事 : 朝 6、 昼 5、 夕 5 (機内 食 除く ) 

画 添 来 員 : な し 。 現地 係員 が ご 案内 し ます 。 画 最 少 催 行人 員 :2 名 

※ 掲 載 レ スト ラン が 貸切 、 レス トラ ン の 都合 に よる 突然 の 休業 な どの 場合 、 代替 の レス トラ ン に な る 場合 が ご ざい ます 。 メニ ュー に お いて は 、 シー ズン や 当日 の 仕入れ 事情 な ど に より 変更 と 
な る 場合 が あり ます 。 ※ レ スト ラン が 貸切 、 夏季 バカ ンス 時 期 、 ク リス マス 、 年 末年 始 や 冬季 シー ズン オフ の 体 業 又は レス トラ ン の 部 合 に よる 突然 の 休業 等 の 場合 、 ご 利用 の 予定 日 や 昼食 
が 夕食 に 、 夕食 が 昼食 に 又は 他 の レス トラ ン に な る 場合 が あり ます 。 
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= ・6 録 貫 ・ 


條 久 の ee 


作り の 国 ミャンマー 周遊 1 














ミ 抽 /K 誠 昔 クト 論 仏 
ャ の 論 や 回 請 炎 2 『 
2 お NM 人 品 
2 35 旅 の ッ 
四 還 記号 衣 人 件 記 と パ 
の を 衣 わ 者 地 ア 
ミタ へ 詞 で 了 
当 揚 の 論 こ 解 護 世 
の 抽 に 衣 記 こ 放 間 究 
床 施 少 放 の に 本 ーー 
還る 詞 な 区 
を 還 請 こ * り 証 良 ム 
KG 0 ! 中 
の 軌 
よ | 2 
う Do 語 | 




















, mR つ 





ig ウ 





RNN 





人 気 の 渡航 先 東南 アジ ア に あり な が ら 、 あま り 知ら れ 
倫 。 て いな い ミ ャ ンマ ー。 仏教 の イメ ー ジ ば か り が 先行 し 
過 証 が ち で す が 、 仏 教 遺跡 だ け で な く 、 自然 も 、 食 も 、 文 

′ 化 も 、 魅 力 で 溢れ て いま す 。 何より 、 こ こ で 暮らす ミ ャ 
ンマ ー 人 の 優し さや 心 の 豊か さ を 目の当たり に し 、 
自分 自身 の 生き 方 に つい て も 考え させ られ る こと で 
し ょ う 。 150 以 上 の 異な る 民族 が 暮らす ミャンマー で 
は 、 各 都 市 それ ぞ れ 全く 違う 顔 を 持っ て いま す 。 各 都 
市 の 見 所 を 余す と ころ な く 、 そし て 時 間 を か け て ゆっ 
くり と 巡り 、 あな た だ け の | ミャンマー」 を 見 つけ て 頂 
き 2E0 VOV ま 9 








2015 年 て ミャンマー 駐在 ヤン ゴン 支店 吉井 陽子 









00 





王道 の バ ガ ン 遺跡 
アン コー ル ワ ッ ト 、 ボロ プ ド ゥ ー ル と 並び 世界 
三 大 仏教 計 跡 の 1 つ で 1000 以 上 の 仏塔 が 立 
ち 並 パガン 遺跡 。 
産地 直送 の 旅 で は 午前 中 に 同じ 願い を か け 
芝 る と 願い が か な うと 言わ れ て いる タン ジー 
山 の 寺院 、 シ ュ エ ズィー ゴン パゴダ 、 ロ ー カ 
ナン ダー パゴダ 、 トゥー イン 山 の 寺 院 を 巡り 
3 間 還 Mi 
象 的 な 朝日 鑑賞 に も ご 案内 。 別途 気球 観光 
も 手配 可能 で す 。 1 
ー ナ ンダ 寺院 、 パガン で 一 番 高 い タ ビニ ュ 
寺院 、 パ ガン で 最も 大 きい ダマ ヤン デ ヂ ー 寺 
院 、 パ ガン 地 農 から 復活 を 朋 げ た スラ マニ ニ 寺 
院 を 訪問 し ます 。 ※ 一 番 署 く な る 14:00 頃 
か が から 1 時 間 半 程 は ホテ ル で 休憩 し ます 。 


















1091 年 に 建て られ た と 言わ れ 
る パガン の 中 で も 最も 大 きく 、 
バラ ンス が 取れ 美しい 仏塔 と し 
て 有名 で す 。 本 堂 に は 4 体 の 仏 
像 が 安置 され て いま す 。 


1 


初代 国王 の アノ ー ヤ ター が 建設 を 開始 し た が 在 位 中 に 完成 せ ず 、 
後 の 央 に より 完成 し た と 言わ れる パガン を 代表 する 仏塔 。 
「 ズ ィ ー ゴ ン 」 と は 「 勝 利 ・ 栄 光 ] と いう 意味 で す 。 


人 形 衝 


ミャンマー の 伝統 芸能 人 形 民 を 錯 賞 。 操り 人 形 を 動か し て ミャンマー の 民話 等 を 再現 し ます 。 


ンタ 寺院 が 像 


パガン で は 食事 を 頂き な が ら 錯 賞 い た だ け ま す 。 
較 マン ダレ ー の マリ オ ネ ッ トシ ョ ー は 専用 の 劇場 に こ ユ ネス ココ 主宰 の 世界 人 形 劇 フ ェ ス ティ バル に 
参加 する な ど 世 界 的 に 活躍 する 劇団 の ステ ー ジ を ご 覧 いた だ け ま す 。 
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NN 
イン レー 光 
高 1300m ほ どの シャ ン 高 原 に 位置 する 細長 い 湖 。 
遂 と 共に 生活 し て いる イン ダー 族 を は じ め 、 多く の 小 
民族 が 暮らし て いま す 。 巨大 な 水上 寺院 の ファ ウン 
ドー ウー パゴダ や ガー ペー 僧院 、 水 上 で の 生活 や 菜 
園 な ど を ご 覧 いた だ け ま す 。 


RT 
時 っ っ 。 


の e 


パガン と 並 太 ミャンマー を 代表 する 遺跡 で す が 、 外国 人 観光 客 に 開放 さざれ た の は 
2005 年 以降 、 秘境 と 言う 名 に ふさ わし い 遺 跡 で す 。 パオ 族 の 村 に も 訪れ ます 。 


ーー 1 っ wmrs 
に こ マー に テ ンー 
。 / \ ' 『 ーー ui し ーー 


カッ ク 遺 忠 


ジッ ク ク デ 遺 中 い 


カッ クジ 遺 中 


で 
Se 


ーー ビ ョ エア ーーーーー- ューー 


。 oe 細 ao ne 本 


1999 年 選 作 られ 選 、 ニ ニャン マー 
初 の ワイ ナリ ー、 エイ タイ ヤ (Aye 
Thar Yar Vinyard) 。 ま だ 日 本 
で の 知名 度 は 低い で す が 絶 品 の 
ワイ ン を お 楽し み 需 け ま す 。 
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ミャンマー 最後 の 王 都 マン ダレ ー 
ミャンマー に お ける 仏教 文化 と 信仰 の 中 心地 。 NE 
歴史 豊か な 都市 で 無数 の 僧院 と パゴダ が 点 在 か 
し ます 。 世界 最大 の 石板 の 経典 が 並ぶ フ ド ー 関 粒 計 

“ ド ォ パ ヤー、 マン ダレ ー 最 大 の マハ ム ニ パ ゴ ダ 、 加計 
。 王宮 、 白亜 の 仏塔 が 立ち 並ぶ サン ダム ニ パ ゴ 
< ダ へ ご 案内 し ます 。 
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アマ ラプ ブラ 


アマ ラブ プラ 観光 で は 訪問 必須 の ウー ベイ ン 橋 、 マ ハー ガン 
ダー ヨン 僧院 の 僧 価 所 鉢 を 見 学 し ます 。 


ロ 1 | ht 地 
"rr コ 1 に aa 二 芝 =。 
a 


ラグ | 考 ピリ が から の 有 眺 め 





標高 236m の 丘 全 体 が 
寺院 と な っ て お り マ ン 
」 ダレ ー 最 大 の 仏教 聖地 
用 で 市 街 を 記 お こと が で 
きまま のび 。 イラ ワン 川 直 

し の 夕日 は 圧巻 で す 。 





クハ デカ ジス デ ョ ジ 僧 院 の 信介 


NO 


ヤン ゴン 


ミャンマー の 旧 首 都 で 、 イ ギリ ス 植 民 地 時 代 に 建て られ た コロ ニ 
アル 調 の 建物 が 並び ます 。 産地 直送 の 旅 で は レト ロ な | エレ ファ ン 
ト ・ コ ー チ 」 で ヤン ゴン の 3 大 観光 ポイ ント に ご 案内 し ます 。 


北 
中 
責 
米 





Pc 
パゴダ 隊 ー 


ミャンマー を 代表 する 仏 夫 。 仏塔 の 高 
さ は 約 100m で 頂上 の 風見 弟 の 先端 に 
は 76 カ ラッ ト の ダイ ヤ モ ン ド が 埋め 込 
まれ て いま す 。 





ヤン ゴン 最大 の マー ケッ ト 。 雑貨 
チャ ウッ 有一 ヨ 芝 石 、 日 用 品 、 ヒ スイ 、 衣類 、 090 
も 揃い ます 。 アジ アン 雑貨 系 、 ミ ャ ン 
の チャ ウタ ッ ジ ー・ パ ゴ ダ 9 マー らし い お 土 産 を 探す の に お 薦め 。 
※ 月 ・ 祝 日 に あたる 場合 は スー パー 
全長 70m、 高 さ 17m と いう 大 き な 寝 釈 迎 様 で どの 角度 か ら 見 マー ケッ ト や 日 用 品 が 揃う 最新 ショ ッ ピ 【 
て も 穏やか で 美しい 顔 を し て いま す 。 足 の 裏 に 描か れ て いる 繧 ング モー ル 「 ジ ャ ンク ショ ン シ テ ィ 」 に ご 
は 混 各 の 世界 を 表現 し て いる と 言わ れ て いま す 。 案内 し ます 。 





ゴー ルデン ロッ ク 了 了 の ー( 


ST ヨー と いう 1000m 程 の 山の上 に ある 今にも 落ち そう な 

さ 7m の 巨大 な 岩 。 風 が 吹く と 揺れ て いる の が わか り ま す 。 金色 が 
店 導 2 の 下 に ポン シーム の HRC CD 残念 な が 
ら 女 性 は 触る こと が 出来 ませ ん 。 





の の ポッ パタ ンカ ラッ 陸 陸 


ポッ パ 山 の 訂 に ある 山 の よ うな 岩 峰 タ ンカ ラッ は ミャンマー 土着 宗教 
“ で ある ナッ 神 の 農地 。 77/ 段 の 階 了 段 を 上 っ た 先 に 寺院 に は 多く の 参 
拝 客 が 訪れ ます 。 
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egl 人 ツー メ 人 膨 玩 澤 画 ※ 


則 情 き :/ 


| 還 月 
『 





ガバ ナー ズ レジ ンク ン < 
(デラ ックス ルー ム ) 


Governor s Residence/ ヤ ン ゴ ン 
州 知 事 の 邸宅 を 改装 し た 隠れ 家 的 
ラグ ジュ アリ ー ホ テル 。 緑 豊か で 、 
ヤン ゴン の 喧騒 を 離れ 異 空間 が 広 
が り ま す 。 


と イン レー プリ ン セ ス ( マ ウン テン / ガ ー 


Inle Princess/ イ ン レ ー 


デン ハウ ス ) 


日 本 人 は ほとん ど 泊 ま ら な い 、 
ト に 敬 沢 に ゆっ た り 。 


西洋 に 人 気 の 洗 練 さ れ た 雰囲気 の 高級 リゾ ー 











記 還 イ ン レ ー 湖 の 浮島 で 育て 

空 料 られ た トマ ト を 使っ た パス 

新鮮 な 野菜 が た っ り 入っ て る マン ダ 還 較 タビ ザ 、 ま た 、 イ ン レ ー 

レー の 名 物 鋼 、 雲南 風 鋼 料 理 を ご 堪能 頂 | 消 で 捕れ た 魚 を イン ター 

きま す 。 | 族 の 調理 法 で 調理 し た 
105 2 凡 IS 特別 料理 で す 。 
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C オー レ ウ ム パレ ス ホテ ル & リ ゾー ト 
(ジャ スミ ン / オ ー キ ッ ド ヴィ ラ レイ クビ ュー) 


Aureum Palace Hotel & Resort - Bagan/ バ ガン 


古代 寺院 や パゴダ に 周辺 
を 囲ま れ た 環境 に 、 ま る 
で パガン 王朝 を 礼 徳 と さ 
せる 独特 な 雰囲気 を 味 わ 
える リゾ ー ト ホテ ル で す 。 





(マンダレー ヒル リゾ ー ト (スー ペリ ア ) 
Mandalay Hill Resort/ マ ンダ レー 0E 


マン ダレ ー 随 一 の 高級 ホテ ル 。 


3 ム 
ョ デ 
ャ っ 


AR 
4w Mt 呈 IN 


二 





ダウ ン ラ ン ミ ャ ンマ ー セ ッ ト ( 名 物 | 
の 豆 ソー ス を 使っ て の 豚 カ レ ー と 較 議 
お 店 ご 自慢 の ココ ナッ ツラ イス ) を 
お 召し 上 が り い た だ け ま す 。 





キー ュー ニー と 


電 E 









に SRco で 
ーー 


落ち 着い た 環境 で 、 パガン 遺跡 と 夕暮 れ 時 の 光景 を 楽し め る [パガン 
ビ ピュー イン グ タ ワー」| 内 の レス トラ ン で ディ ナー を お 楽し みく だ さい 


ポッ パ I 山 中 腹 に 位置 し 、 タウ ンカ 蘭 計 
ラッ ッ ト を 一 望 で きる リゾ ー ト レス 蘭 計 
トラ ン 。 | 











P み 42=EB 店 2 補間 エ コ ノミ ー ク ラス :ASA0022、 ビ ジネス クラ ス :ASA1022 






























悠久 の 時 の 流れ を 感じ る T 
さこ ロ 
祈り の 国 ミャンマー 周遊 11 日 間 ッ 
(EE3 ミ に ネ ゴ 22E 表 有 @ 場 御 光 〇 下車 観光 〇 車窓 観光 
東京 (成田 ) 発 >ANA (直行 ) で 空路 、 ヤ ン ゴン へ 。 8 
ヤン ゴン 着 、 ふ ホ テル へ ( 約 25Km/ 約 40 分 ) 
ホテ ル 内 レス トラ ン に て 夕食 
レト ロ な スタ イル の 「 エ レフ ァ ン トコ ー チ 」 で 巡る ヤン ゴン 市 内 観光 
さ NN 、 Oo いい さや で ダダ いこ ー / 由 内 
MNO タタ ペペ 0 92.5zn 回 内 Ms 細 12905 
市 内 レス トラ ン 「 シ グ ネ チャ ー」 に て 中 華 料 理 - 、、 コ 
ヤン ゴン ヶ バ ガン バ ガ ン 着 後 、 夕 食 会 場 へ ( 約 10Km/ 約 20 分 ) 田 日 本 国内 線 追 加 プ ラン (エコ ノミ ー ク ラス / ビ ジネス フク ラス) 吾 
レス トラ ン 「 ナ ンダ (Nanda Restaurant) 」 に て 探り 人 形 劇 鑑賞 と ダウ ン 米 


発着 都市 伊丹 ・ 関 空 
giE 畑 oooo 
※ 国 内 線 全 日 本 空輸 利用 (エコ ノミ ー ク ラス ) 
※ そ の 他 都 市 は お 問い 合わ せく だ さい 。 


ラン ミャンマー セッ ト の 夕食 
ホテ ル チ ェ ッ ク イ ン バ ガ ン 泊 


朝日 鑑賞 

朝食 は ホテ ル に 戻っ た 後に お 召し 上 が り ] 順 け ま す 。 

文 気 球 か ら 朝 日 を 思 む こと も 可能 で す ( 別 途 )※10 月 一 3 月 の み 
午前 に 巡る と 願い が か な うと 言わ れ て いる 4 つの バ パガン 寺院 観光 

価 ン ジー 山 | (山頂 の 寺院 ) 、 但 シュ エズ ィ ー ゴ ン パ ゴ ダ 、 久 ロ ー カ ナン 
ダー パゴダ 、 久 ト ゥ ウー イ ン 山 (山頂 の 寺院 ) 

市 内 レス トラ ン 「 ア マタ 」 に て 西洋 料理 

夕刻 まで ホテ ル に て 休息 頂け ます 。 

バ ガ ン 遺跡 観光 

⑯ ダ マヤ ン デ ヂ ー 寺 院 、 但 ス ラマ ニニ 寺院 

[パガン ビュ ー タ ワー レス トラ ン 」 に て 夕陽 を 望み な が ら の 夕食 を お 楽し 
みく だ さい 。 











内 GS ご 





















































ポッ パ ・ パ ガン 郊外 観光 
ポッ パ 山 タウ ンカ ラッ ト 、 パガン 郊外 の ヤシ 工房 見 学 
ポッ パ 山 を 望み な が ら 「 ポ ボッ パ マ ウン テン リゾ ー ト 」 に て ミャンマー 料理 














マン ダレ ー 着 後 、 レ スト ラン へ 

市 内 レス トラ ン に て ミャンマー 料理 

ホテ ル テ チェ エック イ ン 
アマ ラプ ラ 観 光 

〇 ウー ベン 橋 但 マ ハー ガン ダー ヨン 僧院 

市 内 レス トラ ン 「 ト ム ヤ ムク ン 」 に て タイ 料理 

馬車 で ご 案内 する イン ワ 観 光 

@ バ ガヤ ー 僧 院 、 〇 ナン ミイ ン 監 視 培 、 但 マ ハー アウ ン ミ ェ 僧 院 

日 本 人 に は まだ まだ 知ら れ て いな い 、 14 一 18 世 紀 に ミャンマー の 首都 
だ っ た イン ワ を 馬車 で の ん ぴり 観光 

市 内 レス トラ ン に て ミャンマー 料理 















































下 個 の お ご YS 



































マン ダレ ー 市 内 観光 

人 日 王宮 、⑯ マ ハム ニ パ ゴ ダ 、 欠 フ ドー ド オ パ ヤ ー 欠 サ ンダ ム ニ パ ゴ ダ 
市 内 レス トラ ン 「BBB レ スト ラン ]」 に て 西洋 料理 

マン ダレ ー ヒ ル に て 夕陽 鑑賞 (※ 注 2) 

市 内 レス トラ ン 「 エ ター ナル レス トラ ン 」 に て 雲南 風 負 料 理 

マン ダレ ー マ リ オ ネ ッ トシ ョ ー 鑑 賞 


マン ダレ ー み ペ ヘー ホー ベ 

着 後 、 イ ン レ ー 溢 へ ( 約 30Km/ 約 1 時 間 ) 

イン レー 湖 遊 覧 観光 

@ フ ァ ウ ンド ー ウ ー パ ゴ ダ 

湖上 レス トラ ン 「 ゴ ー ル デン カイ ト 」 に て イタ リア 料理 

@ ガ ー ペ ー 僧 院 、 〇 織物 工房 首長 族 、 〇 浮島 野菜 作り 、 〇 イン ダー 族 の 集落 
ホテ ル チ ェ ッ ク イ ン 

ホテ ル 内 レス トラ ン に て シャ ン 地 方 の 郷土 料理 


ふ カ ッ ク ー へ ( 約 90Km/ 約 2.5 時 間 ) 
カッ フク 一 遺跡 観光 と パオ 族 の 村 訪 問 

ミャンマー 初 の ワイ ナリ ー「 エ ー タ イヤ ー」 に て 昼食 

ふ イ ン レ ー へ ( 約 90Km/ 約 2.5 時 間 ) 

ホテ ル 内 レス トラ ン に て アジ ア 料 理 






































個 いこ ご frS 




















ヘー ホー ヤン ゴン へ 

到着 後 、 エレ ファ ント コー チ に て 昼食 レス トラ ン へ ご 案内 ( 約 25Km/ 約 40 分 ) 
市 内 レス トラ ン 「 ハ ッ ピ ー ヌ ー ド ル 」 に て 麺 料理 

小 テ ルル チエック イン 

ヤン ゴン リバ ー ク ルー ズ (※ 注 2) 

湖上 レス トラ ン 「 カ ラウ ェ イ ク パ レス 」 に て 民族 舞踊 観賞 と アジ アン ビュ ッ フ ェ 


信 ゴ ー ル デン ロッ ク へ ( 約 200Km/ 約 4 時 間 ) 


























。。 | ゴー ルデン ロッ ク 観 光 上 記 旅 行 代金 は 日 本 で の 空港 施設 使用 料 、 旅客 保安 料 、 
10 EAA 海外 空港 語 税 、 燃油 サー チャ ー ン 、 国際 観光 旅客 税 が 全 
2zio | ヤン ゴン 発 記 ANA で 帰国 の 途 に て 含ま れ て いま す 。 
p 空 会 ーー 稀 ーー さ う 曽 ・ 当 N 行 代 人 変 
645- | 東京 (成田 ) 着 、 着 後 解散 と な り ま す 。 凍 Eh 由 サ ー チ ャ ー ジ の 増額 ・ 減 額 又 は 廃止 が あっ て も 旅行 代金 の 変更 





昌 本 発着 時 利用 予定 豚 空 会 社 ANA 征 利 用 予定 ホテ ル [ ヤ ン ゴ ン ガ パナ ー ズ レジ デン ス 、[ パ ガン オー レ ウ ム パレ ス 、[ マ ンダ レー】 マ ンダ レー ヒル リゾ ー ト [イン レー] イ ン レ ー プ リン セス 還 食 事 朝 9 回 昼 9 回 9 回 ( 機 内 信 除 ) 
還 活 来 員 の 有無 同行 し ませ ん が 、 日 本 話 現地 係員 が ご 案内 いた し ます 。 ※6 名 以上 で お 申込 み の 場合 は 活 和 員 が 同行 し ます 。 血 最 少 催 行人 員 2 名 注 人 曜 祝 は お 休み の た め 、 他 の ショ ッ ピン グセ ンタ ー へ ご 案内 致し ます 。 

注 2 耳 天 時 は 中 止 と な り ま す 。 ※ 掲 載 レス トラ ン が 貸切 、 レ スト ラン の 都合 に よる 突然 の 休業 な どの 場合 、 代 替 の レス トラ ン に な る 場合 が ご ざい ます 。 メニ ュー に お いて は 、 シー ズン や 当日 の 仕入れ 事情 な ど に より 変更 と な る 場合 が あり ます 。 

※ レ スト ラン が 貸切 、 夏 季 パ カン ス 時 期 、 ク リス マス 、 征 末年 始 や 冬季 シー ズン オフ の 休業 又は レス トラ ン の 都合 に よる 突然 の 休業 等 の 場合 、 ご 利用 の 予定 日 や 昼食 が 夕食 に 、 夕食 が 昼食 に 又は 他 の レス トラ ン に な る 場合 が が ます 。 106 
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[世界 の 屋根 ヒマ ラ ヤ 」 | 神々 が 棲む 美しい 国 」 
[仏陀 が 生ま れ た 国 」 と 言わ れる 国 ネ パー ル 。 

そこ で 生ま れ た 私 が 今回 の ツア ー を 企画 し まし た 。 
豊か な 大 自然 と 世界 遺産 で も ある 素晴らし き 古 都 
の 数 々 、 そ れ の 魅力 を 余す こと な く お 伝 え し た いと 
思い 、 通常 の ツア ー よ り 区 沢 に ・・・ 

ゆっ た り し た 観光 の 内 容 と 美味 し い 食事 、 人 と の 触 


れ 合 い =|[ 忘 れ ら れ な い 思 い 出 」 に な る 旅行 を 考え 
また だ 5 

皆様 に 喜び と 感動 与え る よう に 現地 で お 待ち し て 
お ま 9 の 5 


ネパール 在住 カト マン ドッ ゥ 支店 ビ モ リ ・ ボ ビー 





SN 


Ps = 


SS ,。 Re シラ エッ 湖 有 22 ジジ ョ ルル 浪 連 峰 


フェ ワ 湖 と アン ナブ ルナ 連峰 を 望む 高原 リゾ ー ト 


カト マン ドゥ より 低い 標高 800m、 町 の 西側 に 
広がる フェ ワ 湖 と アン ナ プ ル ナ 連 峰 の 美しい 景 
色 が 望め る 高原 リゾ ー ト 、 ポカ ラ 。 すぐ 近く に 
8.000m 級 の 山々 が つら な り 、 世界 で も まれ に 
みる 景観 を お 楽し み ] 怖 け ま す 。 


C ラニ バン 丘 の ハイ キン グ と 日 本 山 炒 法寺 


票 高 1113m の 位置 に あり 、 白い スト ゥ ー パ が 印象 的 な 日 本 山 妙 法寺 。 ここ か ら の 景色 は すばらし 
く 眼 下 に ポカ ラ の 街 、 湖 、 ア ン ナ プル ナ の 山々 を 望む お こと が で きま す 。 ラニ バン の 丘 へ の ハイ キ 
ング で は ヒマ ラ ヤ の 山頂 も ご 覧 いた だ け ま す 。 の 


マ 


征 出 秒 法寺 「 自 机 秒 法寺 








< ヒビ ヒマラヤ お 薦め ビュ ー ポ イン ト ① ~ 
上 サラ ンコ ッ ト 隊 ー 
朝日 に 照ら され た 標高 6993m の マ 語 請 


チャ プチ ャ レ の 圧巻 な 景色 を お 楽し 
み ] 届 け ま す 。 








 。 ヒマ ラ ヤ フロ ント ホテ ル (デラ ックス ・ マ ウン テン ビュ ー ル ー ム 指 定 ) 


Himalayan Front Hotel/ サ ラン コッ ト 






ヒマ ラ ヤ を 一 望 で きる 2016 年 に オー プン し た デラ ックス ホテ ル 。 部 屋 か ら の 眺望 は も ちろ ん 
で す が 、 レス トラ ン 、 屋上 な どか ら 望 お 朝日 ・ 坦 で そま る アン ナ プ ル ナ 山 郡 は まさ に 絶景 


レイ 
の 間 J 
の ン ー 


4 人 | 計 | す 





6 ナガ ルコ ッ ト _/ 


ヒマ ラ ヤ の 眺望 を 存 分 に お 楽し み 頂 く の に 外せ な い の が ナガ ルコ ッ ト 。 


お 部 屋 の パル コニー か ら 素 晴らし い 眺 望 が ご 覧 いた だ け ま す 。360 度 の 
パノラマ を 望め る 屋上 が お 訂 め ! 








( ゥ ミス ティ ッ ク マ ウン テン (デラ ックス ・ マ ウン テン ビュ ー ル ー 間 8 


Mystic Mountain (Mountan View Room) / ナ ガル コッ ト 





緑 豊か な 森林 の 中 に あり 、 全 て の 客室 か 
ら 息 を 呑む 様 な ヒマ ラ ヤ の 絶景 が お 楽し 
み ] 頂 ける ゆっ た りお 過ごし 頂け る 費 沢 リ 
ゾー ト 。 








et に こさ 一 卓 


北 
中 
南 
米 





edー メ へ 膨 理 畑 岬 ※ 


栄光 の 都 
世界 遺産 カト マン ドゥ 


古都 カト マン ドゥ は 別名 「 カ ン テ ィ プ ー ル (栄光 の 
都 )」 と 言わ れ 、1990 年 の 民主 化 を 機 に 女 成 長 
を 遂げ た ネパール の 首都 。 

の ん びり と し た 雰囲気 が 漂い 、 レン ガ 造 り の 街 並 
みな ど 中 世 の 面 影 が 残り 日 本 人 に と っ て は 懐か 
し い 感 じ が する 、、、 そん な 町 で す 。 





S、 
タル 放 壮 少 広場 (の に 2 多 ド め ) 


6 ダル バー ル 広 場 ( カ トマ ンド ッ ) る 


[宮廷] と いう 意味 の 「 ダ ル パ ー ル 」 の 名 を 持つ いつ も 人 々 が 集 っ て いる 広場 。 素晴らし い 装 飾 を 目 に する こと が で きる 旧 王 国 の 「 ハ ヌ マ ン ・ ド 
ガ 」、 生 神 と し て 崇拝 され る フク マ リ が 暮らす 「 ク マリ の 館 ]、 破壊 神 シヴァ の 石像 「 カ ー ラ パイ ラブ 」 な ど 16 一 17 世 紀 に 建立 され た ネ ワ ー ル 建築 
の 古い 建物 や 寺院 が 並び 歴史 を 感じ させ ます 。 








6 。。 メス ワヤン フナ ー ト 












2500 年 以上 前 に 建立 され た と いう 
ネパール 最 古 の 仏教 寺院 。「 四 方 を 見 
渡す ブッ ダ の 目 」 が 有名 。 町 か ら 2km 
ほど 離れ た 山頂 か ら 見 下ろ す カ トマ ン 
ドゥ 各地 は 400 段 も の 切な 石段 を 登 
る 価値 が あり ます 。 (産地 直送 の 旅 は 
途中 まで 車 で ご 案内 し ます の で 実際 
は 50 一 60 段 ほど と な り ま す ) 


エベレスト 遊 


カト マン ドゥ の 空港 か ら 小 型 飛行 機 で 世界 
最高 話 工 ベレ スト と ヒマ ラ ヤ 山脈 を バー ド 還 雪 aa 
ビュ ー で 鑑賞 で きま す 。 機内 中 央 の 席 は 講 


空席 と な りす べ て の お 客 様 が 楽し め る よう ミ * 

に 配慮 し て お り ま す 。 45 分 問 の フラ イト で 議論 6 
輝く ダイ ナミ ッ フ ヒマ ラ ヤ パラ ダイ ス を 思 加 縛 韻 本線 ( 
み 、 ネパール で し が で き な い 思い 出 に 残る 2 日 自 の 作 覧 飛行 に 参加 頂け な い 場合 は 
最高 の 楽し さ を 体験 し て 下さ い 。 6 日 目 の 参加 と な り ま す 


中 世 の 街並み が 
今 で も 残る 時 9 
世界 遺産 都市 
バク タブ プ ブル カ 
889 年 に 築 か れ 18 世 紀 ご ろ ま で 首都 で あっ 

た ネ ワ ー ル 族 の 古都 。 住民 の 8 割 以上 が ネ 

ワー ル 族 の 人 で 農業 に 従事 し 、 今 で も 中 世 北 
の 街並み が 残り ます 。 街中 で は 職人 が 彫刻 中 
や 織物 を し て いる 姿 を し ば し ば 見 か け ま す 。 不 


中 世 の 面 影 を その まま 残し た 街並み は 厳か 還 議 守 
で 不思議 な 感覚 に 襲わ れ ま す 。 





ル 
eo ダル バー ルル 広場 (バク タプ ブル ) 量 ー 


旧 王 宮前 の 広場 。 い ろ い ろ な 都市 に ある ダル パー 
ル 広 場 で す が 、 パ クタ プル が 一 番 美 し いと され て 
いま す 。 55 の 窓 を 持つ 旧 宮 殿 や 、 旧 王宮 な ご ど ネ 
パー ル 建 築 や 級 密 な 彫刻 に 思わ ず 目 を 奪わ れる こ 
し まう 。 





CC ニャ タ ポ ラ 寺 院 と 
ダッ タ ト ラ ヤ 寺 院 むり 


カト マン ドゥ 盆地 で 一 番 の 30m の 高 さ を 持つ 五 
重 の 層 か ら な る 寺院 、 ニャ タ ポ ラ 寺 院 。 ヒン ズー 
教 の 三位一体 の 神 を 現 る ダッ タ ト ラ ヤ 寺 院 も 訪 
れれ ます 。 





芸術 に 長け た 街 
世界 遺産 都市 パタ ン 


3 世紀 に 築 か れ た カト マン 誤 詩 
ドゥ 盆地 の 南 に 位置 する 古 攻 
都 。 別名 「 ラ リト プル 」 ( 美 の 
都 ) こ いい 、 ネ ワー ル 文 化 の 
花開い た 芸術 の 町 と し て の 
趣 が あり ます 。 伝統 工芸 や 建 

人 まま (る ル 6 物 、 彫刻 が 至る 所 で 見 られ 、 
4 / っ = IT その 繊細 さと 美 し さ に は 選 
し 4 記 各 ー 本 F | 上 ed さり S 諾 タル 倒 比 場 ( 八 多 ) ず 足 を 止め て し まい ます 。 


ダル バー ル 広 場 


(パタ ン ) 時 サー 


世界 遺産 の ダル パー ル 広 場 に は 東 に 旧 王 宮 、 西 
に 寺院 が 並び ます 。 そ の 他 に 金色 に 輝く ゴー ル 
デン ・ テ ンプ ル 、 パ タン 最 古 の 寺院 クン ベ シ ュ 
ワー ル 寺 院 な ど が あり ます 。 特に 30m の 高 さ に 
9000 も の リト ル ・ ブ ッ ダ が 彫 ら れ た マハ ボー ダ 
寺院 は 一 見 の 価値 あり 。 
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%ー メ へ 膨 書 栖 聞 ※ 


品 - 


通 ご 遇 ける “ ドゥ ワリ カズ ホテ ル 
5 ジ 選 33 に 衣 (ヘリ テイ ジ デ ラッ クス ルー ム ) 


DwWarika s Hotel/ カ トマ ンド ゥ 


ーー  』 





ネパール で 人 気 な 警 沢 な 造り の ホテ ル で 、 13 選 紀 の 芸 術 品 を 幅広 く 取り 揃え る な ど 、 言 の ネ ワル 王国 の 宮 を モデ ル に し て 設計 され て ます 。 
空港 か ら も 近く 、 アフ セス も 便利 で す 。 


oe 間 ホテ ルフ ィ ッ シュ テイ ル ロ ッ ジ 
(デラ ックス ルー ム ) 
Fish Tail Lodge/ ポ カラ 2 


フェ ワ 湖 の 西岸 レイ フサ イド の 南側 に 位置 する 老舗 ホテ ル 。 ホテ ル へ は 専用 の イカ ダ で 








湖 を 渡っ て の アク セス と な り ま す 。 広大 な 庭 に 趣 あ る コテ ー ジ の 旧館 と 二 隊 建 て の 新館 が 
あり 、 喧騒 と は 離れ た 静か な 滞在 が 可能 で す 。 レス トラ ン か ら は 湖 が 臨め 、 天気 の 良い 日 に 
は アン ナ プ ル ナ 連 峰 も 見 る こと が で きま す 。 











チョ ウメ イン (ネパール 焼き そば ) 〆 
と モモ (ネパール の 蒸し 餃子 ) を お 
召し 上 が り 頂 け ま す 。 


チョ ウメ イン (イメ ー ジ ) y 





上 人 中 戸 明 で 修業 し た シェ フ 
吊 』 が 作る 本 格 的 攻 麦 を お 召し 
_ 上 が り 頂 け ま す 。 実は ヒマ 
ラ ヤ は 蕎麦 の 産地 | 


の 宮殿 を 改築 し た レス 
トラ ン で 民族 舞踊 を ご 覧 
頂き さながら ネ ワ ー ル 料理 


ネパール セッ ト 料 理 を お 召し 上 が り 頂 け ま す 。 を お 召し 上 が り 需 け ま す 。 
113 






ツル 三 ョ 三 ド (IP PF 、 ビ ジネス クラ ス :NKA1021 
可 N ぶ ー 
世界 最高 笑 の 山々 が 創り だ す 絶景 と 壮大 な る 自然 を S ボ め て | 導 = 還 2Z テ 富 是 F モ ア た 町 ア デ 


天空 を 人 ヒマ ラ ヤ ・ ネ パー ル 紀 行 8 日 間 rr 52.4 万 円 


53.5 万 同 | 92.9 万 四 


55.2 万 円 | 92.6 万 円 
深夜 羽田 空港 に ご 集合 頂き ます 。 . 59.7 万 円 | 91.4 万 円 


※ 航 空 機 で の 日 本 出発 は 2 日 目 と な り ま す 。 
東京 (羽田 ) 発 メタ イ 航空 で カト マン ドゥ ( 乗 継 ) へ 


カト マン ドゥ 着 後 、 カ トマ ンド ッ ゥ 市 内 へ ( 約 7km/ 約 20 分 ) 1 人 部 屋 追加 代金 
世界 遺産 カト マン ドッ ゥ 市 内 観光 ※1 

@ ダ ル バ ー ル 広場 ( 旧 王 宮 広場 ) 、 念 旧 王 宮 の ハ ヌ マ ン ・ ド ガ 、 劉 少女 の 生き 神 フ 
マリ が 暮らす クマ リ の 館 、 念 石像 カー ラ ・ バ イラ ブ 、 旬 破 壊 を 司る ヒン ドゥ ー 教 
シヴァ 詩 の お 寺 な ど と スヤ ンプ ブナ ー ト も 案内 。 

ホテ ル チ ェ ッ ク イ ン 

ホテ ル 内 レス トラ ン 「THE CAFE レス トラ ン 」 に て ビュ ッ フ ェ 料 理 の 夕食 













に (EEIF3 ミ に メー ゴム 92E 二 用 ⑨ 作 電 倍 光 〇 下車 観光 〇 車窓 観光 


























エベレスト 遊覧 飛行 (飛行 時 間 約 40ー45 分 ) ※2 
全 空 港 へ ( 約 7km/ 約 20 分 ) 

覧 飛行 終了 後 ホ テル に 戻り 朝食 1 員 け ます 。 その 後 カ トマ ンド ゥ 発 み サポ カラ へ 
ポカ ラ 着 後 、 レイ フサ イド へ ご 案内 ( 約 5 分 ) 
レイ クサ イド 散策 
[ ビ ャ ンジ ャ ン レス トラ ン 」 に て モモ と チョ ウメ イン (セッ ト ) の 昼食 
g サ ラン コッ ト へ ( 約 8km/ 約 25 分 ) 
ホテ ル チ ェ エック イン 
ホテ ル の 屋上 か ら の 夕陽 鑑賞 
ホテ ル 内 レス トラ ン 「 サ ミッ トレ スト ラン 」 に て ビュ ッ フ エ ェ 料 理 の 夕食 

サラ ンコ ッ ト 泊 







































































ホテ ル の 屋上 か ら の 朝日 鑑賞 

名 日 本 山 へ ( 約 17km/ 約 45 分 ) 

日 本 山 妙 法寺 (世界 平和 塔 /World Peace Stupa) 訪 問 と ラニ パン の 丘 ハ イキ ング ( 約 2 時 間 ) 
フェ ワ 湖 と ポカ ラ の 街 が 一 望 順 け ま す 。 ハイ キン グ で は ヒマ ラ ヤ の 山頂 も 
ご 覧 いた だ け ま す 。 

[ドゥ ン ガ レス トロ 」 に て グリ ルフ ィ ッ シュ セッ ト 料 理 の 昼食 

ホテ ル チ ェ ッ ク イ ン 、 その 後 は 自由 行動 

「 レ イク ビュ ー ホ テル レス トラ ン 」 に て ネパール 料理 の 夕食 

※ 徒 歩 で の ご 案内 と な り ま す 。( 約 15 分 ) 


介 空 港 へ 

ポカ ラ 発 み カ トマ ンド ウゥ 着 後 な 々 バク タプ ル へ 

バク タプ ル 世 界 遺 産 観 光 ※1 

@ バ クタ プー ル ダ ル バー ル 広 場 、 倫 55 の 窓 を 持つ 宮殿 旧 王 宮 、 但 カ トマ ン 

ドゥ 盆地 で 一 番 高い 30 メ ー ト ル の 高 さ を も つ ニ ャ タ ポ ラ 寺 院 、 但 ダッ タ ト 

ラ ヤ 寺院 へ 案内 

「 カ フェ ニャ ヤ タ ポラ 」 に て コン チ ネ ンタ ル 料 理 の 昼食 2o2o10』 

パク タブ ル 信 ナガ ルコ ッ ト へ ( 約 16km/ 約 1 時 間 ) 月 | 火 | 水 | 木 | 金 | 土 

ホテ ル チ ェ エック イン 出征 

ホテ ル の 屋上 か ら の 夕陽 鑑賞 6@P FE FFP FE FPE 

ホテ ル 内 レス トラ ン 「 オ デ ッ セ イ レス トラ ン 」 に て ビュ ッ フ エ ェ 料 理 の 夕食 1 FI2FIS は FI4FISFISF 
ナガ ルコ ッ ト 泊 18 FI2 FEOF2I FI22F23F 

25 F 26 F ZZ FI28 FI22FBOF 









































































































































ホテ ル の 屋上 か ら の 朝日 鑑賞 
チャ ング ナラ ヤン 寺院 観光 
ぉ パタ ン へ ( 約 14km/ 約 1 時 間 ) 6 11 月 2020.1 グ 2 月 
[サン セッ トビ ュー ホテ ルレ スト ラン 」 に て ヒマ ラ ヤ ン 蕎 麦 セ ッ ト ( 定 食 の 昼食 ) 木 | 金 
パタ ン 世 界 遺 産 観光 ※1 納 
ゴー ルデン テン プル 、@ フ クン ベ シ ャ ワー ル 寺 院 、 人 @ ダ ル バ ー ル 広場 、 回 也 上 
@ マ ハ ボ ー ダ へ 案内 

ホテ ル チ ェ エッ クイ ン 

[ボー ジャ ング リハ レス トラ ン 」 に ネパール 民族 舞踊 見 な が ら 夕 食 










































































早朝 | エベレスト 遊覧 飛行 ※2 
問 11:00| な 空港 へ ( 約 7km/ 約 20 分 ) 上 記 旅行 代金 は 日 本 で の 空港 施設 使用 料 、 旅客 保安 料 、 





59 | カト マン ドウ 発 嘱 タ イ 航 空 ( 乗 継 ) で 帰国 の 途 に 海外 空港 諸税 、 燃油 サー チャ ー ジ 、 国際 観光 旅客 税 が 全 
て 含ま れ て いま す 。 
8 6:55 | 東京 (羽田) 着 着 後 解散 と な り ま す 。 航空 会 社 の 定め る 燃油 サー チャ ー ジ の 増額 ・ 減 額 又 は 廃止 が あっ て も 旅行 代金 の 変更 
は ご ざい ませ ん 。 


一 日 本 発着 時 利用 予定 航空 会 社 : タ イ 国際 航空 圏 利用 予定 ホテ ル :【 カ トマ ンド ウゥ 】 ド ゥ ワリ カス ホテ ル (ヘリテージ デラ ックス ) 【 ポ カラ 】 フ ィ ッ シュ テー ル ロ ッ ジ (デラ ックス ルー ム ) 【 ナ ガル 
コッ ト 】 ミスティック マウ ン テ ン (デラ ックス ルー ム ) (マウ ン テ ン ビュ ー ル ー ム 指定 ) 【 サ ラン コッ ト 】 ヒマ ラ ヤ フロ ント ホテ ル (デラ ックス ルー ム ) (マウ ン テ ン ビュ ー ル ー ム 指定 ) 田 食 事 : 朝 5 回 ・ 昼 4 回 ・ 夕 5 回 
Me 田 添 乗員 の 有無 同行 し ませ ん が 、 日 本 語 現 地 係員 が ご 案内 いた し ます 。 左 最 少 催行 人 員 :2 名 
… 寺 院内 へ の 入場 は ヒン ドゥ ー 教 信者 の み と な り ます 。 予め ご 了承 くだ さい 。 ※2… 遊 覧 飛行 は 当日 の 天候 な ど に より 予告 な く 運行 中 止 と な る 場合 が ご ざい ます 。 2 日 目 の 遊覧 飛行 に 参加 頂け な い 
8 目 目 の 生 四 まり 2 回 と る 遊覧 飛行 に 参加 頂け な い 場 合 は 帰国 後に 17.000 円 の 返金 を させ て いた だ きま す 。 ※ 掲 載 レ スト ラン が 貸切 、 レス トラ ン の 都合 に よる 突然 の 休業 な どの 場合 、 代 
生じ の ウ の が ご ざい ます 。 メニ ュー に お いて は 、 シー ズン や 当日 の 仕入れ 事情 な ど に より 変更 と な る 場合 が あり ます 。 ※ レ スト ラン が 貸切 、 夏季 バカ ンス 時 期 、 ク リス マス 、 年 末年 始 や 冬季 
シー ズン オフ の 休業 又は レス トラ ン の 都合 に よる 突然 の 休業 等 の 場合 、 ご 利用 の 予定 日 や 昼食 が 夕食 に 、 夕食 が 昼食 に 又は 他 の レス トラ ン に な る 場合 が あり ます 。 
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台湾 は | フォル モ サ (美肌 島 )]」 と 呼ば れ 、 魅力 あふ れ 
る 島国 で す 。 日 本 か ら 近 く 、 親 日 で 、 治 安 も よい の で 、 
と て も 旅行 し や すい で すし 、 テレ ビ や 雑誌 で 取り 上 げ 
られ る こと も 増え 、 親近 感 を 持っ て いら っ し ゃ る 方 も 
多い は ず 。 ぜひ 、 人 の 温か さ は も ちろ ん 、 文化 や 歴 
史 ・ 美 食 ・ 景 色 な ど 台 湾 の 魅力 に ふれ て いた だ ける よ 






う ツ アー を 企画 いた し まし た 。 また 、 宿泊 は 中 国 宮殿 田 
電 様式 が 特徴 の 豪華 絢 六 な 彫 山大 飯店 で ご ゆっ くり と 中 
が \ お くつ ろ き くだ さい 。 還 5 し い 
US = きっ と 心 に 残る 旅 に な る こと と 思い ます 。 あ : 
: の = の 1 ビ と ーー 人 
。 呈 議 呈 き 思い 1 P 3 ーー 、 と | 
a ー ニコ も " 電 年 LT に さ 
ささ も NAS に 、 WS - EGRANDYHSITLEIN Te 
* と - ェ キ いき で キー Ss sa に 1 EC 1 ・ TI FT ー 
3 ャ ご きる 証 = へ 人 ョ 〒 「 に = エー 円 ょ 、、 こ | も EL 
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国 志 で 有名 な 「 関 羽 ] が 奉 ら れ て いる 「 行 天 
「 = 行 天宮 宮 ]、 現在 商業 の 神 と し て 奉 ら れ て いま す 。 お 参 
f も り は も ちろ ん で す が 、 赤い 三日月 の 木片 を 使っ た 


お みく じ を 引く だ た め の 占 い を 体験 いた だ け ま す 。 


Q⑩ 総 続 府 _ の 


総統 府 は 大 統領 府 に あたる た め 、 警備 が 厳重 で 
通常 は 車 交 で の ご 案内 が 一 般 的 で す が 、 当 ツア ー 
で は 内 部 を ご 案内 いた し ます 。 た くさ ん の 展示 物 
が 設け られ 、 総 都 府 の 魅力 が 満喫 で きま す 。 か つ 

台湾 を 統治 する た め に 日 本 が 設置 、 日 本 銀行 な 
ども 手掛け た 長野 宇 平治 氏 の 設計 で 1919 年 に 
完成 し まし た 。 太平 洋 戦 争 時 に 一 部 破損 し まし た 
が 、 修復 され 国定 古 下 と な っ て お り ま す 。 



















6 電化 街 昌 。 


台湾 で 最も 古い と いわ れる 問屋 街 で 乾物 や 漢方 薬 、 
高級 食材 な どの 老舗 立ち 並び に ざわ っ て いま す 。 お 
土産 探し や 散策 に 最適 で す 。 


テレ サテ ン 詞 念 公園 = 


日 本 で も 人 気 だ っ た 歌姫 の お 墓 の 前 に ある 記念 公園 。 ゴー ルド の 像 が あ 
り 、 絶え ず 歌 が 流さ れ て いて まる で 彼女 が ここ 利和 な 錯覚 に 。 


SN 


世界 的 に も 有名 な 台 江 0 AN 
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本 銘 美 術 館 坪 を 超え る 敷地 内 に 自然 02 


1 衣 P 
ド wut が 


ーー し っ 
と と も に 飾ら れ て いる 大 9 くい MAD て 
型 の 作品 は 圧巻 で す 。 2 
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6 。 九 傍 


台北 の 人 気 ス ポッ ト と いえ ば 九 傍 。 ノスタルジック な 雰 
囲 気 漂う 建物 が 並び ます 。 九 傍 の 絶景 を 嘱 み な が ら 正 
式 な 茶道 具 を 使っ て 滝 れ 方 レク チャ ー を 受け な が ら の 
ん びり と お 茶 を お 召し 上 が り い た だ け ま す 。 









九 倍 台 湾 祭 体験 


冷 れ 万 レク チャ ー 付 き ! 
正式 な 茶道 具 を つか っ 
た 台湾 茶 を お 楽し み 頂 
け ま す 。 





九 位 茶 坊 ま た は 水 心 月 共 坊 
台湾 梨 山 ウー ロン 茶 + お 菓子 3 種類 


ー ィ 


に 北 投 加賀 屋 2 


日 本 統治 時 代 か ら 、 温泉 の 文化 が 発展 し て 菩 に 、 
いる 台北 の 北 投 。 世界 で も 日 本 秋田 と 台湾 ・ 
北 投 の 2 つ に し か な い ラ ジウ ム が 含ま れ た 論語 
青 硫黄 温泉 で 体 の ケア に 効果 が ある と いわ 時 科 思 識 
れ て ます 。 日 本 の 加賀 屋 旅館 の 理念 を 元 に 貴 

建て られ た 日 本 式 サ ービス を 取り 入れ た 北 議 抽 
投 加賀 屋 に て 温泉 に 加え 、 本 格 的 和食 を お 粒 参 2 
楽し みい た だ け ま す 。 2 











が 出来 ます 。 
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地上 101 階 、508m の 高 
さ を 誇 る 台北 の シン ボル 
[台北 101 ビ ル 」 の 展望 
台 へ ご 案内 。 秒速 1010 
m の 速 さ の エレ ベー ター 
で 89 階 へ 。 晴れ て いれ ば 
周辺 の 山々 や 遠く の 淡水 
まで 市 内 を 一 望 す る こと 


= 
= 
OO 


edー メ へ 膨 理 査 ※ 


併設 され て いる 信 市 場 に て 魚 、 悦 CN 
貝 、 海老 な ど お 客 様 1 人 に つき 1 世 語 計 隊 
種類 食材 を 選ん で いた だ き 、 そ の 還 還 還 5 
場 で 調理 し て お 召し 上 が り い た だ 開き 

信 ま 9 も 

※ 魚 、 海老 、 貝 な ど 食 材 は さま ざま 。 
お 1 人 様 600 元 まで いく ら で も 選ん で 、 
お 好き な 調理 方 法 で お 召し 上 が り い た 
だ け ま す 。 


(食材 は 日 に よっ て 異な り ま す の で 、 当 
日 ご 確認 くだ さい ) 








。 ss 
es 北海 岸 富 基 源 港 
_。 ーー 一 = 





台北 101 内 最も 高い フロ ア 85 階 に ある 展望 レス トラ ン 。 新鮮 な 魚介 類 を 使っ た 台湾 風 
海鮮 料理 を お 召し 上 が り い た だ け ま す 。 昼間 の 眺望 も 素晴らし い の で す が 、 夜 景 も 絶景 。 
暴 華 な 内 装 に 加え 、 食器 は 英国 王室 御用 達 の ウェ ッ ジ ウッ ド の 磁器 、 フラ ンス 老舗 メー 
カー、 ク リス ト フ ル の カト ラリ ー な ど 一 級 品 。 優雅 な 気分 で お 吾 し 上 が り い た だ け ま す 。 





日 本 式 サ ービス を 取り 入 
れ た 北 投 加 名 屋 内 の レス 
トラ ン 。 料理 長 が 厳選 し 
た 旬 の 食材 を 使い 加賀 
| 屋 が 誇る 和 会 席 の 昼食 
| を お 召し 上 が り い た だ け 
ます 。 


2 年 連続 で ミシュ ラン 2 つ 星 獲得 の 人 請 計 

気 レ スト ラン 。 シェ ラ ト ン グラ ン デ 台北 中 計 

内 に あり 、 四川 料理 と 上 海 ( 揚 州 ) 料 理 計 ミシュ ラン 1 つ 星 獲得 の 台北 で 
を 合わ せ た 「 川 揚 料 理 ]、 中 国 江 河 エリ デ は 珍し い 杭 州 料理 レス トラ ン 。 ラ 
ア の 「 角 杭 料理 ] が ベー ス の 創作 台湾 料理 を お 召し 上 が り い た だ け ま す 。 ン デ ィ ス ホテ ル 内 に あり 20 年 以 
※ 人 気 が 高い た め 、 満 席 の 場合 は ミシュ ラン 1 つ 星 レス トラ ン | 天香 柄 に ご 案内 いた し ます 。 上 の 歴史 ある 有名 店 。 





The Grand Hotel/ 台 北 


(っ 園山 大 飯店 THE GRAND HOTEL 


宮 琶 寺 例 


台湾 の 歴史 を 家人 徴 する 豪華 な ホテ ル 。 日 本 統治 時 代 、 千 淳 山 と いう 山の上 に 建て 
られ 、 抜群 の 景観 を 誇り ます 。 故宮 博物 院 や 中 世紀 念 堂 な ど を 手掛け た 「 楊 還 成 」 
氏 が デザ イン し た 伝統 的 な 宮殿 スタ イル の 素晴らし い 建 造物 で 、 静か で 落ち 着い 
た 雰囲気 に 包ま れ て いま す 。 客室 は 中 国 の 伝統 的 建築 様式 の 美 し さ を 取り 入れ て 
設計 され 、 宮殿 の 趣 の 中 に スタ イリ ッシュ で リラ ックス で きる 空間 を 提供 し て いま 
す 。 宿泊 特典 と し て 台湾 名 物 パ イナ ッ プ ルケ ー キ を 1 部 屋 1 科 プレ ゼン ト 。 

旧 り 



















ルル 425eE 計 5 凍 0 エコ ノミ ー ク ラス :FTA0026、 ビ ジネス クラ ス :FTA1026 


羽田 記 記 了 
発着 | エコ ノミ EE ウシ 4 


美食 と 文化 、 歴史 求め 
心 と 身体 で 堪能 する 台北 3 日 間 














chesuls に Ks こさ 人 旧 


A 46.1 万 円 
こ 安 と な り ます 。 

に (に IE3 ミ に イコ 292E 王 良 @ 入 協 角 光 〇 下車 観光 〇 車窓 観光 B 47.7 万 円 
東京 (羽田 ) 発 ヶ (直行 ) 台 北 ・ 松 山 空港 へ _ 誠二 
台北 ・ 松 山 空港 着 後 、 な で 台北 市 内 観光 へ “ 

D | 31.6 万 円 52.2 万 円 





商業 の 神 と し て 祭 ら れ て いる 〇 行 天宮 参拝 (台湾 式 ボ アボ エ お 
みく いじ 体験 ) 台湾 最 古 の 問屋 街 で お 土産 探し に 最適 な 辿 化 街 E | 31.6 万 円 | 44.3 万 円 
散策 、 高 さ 508m、 台北 の シン ボル タワ ー で も ある 欠 台 北 101 1 人 部 屋 追加 代金 
へ ご 案内 。 ファ スト パス 付き な の で 、 並ば ず に 展望 馬 へ 入れ ま 
す ( 記 芝 ミネ ラル ウォ ー タ ダー と 記 意 フォ ト プ レ ゼン ト 付 き ) 
台北 101 内 85 階 レス トラ ン 「 頂 鮮 」 に て 夜景 を 眺め な が ら の 夕食 
ホテ デル チェ ッッ クイン 
文 ご 希望 の 方 に は 士 林 夜 市 に 専用 車 で ご 案内 し ます 。 

追加 代金 : お 


ーー を 。「. 








34.6 万 円 | 52.6 万 円 




























































































較 9:00| 台北 市 内 観光 
赤 と 由 の 壁 が 異国 情緒 溢れ る 欠 総 統 府 、 産地 直送 の 旅 で は 、 
建物 の 内 部 に ご 案内 し ます 。 

号 緒 北海 岸 富 大 漁港 に て 新鮮 な 台湾 式 海鮮 料理 を 乾 能 

〇 ③ 〇 テレ サテ ン 記 念 公園 氏 台 湾 の 芸術 家 「 朱 銘 」 の 作品 が 展示 

され て いる 朱 銘 美術 館 に て 作品 鑑賞 (※ 月 曜 休館 。 代案 は 野 柳 

地質 公園 へ ご 案内 ) 

全 九 倍 へ 

九 分 散策 九 信 茶 坊 また は 水 心 月 茶 坊 に て 茶 体 験 

正式 な 茶道 具 を 使っ て 台湾 茶 体験 。 次 れ 方 レク チャー 付き で す 。 回 

































































品 台 北 へ 18 FI12 FI2O FI21 FI22 FM23 FM24F 


25 FI29 FI2Z FI28 FI22F 上 30 FR1 F 
































2019 ミ シュ ラン 2 つ 星 レス トラ ン に 選ば れ た シェ ラ ト ン ホテ ル 
「 請 客 楼 ] で の ご 夕食 











9:00| 北 投 加 賀 屋 に て 日 帰り 温泉 入浴 体験 
加賀 谷 天翔 字 に て 和食 の 昼食 


叶 m | 碧 北 ・ 松 山 空港 発 み (直行 ) 空路 、 帰国 の 途 に _ 二 計 
間 人 上 記 旅 行 代金 は 日 本 で の 空港 施設 使用 料 、 旅客 保安 料 、 
920- | 東京 (羽田 ) 着 、 着 後 解散 と な り ま す 。 海外 空港 諸税 、 燃油 サー チャ ー ジ 、 国際 観光 旅客 税 が 全 
て 含ま れ て いま す 。 


航空 会 社 の 定め る 燃油 サー チャ ー ジ の 増額 減額 又は 廃止 が あっ て も 旅行 代金 の 変更 は ご ざい ませ ん 。 



























































副 日 本 発着 時 国際 線 利用 予定 航空 会 社 : エ バー 航空 、 チ ャ イナ エア ライ ン 、 ANA、 日 本 航空 圏 利 用 予定 ホテ ル : 園 山大 飯店 (シン ティ ビュ ー) 田 食 事 : 朝 2、 昼 2、 夕 2 (機内 食 除く ) 

田 添 来 具 : な し 。 現 地 係 具 が ご 案内 し ます 。 田 最 少 催行 人 上 員 :2 名 ※ 掲 載 レ スト ラン が 貸切 、 レ スト ラン の 都合 に よる 突然 の 休業 な どの 場合 、 代 替 の レス トラ ン に な る 場合 が ご ざい ます 。 
メニ ュー に お いて は 、 シー ズン や 当日 の 仕入れ 事情 な ど に より 変更 と な る 場合 が あり ます 。 ※ レ スト ラン が 貸切 、 夏季 バカ ンス 時 期 、 ク リス マス 、 年 末年 始 や 冬季 シー ズン オフ の 休業 
又は レス トラ ン の 都合 に よる 突然 の 休業 等 の 場合 、 ご 利用 の 予定 日 や 昼食 が 夕食 に 、 夕食 が 昼食 に 又は 他 の レス トラ ン に な る 場合 が あり ます 。 朱 銘 美術 館 は 毎週 月 曜日 が 定休 日 、 2020 
年 1 月 6 日 一 17 日 が メン テ ナ ン ス 休業 の た め 、 月 曜 お よび 休業 日 に 当たる 場合 は 代案 と し て 野 柳 地質 公園 へ ご 案内 し ます 。 
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旅行 代金 に つい て 





* 当 パン フレ ッ ト の 適用 期間 は 2019 年 12 月 1 日 一 2020 年 5 月 31 日 の 期 


間 に ご 予約 の 場合 、 適用 と な り ま す 。 上 記 以 外 の お 申し 込み に 関し ま 
し て は 、 基本 的 に は 当 パ ン フ レッ ト の 代金 は 適用 と な り ま せん の で ご 
了承 下さ い 。 


* 表 示 の 代金 は エコ ノミ ー 席 利用 (ビジ ネス 席 の 明記 が ある も の 除く )、 


お 2 人 様 で 1 部 屋 利用 の 場合 の 大 人 1 人 分 の 代金 と な り ま す 。(1 部 コー 
ス を 除く ) 


・ お 客 様 か ら の 旅行 日 程 の 変更 依頼 は 本 項 16 項 に 定め る 取消 料 の 規 


定 と 同 条 件 に な り ま す 。 





子供 代金 








・ 各 コー ス に て 子供 割引 代金 を 適用 する 場合 の 条件 は 、 大 人 2 名 同伴 


室 利用 に 付き 1 名 まで 、( お 子 様 の 年 令 が 旅行 ご 帰国 時 に 2 歳 以上 12 
歳 未満 ) と な り ま す 。 尚 、 バッ ド な し 子供 代金 適用 の 場合 は お 子 様 の 
ベッ ド の 準備 が ご ざい ませ ん の で 、 同室 の 方 と 添い 寝 と な り ま す 。 ま 
た 、 お 子 様 の 食事 は 用 意 さ れ ま せん の で ご 了承 くだ さい 。 旅行 ご 帰国 
時 に 2 歳 未 満 で 航空 座席 、 ペ ッ ド 、 食 事 を 使用 し な い 場 合 の 代金 は 幼 
児 代金 適用 と な り ま す 。 尚 、2 歳 未満 の お 子 様 で 航空 座席 を 使用 する 
場合 は 子供 割引 代金 の 適用 と な り ま す 。 





ホテ ル 及 び お 部 屋 に つい て 








〇 利用 ホテ ル 、 グレ ー ド に 関し て に 
原則 と し て 各 コ ー ス 毎 に 表示 され た ホテ ル グ レ ー ド の ホテ ル を ご 用 


意 致 し ます が 、 場合 に よっ て は 表示 され た グレ ー ド より も 高い ホテ ル 
に な る 場合 が ご ざい ます 。 


・ ホ テル の 名 称 は ホテ ル 側 の 都合 に より 変更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 
・ ホ テル に よっ て は 異な る タイ プ の 部 屋 (部 屋 の 向き 、 広 さ 、 調度 品 等 ) 


を 同 グ レー ド と し て いる 為 、 同じ ツア ー の お 客 様 に 同一 タイ プ の お 部 
屋 を ご 用 意 出来 な い 場合 が ご ざい ます 。 


* 国 (地域 ) に より 、 その 法律 又は ホテ ル 毎 の 営業 規則 に より 、 未成 年 者 


(保護 者 を 伴わ な い 18 歳 未満 ) の み で の 旅行 、 及び 宿泊 が 禁止 され て 
いる 場合 が あり 、 未成 年 者 の み で の ご 旅行 は お 受け 出来 な い 場 合 が 
ご ざさ ざいますので 予め ご 了承 下さ い 。 


* 特 別 な コー ス を 除き 、 現地 の 慣習 に より ダブ ル ベ ッ ドル ー ム に な る ご 


と が あり ます 。 


* 利 用 ホテ ル に より 全 室 禁煙 の 場合 が ご ざい ます 。 また 、 喫煙 室 ・ 禁 煙 


室 の ご 希 望 は お 伺い し ます が 確約 は で きま せん 。 


〇 1 名 様 で お 申し 込み の 場合 


当 パ ン フ レッ ト 掲 載 コ ー ス は 全て 2 名 催行 と な っ て お り 1 名 様 で お 申 
し 込み 南 け ませ ん 。 ご 希望 に より 別途 追加 代金 に て 手配 は 可能 で す 
の で お 問い 合わ せく だ さい 。 た だ し 、 参加 内 容 が 異な る 場合 も ご ざい 
ます の で 予め ご 了承 くだ さい 。 


〇 3 名 様 で 1 部 屋 ( ト リプ ル ) を ご 利用 の 場合 
・ 一 般 的 に 2 人 部 屋 ( ツ イン ルー ム ) に 簡易 ベッ ト ( 又 は ソフ ァ ー ベ ッ ト ) 


を 入れ 3 名 様 で ご 利用 頂く 為 、 お 部 屋 は 手狭 と な り ま す 。 ある い は 、 キ 
ング サイ ズ ま た は クイ ー ン サイ ズ の ベッ ド 1 台 と 簡易 ベッ ド 1 台 を ご 
利用 頂く 場合 も ご ざい ます 。 いずれ の 場合 も 旅行 代金 の 割引 は ご さ 
いま せん (一 部 コー ス 除 く )。 


・ 一 般 的 に 簡易 ベッ ド の 搬入 時 間 は 夜 遅 く と な り ま す 。 また トリ ブル 利 


用 可能 ホテ ル で も 簡易 ベッ ド の 不足 に より 2 つの ベッ ド に 3 名 様 で お 
泊まり 直 く 場合 が ご ざい ます 。 上 記 理 由 に より 、 予め ツイ ン ル ー ム と 
シン グル ルー ム の 2 部 屋 で の ご 予約 を お 勧め 致し ます 。 


・ ホ テル に より トリ プル 利用 が 出来 な い 場 合 が ご ざい ます 。 その 際 に は 


と シン グル ルー ム ( 追 加代 金 必要 ) を ご 利用 1 仙 く 事 に な 
リ 


〇 グル ー プ 、 家族 等 で 2 部 屋 以上 を ご 利用 の 場合 


複数 の お 部 屋 を ご 利用 頂く 場合 、 ホ テル 側 の 事情 に より お 隣 また は 
お 近く の お 部 屋 を ご 用 意 出来 な い 場合 が ご ど ざ いま す 。 

大 人 様 2 名 、 お 子 様 2 名 の 4 名 様 1 室 で ご 利用 の 場合 、 消防 法 等 に より 
4 名 様 で 宿泊 出来 な い 場 合 が ご ざい ます 。 


〇 ベッ ド 数 に 関し て 


2 人 用 の お 部 屋 に は 原則 と し て ツイ ン ベ ッ ド を ご 用 意 い た し ます が 土 
地 の 習 慣 上 ツイ ン ベ ッ ド の 数 が 少な い 場 合 、 ハネ ムー ン 、 ご 夫婦 な ど 
カッ プル で ご 参加 の 場合 は ダブ ル ベ ッ ド を ご 利用 頂く 場合 が ご ざい 
ます 。 カッ プル 以外 の お 客 様 に は 、2 台 目 の ベ ッ ド と し て エキ スト ラ 
ベッ ド ま た は ソフ ァ ベ ッ ド を ご 利用 いた だ く 場 合 が ご ざい ます 。( 簡 易 
ベッ ド の 搬入 は 夜 遅く な る こと が 一 般 的 で す ) ホテ ル 混 雑 期 は 、 簡易 
ベッ ド の 数 や 現地 事情 に より ご 利用 で き な い 場合 も ご ざい ます 。 


・ ツ イン ベッ ドル ー ム (ベッ ド 2 台 )、 ダ ブル ベッ ドル ー ム (ベッ ド 1 台 ) の 


指定 は お 受け 致し 兼ね ます 。 


・ コ ネ ク テ ィング ルー ム 、 コン ドミ ニア ム お よび スイ ー ト ルー ム な ど で 


は 、 人 数 に よっ て エキ スト ラベ ッ ド 、 ソフ ァ ベ ッ ド を ご 利用 頂く 場合 が 
あり ます が 、 利用 人 数 と 同数 の ベッ ド が ご 用 意 さ れる と は 限り ませ ん 。 
※* エ キス トラ ベッ ド を 追加 され た い 場 合 に は 追加 代金 に て リク エス 
ト を お 受け し ます (た だ し 、 各 お 部 屋 ご と の 利用 ベッ ド 数 の 範囲 内 
Ni 2 ホテ ル に よっ て は お 受け で き な い 場合 が 

リ o 


( チェック イン シン チェック ア ウ 9 下 に つい て 
・ ほ と ん どの 国 で チェ ッ ク イ ン の 際 に 、 クレ ジッ トカ ー ド の 提示 又は 現 
金 で の 預り 金 が 必要 と な る 場合 が ご ど ござい ます 。( 国 際 電 話 代 や お 部 屋 
で の ミニ バー 用 と し て ) 預 り 金 の 金額 は ホテ ル に よっ て 異な り ま す の 
で 、 ク レジ ッ ト カ ー ド の ご 持参 を お 勧め し ます 。 

・ チ ェ ッ クイ ン は 原則 的 に 午後 3 時 以降 と な り ま す 。 その 際 に 時 間 帯 、 
人 数 に よっ て 手続 き に 時 間 が 多少 掛か る 場合 が ご ざい ます 。 

・ チ ェ ッ クア ウト は 基本 的 に ご 自身 で 行っ て 頂き ます 。 

・ ミ ニ バ ー、 ルー ム サ ー ビ ス 、 電話 代 等 、 旅行 代金 に 含ま れ て いな しり い 物 
の 精算 は チェ ッ ク ア ウト の 際 に お 支払 い 下 さい 。 

* 国 (地域 ) に より 、 個人 の チェ ッ ク イ ン と 同様 、 ホテ ル 所 定 の 宿泊 カー 
ド の 記入 が 必要 な 場合 が ご ざい ます 。 

〇 パス ルー ム に つい て 

・ 基 本 的 に バス タブ (浴槽 ) 付 き の お 部 屋 を 用 意 し て お り ま す が 、 ホテ ル 
200 四 2 シャ ワー の み の お 部 屋 と な る 場合 が ご ざさ 
い ら 

〇 お 部 屋 タ イプ に 関し て 

・ ホ テル に より 、 タワ ー や 高層 階 の 指定 、 特別 な サー ビス が 受け られ る 
フロ アー の 指定 が で きま す 。 また お 部 屋 か ら の 眺め も ご 選択 で きま 
す 。( 別 途 代 金 が 必要 と な り ま す )。 沿 、 ホテ ル の 立地 条件 、 創業 年 数 
や 周囲 の 環境 の 変化 、 ご 利用 階数 な ど に より 、 海 の 見 える 範囲 に 違い 
が ご ざい ます 。 例 えば オー シャ ン ビ ュー で も ベラ ンダ か ら 眺 め た 時 に 、 
建物 や ヤン の 木 な ど で 眺 望 が 多少 遮 ら れる こと も あり ます 。 

0 7 ト : 海 辺 に 位置 し 、 正面 に 海 を 眺め る こと が で き 

部 屋 。 
* ま オーシャン ビュ ー: 客 室 の 窓側 (ベラ ンダ は 含ま な い ) から 海 が 視 
界 の か な り の 部 分 を 占め 、 その 景観 を 特色 付け て いる お 部 屋 。 
* ネ パー シャ ルオ ー シ ャ ン ビ ュー: 客 室 ま た は ベラ ンダ か ら 海 の 一 部 
が 見 える お 部 屋 。 
* 部 屋 指定 な し : 部 屋 、 眺め が 決ま っ て お り ま せん 。 チェ ッ ク イ ン 時 
に ご 利用 頂け る お 部 屋 に な り ま す 。 原則 と し て オー シャ ン ビ ュー 
で は あり ませ ん 。 
・ 主 に ヨー ロッ パス タイ ル の ホテ ル で は 、 部屋 ご と の 調度 品 や 部 屋 自体 
の 広 さ が 異な っ た り 、 ミニ バー、 冷蔵 庫 、 テ レビ な ど が 備え 付け られ 
て いな い 等 の 設備 の 面 で 機能 性 に か ける 場合 が あり ます 。 
・ フ ェ ア 開 催 等 に より や む な く 募集 広告 に 表示 し た 都市 等 に 宿泊 で き 
な い 場 合 が あり ます 。 この よう な 可能 性 が 大 きい 場合 は その 則 募 集 
広告 等 で 事前 に 明記 する と と も に 、 確定 宿泊 地名 と ホテ ル 名 は 最終 
旅行 日 程 表 で ご 案内 し ます 。 
〇 備品 に つい て 
殆ど の 国 (地域 ) に お いて お 部 屋 に 歯ブラシ 、 スリ ッ パ 、 浴衣 等 の 用 
意 は ご ざい ませ ん の で 予め ご 用 意 下 さい 。 

〇 安全 面 - 
安全 の 為 、 室内 滞在 時 に は 必ず ドア チェ ー ン を 掛け 、 部 屋 か ら 出 る 
際 に も 必ず 鍵 を お 掛け 下さ い 。 

〇 改修 工事 に 関し て 
剖 視 で は 、 ホ テル より 前 も っ て 得 た 情報 は お 客 様 に ご 案内 し て お り 
ます が 、 工事 の 期間 や 規模 に つい て は 変更 する 場合 が ご ざい ます 。 
また 予告 な く 改修 工 事 が 行う 場合 が あり 、 改修 中 で あっ て も 通常 通 
り 営業 する こと が 多く ご ざい ます の で 予め ご 了承 下さ い 。 

〇 渡航 先 ( 到 間 地 ) か ら ご 参加 の 旅行 者 に つい て ー 

旅行 開始 前 に 該当 の 旅行 者 の 契約 が 完了 し て いる 場合 の みお 受け 致 


し ます 。 
* 旅 行 開始 後に 契約 が 完了 され て いな い 旅 行者 の 参加 が 発覚 し た 場 
合 、 宿 泊 機関 より 追加 代金 を 請求 され る こと も ご ざい ます 。 その 際 は 、 
宿泊 機関 の 提示 する 代金 を 宿泊 機関 に 直接 お 支払 い ] 仙 きま す の で 予 
め ご 了承 くだ さい 。 
〇 記載 の ホテ ル 情 報 に つい て 
・ 当 パン フレ ッ ト に 記載 され て いる ホテ ル 情 報 は 2019 年 11 月 現 
在 の も の で 、 予 告 な く 変更 に な る 場合 が あり ます 。 
〇 宿泊 税 に つい て 
[産地 直送 の 旅 ] で は ヨー ロッ パ や アジ ア の 一 部 地域 ・ 都 市 に よっ て 発 
生 す る 宿泊 税 は 旅行 代金 に 含ま れ て お り ま す 。 
〇 年 齢 制限 に つい て ー 
・18 歳 未満 の み で の ご 宿泊 は お 受け で きま せん 。 








航空 機 ・ バ ス ・ 移 動 に つい て 








〇 利用 予定 航空 会 社 及 び 利 用 便 に つい て 

* 航 空 機 の 座席 は エコ ノミ ー ク ラス を 使用 し ます (一 部 コー ス 除 く )。 

* 答 コース に て 記載 され て いる 利用 航空 会 社 指定 ・ 航 空 会 社 確定 と は 
日 本 発 間 便 (国際 線 ) の み の 指 定 と な る こと を 意味 し ます 。 東京 発 彰 
以外 の 区 間 ( 乗 り 継 ぎ 便 ) の 確約 で は あり ませ ん 。 

・ 利 用 航空 便 は 出発 前 に お 渡し する 最終 日 程 表 で お 知ら せ 致 し ます 。 
利用 予定 航空 会 社 、 便 名 に 関し まし て は 、 当社 に て 決定 の 航空 会 社 ・ 
便 と な り ま す 。 他 の 航空 会 社 、 便 を ご 希望 の 場合 は 別 途 差額 を 1 届 い 
た り 、 場合 に よっ て は お 受け 出来 な いこ と も ご ざい ます 。 

確定 後 の 便 名 も 航空 会 社 の スケ ジュ ー ル 変更 に 伴い 、 便 名 が 変更 、 
また 乗り 継ぎ と な る 場合 が ご ざい ます 。 

* 日 程 表 内 の 時 間 は 目安 で あり 、 実際 は 表示 通り の 時 間 と な ら な い 場 合 





が ご ざい ます (その 際 、 返金 は ど ざ いま せん )。 また 経由 、 乗 継 の 際 に 
し も 最 週 の 時 間 に な ら な い 場 合 が ご ざい ます 。 又 記 載 の 経由 地 、 
乗 継 地 が 他 の 場所 に 変更 と な る こと が ご ざい ます 。 
出発 日 、 出発 時 刻 に より 空港 内 の 混雑 が 予想 され ます 。 空港 に は 早め 
の 到着 、 及び 早 目 の 搭乗 手続 き を お 勧め 致し ます 。 
航空 会 社 に に より 航空 会 社 預 け 入 れ 手 和 物 の 重量 、 Ua に より 超過 代 
金 が 掛か り ま す 。 又 航 空 会 社 に より 、 サー フ ボ ー ド 、 スキ ー 板 等 を 預 
けた 場合 、 超過 代金 が 掛か り ま す 。 
. 航 空 会 社 に お 預け に な っ た 荷物 が 紛失 し た 場合 に 備え 、 必要 最低 限 
の 身の回り 品 を 機内 持ち 込み され る 事 を お 勧め 履 し ま 
・ ご 利用 の 航空 会 社 に より 全席 禁煙 の 場合 が ご ざい ます 。 また 喫煙 席 、 
禁煙 席 の ご 希望 は お 受け で きま せん 。 あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 
(0 フラ ア ー ス トク ラス 、 ピン ネ スク ラス に つい で 
・ ご 利用 順 け ます 区 間 は 、 特に 記載 が な い 限 り 、 日 本 の 最終 出発 地 か ら 
最初 の 到着 地 と 、 最終 出発 地 か ら 日 本 の 最初 の 到着 地 の 往 復 の み と 
な り 、 その 他 の 移動 (日 本 国内 を 含む お ) は エコ ノミ ー ク ラス の 利用 と な 
り ま す 。 これ 以外 の 現地 間 で の 移動 、 日 本 国内 間 で の 移動 は 、 追加 代 
金 が 必要 と な り 、 お 席 は エコ ノミ ー ク ラス に な る 場合 が あり ます 。( こ 
の 場合 で も 追加 代金 の 変更 は あり ませ ん 。) な お 、 ご 利用 便 は エコ ノ 
ミー クラ ス 席 ご 利用 の お 客 様 と 同一 と な り 、 現地 に お ける その 他 の 旅 
行 サ ービス 内 容 ( バ ス ・ 列 車 ・ ホ テル 等 ) も 同一 と な り ま す 。 また 、 フ ァ ー 
スト クラ ス 席 また は ビジ ネス クラ ス 席 が 満席 に より 手配 で き な い 場 
合 も あり ます 。 な お 、 方 面 や 利用 便 に より 、 当該 クラ ス の 座席 目 体 が 
な い 場 合 が あり ます 。 
喫煙 席 ・ 禁 煙 席 、 窓側 席 ・ 通 路側 席 の ご 希望 は 申込 時 に 承り ます が 、 
ご 希望 に そえ な か っ た り 、 また 機材 変更 等 に より あら か じ め お 取り で 
き て いた 座席 が 急 恒 変更 に な る 場合 も あり ます 。 
- 利 用 航空 会 社 ・ 便 に つい て は 当社 に て て 決定 の 航空 会 社 ・ 便 と な り 、 他 
の 航空 会 社 ・ 便 利用 の ご 希望 は お 受け で きま せん の で あら か じ め ご 了 
承 下 さい 。 
〇 運輸 機関 に よる 旅行 日 程 に つい て 
- 各 コー ス に 日 程 表 に 記載 中 の 移動 時 間 は お お よそ の 目安 で す 。 運輸 
機関 の 遅延 、 不通 、 ス ケ ジ 人 経路 変更 な ど に より 旅行 日 程 
の 秋天 、 目的 地 時 間 の 短縮 、 延長 及び 観光 納 所 の 変更 、 削除 が 生じ る 
場合 が ご ざい ます 。 この 様 な 場合 は 責任 を 負い か ね ます が 、 可能 な 限 
り 当初 の 日 程 に 沿っ た サー ビス を 手配 すべ く 努 力 致し ます 。 上 記 等 の 
免責 の 場合 、 お 客 様 の ご 希望 に より 当社 が 現地 に て 追加 手配 し た 場 
合 、 そ の 追加 代金 を 徴収 致し ます 。 
* 帰 路 便 の 遅延 に より 日 本 帰 意 後 の 国内 交通 機関 と の 乗 継が 不可 能 
介 間 が ご ざい ます 。 この よう な 場合 は 当該 航空 会 社 の 運送 約款 
に より 対応 する こと と な り 、 当社 は 責任 を 負い か ね ます の で 、 予め ご 
了承 下さ い 。 
帰路 乗 継 便 の 遅延 に より 、 乗 継 時 間 が 短縮 され た 場合 、 免税 特典 を 
受け る 為 の 手続 き が 出来 な い 場 合 が ご ざい ます 。 その よう な 場合 で も 
当社 は 責任 を 負い か ね ます の で 予め ご 了承 下さ い 。 
| 時 間 帯 の めやす 」 は 航空 機 ・ バ ス 等 の 移動 の 発 意 時 間 を も と に し て お 
り 、 ホテ ル 出 発 の 時 間 は これ より 早く な り ま す の で ご 注意 下さ い 。 
〇 機内 の 座席 に 間 
・ 窓 際 、 通路 側 の ご 希望 は 必ず し も お 応え 出来 ませ ん 。 
. 航 空 便 の 座席 配列 の より グル ー プ 又 は カッ プル の 場合 で も 隣り 合わ 
せ に な ら な い 場 合 が ご ざい ます 。 例え ば 通路 を 挟ん だ り 、 前 後 の 列 に 
な っ た りす る 場合 が ご ざい ます 。 
〇 コー ド シ ェ アー 例 ( 共 同 運 航 便 ) に つい て 
ご 利用 に な られ る 航空 機 が 他 の 航空 会 社 の 機材 、 及び 客室 乗務 員 
で 運行 され る 場合 が ご ざい ます 。 
〇 送迎 に つい て 
・ 全 て の コー ス は 原則 的 に 空港 一 ホテ ル 間 の 送迎 が 含ま れ て お り ま す 。 
- 空 港 ホ テル 間 の 送迎 の 際 に 、 免税 店 (お 土産 屋 ) や 両替 店 な ど に 立 
ち 寄る 場合 が ご ざい ます 。 
・ 小 人 数 の 場合 は セダン 、 バン 、 ミニ バス と な り ド ライ バー 兼 ガ イド と 
な る 場合 が ご ざい ます 。 また 一 部 コー ス で は 、 バス 、 タクシー 等 の 公 
共 機関 、 ホテ ル 提 供 の バス 等 を 利用 する 場合 が ご ざい ます 。 
・ 行 き ・ 帰 り の 送迎 を 利用 し な い お 客 様 の ご 予約 は 承り ませ ん 。 予め ご 
了承 下さ い 。 


市 内 観光 ・ オ プシ ョ ナル ツア ー、 自由 行動 に つい て 














NII 
設 の 休館 、 祝祭 日 、 天候 、 交通 事情 、 修復 作業 、 ス トラ イキ に より 


還 時 叶 の Pe いま す 。 ま 
た それ に より 自由 行動 時 間 に 影 響 が 出 て くる 場合 和 ON 
〇 日 曜 、 祝祭 日 の 注意 
曜日 、 和 日 に こ は 店 舗 、 美 術 館 、 博物館 、 商店 な る 場合 が ご ざい 


〇 美術 館 、 博物 館 、 寺院 な ど に つい て 
展示 物 ( は 入れ 替え 、 は 他 へ の 出展 中 と な る 場合 ざい ます 。 教 
会 、 寺院 は ミサ 等 の 為 、 外観 の み の 見 学 と な っ たり 、 5 で の ご 説 
明 が 出来 な い 場 合 が ご ざい ます 。 

〇 その 他 ーー 

* 市 内 観光 ・ オ プシ ョ ナル ツア ー 参 加 中 、 貴重 品 、 現金 は 必ず ご 自身 に 


ー 記し 用 入 み 頂 く 前 に 必ず お 読み くだ さい 一 


て 管理 し て 下さ い 。 


・ コ ー ス 内 に 朝日 や タ 日 な どの 夜景 鑑賞 が 明記 され て いる 場合 で も 、 悪 


天候 に より 十分 に ご 鑑賞 買 け な い 場 合 が ご ざい ます 。 


・ パ ン フ レッ ト 、 日 程 表 に | ジニ ッ ピ ング | と 記載 が 無い 場合 で も 、 免税 


店 等 に ご 案内 する 場合 が こざ いま す 。 又 [ シ ョ ッ ピ ング 」 と 記載 が ある 
場合 で も 、 現地 事情 に より ご 案内 で き な い 場合 が ご ざい ます 。 


* 代 金 に は 、 往復 の 交通 費 、 ガ イド の 他 、 明記 され た 食事 代 ( 原 則 と し 


て 飲物 は お 客 様 の ご 負担 )、 入場 料 、 税金 等 が 含ま れ ま す 。 


・ 天 候 、 その 他 の 事情 に より 、 実施 日 、 内 容 、 スケ ジュ ー ル な どの 変更 、 


また は ツア ー を 中 止 す る こと が あり ます 。 


他社 や 他 の コー ス の お 容 様 と ご 一 緒 に な る こと が あり ます 。 
- 所 要 時 間 及 び 出 発 、 帰着 予定 時 刻 は 現地 の 交通 事情 等 に より 変わ る 


半生 まず 。 
に より 満員 と な り 、 ご 希望 の ツア ー、 ご 希望 の 日 に ご 参加 いた 
だ け な い 場合 5 還 あら か じ め ご 承知 お きく だ い 。 現地 
アー に つい て は 現地 到着 翌日 の ご 参加 が で き な い 場合 
9 


* 予 約 申 し 込み の 後 で あっ て も 天候 ・ 天 災 ・ ス トラ イキ な どの 不可 抗力 


の 事由 に より 実施 日 内容 ・ ス ケ ジ ュ ー ル な どの 変更 また は ツア ー の 中 
止 を する こと が あり ます 。 この ご 連絡 は 実施 当日 に な る こと も あり ま 
す 。 この 場合 は 、 不可 能 と な っ た 当該 旅行 サー ビス の 提供 に か か わる 
部 分 を 払い 戻し いた し ます 。 また 、 催行 中 止 と な っ た 場合 合 は 、 全額 払 
い 戻 8 


* 子 供 代 金 は コー ス ご と に 記載 し て いる 場合 を 除き 実施 日 当日 満 2 歳 以 


上 12 歳 未満 の 方 に 適用 し ます 。 幼児 (2② 歳 未満 ) の 代金 は 無料 で す が 、 
座席 ・ 食 事 等 は 提供 され ませ ん 。 


・ オ プシ ョ ナル ツア ー 取 消 料 は お 申し 込み 時 に ご 確認 下さ い 。 








ヨー ロッ パ 内 免税 品 払戻 手続 き に つい て | 





EU 諸 国 (W 放 ) に て 個人 の 所 有 を 上 し 品物 を 購入 し 、 未 使用 の 状 


衣 で 持ち 出す 場合 、 所 定 の 手続 き Fe 
人 免税 指定 小売 店 な ど 制 限 が こ 
い \ 


手続 き IN 0 機内 預け 品 と せ 


す 。 必ず 手荷物 と し て お 手元 に ご 用 意 く だ 


* 空 港 で の 混雑 や 乗 継 の 時 間 な と の 諸事 情 ト 上 り 免税 払い 戻し 手続 き 


が 出来 な い 場 合 が ご ざい ます 。 0 だ さい 。 


* 手 続き に お いて は 、 現地 各 小 売店 ・ 空 港 に お いて 手続 き 方 法 を 各自 ご 


確認 の 上 、 お 客 様 個人 の 真 任 で 行っ て ] 軸 きま す 。 








お 買い 物 に つい て | 





RIRS 観光 中 や 送迎 中 、 お 土産 店 な ど に 立ち 寄る 


合 が ご ざい ます 。 薄 社 で は お 店 の 選定 に 本 人 
か アジ ア な ど 一 部 の 国 (地域 ) に よっ て は 不良 品 や 偽物 が 泥 人 し 、 返 
品 、 返金 出 来 な いな ど ト ラブ ル が 生じ る 場合 が ご ざい ます 。 緒 人 する 
際 は お 客 様 ご 自身 の 責任 で ご 購入 頂き 、 品物 を 受け 取る 際 に は 必ず 
中 身 を ご 確認 怖く 様 お 願い し ます 。 


・ ワ ン ン トン 条約 に より 日 本 へ の 持 込 が 禁止 され て いる 品物 が ご ざい 


ます 。 ご 購入 の 際 に は 十分 に ご 注意 下さ い 。 


・ ほ と ん どの 地域 で は 、 買い 物 を する と 定価 と し て 表示 され て いる 金額 


に 税金 が 加算 され ます 。 





お 食事 に 関し て 


旅行 代金 に は 各 コ ー ス の 日 程 表 に 明示 し た 食事 の 代金 、 税 、 サー ビス 


料 が 含ま れ ま す 。 但 し 個人 的 に 注文 され た 飲み 物 や 料理 、 及び その 
税金 や チッ プ は お 客 様 の 負担 ( こ な り ます の で ご 注意 下さ い 。 


・ 和 コー ス に 明示 し た 食事 回 数 に は 機内 食 は 含ま れ て お り ま せん 。 
- 航 空 機 の 発着 遅延 等 に より 、 レス トラ ン の 変更 や 食事 の 日 時 、 場所 が 


人 入れ 替わる 事 が ご ざい ます が 回 数 、 条件 は 変更 が 無い 様 に 努力 致し 


ます 。 
* 早 朝 出 発 の 場合 、 朝食 は は ボッ クス ブレック フ 7 ー ス ト に な る か 、 ホテ 


ル に よっ て は ご 用 意 出来 な い 場 合 が ご ざい ます 。 その 場合 旅行 代金 
の 変更 は び ざ い ませ ん の で 予め ご 了承 下さ い 。 


・ 食 事 付き の コー ス に お いて 当該 レス トラ ン が 休業 日 に 当たる 場合 、 こ 


利用 日 及び ご 利用 レス トラ ン が 変更 と な り ま す 。 


・ ホ テル の メイ ンダ イニ ング や レス トラ ン に よっ て は 、 男 性 は ジャ ケッ 


ト 、 ネクタイ の 彰 用 が 必要 と な る 場合 が 有り ます 。 また 小さ な お 子 様 
連れ の 場合 や T シ ャ ツ 、 ジー ンズ 、 ス ニー カー、 サン ダル な ど で は 入 店 
を 断ら れる 場合 が ご ざい ます 。 


旅行 日 程 と し て 表示 され た 食事 (機内 食 を 除く ) に お いて 、 お 客 様 が 個 


人 的 に 注文 され た 飲物 や 追加 料理 は 一 部 の コー ス を 除き 、 お 客 様 の 
個人 負担 と な り ま す 。 
主 に アメ リカ や ヨー ロッ パ に お いて は 朝食 が コン チ ネ ンタ ル ブ レ ッ ク 
ファ ー ス ト と な っ た り 、 早朝 出発 の 場合 等 で 簡単 な 弁当 等 に 変更 され 
る 場合 が あり ます 。 

ーー 部 の レス トラ ン の 利用 や ディ ナー ショ ー 等 の 入場 は 、 年 齢 制限 が あ 
る 場合 が あり ます 。 
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現地 係員 に つい て 


* 添 乗員 が 同行 し な い コ ー ス で は 各 都 市 毎 に 現地 係員 が 空港 ホテ 
ル 、 駅 間 の 送迎 、 移動 、 観光 、 現地 事情 の 説明 、 オプショナル ツア ー 
等 の ご 案内 を 致し ます (一 部 コー ス 除 く )。 これ ら の 業務 以外 の 日 程 表 
上 の 自由 行動 時 、 及び ホテ ル 滞 在 中 に は 係員 は お り ま せん 。 
自由 行 動 中 及び 夜間 の ご 用 命 は 、 現地 オフ ィ ス また は 夜間 緊急 連絡 
先 に ご 連絡 を 頂く 事 と な り ま す 。 
* 航 空 機 の 乗り 継ぎ や 列車 の 乗車 手続 き 、 及び ホテ ル チ ェ ッ ク ア ウト 、 
出入 国 手続 き は 基本 的 に お 客 様 ご 自身 で 行っ て ] 頂 きま す 。 
現地 係員 は 日 本 語 を 話し ます が 、 日 本 人 と は 限ら ず 、 また 当社 手配 代 
行 社員 の 場合 が ご ざい ます 。( 地 域 に よっ て は 英語 ガイ ド の 場合 が ご 
ざい ます 。 この 場合 は その 則 を 募集 広告 等 で 案内 し ます 。) 

空港 等 で は 現地 係員 の 入場 で きる 場所 が 限定 され て いる 関係 上 、 出 
入国 手続 き 、 通関 手続 き 等 は すべ て お 客 様 ご 自身 に て 行っ て いた だ 
きま す 。 また 他 の 便 へ の 乗り 継ぎ 手続 き ・ 搭 乗 手 続き も お 客 様 ご 自身 
で 行っ て いた だ く 場 合 が あり ます 。 な お 、 出入 国 手 続き 及び 通関 上 の 
トラ ブル に 関す る 契約 上 の 責任 は 原則 と し て 当社 は 負い ませ ん 。 


冷暖 房 に つい て 
・ そ の 地域 の 習慣 に よっ て ホテ ル 、 列車 、 バス 、 レ スト ラン な ど に 冷暖 
房 の 設備 が 無い 場合 が ご ざい ます 。 
* 国 (地域 )/ に よっ て は 冷房 が 強い 場合 が ど ご ざい ます 。 カー ディ ガン 等 、 
は お る 物 を ご 用 意 さ れる こと を お 勧め 致し ます 。 


お 荷物 に つい て 


ター の 数 に より 到着 空港 、 >、 ホテ ル に よっ て は ど 自 身 で 運ん で 頂く 
場合 が ご ざい ます が 、 旅行 代金 の 変更 は ご ざい ませ ん 。 ーー 
・ お 客 様 の 不 注意 に よる 荷物 の 紛失 や 忘れ 物 な ど は 当社 に 責任 は ご ざ 
いま せん 。 し か し その 捜査 や 回 収 な ど 出 来る 限り の 対応 は 致し ます 。 
但し 、 その 回 収束 用 、 運搬 費 な どの 諸費 用 は お 客 様 の 負担 と な り ま す 
の で ご 注意 下さ い 。 
ー 部 地域 で は 場所 また は 時 間 帯 に よ に り リポーター 不足 の た め に サー ビ 
ス を 提供 で き な い 場合 、 あ る い は 大 幅 に 時 間 が か か る と 予想 され る 場 
合 選 し ほ 、 お 客 欄 ご 自身 で お 物 の 連 還 搬 を お 願い する こと が あり ます 。 
・ 中 国 で は 、 受託 手荷物 は ホテ ル 出 発 の 際 、 前 夜 に 回 収 す る こと も あり 
ます の で 、 1 泊 分 の 身 回 品 が 入る バッ グ を ご 用 意 い た だ く と 便利 で す 。 
・ 原 則 的 に お 一 人 様 ス ー ツ ケー ス 1 つ と 手荷物 1 つ を 想定 し た 上 で 送迎 
車 を ご 用 意 し て お り ま す 。 それ を 超え る 場合 、 追加 運搬 手数 料 等 が 発 
生 致 し ます の で 、 ご 出発 の 3 日 前 まで (土日 祝 除く ) に ご 予約 営業 所 に 
お 申し 出 く だ さい 。( ゴ ルフ バッ グ 、 サー フ ボ ー ド 、 ボディ ー ボ ー ド 、 ダ 
ン ボ ー ル 箱 、 買い 付け 商品 等 は 想定 手荷物 の 範囲 を 超え ます の で 、 追 
加 運 搬 手 数 料 が 発生 致し ます 。) 又 、 事前 連絡 が な く ご 持参 され た 場 
合 、 追加 運搬 手数 料 を 現地 に て お 支払 い ] 頁 いた 上 で 別 車輌 を ご 用 意 
する まで お 待ち 頂く か 、 お 客 様 ご 負担 並び に 責任 に 於 いて の 移動 ( タ 
クシ ー 等 ) を お 願い する こと が ご ざい ます の で 予め ご 了承 くだ さい 。 
・ 貴 征 品 ・ 壊 れ や すい も の 等 は 手荷物 と し て 機内 に お 持ち に な る こと を 
お 勧め いた し ます 。 また 高 性 能 検査 機器 の 使用 に より 感光 する な ど 
の 影響 が 考え られ る た め 、 フィ ルム も 手 和 谷 物 と し て 機内 に お 持ち に な 
る こと を お 勧め いた し ます 。 
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忘れ 物 を され る お 客 様 が 多発 し て お り ま す の で 、 ホ テル 出発 ・ オ プ 
ツ 当 デル ツー の 際 等 に は 忘れ 物 が な いよ う ご 注 意 ト く だ さい 。 当社 で 
は 忘れ 物 捜索 、 回 収 及 び 発送 の 際 等 に 掛か る 通信 費 ・ 回 収 費 な どの 諸 
経 箇 を 志 れ 物 捜索 に 係る 手数 料 と し て 一 律 \5.400 (消費 税込 み ) を 
] 員 いて お り ま す 。 また 、 忘れ 物 捜 索 に 係る 手数 料 は 捜索 物 、 回 収 及 び 
発送 の 有無 に 拘ら ず 請求 させ て 頂き ます の で 予め ご 了承 くだ さい 。 
向 、 捜索 物 を 日 本 へ 送る 際 並 びに 日 本 か ら お 客 様 宅 へ 送る 際 に 掛か 
る 送料 ・ 梱 包 代 金 ・ 保 険 料 ・ 関 税 は 別途 お 客 様 の ご 負担 と させ て ] 軸 きま 
す の で 予め ご 了承 くだ さい 。 


各種 アレ ンジ プラ ン に つい て 

・ 各 種 ア レン ジブ プラ ン は 当社 が 旅行 企画 ・ 実 施す る プラ ン で す 。 基本 の 
募集 型 企画 旅行 部 分 に 組み 込ま れ 、 全体 と し て ひと つの 募集 型 企画 
旅行 と し て 実施 し ます 。 

各種 アレ ンジ プラ ン は 基本 コー ス と あわ せ て お 申込 みい た だ く プ ラ 
ン と な り ま す 。 アレ ンジ プラ ン の み の お 取り 消し の 場合 も 、 基本 コー 
ス を 含め て ご 契約 いた だ いた 募集 型 企画 の 旅行 代金 合計 金額 に 対し 
て 、 基本 コー ス の 出発 日 を 基準 に 取消 料 が 生じ ます 。 但し 、 取消 料 の 
額 は アレ ンジ プラ ン の 人 金額 を 上 限 と し ます 。 


追加 手配 に つい て 


・ お 客 様 の 希望 に より レス トラ ン 、 スポ ー ツ 観戦 な どの 予約 手配 、 専用 
車 等 の 手配 を お 受け 致し ます 。 この 場合 の 旅行 形態 は 手配 旅行 契約 
と な り ま す 。 当該 手配 の 手数 料 に つい て は 実費 と は 別に 所 定 の 業 移 
取扱 い 代 金 が 掛か り ま す 。 双 お 申し 込み 後 の 変更 、 取消 に つい て も 
業務 取扱 い 代金 (手配 通信 費 を 含む ) が 掛か り ま す 。 双 追 加 手配 予約 
回 答 後 の 変更 、 取消 に つい て も 業務 取扱 い 代金 ( 手 配 通 信 費 を 含む ) 
が 掛か り ま す の で ご 了承 下さ い 。 

















ト ) と ビザ (査証 )、 出入 国 審査 等 に つい て 


旅券 (パス ポー 
旅券 を お 持ち で な い 方 、 また 有効 期限 切れ の 方 は ご 出発 前 まで に 


す 新規 の 旅券 を 入手 頂く 必要 が こ "さい ます 。 また 渡航 先 に よっ て は 
所 定 の 残存 期間 が 必要 な 場 S 滞在 の 為 の ビザ を 必要 と し て いる 
国々 も ご ざい ます 。 渡航 先 の 条件 に 関し まし て は 、 お 客 様 ご 自身 で ご 
確認 忠 く と 共に 、 お 申し 込み 支店 で ご 確認 くだ さい 。 

. 旅 行 中 は お 客 様 の 責任 で 管理 し て 頂き ます 。 また 渡航 先 で の 旅券 等 
紛失 に 備え 、 ご 出発 前 に 旅券 の コピ ー と パス ポー ト 用 写真 を 旅券 と 
別に お 持ち に な る こと を お 勧め し ます 。 






























































国籍 に より 査証 が 必要 と な り ま す が 、 ご 出発 前 に ご 用 意 頂 け な い 場 
合 、 ご 旅行 の お 申し 込み を お 断り する 場合 が あり ます 。 
〇 旅券 (パス ポー ト ) に つい て (日 本 国籍 の 方 の 場合 ) 
国 ・ 地 域名 査証 の 要 否 旅券 残存 有効 期限 
イギリス 6 か 月 未満 の 観光 は 査証 不要 帰国 時 まで 有効 な も の 
オラ ング 90 日 以内 の 観光 は 人 査証 不要 出国 時 3 カ月 + 滞 在 日 数 以上 必要 
s イ バ 、 レイ 本 T 不 シェ ン ゲ ン 協 定 加 盟 国 出国 時 
スペ イ ョ ンス 90 日 以内 の 観光 は 査証 不要 3 カ月 以上 必要 
た 6 レン エミ シェ ン ゲ ン 協 定 加 盟 国 出国 時 
ド イ ツ 90 日 以内 の 観光 は 査証 不要 3 カ月 以上 必要 
須 ー ン ゝ < ヽ | ノ ミ 選 ツン ギ ン ゲ ン 協 定 加盟 国 出国 時 
オ スト リフ 6 カ 月 未満 の 観光 は 査証 不要 3 カ 月 以上 必要 
っ 、 レイ 本 シェ ン ゲ ン 協 定 加 盟 国 出国 時 
イタ リフ 90 日 以内 の 観光 は 査証 不要 90 日 以上 必要 
ヽ セイ 本 T 不 
0 の 帰国 時 まで 有効 な も の 
メキ シコ 180 日 以内 の 観光 は 人 査証 不要 帰国 時 まで 有効 な も の 
ei 査証 不要 だ が 入国 時 に 二 6 
1 183 日 以内 有効 の 査証 が 付与 され る | 四 時 6 カ月 上 
コス タリ カ 90 日 以内 の 観光 は 査証 不要 帰国 時 まで 有効 十 余白 1 頁 以 上 
オー スト ラリ ア | 下記 ETAS が 必要 (※1) 帰国 時 まで 有効 な も の 
ー-、。 -、 30 日 以内 の 観光 は 入国 時 に エム 日 
モル ディ ブ と が 発給 入国 時 6 か 月 以上 
タイ 30 日 以内 の 観光 は 査証 不要 入国 時 6 カ月 以上 
ベト ナム 15 日 以内 の 観光 は 人 査証 不要 入国 時 6 カ月 以上 
シン ガ ポ ー ル |3 か 月 以内 の 観光 は 査証 不要 入国 時 1 か 月 十 滞在 日 数 
マレ ー ン シア |90 日 以内 の 観光 は 人 査証 不要 入国 時 6 カ月 以上 
0 ョ エル ビザ 申請 時 余白 2 頁 以 上 + 
カン ボン ジリ 査証 必要 入国 時 6 カ月 以上 
ミャンマー 査証 必要 査証 申請 時 6 カ月 以上 
ネパール 査証 必要 査証 申請 時 6 カ月 以上 
上 海 15 日 以内 の 観光 は 人 査証 不要 入国 時 6 か 月 以上 
台湾 90 泊 91 日 以内 の 観光 は 査証 不要 | 入国 時 6 か 月 以上 
南ア フリ カ 90 日 以内 の 観光 は 人 査証 不要 出国 時 30 日 以上 
の 要 査 証 (現地 取得 : シ ング ル US$30/ 際 6 
2 パブ フエ ダブ ル US$45) 入国 時 6 カ月 以上 
ボツ ウナ 90 日 以内 の 観光 は 人 査証 不要 入国 時 6 カ月 以上 
Ne 要 査 証 (現地 取得 : シ ング ル US$50/ 隔 に 
ザン ビブ フ ダブ ル US$80O) 入国 時 6 カ月 以上 
、 ょ ーー | 有 要 査証 (事前 取得 ) 査 証 余白 欄 2 6 
ダン 過 三 2 2 貢 以 上 必要 = 査証 発行 日 より 6 カ月 以上 
ナミ ピア 90 日 以内 の 観光 は 査証 不要 入国 時 6 か 月 以上 
モロ ッ コ 90 日 以内 の 観光 は 査証 不要 入国 時 3 か 月 以上 + 余白 1 真 以 上 
夫 身長 国 |3O 日 以内 の 観光 は 査証 不要 入国 時 6 カ月 以上 














※1:ETAS (イー タス :Electronic _ Travel Authority System) と は 
オー スト ラリ ア 従 来 の 査証 (ビザ ) に 変わ る 新た な 入国 許可 シス テム の 
こと 。 これ を 利用 する と 通常 の 入国 手続 き が 簡素 化 さ れ 、 ま た 登録 し 
た 日 か ら 1 年 間 何 度 で も 使用 で きま す 。 観光 を 目的 と し て 入国 する 場 
合 は 観光 ETAS の 手続 き を 行っ て くだ さい 。 
※2: 旅 券 (パス ポー ト ) と ビザ (人 査証) に つい て 
人 @ 旅 券 を お 持ち で な い 方 、 また 有効 期限 切れ の 方 は ご 出発 前 まで に 必 
ず 新 規 の 旅券 を 入手 頂く 必要 が ご ざい ます 。 日 本 国籍 の 方 が 渡航 され 
る 場合 、 ア メリ カ 合 衆 国 : 旨 国 日 まで 有効 期間 を 有する バス ポー ト 、 カ 
ナダ : カ ナダ 出国 予定 日 十 1 日 まで 有効 期間 を 有する パス ポー ト が 必要 
と な り ま す 。 また 下記 の 条件 を 全て 満た す 場 合 で あれ ば 査証 (VISA) は 
不要 と な り ま す 。 
( ア ) ア メリ カ : 観 光 目 的 で 90 日 以内 の 滞在 の 場合 

カナ ダ : 観 光 目 的 で 180 日 以内 の 滞在 の 場合 


( イ ) ア メリ カ 及 び カ ナタ 隣接 国 以外 へ の 往復 航空 券 を 入国 時 に 所 持 
ト ) を 所 持 し て いる 事 ( 下 記 ※5 参 照 ) 


し 、 提示 で きる 事 

( ウ ) 機 械 読取 式 の 旅券 (パス ポー 

( エ ) その他 [米国 査証 免除 プロ グラ ム 」 の 条件 を 満た し て いる 事 

注 1: 特 別 な 理由 で 大 使 館 ・ 総 領事 館 が 必要 と 認め た 場合 、 査証 が 必要 
に な る 場合 が あり ます 。 

注 2: 濾 航 先 の 楽 件 に 関 し まし て は 事前 に お 客 様 ご 目 身 で ご 確認 1 中 く と 

共に 、 お 申し 込み 支店 に お いて も ご 確認 くだ さい 。 

注 3: 日 本 国籍 以外 の 方 ! は 、 目 国 の 領事 館 ・ 渡 航 先 の 領事 館 ・ 入 国 管理 
事務 所 に て 必ず ご 確認 くだ さい 。 

候 旅 行 中 は お 客 様 の 責任 で 管理 し て ] 買 きま す 。 また 渡航 先 で の 旅券 等 

紛失 に 備え 、 ご 出発 前 に 旅券 の コピ ー と パス ポー ト 用 写真 を 旅券 と 別 


に お 持ち に な る こと を お 勧め し ます 。 
※3:ESTA (エス タ / ア メリ カ 電 子 渡航 認証 シス テム ) 
2010 年 9 月 8 日 以降 日 本 国籍 の 方 は 、 アメ リカ 入国 の 際 に ESTA の 登 
録 が 必要 と な り ま す 。 登録 に 関し て は US$ 14 が 必要 で す 。( 支 払い 方 
法 は 申請 者 の クレ ジッ トカ ー ド (マス ター・ ビ ザ ・ ア メッ クス ・ デ ィ ス カ 
バー) の 番号 が 登録 時 に 必要 で す ) エイ チ ・ アイ ・ エ ス 東 日 本 ビザ セン 
ター(03-6863-3790) に て 、 ESTA の 代行 登録 【 コ ー ド :VUS】 を 受け 付 
け て お り ま す 。 圏 代 全 :\6.000 (お 1 人様 あたり / 消 費 税込 み ) ※ 代 行 
登録 に は 、 パスポート が 必要 で す 。 
※4: セ キュ アフ ライ トブ プロ グラ ム に つい て 
米国 運輸 保安 局 の 求め に より 、 米国 発着 便 を ご 利用 の お 客 様 は パス 
ポー ト 記 載 の お 名 前 、 生 年 月 日 、 性 別 、 レ ドレ スナ ン バ ー( 該 当 さ れる 
方 の み ) を 航空 会 社 へ 報告 する 必要 が あり ます 。 ご 予約 時 に 正確 な 情 
報 を 担当 に お 申し 出 下 さい 。 
※ ら : 無 査証 入国 時 の 審査 変更 に 関し て 
去る 2004 年 8 月 17 日 米国 政府 より 、 査証 (ビザ ) を 免除 し て いる 諸 外 国 
籍 の 短期 旅行 者 に 対し て 、 2004 年 9 月 30 日 の 米国 入国 時 より 、 従来 の 
入国 審査 に 加え | 顔 写真 の 撮影 | な ら び に [| 指紋 の 押 捧 を 義務 付け る 
と 発表 され まし た 。 これ は テロ 対策 強化 の 一 環 で 、 査証 免除 で 入国 さ 
れる 日 本 人 旅行 者 に も 適用 と な り ま す 。( た だ し 14 歳 未満 、 80 歳 以上 の 
方 と 外交 査証 保持 者 の 方 は 対象 外 で す 。) 加 えて 、 2004 年 10 月 26 日 以 
降 、 同 じ く 査証 (ビザ ) 免 除 プ ログ ラム を 利用 し て 米国 へ 渡航 する 場 
は 「 機 械 読取 式 の 旅券 (MACHINE-READABLE PASSPORT、 以下 
MRP)」 の 所 持 が 必要 と な り ま す 。 日 本 国内 の 各 旅券 事務 所 で 発給 され 
た 旅券 は 全て MRP 旅 券 と な っ て お り ま す が 、 在 外 の 日 本 大 使 館 ・ 領 事 
館 で 発給 され た 旅券 は 一 部 MRP 旅 券 で な い 場 合 が あり ます 。 非 MRP 
旅券 の 方 は 2004 年 10 月 26 日 以降 、 無 査証 人 国 が 出来 な く な り ま す の 
で 、 必ず ご 確認 頂き ます よう お 願い 申し 上 げ ま す 。 
な お 、 上 記 の 情報 は 2019 年 11 月 現在 で 公開 を され て いる 情報 と な り 
ます 。 今後 、 情報 が 更新 ・ 変 更 され る 可能 性 が ご ざい ます の で 、 必ず お 
申し 込み の 店 舗 へ ご 確認 くだ さい 。 
旅行 先 の 環境 事情 に つい て 
国 ( 地 域 ) に より 洗剤 に よる 水質 汚染 を 防ぐ 為 、 お 部 屋 の タオ ル を 交 


換 し な い 場 る が ご ざい ます 。 タオ ル 交 換 を 希望 肖 ま た 合 に は タオ ル を 
NN 入れ て お く 、 床 に 落と し て お く な どの 意思 示 が 必要 に な 


ます 。 
. 旅 行先 に 自然 遺 産 や 文化 遺産 に 配慮 し た 環境 マナ ー や 法規 則 が あ 
り 、 現 地 で の ゴミ の ポイ 捨て 等 に 対し 、 久 金 を 課す 場合 が ど ざ いま す 。 
事前 に 現地 の 環境 事情 を ご 確認 中 きま す よ うお 願い 申し 上 げ ま す 。 


現地 安全 情報 衛生 情 報 


(2019 年 11 月 現在 ) 
又は 地域 ) に よっ て は 外務 省 よ り 危 険 情報 な どの 安全 関係 


も あり ます 。 2019 年 11 月 現在 、 パ 
ン フ レッ ト 掲 載 の 下記 方 面 に 於 いて 『 十 分 注意 し て くだ さい ]」 が 外務 
省 安 全 情 報 で 発令 され て お り ま す 。 
* 南 アフ リカ ・ ケ ー プ タウ ン  *※ ザ ン ビ アア 全土 * ま ジン バブ エ 全 土 
* タ ン ザ ニニ ア ・ ア ルー シャ 州 ま メ キシ ンコ シテ ィ  *※ モ ロッ コ 
*※ ネ ミャンマー 全土 ま カ ン ボ ジア 全土 * ま ラオ ス 全 土 ま ネネ パー ル 
※ イ ンド 全土 ※ イ ンド ネン シア *※ ペ ルー  *※ コ スタ リカ 
海外 渡航 関連 情報 は 、 領事 サー ビス セン ター (海外 安 全 担 当 ) な ど で も 
ご 確認 順 け ます 。 また 減 衣 先 ( 国 又 は 地域) の 衛生 状況 に つい て ! は 厚生 
孝 働 省 | 海外 渡航 者 の 為 の 感染 症 情報 ] ホ ー ム ペー ジ を ご 確認 くだ さ 
い 。 詳し い 情報 は 領事 サー ビス セン ター (海外 安全 担当 ) 音 声 サ ービス 
(TEL:03-3580-3311)、 又は 外務 省 ホ ー ム ペー ジ http://www.anzen. 
mofa.go.jp/ 厚生 労働 省 衛 星 情報 ホー ムペ ー ン ジ http://www.forth. 
go.jD/ で ご 確認 の 上 、 ご 出発 頂け ます よう お 願い 申し 上 げ ま す 。 


旅行 保険 の 加入 


ご 旅行 中 の 病気 や 事故 、 盗難 な ど に 備え て 、 必ず 海外 旅行 保険 に 加入 
され る 事 を お 勧め 致し ます 。 


空港 諸税 に つい て 
・ 旅 行 代金 に は 、 日 本 で の 空港 施設 使用 料 と 旅客 保安 サー ビス 料 、 海外 
の 空港 諸税 が 含ま れ て お り ま す 。 お 申し 込み 後 、 諸税 の 新設 又は 税額 


の 変更 が あっ た 際 も 旅行 代金 の 変更 に 4 また 、 為替 レー 
ト の 変動 に よる 過 不 足 に つい て も 追加 徴収 又は 返金 は 致し ませ ん 。 


燃油 サー チャ ー ジ に つい て 
. 旅 行 代金 に は 、 燃油 サー チャ ー ジ は 含ま れ て お り ます 。 お 申込 み 後 、 
航空 会 社 の 申請 に より 燃油 サー チャ ー ジ の 増減 又は 廃止 が あっ た 際 
も 、 旅行 代金 に 変更 は ご ざい ませ ん 。 また 、 為替 レー ト の 変動 に よる 
過 不 足 に つい て も 追加 徴収 また は ご 返金 は いた し ませ ん 。 


個人 情報 に つい て 
* 当 社 は 、 旅行 申し 込み の 際 に 提出 され た 申込 書 に 記載 され た 個人 情 
報 (氏名 、 住所 、 電話 番号 、 メー ル ア ド レス な ど ) に つい て 、 お 客 様 と 
の ご 連絡 に 利用 させ て いた だ く 他 、 お 客 様 が お 申し 込み いた だ いた 
旅行 に お いて 運送 ・ 宿 泊 機関 等 の 提供 する サー ビス 手配 、 お よび それ 
AO 
いた 記 Oo 
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の 海外 渡航 情報 が 出さ れ て いる 場合 
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一般 的 に デパ ー ト 、 商店 な ど は 日 曜日 、 祝祭 日 は 休み に な る 場合 が あ 
り 、 シ ョ ッ ピ ング 、 オ プシ ョ ナル ツア ー 等 に 影響 し ます の で 、 出 発 日 
の 選定 に ご 注意 下さ い 。 

・ パ ン フ レッ ト に 掲載 の 写真 、 見 取り 図 は 観光 地 、 ホテ ル 等 の イメ ー ジ を 
掴ん で 頂く 為 の 一 例 と し て 掲載 し て お り ま す 。 現地 で 必ず し も 同じ 部 屋 
や 角度 か ら の 風景 を ご 覧 順 け る と は 限り ませ ん の で 予め ご 了承 下さ い 。 
で つう 本 衣 報 は 2019 年 11 月 現在 の 情報 と な り 


〇 旅行 代金 の 返金 に 関す る ご 注意 

当社 で は お 客 様 の ご 都合 に よる 予約 の 取り 消し に 伴う ご 返金 の 際 の 
手数 料 は お 客 様 ご 負担 と な り ま す 。 予め ご 了承 下さ い 。 

・ お 客 様 か ら の 旅行 日 程 変更 依頼 は 本 項 17 項 に 定め る 取消 料 の 規定 と 
同 条 件 に な り ま す 。 

* 選 旅行 先 で の 忘れ 物 に 関し て 、 捜索 と 取り 寄せ を 弊社 へ ご 依頼 され 
た 場合 、 所 定 の 手数 料 と 実費 を 請求 させ て いた だ きま す 。 手数 料 は 捜 
MM ら す 請求 させ て いた だ きま す の で 、 予 め ご 

水 し Ye 


特別 な 配慮 が 必要 な お 客 さ ま に つ いて | 


・ お 客 様 の 状況 に よっ て は 、 当初 の 手配 内 容 に 含ま れ て いな い 特 別 な 
配慮 、 措置 が 必要 と な る 可能 性 が あり ます 。 詳細 は 、| 旅行 条件 書 」 の 
| 5、 申込 条件 」 を 確認 の うえ 、 特別 な 配慮 ・ 措 置 が 必要 と な る 可能 性 
が ある 方 は 、 ご 相談 を させ て いた だ きま す の で 、 必ず お 申し 出 下 さい 
(有料 の 場合 が あり ます )。 

・ 各 コー ス に よっ て は 、 観光 地 に お いて 手すり の な い 階 段 、 石 辿 の ある 道 
路 が 多かっ た り 、 また 、 長 時 間 の 徒歩 に こよ る 観光 や 、 足元 の 悪い 遺跡 巡 
りな ど が 含ま れる も の が ご さい ます 。 お 客 様 の 身体 の 状態 に よっ て は 、 
身体 ( に 大 き な 負 担 が か か り 、 介助 が 必要 と な る こと が 予想 され る コー ス 
も ご ざい ます 。 詳細 に つい て は 担当 者 へ お 問い 合わ せく だ さい 。 


日 本 国内 線 追加 プラ ン 注 意 事項 | 


季 件 :24 時 間 以 内 の 乗り 継ぎ に 限り ます 。 該当 国内 区 間 の 手配 が 完了 
し た 時 点 以降 、 該当 国内 区 間 も 本 体 ツ ツー と あわ せ て 、 一 つの 募 
生還 し て 取り 扱い いた し ます 。 尚 、 以下 の 条件 
が : 

・ ee 金 の 他 に 航空 保険 料 、 空港 施設 使用 料 が 別途 必要 

際 
* 国 内 線 は 往復 と も 別 代金 が 必要 と な り ま す 。 満席 の 場合 に は 、 日 本 国 
内 線 追加 代金 適用 と な り ま せん の で ご 了承 くだ さい 。 また この 場合 
む を えす 、 航空 会 社 以外 の 交通 機関 を ご 利用 いた だ いた 際 の 費用 は 
お 客 様 負 担 と な り ま す 。 
乗り 継ぎ に 最適 な 時 間 帝 の 航空 便 を 用 意 で き な い 場 合 が あり ます 。 
また 国内 線 は 泌 田 発着 と な る 場合 に は 、 羽田 て 成田 空港 間 の 交通 費 
は お 客 様 の 負担 と な り ま す 。 
1 件 区 間 に 限 り ま す 。 また 、 ご 利用 便 は 弊社 に て 決定 させ て いた 


だ きま 
・ 国 内 線 一 国際 線 の 乗り 継ぎ に お いて 、 万 一 乗り 遅れ 等 お 客 様 に 不 者 
合 が 生じ て も 当社 は 責任 を 負い ませ ん 。 
国際 線 が ビジ ネス クラ ス の 場合 は 料金 が 異な り ま す 。 詳細 は お 間 い 


合わ せく だ さい 。 

代金 は 2019 年 11 月 現在 の も の で す 。 変更 に な る 場合 も ご ざい ます の 
で お 申 し 込み の 際 ご 確認 くだ さい 。 

日 本 航空 の 予約 運用 ポリ シー に 基づき 、 日 本 航空 利用 コー ス で は 、( 取 
消 料 対象 期間 内 / 外 に 関わ ら す 、) 国 内 線 利 用 便 の 変更 や 取消 し を お 
こ な う 際 に は 、 国際 線 区 間 を 含む 全 旅 程 の 予約 を 一 旦 取 消し 、 予約 を 
し 直す 必要 が あり 、 その 結果 、 空席 状況 に よっ て は 、 予約 確保 され て 


いた 国際 線 区 間 を 含め 、 ご 希望 の 便 で の 予約 が で き な い 場合 が ご ざ 
いま す の で 予め ご 了承 く だ さい 。 


米国 内 に お ける 受託 手荷物 の 開 錠 検 査 | 


米国 連邦 航空 省 交 通 保安 局 は 2002 年 12 月 23 日 以降 、 保安 対策 と し 
て アメ リカ 合衆国 へ 到 間 さ れる お 客 様 に 対し 、 受託 手荷物 (預け 荷物 ) 
0 施錠 の 有無 に 拘わら ず 、 米国 内 全て の 空港 に 

お いて 和 無 作為 に 開 錠 検 査 を 実施 中 で す 。 弊社 で は アメ リカ 合衆国 へ ご 

旅行 (ハワイ ・ グ アム ・ サ イ パ ン へ の ご 旅行 、 及び 各 空 港 で の 乗り 継ぎ 
含む ) さ れる お 客 様 に 対し て 下記 の ご 協力 を お 願い 申し 上 げ ます 。 
① ス ー ツ ケー ス 等 の 受託 手荷物 (預け 荷物 ) は 、 施錠 し な い 様 に ご 協力 

を お 願い 致し ます 。 

* 施 錠 さ れ て いる 場合 、 半 を 破壊 し て 検査 を 行う 場合 が あり ます 。 

・ 貴 征 品 類 ・ 壊 れ や すい 物 等 は 、 必ず 手 谷 物 と し て 機内 へ お 持ち 下さ 
い 。 尚 、 この 保安 検査 に より 生じ る お 荷物 の 破損 、 内 容 物 の 紛失 に 
つい て は 航空 会 社 で は 免責 扱い で あり 、 弊社 で も 責任 は 負い か ね 
ます 。 予め ご 了承 頂き ます 様 お 願い 申し 上 げ ま す ( 下 記 参 照 )。 

高 性 能 検査 機器 の 使用 に より 、 未 現像 の フィ ルム が 感光 する な ど 影 

括 が 考え られ ます 。 

・ フ ィ ル ム は 手荷物 と し て 機内 へ お 持ち 下さ い 。 

③ 搭 乗 まで の 諸手 続き に か な り の 時 間 を 要する こと が 予想 され ます 。 
* 條 裕 を 持っ た チェ ッ ク イ ン 手 続き に ご 協力 下さ い 。 
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お 申し 込み の 際 は 、 必 ず 募 集 型 企画 旅行 条 件 書 ( 全 文 ) を お 読み 下さ い 





エイ チ ・ ア イ ・ エ ス 旅行 落 件 書 ( 要 守 


1. 募集 型 企画 旅行 契約 

( 1 ) この 旅行 は 、 株 式 会 社 エ イチ ・ ア イ ・ エ ス (東京 都 新宿 区 西新 宿 6-8- 1 、 
観光 庁 長官 登録 旅行 業 第 724 号 以下 | 当社] と いい ます ) が 企画 お よ 
ひび 募集 し 実施 する 旅行 で あり 、 こ の 旅行 に 参加 され る お 客 様 は 、 当 社 と 
募集 型 企画 旅行 契約 (以下 | 旅行 契約 ] と いい ます ) を 締 結 す る こと に 
な り ま す 。 

(2) 旅行 契約 の 内 容 ・ 条 件 は 、 募 集 広告 パンフレット (以下 | パン フレ ッ ト 等 」 
と いい ます ) 旅行 条件 書 、 ご 出発 前 に お 渡し する 確定 書面 (以下 | 最終 
旅行 日 程 表 | と いい ます ) お よび 当社 旅行 業 約 款 の 募集 型 企画 旅行 契約 
の 部 (以下 「 当 社 約款 ] と いい ます ) 等 に より ます 。 当社 約 款 は 当社 ホー 
ムペ ー ジ (http//www.his-j.Com) か ら ご 覧 に な れ ま す 。 

(3) 当社 は 、 お 客 様 が 当社 の 定め る 旅行 日 程 に 従っ て 運送 ・ 宿 泊 機 関 そ の 他 
の 旅行 に 関す る サー ビス (以下 「 旅 行 サ ービス 」 と いい ます ) の 提供 を 
受け る こと が で きる よう に 手配 し 、 旅 程 を 管理 する こと を 引き 受け ます 。 


2. 旅行 の お 申込 み 

(1 ) 当社 所 定 の 旅行 申込 書 に 所 定 の 事項 を 記 人 の うえ 、 ト 記 申 込 金 を 添え て 
お 申込 みか いた だ きま す 。 申込 金 は 旅行 代金 の 一 部 こし て 取り 扱い ます 。 

(2 ) 当社 は 電話 、 郵 便 お よび ファ クシ ミリ 、 イ ンタ ーネット 、 そ の 他 の 通信 
手段 に よる 旅行 契約 の お 申込 み を 受付 ける こと が あり ます 。 この 場合 、 
契約 は お 申込 み の 時 点 で は 成立 し て お ら す 、 当 社 が 契約 の 締結 を 承諾 し 
こ 旨 を 通知 し た 日 の 翌日 か ら 起 算 し て 3 日 以内 に 、 申 込 書 の 提出 と 申込 
金 を お 支 払い いた だ きま す 。 この 期間 内 に 申込 金 の お 支払 い が な い 場 合 、 
当社 は お 申込 み が な か っ た も の と し て 取り 扱い する 場合 が あり ます 。 (ご 
出発 まで 一 定 以 上 の 日 数 が な い 場 合 、 お 電話 で の お 申込 み を お 断り させ 
て いた だ く 場 合 が あり ます ) 








(お ひと り ) | 出発 日 の 前 日 か ら 起算 し て | 出発 日 の 前 日 か ら 起算 し て 
さか の ぼっ て 60 日 目 に あたる 日 まで | さか の ぼっ て 61 日 目 以前 (※) 
ミ J 上 放 生 人 10 万 円 以上 





30 万 円 以上 5 5 万 円 以上 
50 万 円 未満 | "カロ 以上 旅行 代金 まで | 旅行 代金 の 20% 以 内 


40 各店 天 誠 | 3 万 円 以上 旅行 代金 で 


97 過 二 上 ( 
30 万 円 未満 旅行 代金 の 20% 以 内 





10 万 円 以上 0 as 2 万 円 以上 
15 万 円 未満 | “2 ロ 以 上 旅行 代金 まで | 旅行 代金 の 20% 以 内 














10 万 円 未満 | 旅行 代金 の 20% 以 上 旅行 代金 まで 旅行 代金 の 20% 





※ 次 の 場合 に は 、 旅 行 代金 の 20% を 超え る 金額 を 申込 金 と し て 収受 
する こと が あり ます 。①⑪⑫ 当 社 が 取引 条件 説明 書面 で 申込 金 の 使 述 を 表 
示す る 場合 、② お 客 様 が クレ ジッ トカ ー ド 支払 い を 選択 し た 場合 、③ そ 
の 他 お 客 様 が 希望 し た 場合 


う . 契約 の 成立 

(1 ) 第 2 項 (1 ) お よび (2) の 電話 に よる お 申込 み の 場合 、 旅 行 契約 は 当 
社 が 契約 の 締結 を 承諾 し 、 申 込 金 の 受理 を し た と き に 成立 いた し ます 。 

(2) 第 2 項 (2) の 郵便 お よび ファ クシ ミリ その 他 の 通信 手段 に よる お 申込 
み の 場 合 、 旅 行 契約 は 申込 金 の お 支払 い 後 、 当 社 が お 客 様 こ の 旅行 契約 
の 締結 を 承諾 する 通知 を 出し た と き に 成立 いた し ます 。 


4. キャ ン セ ル 待 ちの 取扱 い に つ いて の 特約 

お 申込 み の 段 階 で 、 満 席 、 満 室 そ の 他 の 事由 で 旅行 契約 の 締結 が 直 ち 
に で き な い 場合 で あっ て 、 お 客 様 が 特に 希望 する 場合 は 、 以 下 に より 、 
お 客 様 と 特約 を 結ん で 、 当 社 が お 客 様 と 旅行 契約 を 締結 する こと が で 
きる 状態 に な っ た 時 点 で 旅行 契約 を 成立 させ る 取扱 い (以下 『 キ ャ ン 
セル 待ち の 取扱 い 』 と いい ます ) を する こと が あり ます 。 

( 1 ) お 客 様 が キャ ン セ ル 待 ちの 取扱 い を 希望 する 場合 、 当 社 は 、 お 客 様 が 当 
社 か ら の 回 答 を お 待ち いた だ ける 期間 (以下 「 ウ ェ イ ティ ング 期間 | と 
いい ます ) を 確認 の うえ 、 申 込 書 と 申込 金 相当 額 を ご 提出 いた だ きま す 。 
この 時 点 で は 旅行 契約 は 成立 し て お ら ず 、 当 社 が 圭 来 に 旅行 契約 が 成立 
する こと を お 約束 する も の で は あり ませ ん 。 

当社 は 、 前 (1) の 申込 金 相当 額 を 「 お 預かり 金 』 と し て 保管 し 、 お 客 欄 
と 旅行 契約 の 締結 が 可能 に な っ た 時 点 で お 客 様 に 旅行 契約 の 締結 を 承諾 
し た 旨 を 通知 する と と も に お 預り 金 を 申込 金 に 充当 し ます 。 

旅行 契約 は 、 当 社 が 前 (2) に より 、 旅 行 契 約 の 締結 を 承諾 し た 旨 の 通知 
を お 客 様 に 発し た 時 (た だ し 、 こ の 通知 が 電 也 承諾 通知 の 方 法 に よっ て 
行わ れ た 時 は お 客 様 に 到達 し た 時 ) に 成立 する も の と し ます 。 

(4) 当社 は ウェ イ テ ィ ング 期間 内 に 、 旅 行 契 約 の 締結 を 承 護 で き な か っ た 場 
合 は 、 お 預り 金 の 全額 を お 客 様 に 払い 戻し ます 。 

当社 は 、 ウ ェ イ ティ ング 期間 内 で 当社 が 旅行 契約 の 締結 を 承諾 する 旨 を 
回 答 する 前 に お 客 様 か ら キャ ン セ ル 待 ちの 取扱 い を 解除 する 旨 の お 申出 
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が あっ た 場合 は 、 お 預かり 人 金 の 全額 を お 客 様 に 払い 戻し ます 。 こ の 場合 、 
お 客 様 か ら の キャ ン セ ル 待 ちの 取扱 い を 解除 する 旨 の お 申出 が 取消 料 対 
家 期 間にあっ た と き で も 当社 は 取消 幸 を いた だ きま せん 。 


5. 契約 書面 と 最終 旅行 日 程 表 の お 渡し 

(1 ) 当社 は 旅行 契約 成立 後 速やか に 旅行 日 程 、 旅 行 サ ービス の 内 容 そ の 他 の 
旅行 条件 お よび 当社 の 責任 に 関す る 事項 を 記載 し た 契約 書面 を お 渡し し 
ます 。 契約 書面 は パン フレ ッ ト 、 旅 行 条 件 書 、 申込 書 控 え 等 に より 構成 
され ます 。 

(2 ) 当社 は お 客 様 に 、 集 合 時 間 ・ 場 所 、 利 用 運送 機関 、 宿 泊 機 関 等 に 関す る 
催 定 情報 を 記載 し た 最終 旅行 日 程 家 を 遅く と も 旅行 開始 日 の 前 日 まで に 
お 渡し し ます 。 た だ し 、 お 申込 が 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起算 し て さか の 
ぼっ て 7 日 前 以降 の 場合 、 旅行 開始 日 まで に お 渡し する こと が あり ます 。 
また 、 お 渡し 前 で あっ て も 、 お 問い 合わ せい た だ けれ は 手配 状況 に つい 
て ご 説明 いた し ます 。 


6. 旅行 代金 の お 支払 い 
旅行 代金 は 旅行 契約 成立 後 、 当 社 が 指定 する 期日 まで に 全額 を お 支払 い 
いた だ きま す 。 


7. 旅行 代金 に 各 ま れる も の 

(1 ) 旅行 日 程 に 明示 し た 航空 機 、 有 船舶 、 鉄 道 等 利用 運送 機関 の 運賃 ・ 料 金 ( 燃 
油 サ ー チ ャ ー ジ 等 は 含み ませ ん 。 パ ン フ レッ ト 等 で 総額 表示 と し て 旅行 
代金 に 燃油 サー チャ ー ジ を 含ん で 表示 し た 場合 を 除く ) また 、 パ ン フ レッ 
ト 内 で ファ ー ス トク ラス 席 、 ビ ジネス クラ ス 席 と 明示 され て いな い 場 合 
は 、 エ コノ ミー クラ ス 、 鉄 道 は 普通 車 を 利用 し ます 。 

(2) 旅行 日 程 に 含ま れる 送迎 バス 等 の 料金 (空港 ・ 駅 ・ 港 と 宿泊 場所 、 旅 行 
日 程 に お 客 様 負 担 と 表記 し て ある 場合 を 除き ます ) 

(3) 旅行 日 程 に 明示 し た 観光 料金 (バス 料金 等 ・ ガ イド 料金 ・ 人 場 料 等 ) 

(4 ) 旅行 日 程 に 明示 し た 宿泊 料金 お よび サー ビス 料金 (パン フレ ッ ト 等 に 特 
に 別途 の 記載 が な い 限 り 2 人 部 屋 に 2 人 ずつ の 宿泊 を 基準 と し ます ) 

(5) 旅行 日 程 に 明示 し た 食事 料金 (機内 食 は 除外 ) お よび 税 ・ サ ービス 料金 

(6) 日 本 で の 空港 施設 使用 科 と 旅客 保安 笠 、 国際 観光 旅客 税 

(7) 海外 の 空港 諸税 

(8) 燃 湯 サー チャ ー ン ジ ( 衣 空 会 社 の 定め る 燃油 サー チャ ー ジ の 増額 ・ 
減額 が あっ た 場合 に も 追加 徴収 及び 返金 は し ませ ん 。) 

(9) 添乗 員 同 行 コ ー ス の 添乗 員 の 同行 費用 

※ 上 記 諸 費用 は 、 お 客 様 の 都合 に より 一 部 利用 され な く て も 払い 戻し いた し ませ ん 。 


8. 旅行 代金 に 含ま れ な いも の 

第 7 項 の ほか は 旅行 代金 に 含ま れ ま せん 。 そ の 一 部 を 以下 に 例示 し ます 。 

( 1 ) 超 過 手 荷物 料金 (名 運送 機関 で 定め た 重量 容量 ・ 個 数 を 超え る 分 に つい て ) 

(2 ) クリ ー ニ ング 代 、 電 話 代 、 チ ッ プ 、 そ の 他 追加 飲料 等 個人 的 諸 経 費 お よ 
びそ れ に 伴う 税 ・ サ ービス 料 

(3) 傷害 、 疾 病 に 関す る 医療 費 

(4 ) 渡航 手続 関係 諸費 用 (旅券 印紙 代 ・ 証 紙 料 金 ・ 信 証 料 ・ 予 防 接種 料金 ・ 
渡航 手続 代行 に 対す る 旅行 業務 取扱 料金 等) 

(5) 日 本 国内 に お ける 自宅 か ら 発着 空港 等 集合 ・ 解 散 地点 まで の 交通 費 お よ 
び 旅 行 開始 日 の 前 日 、 旅 行 終了 日 当日 等 の 宿泊 費 

(6) 手荷物 の 運搬 料金 
お 1 人 様 ス ー ツ ケー ス 1 個 の 手荷物 運搬 料金 (お 1 人 様 20kg 以内 が 原 
則 と な っ て お り ま す が 、 ご 利用 等 級 や 方 面 に よっ て 異な り ま す の で 詳し 
く は 担当 者 に お 問い 合わ せく だ さい ) 手荷物 の 運送 は 当該 運送 機関 が 行 
い 、 当 社 が 運送 機関 に 委託 手続 き を 代行 する も の で す 。 

(7 ) オブ ショ ナル ツア ー (別途 料金 の 小 旅行 ) の 料金 

(8 ) その 他 パ ン フ レッ ト 等 内 で [O 〇 料金 」 と 称す る も の 

(9) 宿泊 機関 が 課す 諸税 


9. お 客 様 が 出発 まで に 実施 する 事項 

(1 ) 渡航 先 の 衛生 状況 に つい て は 厚生 労働 省 | 検疫 感染 症 情報 ] ホー ム 
ペー ジ (http://Www.forth.goJp/) で ご 確認 くだ さい 。 

(2) 渡航 先 ( 国 ま た は 地域 ) に よっ て は 外務 省 | 海外 危険 情報 ] 等 、 国 ・ 
地域 の 渡航 に 関す る 情報 が 出さ れ て いる 場合 が あり ます の で 、 お ず お 申 
込み の 際 、 外 務 省 | 外務 省 海外 安全 ホー ムペ ー ジ (http//WWww. 
Dubanzen.mofa.g0JpD/)」 を ご 確認 下さ い 。 
外務 省 海 外 安全 相談 セン ター : 03-5501-8162 で も ご 確認 くだ さい 。 

(3) 旅行 期間 中 、 緊 急 事 態 発生 な ご 安全 に 関わ る 情報 を メー ル 等 で 受け 取 
の O2 ト 自生 だ OO の OO di 
(https://WWW.ezalryU.mof3.g0oJD/t3Direg/) 


10. 旅行 契約 内 容 の 変更 

当社 は 旅行 契約 締結 後 で あっ て も 大 笑 地 変 、 戦 乱 、 暴 動 、 運 送 ・ 窒 泊 機 
関 等 の 旅行 サー ビス の 提供 の 中 止 、 官 公署 の 命令 、 当 初 の 運行 計画 に よ 
ら な い 運 送 サ ービス の 提供 その 他 当社 の 関与 し 得 な い 事 由 が 生じ た 場合 
に お いて 、 旅 行 の 安全 か つ 円 滑 な 実施 を 図る た こめ に や む を 得 な いと き は 、 
お 客 様 に あら か じ め 速 や か に 当該 事由 が 当社 の 同 与 し 得 お いも の で ある 
理由 お よび 当該 事由 と の 因果 関係 を 説明 し て 旅行 日 程 ・ 旅 行 サー ビス の 
内 容 を 変更 する こと が あり ます 。 た だ し 、 皿 急 の 場合 に お いて や お を 得 
な いと き は 変更 後に ご 説明 いた し ます 。 


11. 旅行 契約 の 解除 ・ 払 い 戻 し 
(1 ) 旅行 開始 前 
① お 客 様 の 解除 権 

ア お 客 様 は 次 に 定め る 取消 料 を お 支払 いい た だ く こ と に より 、 い つ で も 旅 
行 契 約 を 解除 する こと が で きま す 。 た だ し 、 契 約 解除 の お 申出 は 、 お 申 
込み の 営業 所 の 営業 時 間 内 で お 受け いた し ます 。( お 申出 の 期日 に より 
取消 料 の 額 に 差 が 生じ る こと も あり ます の で 、 お 申込 み の 営 業 所 の 営業 
日 、 営 業 時 間 、 連 絡 先 等 は お 客 様 自身 で も 必ず ご 確認 を お 願い いた し ま 
す ) 

イ 旅券 ・ 査 証 そ の 他 渡航 手続 き 上 の 事由 お よび 各種 ロー ン の 取扱 手続 き に 
より 、 旅 行 契約 解除 の 場合 も 上 記 の 取消 料 の 対象 に な かなり ます 。 

ウ お 客 様 は 次 の 項目 に 該当 する 場合 は 、 取 消 料 な し で 旅行 契約 を 解除 で き 
ま 9。 

8 第 1 0 項 に 基づき 、 旅 行 契約 内 容 が 変更 され た と き 。 た だ し 、 そ の 変 
更 が 旅程 保証 (別紙 ) に 揚げ る も の 、 そ の 他 の 重要 な も の で ある 場合 
に 限り ます 。 

b 天 失 地 変 、 戦 乱 、 暴 動 、 運 送 ・ 宿 泊 機関 等 の 旅行 サー ビス 提供 の 中 目 、 
官公 閉 の 命令 その 他 の 当社 の 関与 し 得 な い 事 由 が 生じ た 場合 に お い 
て 、 契 約 書 面 に 記載 し た 旅行 日 程 に 従っ た 旅行 の 不可 能 と な る お それ 
が 極め て 大 きい 時 。 

c 当社 が お 客 様 に 対し 、 第 5 項 (2) に 記載 の 最終 旅行 日 程 表 を 同 項 に 
規定 する 日 まで に お 渡し で き な か っ た と き 。 

d 当社 の 責 に 帰す べき 事由 に より 契約 書面 に 記載 し た 旅行 日 程 に 従っ た 
旅行 実施 が 不可 能 に な っ た と き 。 

エ 当社 は 本 項 「(1)① ア 、 イ 」 に より 旅行 契約 が 解除 され た と き は 、 既 に 
収受 し て いる 旅行 代金 (申込 金 ) か ら 所 定 の 取消 料 を 差し 引き 、 払 い 戻 
し を いた し ます 。 取消 料 が 申込 金 で 剛 え な いと き は 、 そ の 差額 を 申 受け 
束 四 

〇 取消 料 (下記 表 は 全て 旅行 代金 が ベー ス と な り ま す ) 
旅行 契約 の 取消 日 ( 注 1) 特定 日 に 開始 する 旅行 | 特定 日 以外 に 開始 する 旅行 


旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起 算 し て 通常 


40 前 以降 31 日 前 まで 


30 日 前 以降 -ー21 日 前 まで 


20 前 3 前 まで 
2 こき の 旅行 
( 注 2) 旅 行 開始 後 ま た は 無 連絡 不参加 100% 100% 
( 注 1) 特定 日 : 4/27 ~ 5/6、7/20 ~ 8/31、12/20 ~ 1/77 
( 注 2) 本 表 の 適用 に 当たっ て 「 旅 行 開始 後 」 と は 、 別 紙 特 別 補償 規定 
第 二条 第 三 項 に 規定 する |「 サ ービス の 提供 を 受け る こと を 開 
始 し た 時 」 以降 を いい ます 。 
〇 日 本 発着 時 に 船舶 を 利用 する 旅行 、 日 程 中 に 3 泊 以 上 の クル ー ズ を 
含む 旅行 で クル ー ズ 約 吉 を 適用 する 旨 の 記載 の ある コー ス は 、 当 訟 
旅行 パン フレ ッ ト に 記載 の 取消 料 に より ます 。 
〇 企 切 航空 機 (チャ ー タ ー 機 ) 利用 等 の 取消 料 
旅行 契約 の 取消 日 誠 
(旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起 算 し て ) 
90 日 前 以降 ー31 日 前 以前 旅行 代金 の 20% 
30 日 前 以降 ~21 日 前 以前 旅行 代金 の 50% 


20 日 前 以降 一 4 日 前 以前 旅行 代金 の 80% 
3 日 前 以降 旅行 代金 の 100% 





12. 当社 の 指示 

お 客 様 は 、 旅 行 開始 か ら 旅行 終了 まで の 問 、 募 集 型 企画 旅行 参加 者 と し て 行動 
し て いた だ く と き は 、 自 由 行 動 時 間 中 を 除き 、 旅 行 を 安全 か つ 円 滑 に 実施 する 
た め の 当社 の 指示 に 従っ て いた だ きま す 。 


13. 当社 の 責 仕 

(1 ) 当社 は 旅行 契約 の 履行 に あたっ て 、 当 社 ま た は 当社 の 手配 代行 者 の 故意 
また は 過失 に より 、 お 客 様 に 損害 を 写 え た と き は 、 お 客 様 が 彼ら れ た 損 
害 を 賠償 し ます 。 (損害 発生 の 翌日 か ら 起 算 し て 2 年 以内 に 当社 に 対し 





て 遂 知 が あっ た 場合 に 限り ます ) 
(2) 手配 代行 者 と は 、 当 社 が 旅行 先 に お いて 、 お 客 様 に 提供 する 運送 ・ 宿 泊 
機関 等 の 旅行 サー ビス 提供 機関 (航空 機 、 鉄道 、 パ バス 、 ホ テル 等 ) の 手 
配 を 当社 に 代わ っ て 手配 を する 者 (現地 手配 会 社 ) を いい ます 。 
当社 の 責任 の 範囲 は 、 当 社 及 び 上 記 手 配 代行 者 の 故意 ・ 過 失 に より 、 お 
客 様 に 損害 を 与え た 場合 まで に 限ら れ 、 当 社 ま た は 手配 代行 者 が 手配 し 
た 運送 ・ 宿 泊 機 関 等 の 旅行 サー ビス 提供 機関 生 空 機 、 鉄道 、 パ バス 、 ホ 
テル 等 ) の 故意 ・ 過 失 に より 、 お 客 様 に 損害 を 与え た と き は 、 当該 旅行 サー 
ビス 提供 機関 の 責任 と なり ま す 。 
(4 ) 当社 と し て は 、 海 外 旅行 保険 の ご 加 人 を 強く お 薦め し ます 。 
(5) お 客 様 が 次 に 例示 する よう な 当社 また は 当社 の 手配 代行 者 の 関 写 し 得 な 
い 事 由 に より 、 損 害 を 被 られ た 場合 は 、 当 社 は 本 項 (1 ) の 貢 仕 を 負い 
ませ ん 。 
天 身 地変 、 戦 乱 、 暴 動 、 ま た は これ ら の た め に 生じ る 旅行 日 程 の 
役 更 も し く は 旅行 の 中 目 
イ 運送 ・ 宿 泊 機 関 等 の 旅行 サー ビス 提供 の 中 止 、 ま た は これ ら の た 
め に 生じ る 旅行 日 程 の 変更 も し く は 旅行 の 中 目 
ウ 到 公 著 の 命令 、 外 国 の 出国 規制 、 伝 委 病 に よる 隔離 また は これ 
ら に よっ て 生じ る 旅行 内 容 の 変更 、 旅 行 の 中 上 
エ 自由 行動 中 の 事故 
オ 食中毒 
カ 
キ 
ク 
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次 難 ・ 誕 欺 等 の 犯罪 行為 
運送 ・ 宿 泊 機関 等 の 遅 和 ・ 不 通 ・ ス ケ ジ ュ ー ル 人 変更 ・ 経 路 変更 な ご ど ま 
た は これ ら に よっ て 生じ る 旅行 日 程 の 変更 ・ 目 的 地 滞在 時 間 の 短縮 
運送 ・ 宿 泊 機関 等 の 事故 、 全 導 また は 第 三 者 の 故意 また は 過失 に よ 
りお 客 様 が 彼ら れ た 損害 事故 に よる 障害 治療 費用 、 病 気 に よ る 死亡 ・ 
治療 費用 、 賠 償 頁 仕 、 救 援 者 費用 等 に は 一 切 適 用 され ませ ん 

ケ その 他 、 当 社 の 関 全 し 得 な い 事 由 


14. 旅程 保証 

( 1 ) 当社 は 、 別 紙 に 掲げ る 契約 内 容 の 重要 な 変更 が 生じ た 場合 (た だ し 次 の 
(①② を 除き 旅行 代金 に 別紙 に 記載 する 率 を 乗じ て 得 た 額 の 変更 補償 金 を 
旅行 終了 日 の 翌日 か ら 起 算 し て 30 日 以内 に お 支払 いい た し ます ) た だ 
し 、 当 該 変更 事項 に つい て 当社 に 第 13 項 (当社 の 責任 ) が 発生 する こ 
と が 明らか な 場合 に は 、 変 更 補償 金 と し て で な く 、 損 害 賠 償 金 の 全部 ま 
だ は 一 部 と し て 支払 いま す : 

(① 次 に 掲げ る 事由 に よる 変更 の 場合 は 、 変 更 補償 金 を 支払 いま せん 。 (た 
だ し 、 旅 行 サ ービス の 提供 が 行わ れ て いる に も か か わら ず び 運 送 ・ 宿 泊 機 
関 等 の 座席 ・ 部 屋 そ の 他 の 諸 設 備 の 不足 (オー バー ブッ ク ) が 発生 し た 
こと に よる 変更 の 場合 は 変更 補償 金 を 支払 いま す ) 

ア 旅行 日 程 に 支 遼 を も た ら す 趣 天 候 ・ 天 奥地 変 
イ 戦乱 
ウ 暴動 
エエ 官公 著 の 命令 
オ 欠航 、 不 通 、 休 業 等 運送 ・ 宿 泊 機 関 等 の 旅行 サー ビス 提供 の 中 上 
カ 遅延 、 運 送 ス ケ ジ ュ ー ル の 傘 更 等 当初 の 運行 計画 に よら な い 
運送 サー ビス の 提供 
キ 旅行 参加 者 の 生命 また は 身体 の 安全 確保 の た め に 必要 な 措置 
② 第 1 1 項 の 規定 に 基づき 旅行 契約 が 解除 され た と き の 当 該 解 除 さ れ 
こ 部 分 に か か わる 変更 の 場合 、 当 社 は 変更 補償 金 を 支払 いま せん 。 


15. その 他 

(1 ) お 客 様 が 個人 的 な 案内 ・ 買 い 物 等 を 添乗 貞 ・ 現 地 係員 に 依頼 され 
た 場合 の それ に 伴う 諸費 用 、 お 客 様 の けが 、 疾 病 等 の 発生 に 伴う 
諸費 用 、 お 客 様 の 不 注意 に よる 荷物 紛失 ・ 忘 れ 物 回 収 に 伴う 諸費 
用 、 別 行動 手配 に 要 し た 諸費 用 が 生じ た と き に は 、 そ れ ら の 費用 
を お 客 様 に ご 負担 いた だ きま す 。 

(2) 当社 は いか な る 場合 も 旅行 の 再 実施 は いた し ませ ん 。 

(3) 供 代金 お よび 幼児 代金 は 、 コース に よっ て 規定 が 異な り ま す 。 

(4 ) 当社 が 旅行 契約 に より 旅程 を 管理 する 義務 を 負 つ 範囲 は 、 日 本 発 

着 の も の に つい て は 、 各 コー ス 日 程 表 に 記載 し て いる 出発 空港 ま 

だ た は 出発 地 を 出発 (集合 ) し て か ら 、 当 該 空港 また は 当該 地 に 帰 

着 ( 懇 散 ) する まで と な り ま す 。 海外 発着 の も の に つい て は 、 日 

程 表 等 で ご 案内 し た 海外 で の 集合 場所 に 集合 し て か ら 、 海 外 の 解 

散 場所 で 解散 する まで と な り ま す 。 

契約 に 関す る お 客 様 こ 当社 この 紛争 に つい て は 、 日 本 国内 の 裁判 

所 の みか が 人 管轄 を 有 し 、 日 本 法 に 挙 拠 す る も の と し ます 。 
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(旅行 代金 の 返金 に 関す る ご 注意 ) 
当社 で は 、 お 客 様 の ご 都合 に よる 取消 し の 場合 、 お よび 返金 が 生じ た 場 


合 返金 に 伴 つ 取扱 手数 料 は 、 お 客 様 の ご 負担 と させ て いた だ きま す 。 ま 


た 金融 機関 の お 客 様 の 口座 へ の 振込 みこ と させ て いた だ きま す 。 
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⑧ お 申込 み ・ お 問い 合わ せ は ・・・ 


旅行 在 画 ・ 実 施 観光 店 長官 登録 旅行 業 第 7 ら 4 号 


株 式 会 社 エイ チ ・ ア イ ・ エ ス 


〒163-6028 東京 都 新 宿 区 西新 宿 6-8-1 シー キー 
住友 不動 産 新宿 オー クタ ワー28 階 旅行 業 公 目 取引 
効 議 会 止 会 上 


総合 旅行 業務 取扱 管理 者 と は お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 取引 に 関す る 責任 者 で す 。 こ の 契約 に 関し 
担当 者 か ら の 説明 に ご 不明 な 点 が あれ ば 、 総 合 旅行 業務 取扱 管理 者 に お 問い 合わ せ 下 さい 。 








弊社 の サー ビス ・ 対 応 に 関し まし て お 気付 き の 点 、 ご 意見 等 ご ざい まし た ら 下 記 、 お 客 様相 談 室 まで ご 連絡 くだ さい 。 
山 エ イチ ・ ア イ ・ エ ス お 客 様相 談 室 TEL.03-5908-2505 (平日 10:00 一 18:30 土日 祝 は お 休み と させ て 頂き ます ) 








